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　小学校三年生の冬、俺は三つのことを学んだ。

　全すべての原因は、親おや父じが極度の体育会系だったからだ。元サッカーの国体選手でスポーツジムに行けば誰だれもが頭を下げるような筋きん肉にく超ちよう人じん。そして、趣味は息子を鍛きたえること。

　早朝のランニング、学校から帰ってきたら真っ暗になるまでサッカーの練習、登下校の間でさえボールを蹴けるのを強要されたおかげでサッカーはやたら上う手まくなったし馬ば鹿かみたいに体力はついたけど……そんなもの、俺は一度だって望んじゃなかった。

　なぜなら、俺は極度の文化系だったからだ。

　忘れもしない七年前のクリスマスイヴ。テレビゲームが欲しい、そう言うと親父にぶん殴なぐられた。小学校三年生の身みの丈たけにあった欲求だったと思う。二つの穴から鼻血を垂れ流す俺に向かって、親父はこう言った。

「そんな軟なん弱じやくな子供には、サンタはやってこない！」

　しかし、サンタはやってきた。クリスマスの朝、俺の枕まくら元もとには赤リボンのついた鉄アレイが並んでいた。

　一、小学校三年生の冬、俺はサンタクロースなんかいないってことを学んだ。

　だから、年が明けて、その馬鹿げたゲームにエントリーしてしまったんだ。

　冬休みが終わって最初の日曜日。学校で、うちのクラス男子全員による極秘イベントが開催された。

　誰が言い出したのかはわからないし、そんなことはどうだっていい。そこで開催されたのは、冬休みに溜ためこんだお年玉全額を賭かけたサバイバルゲームだった。小学校三年生にとって、お年玉を全額賭けるって行為は全財産を賭けるに等しい。

　だけど、俺は彼らの提案にのった。テレビゲームが欲しかったからだ。サッカー漬けの毎日から抜け出したかったからだ。お年玉にもらった五千円とスポーツジムの回数券五枚を叩たたきつける。

　ルールはいたって簡単。エリアは学校の校舎内、武器は百円均きん一いつのパチンコ、弾たまは百円均一の梅うめ干ぼし二箱、服は百円均一の白いシャツ。シャツのどこかに梅干の染みがついたら死亡確定。最後まで生き残った者がクラス中のお年玉を総そう獲どりできる。その額、なんと七万九千円、とスポーツジムの回数券五枚とビール券二枚。どこの親だ、とは誰だれも聞かない。

「恨うらみ言ごとは無しだ。オール、オア、ナッシング。勝者は全すべてを手にし、敗者は全てを失う」

　梅干をパチンコに装そう塡てんし、ついでに一つを口に放ほうり込こみながらシゲが言う。シゲは運動神経が良くクラスのリーダー的存在だ。日に焼けた顔に白い歯が映はえるスポーツ少年。

「『ＮＨＫ喉のど自じ慢まん』の音楽が流れたら、戦いの合図だ。その瞬しゆん間かん、俺たちの学まなび舎やは戦場と化す」

　教室のテレビを点つけ、校舎中に響くように音量を上げながらヤンボが言う。ヤンボは頭が良くクラス委員長を任まかされている優等生だ。目元まで掛かかっているサラ毛が軽くウザい。

　小さな戦士たちは狭せまい校舎に散らばって、喉のど自じ慢まんまでの残された時間でそれぞれの狙そ撃げきポイントを探さがす。

　時は十二時十五分、学校に鳴り響く、お馴な染じみのメロディ。

　そして、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされる。隠かくれて狙ねらうことを潔いさぎよしとしないシゲが、教室から飛び出して突撃を掛かけた。志こころざしは買ってやるけど、根こん性じよう論ろんで勝てるほど近代戦争は甘くない。殺さつ到とうする銃じゆう弾だん。瞬またたく間にシゲの体は赤く染そまる。

　一人倒れ、二人倒れ、やがて誰だれも死んだ者たちの数を数えなくなる。

　この戦争で最大の激戦地となったのは三階の音楽室前。廊下には自ら死亡を宣言した者たちが累るい々るいと横たわる。彼らの体は一いち様ように赤く染まり、立ち込める酸すっぱい臭においが戦いの壮そう絶ぜつさを物語っていた。

　生き残ったのは四人、その中の一人は俺だ。さて、残ったのは羊ひつじか狼おおかみか。手にべったりとついた赤い液体を舐なめながら笑う。辺あたりに人影は見えない、警けい戒かいしながら廊下を進む。

　その時だった。背後から赤い弾だん丸がんが、頰ほおを掠かすめて過ぎた。

　振り返るより先に、慌あわててシャツを見る。この戦いでは、もはや伝説になった少年漫画のザコキャラみたいに、気づかないうちに死んでいることがあるからだ。

　被弾はない。身を屈かがめながら振り返ると、教室の窓からこちらを狙う人影が三つ。目元までかかったサラ毛が揺ゆれる。あの軽いウザさは見み間ま違ちがえようがない、ヤンボだ。

　その瞬しゆん間かん、残った面子メンツを思い出す。残ってるのはヤンボと取り巻き二人、奴やつら手を組んでやがったな。追い込まれた危機感と共に、戦いを汚されたような屈くつ辱じよくを覚える。

　とはいっても、感情で強くなれるのは漫画の世界だけだ。相手が三人じゃ分ぶが悪い。俺は勢いよく逃げ出す。回り込めっ、ヤンボの声が聞こえてくる。

　廊下の先に、アクション映画でよく見る脱出口が見える。ダストシュート、これがある学校は少ないだろう。それは各階と一階のゴミ集積所をダクトで結んで、直接ゴミを捨てられるようにした画期的で怠たい惰だなシステム。

　普段はそんな馬ば鹿かな真ま似ねはしない。でも、今日きようは背せ負おっているものが違う。身を投げることに躊躇ためらいはなかった。挟はさみ撃うちにしようとしていた奴らには、俺が消えたように見えただろう。

　そして俺は、見事に──ダストシュートの二階と一階の間に挟まった。

　外からサッカーボールでも当てた奴がいたのかダクトは内側に凹へこんでいて、その窪くぼみに俺の体はがっしりとキャッチされた。バンザイをした姿勢のまま身動きできなくなる。

　こんな状態で見つかったら、開戦直後のシゲのように蜂はちの巣すにされる。そう思って気け配はいを殺したのがいけなかった。しばらく俺の名前を呼ぶ声が聞こえていたけど、やがて誰の声も聞こえなくなる。

　気づいて叫び声を上げたときにはもう手遅れ、俺は敵てき前ぜん逃とう亡ぼうという不ふ名めい誉よなレッテルと共に一人学校に取り残されていた。

　残りの週末をダストシュートの中で過ごした。ダストシュートの中は寒くて、特に夜の冷え込みはこたえた。暗くら闇やみの中で、梅うめ干ぼしの汁に塗まみれて、このまま誰だれにも見つけられずに俺は死ぬんだ、そう思って泣いた。

　二、小学校三年生の冬、過ぎた欲望には人を殺す力があるってことを学んだ。

　発見されたのは月曜日。ゴミが詰つまっているという生徒からの苦情と、ダストシュートから赤い液体が滴したたっているといって大おお騒さわぎした先生がいたからだ。二階から何本ものモップの柄えで突つっつかれて、俺は無事に、ゴミ山の中に生せい還かんした。

　ダストシュートの中の記憶は、日曜日の夜までしか残っていない。眠ってたのか、脳がスタンバイ状態になってたのかもしれない。

　だけど、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、覚えている景色がある。

　それは記憶なのか夢なのか、何曜日の何時頃なのか、全部が曖あい昧まいなものだった。ダストシュートの中で目を開ける。意識が覚かく醒せいしたきっかけが何だったのかはわからない。とにかく俺は、何かに気づいて目を開けた。

　そこで見たのは、白い霧きりに覆おおわれた世界だった。ここがどこで、自分が何者なのか認識できてなかった。白い霧は頭の上で渦うず巻まいて、小さな積せき乱らん雲うんがあるみたいにゆらゆら動いていた。

　そして、夢から覚めるように気づく。

　……なんだ、動いてるのって、俺の腕じゃん。

　気がついた瞬間、白い霧は収しゆう束そくするように形を取とり戻もどす。瞬またたく間まに霧は消えて、そこにあるのはバンザイしたままの右腕、白んでいた世界もダストシュートの中に変わる。失意の中で、俺はまた脳をスタンバイ状態に戻した。

　あれがなんだったのかわからない。でも一つだけわかっていることがある。あの時、ほんの一瞬だけ目が覚めなかったら、あれが自分の腕だと気づかなかったら、俺は分解されて白い霧になっていた。なぜか、それだけはわかった。

　三、小学校三年生の冬、この世界はひどく不安定だってことを学んだ。

　その事件がきっかけで、俺は少し変わった。高望みをしなくなった。テレビゲームを欲しがらなくなった。梅干が嫌きらいになった。人と深く関わるのを避けるようになった。そして、白い霧が見えるようになった。

　その事件が、俺が高校生になってから巻き込まれるトラブルのきっかけだった。つまり、全すべての原因は、親父が極度の体育会系だったからなんだ。
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　ミスもここまで続けば、特とく技ぎと呼んでいいかもしれない。ファミリーレストランのキッチン裏に、本日三回目の甲かん高だかい音が響き渡った。解わかりやすい擬ぎ音おん語ごにすれば、パリン。身の毛もよだつ陶とう器きの断だん末まつ魔まだ。割ったのはもちろんこの人、店に来てからもうすぐ一ヶ月のバイト、宮みや野の小こ雪ゆき。

「あ……あ、あの……すいません……すぐ、お片付け、します」

　誰だれに謝あやまっているのかもわからないような小声で言うと、皿を片付け始める。

　キッチン裏にいたバイトは俺と宮野だけ。当然、放ほうっておくわけにもいかない。

　片付けを手伝いながら、ちらりと宮野を見る。少し垂たれ目めがちでグレーがかった瞳、いつも少し赤い頰ほお、肩まで届きそうな髪からは甘い香りが漂ってくる。ここで一番可愛かわいいバイトは？　どのスタッフに聞いても同じ答えが返ってくるだろう。ミス・ここのファミレスは間ま違ちがいなく彼女だ。

　そんな恵まれた素材を持ちながらも、彼女が皿洗いのような裏うら方かたに回されているのにはワケがある。人の目を見て喋しやべれない、接客業に全まつたく向いてない性格のせいだ。

「ほんと……私、いつもダメで、ご迷めい惑わくばっかり……もう辞やめた方がいいですか……あの、どう思います？」

　割れた皿を箒ほうきで掃はきながら、独ひとり言ごとのようにボソボソと呟つぶやく。いくら可愛いくても、いつもこうだと正直ちょっとしんどい。

「そんなに、気にしなくていいと思うよ」

　作った笑顔で答えて、手早く片付けを終える。

「本当のこと、言ってください。私……きっと、平気ですから……あの、邪じや魔まだなとか、面めん倒どうだなとか、思われて、仕事……したくないんです」

　うん。そういうのが面倒くさい。口には出さないけど。

　と、耳ざとく陶器の断末魔を聞きつけた店長がフロアから戻もどってくる。店長は別室に集められた密みつ室しつ事じ件けんの容よう疑ぎ者しやを調べるように、俺たちを交こう互ごに見た。

　彼が名めい推すい理りを披ひ露ろうするより早く、苦にが笑わらいを浮かべて自白する。

「すんません、店長。またやっちゃいました」

　店長は溜ため息いきをつくと、壁のホワイトボードに書いてあった俺の名前の横に、棒を一本足した。

「リーチだぞ。次にやったら、辞めてもらうからな」

　最後通知のように言ってからフロアに戻っていった。

　ホワイトボードには桐きり島しま正と書いてある。正、ってのは俺の名前じゃなくて、今週に入ってから割った皿の枚数だ。本名は桐島新あら太た、天然パーマにちょっとコンプレックスがある十六歳。その下には、同じように宮野正と書いてある。ちなみに、合わせて十枚の皿を割った真しん犯はん人にんは全すべて宮野だった。正確に書き直したら宮野正正。とっくにビンゴだ。

　同じ高校の後こう輩はいで顔見知りだったこともあって、俺は彼女のミスを半分肩代わりしていた。別に、下心があってやってるわけじゃない。どちらかというと、こういう「いかにも女の子」っていうタイプは少し苦にが手てだ。

「えと……あの、ごめん、なさい……私、別に……そんなつもりじゃ」

「そういうわけだから、俺が庇かばえるのもここまでだからね。あとは自分でよろしく」

「私……こんなことしてもらえるような、人間じゃないんです……だって、私……私に関かかわった人はいつも、なんか、悲しいことになるんです。今までだって」

　宮みや野のから黒いオーラが漏もれ出てくる。これ以上話を聞いていると、何かとんでもないことをカミングアウトされそうだ。それを敏びん感かんに察さつして、さっと会話を被かぶせる。これが他人とちょうどいい距離を保つ方法だと学んでいるから。

「あのさ、俺、ここのバイト辞やめるわけにはいかないんだ。この近きん辺ぺんで、高校生で雇やとってくれるとこ少ないからね。俺、買わなきゃいけないものがあるんだよ」

　そう言ってホワイトボードを顎あごで示す。いくら同じ高校の後こう輩はいでも、自分がクビになってまで彼女を庇えない。

「桐きり島しまぁー、いつまで皿洗ってんだ、四番テーブルにこれ出してこーい」

　ちょうどいいタイミングで先輩から声がかかる。うぃーす、と答えてキッチンに出た。

　出で来きたばかりの料理を受け取りカートに並べる。全部で四品、家族連れで食事にきているテーブルからの注文だ。

「ついでに三番のオーダーとってこい。あの客、店に入って一時間くらいになるけど、何も頼んできてねぇぞ」

　先せん輩ぱいがフロアの方を指差す。よく見えないけど、三番テーブルには茶色っぽい髪の子供が一人で座っていた。うぃす、もう一度言ってからフロアへ出る。体育会系は嫌きらいだけど、こういう返答の方が受けがいい。それも学んだことだ。

　この店では、料理を出すときはカートで運ぶことになっている。カラカラと押しながら、窓まど際ぎわの四番テーブルに向かう。その途中で、先輩に言われた三番テーブルの客をちらりと見た。

　小学生くらいだろうか。栗り鼠すのように大きな目、ひくひくと動く小さな鼻、亜あ麻ま色いろのふんわりとしたボブカット、服装はショートパンツに半はん袖そでのパーカー。なんだか不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きを持つ子供だった。

　店に入って一時間と言ってたけど、彼女はまだメニューを眺ながめていた。お金が足りないってわけじゃないらしい。テーブルの隅すみには、オセロの勝敗を決めるように硬こう貨かが積まれている。ざっと見ただけで百円玉が十枚前後、五十円玉が二枚、十円が三枚。あれが全財産だとしても、頼めるメニューはそこそこある。

　興味を引かれ、歩調をわざとゆっくりにする。四番テーブルの子供が俺の押すカートに気づいて「あれだ、きたきたー」と声を上げる。

　亜麻色髪がみの少女は、仇きゆう敵てきの顔写真を覚えるみたいにじっとメニューを眺めていた。

　と、なにを思ったのか指を折って数え始める。それから、テーブル横に積みあがっている硬こう貨かと指を見比べる。何度かメニューと硬貨を交こう互ごに見て、悲しそうに顔を伏ふせた。

　……なるほど、数えていたのは値段だったのか。こうやって一時間も悩んでるのか。とりあえず、頭はあんまり良くないみたいだ。

　少女がメニューを捲めくると、次のページはデザートだった。色とりどりのケーキやパフェが並んでいる。それを見た瞬しゆん間かんに彼女の目がキラリと輝き、髪がピクリと動いた。

　え、髪？　思わず立ち止まる。ふんわりボブカットから、ちょこんと動物みたいな耳が生はえていた。雪のように白い毛並みだけど、その形はやたらと丸い。キツネや猫じゃない。こんな耳をした動物をテレビ番組で見た気もするけど、ぱっと思い出せない。確か、めったに見られない珍しい生き物だった気がする。変わった名前で妖よう精せいとか呼ばれていた気がする。咽のどまで出で掛かかっているのに思い出せない、誰だれもが一度は経験しているだろうもどかしさが俺を苛さいなむ。

　いや、ちょっと待て。悩むべきところがズレてるぞ。
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　なんであんなものが髪から生えてるんだ。テーマパークの被かぶり物ものか。ファミレスをどこぞのテーマパークと間ま違ちがえちゃったイタ子ちゃんなのか。にしてもアレはリアルすぎるだろ。毛並みまでしっかりあるし、ぴくぴく動いてるし。

　ふと、少女がこちらを向く。テーブルの横で突つっ立たっている店員を不ふ審しんに思ったのか、少し小首を傾かしげる仕し草ぐさをする。それから、おもむろに右手の人指し指を通路に向けた。俺はというと、まだ彼女の耳に釘くぎづけだ。少女は少し困ったような笑えみを浮かべて、さらに左手の人差し指を通路に向ける。

　少しだけ気になって、指先を視線で追った。

　そこで見たものは、いつの間にか俺の手を離れ、からからと転がっていくカートだった。

　いつ手を放はなしたんだろう。放す時に軽く押しちゃったのか、けっこう勢いがついてる。四番テーブルの子供が横を通り過ぎていくカートを目線で追う。最悪だ。そっち入口の階段じゃねぇか。あぁ、今からダッシュしても間に合わねぇ。

　そこからの光景は、スローモーションのように見えた。カートはゆっくりと入口に設もうけられた三段の階段に差さし掛かかる。前輪が床から浮き上がり、上にのっていた料理たちが跳はねる。皿がすべり落ち、カートが横倒しになりながら階段の向こうに消えていく。

　フロアに激しい音が響き渡った。それと同時に、間ま延のびしていた時間が急に戻もどってくる。

　倒れたカート、床に撒まき散ちらされた家族四人分の食事、静まり返る店内。静せい寂じやくを裂さいて、さっきの子供が「はんばーぐぅぅ」と親友の死を悼いたむように大泣きする。

　店長が怒りと接客用の笑顔が混ざり合った、もう何とも形容しがたい表情で歩み寄ってきた。キッチンの方からバイト仲間や宮みや野のたちが覗のぞいている。きっと、裁判で傍ぼう聴ちよう席せきから被ひ告こく人にんを見ている人たちはあんな顔をしてるんだろう。

　俺は現げん実じつ逃とう避ひするように三番テーブルの少女に視線を向けた。あぁ、どうせなら、もっと切せつ羽ぱ詰つまった顔で教えてくれればよかったのに。

　ボブカットの頭の上には、さっきの耳は錯さつ覚かくだったのか何もなかった。彼女は窓ガラスに息を吹きかけ、そこに文字を書く。どんな秘密のメッセージかと思ったら「ドンマイ」という胸に刺ささる四文字だった。そして、素す晴ばらしい笑顔を俺にくれる。

　それを見ながら、思った。クビ、だよなぁ……。







　昼のランチタイムが終わるまできっちりと働かされてから、当然のようにクビを告つげられた。

　どうすりゃいいんだ、今月は新刊が十二冊も発売されてるんだぞ。絶望に打ちのめされながら財さい布ふの中を思い浮かべる。

　俺がバイトをする理由は、学校の図書室や駅前の図書館にはもちろん、かなり大きな本屋じゃないと取とり扱あつかってないような少年向けレーベル『月げつ光こう文ぶん庫こ』の愛読者だったからだ。クラスの誰だれも知らないくらいマイナーでマニアックなレーベルだけど、だからこそ応援しなきゃって気になる。ファンタジーからＳＦからラブコメまでジャンルは様々で、毎月刊行される全すべての文庫を読むことは、もう俺の義務になっていた。

　読み終わったばかりの本を思い返しながら、レーダーチャート（ストーリー、キャラクター、オリジナリティ、文章力、台詞せりふ回まわし、世界観の六点評価）で点数をつけて感想を書くこと。そして、小説を寝ね転ころがって読みながら、枕まくら元もとに積まれている未読の本がまだこんなにあるとワクワクすること。これが、俺にとって一番幸せな時間だった。

「私……のせい、ですよね？　やっぱり……そうですよね。私なんかが、いたから」

　俺の溜ため息いきに気づいて、宮みや野のは居い心地ごこち悪そうにぼそぼそと呟つぶやく。帰りの時間が重なったので、駅まで一いつ緒しよに帰ることになった。そんなに居心地が悪いのなら一緒に帰らなくていいのに。むしろ一人にしてくれ。

「先せん輩ぱい、私のせいで……私に優しくしてくれたから……だから、先輩は」

「いや、宮野は悪くないよ。あんなことやっちゃったら一発でクビ確定だったって」

「でも……どうせ私も、クビになるんなら……代わってもらわなければよかった、です」

　あの後、宮野もダメ押しにもう一枚皿を割り、一緒にクビを告げられた。不幸は二人並べるとよりいっそう重くなるんだな。忘れないうちに、一人になったらメモしておこう。

「あの……私、お皿って駄だ目めなんです。あの白さとか、脆もろさとか、儚はかない感じとか。この皿の運命を私が握ってるんだって思ったら……ここで落としたら取り返しが付かなるとか考えたら……手が、震ふるえちゃうんです」

　どうやら、皿を割りまくったのは不注意より精神的な問題らしい。君は、飲食店でアルバイトしちゃいけないと思う。

「あの……一緒に帰りましょうって言ったの、やっぱり、迷めい惑わくでしたか？」

　相変わらず視線を逸そらせたまま呟つぶやく。人と接するのは苦にが手てでも、人の心は敏びん感かんに感じ取れるらしい。だったらなにも言わないで、それを態度で示してくれればいいのに。

　もちろん口には出さず、そんなことないよ、と笑顔で否定する。

「でも……どうしたんですか。先輩があんなミスするなんて、珍しいです……私なら、その、いつものことですけど」

　俺でなくても、宮野じゃなければあんなミスをする奴やつは珍しいだろう。店長にも、わざとやっただろう、と何度も問とい詰つめられた。

「三番テーブルに、小学生くらいの女の子が座ってたんだ。見た？」

　駄目元で聞いてみるけど、宮野は俯うつむいて側そつ溝こうの中を見つめたまま、首を横に振った。フロアに出ていないのだから当然か。彼女の視線の先に何かあるのか気になって顔を向けながら、髪の中から動物の耳が出てきた女の子の話をする。溝の中には、何のことはない、自転車のサドルが捨ててあるだけだった。

「小学生くらいの女の子に……白い……動物の、耳……なにかの妖よう精せい……ですか」

　話を聞き終わると、宮野は長い沈黙を置いてから呟いた。なにかの妖精というフレーズだけ妙みように胡う散さん臭くさく聞こえるのはなぜだろう。

「あの……すいません、今から言う事、すぐに忘れてくれますか？」

　彼女のその言葉に、何か意い味み深しんなものを感じた。あれが妖よう怪かいだったのかハイテクなコスプレだったのかはわからないけど、宮みや野のはそれに関わる何かを知っている、そんな予感めいたものを感じさせる声こわ音ねだった。

　思わず顔を覗のぞき込こむけど、宮野はすかさず顔を逸そらして、俯うつむきながらぼそぼそと呟つぶやく。気を抜けば聞き逃してしまいそうな彼女の言葉を、俺は全力で聞き取った。

「それ……ちょっと、イタいと、思います。妄もう想そうで、そういうの見ちゃうのとか……それに、ロリコ、いえ、なんでも」

　思わず、その場に両手両りよう膝ひざを付きそうになった。

「すいません……忘れてください、今の。私の言うことなんか、気にしちゃ、だめ、です」

　いや、無理。しばらく無理。そうか、知らなかった。イタ子ちゃんは俺だったのか。俺はイタい妄想野や郎ろうだったのか。小説の読みすぎなのかな、『月げつ光こう文ぶん庫こ』でも獣けもの耳みみとか流は行やっててよく出てくるもんな。そりゃクビにもなるよな。

　重たい沈黙を引きずったまま、駅まで辿たどり着つく。俺の家はもう少し歩いたところにある。電車通学の宮野とは、ようやくここでお別れだ。

　彼女は相変わらず視線を逸らしたまま、ぺこりと頭を下げた。

「今までいろいろ教えてくれて、その……ありがとう、ございました。いつまでも、お元気で」

　ああ。どうせ明日あしたも学校で会うけどな。口には出さず、笑顔で応じる。

　宮野は背を向けて歩き出そうとし、ふと立ち止まって何か思い出したように呟つぶやいた。

「そういえば……さっき先せん輩ぱいが言ってた雪みたいに白くて丸い耳って……オコジョじゃないですか。山の妖よう精せいって呼ばれてますし」

　あぁ……確かにテレビで見たのはそれだった気がする。でも、もうどうでもいいよ。

　宮野と別れてから、駅前のベンチに座ってメモ帳を開く。中には、びっしりと箇か条じよう書がきで文章が書き込まれている。

　これは、小学校三年の時から書き続けている「教きよう訓くんメモ」だ。現在四冊目。学んだことを書き留めていて、どんな時でも出来る限り教訓に従って行動することにしている。このメモが完成すれば、人生にどんな面めん倒どうごとが近づいても回避できるような素す敵てきな攻こう略りやく本ぼんになるはずだった。

　今回、俺がクビになった理由は妄想野や郎ろうだったからなんかじゃない。あってたまるか。そんな趣味はないし、ロリコンでもない。理由は、教訓が足たりなかったからだ。そして、教訓を守らなかったからだ。

　新たに二つ書き足す。第二百十二訓、仕事をしている時は無心で働くこと。第二百十三訓、自分が不幸だと感じている時は不幸な人と一いつ緒しよに帰ってはならない。それから、以前に書き込んだ教訓を思い出して呟く。

　第十九訓、不ふ思し議ぎな出で来き事ごとに遭そう遇ぐうしても、それを知ろうとしたり話そうとしてはならない。

　この世界は曖あい昧まいで不安定で、不ふ思し議ぎに溢あふれている。それを、俺はダストシュートの中で消えかけた時に知った。

　あの日を境さかいに、不思議な出で来き事ごとが発生する予よ兆ちようを感じられるようになった。それは、俺にしか見えない白い霧きりとなって現れる……そう、こんな風に。あれ？

　右腕がうずくような感覚と一いつ緒しよに、ああ、またか、と思う。

　視界の右みぎ端はしに、うっすらと霧が立ち込めていた。他の通行人には見えてない。

　これがダストシュートで見えるようになった不思議なことが起きる予兆だった。この霧を辿たどっていけば、何か不思議な出来事が待っている。

　小学校の頃、霧を見つけるたびに後を追って、色んな不思議に遭そう遇ぐうした。霧が出ているごみ箱を開いたときは、中で腐くさりかけのピーマンが踊っていた。公園で拾ったドロップ缶かんを開けると、何も入ってないのにピアノの音が聞こえてきた。じいちゃんの家で古い木箱を見つけて開くと、こけしたちがキスの練習をしていた。そいつらは、俺が見つけると消えたり、何もなかったみたいに動かなくなったりした。

　親や友人たちに何度も相談したけど、返ってきたのは遠まわしに俺の頭に問題があるんじゃないか、というようなものばかり。さっきの宮みや野のの反応がいい例だ。だから、中学になってからは白い霧を見かけても近づかないようにした。誰だれにも話さないことにした。教きよう訓くんメモにも、そう記しるしたんだ。

　右側から伸びてくる、白い霧に視線を向けた。ああ、やっぱりあれも妄もう想そうなんかじゃなかったのか。そこには、建物の角へと消えていく、さっきのオコジョ少女の姿があった。

　第十九訓を心の中で繰り返し、見なかったことにしようとした。立ち上がって家の方に歩き出す。だけど、人間はそんなにストイックにはできていない。人類を進化させたのは好こう奇き心しんだ、とは誰の言葉だっただろう。気になって振り返ると、もうそこに彼女の姿はなかった。

「くそぉ、これで最後だからな」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、少女の後を追いかける。第五訓、教訓は守るべし。これが、一番守るのが難しい教訓だった。

　路ろ地じを曲がると、駅前とはまるで違ちがう人ひと気けのない通りにでた。駅前は通学路なのでいつも通っていたけど、こんな裏通りまで立ち入ったことはない。

　通りには長い年月を感じさせる住宅が並んでいた。駅近くということもあって、ぽつぽつとクリーニング屋や自転車屋といった生活に密着した店も見える。辺あたりを見回すけど、オコジョ少女の姿はどこにもない。白い霧もいつの間にか見えなくなっていた。

　代わりに、全まつたく別のものを見つけて視線が止まる。それは、立ち並ぶ家々の中で、さらに長い歴史を過ごしてきたのを感じさせる古びた店だった。閉じられた木造りのガラス戸、その上に掲かかげられた看かん板ばんにはこう書かれていた。

『貸かし本ほん屋や　満まん月げつ堂どう』

　貸かし本ほん屋やなんて商売は、もうとっくに絶ぜつ滅めつしたと思っていた。

　駅前には市がやっている図書館がある。こんな商売がまだ成り立っているのには、それなりのワケがあるんだろう。サービスがいいとか、図書館に置いてないような珍しい本を取とり扱あつかっているとか……。

　読書好きの血が騒さわぎだす。ちょっとした興味を覚えて、古びた店に近づく。

　ガラス戸は僅わずかに開いていた。そっと、ガラス越しに店内を覗のぞく。

　店の中は薄暗く、それほど広くはなかった。コンビニくらいの店内に、大きな本棚がびっしりと並んでいる。入口のすぐ傍そばには骨こつ董とう品ひんのような机があって、店員らしい女の子が本を読んでいた。机の上にはオレンジの光を放はなっているランプと、小さな地球儀と万年筆が並んでいる。ランプの光に横顔を照らされながら、片かた肘ひじをついてやたらと分厚い本を捲めくっている少女。その景色は、このまま絵本の挿さし絵えにしたいくらいだった。

　引き込まれるように、ガラス戸に手を掛かけていた。だけど、戸はガタガタと音を立てて揺ゆれるだけで開いてくれない。その音で気づいたのか、机に座っていた少女が顔を上げる。

　途と端たん、周まわりの空気が変わった。

　まるで、風ふう鈴りんの音がしたように、世界がピンと澄すみ渡わたる。

　丁てい寧ねいに切きり揃そろえられた流れるような黒髪、少し吊つり目めがちな目、真っ直ぐに通った鼻び梁りよう、引き締まった形のよい唇に細い顎あご。そこには近寄りがたい冷たさがあったけれど、これまで見たどんな女子よりも綺き麗れいな顔立ちだった。店の制服なんだろう、ハイネックのブラウスに紺こん色いろのベストを着ている。下はわずかに色合いの違ちがう紺色のスカートで、それはウチの学校の制服と似ていた。歳としもずいぶん近い気がする。

　店員さんはしばらく俺を見つめてから、とても接客しているとは思えない冷たい声で言った。

「上向きに、力をかけながら押せ」

　すぐには、何を言ってるのかわからなかった。ワンテンポ遅れて、戸のことだと気づく。上に持ち上げるようにして押すと、ガラス戸はすんなり開いた。

　これは、店としてどうなんだ。店員さんに視線を戻もどすと、自分の仕事は終わったとばかりに読書を再開していた。君の態度も、店としてどうなんだ。ついさっきまで接客業をやっていた身としては色々と不満が浮かぶ。

　彼女に近づいて、あの、と声をかける。本から顔も上げずに、声だけが返ってきた。

「好きに見ろ。どれでも一冊五十円、貸かし出だしは二週間だ」

「えっと、俺、一応、客なんだけど」

「見ればわかる。他に、何か質問か？」

　彼女は面めん倒どうくさそうに本から顔をあげた。吸い込まれそうな黒い瞳が、真っ直ぐに見つめてくる。俺は一いつ瞬しゆんだけ、その瞳に見とれた。

　なんでもない、そういって彼女から離れる。綺麗だったけど、性格はかなり悪そうだった。気に入った人にしか物を売らない昔むかし気質かたぎの職人のような頑がん固こさを感じて、クレームを言うのも馬ば鹿からしくなる。どうせ興味本位で立ち寄っただけなんだし……。

　何か面おも白しろい本がないかと店内をぶらつく。入口付近に並んでいるのは辞書のように分厚い本ばかりだった。背せ表びよう紙しに描かれているタイトルも、作家も、まるで聞いたことがない。

　一冊手にとってパラパラと見る。タイトルは『忘れられた地下鉄』、廃はい線せんになった地下鉄の通路に蛙かえるの大群が発生するという奇き抜ばつな内容らしい。俺が読むのは『月げつ光こう文ぶん庫こ』だけじゃない、暇ひまさえあれば図書館に行って新書から古典文学までどんなジャンルにも手を出す乱らん読どく家かだ。でも、さすがにこれには欠片かけらも興味が持てなかった。出版社がどこにも書いてないので、自費出版なのかもしれない。

　店の奥までいくと、店員の女の子も見えなくなって本棚でできた迷路の中を一人彷さ徨まよっているような気持ちになる。駅前の喧けん騒そうが噓うそのように静かで、時間の流れがゆるやかで、とても居い心地ごこちがよかった。やべぇな、この雰ふん囲い気き。ちょっとハマりそうじゃないか。

　途中から、棚の色が違ったものになる。形は同じだけど、入口近くは年ねん季きが入っていて木目が黒ずんでいるのに、店の奥のは買ってから数年しか経たってないように新しい。

　タイトルもがらりと変わって、新しい棚には一般の書しよ籍せきが並んでいた。俺が読みたいと思ってた話題の小説や、これまで読んだ中で感動した小説も揃そろっている。

　そして、見慣れた背表紙に目が留まる。一番下の段には、この町内の本屋では売ってない『月げつ光こう文ぶん庫こ』の最新刊がずらりと揃そろっていた。まさか、こんな古びた貸本屋で出会えるとは。

　頭の中でカチカチと計算する。一冊五十円、十二冊でも六百円。いける、これならバイトがクビになった今でも読めるじゃないか。巡めぐり合あわせに感謝しながら、今月発売の中でも特に気になっていた三冊を手に取る。

　と、カウンターの方から、さっきの店員と客らしい誰だれかが話をするのが聞こえてくる。こんな古びた貸本屋に、他にも客がいたことが驚きだった。

「ちょっとツクモ、どうなってるの。この前から全まつたく蔵ぞう書しよが増えてないじゃない」

　若い女性の声だった。子供に教おしえ諭さとすような、ゆっくりとした喋しやべり方かた。

「努力はしている。他に何が不満なのだ」

「いいこと、あなたはわかっていないわ。あなたに貸本屋をさせるためにこの店を預あずけてるわけじゃないのよ。こんなことだったら、クルンを返してもらうわ」

「駄だ目めだ、家事は全部クルンがやっている。あれがいないと私は餓が死しするぞ」

「威い張ばって言ってんじゃないわよ。あんたのお母さんはあれほど優秀な観かん測そく者しやだったのに。もうちょっと危機感を持ちなさい」

「騒さわぐな、他の客に迷めい惑わくだ」

「何が迷惑よ、こんな店に客なんか来るわけないじゃない」

「……おい、さっきの奴やつ、ちょっと出てこい」

　おそらく、俺のことだろう。客に向かってその言いい草ぐさはないだろうと思うけど、相手がどんな人なのか気になって顔を出す。俺が本棚の陰かげから出てきたのを見て、不満を言っていた客は露ろ骨こつに驚いた表情をしてみせた。

　そこに立っていたのは、この辺あたりでは見かけない制服を着た女性だった。

　真っ白い布ぬの地じに金色の刺し繡しゆうが入ったセーラー服、その上から白いダッフルコートを着ていて、それは制服というよりも修しゆう道どう衣いか何かのように見えた。白い肌に彫ちよう刻こくみたいに整った顔立ち、解けば肩けん甲こう骨こつまで届きそうな髪を背後で一ひと括くくりにしている。瞳はうっすらと青く、外国人かハーフなのかもしれない。

　とてつもない美人さんだったけど、それだけじゃなかった。浮うき世よ離ばなれしているというか、風景に馴な染じんでないというか、手を伸ばせば弾はじかれてしまいそうな違和感がある。

　俺がぼうっと見つめていると、白い女性は優しげな笑えみを浮かべる。

「あら、本当にいたのね。驚いたわ。こんな店で本を借りなくても、図書館がこの近くにあるのご存ぞん知じ？」

　少し間ま延のびしたような、落ち着いた声こわ音ねだった。

「営業妨ぼう害がいだぞ。借りないなら、さっさと帰れ」

　店員は、相変わらず冷たい表情で言う。白い女性は溜ため息いきをつくと、大げさに肩を竦すくめて見せる。外国の映画じゃ多いけど、こういう仕し草ぐさを実際にする人は初めて見たな。

「今日は大人おとなしく帰るわ。でも、そろそろ限界よ。記録ができなくなった世界に私は興味がないの。次に来る時まで蔵ぞう書しよが増えてなかったら、本気でお終しまいにするわよ」

「好きにするがいい。判断をするのはお前の仕事だ」

　白い女性は、そのまま店を出て行った。あのガラス戸をなんの問題もなく開けたことから、かなりの常じよう連れんだってことがわかる。にしても、なんだったんだ今の、貸かし本ほん屋やの会話か？

「……さすがに、そろそろなんとかしないとマズいか」

　店員が独ひとり言ごとを呟つぶやくのが聞こえる。

　その時、店の中に香こうばしい匂においが立ち込めた。店の奥から、見覚えのある少女が紅茶の乗ったトレーを持って運んでくる。

「なっ、お前っ」

　思わず声を上げるが、店員の煩うるさそうな視線に睨にらまれて、すぐに口を噤つぐむ。給仕をしていたのはファミレスで見かけたオコジョ少女だった。獣けものの耳はどこにもない。トレーの上にはティーカップとビスケット、その横にはポストイットが貼はり付つけられていて「お姉ねえ、お茶が入りました」と丸文字で書かれている。

　少女が机の上に紅茶セットを並べる。店員は少女に礼を言うこともなく読書を再開する。

　と、オコジョ少女は本棚の陰かげから顔を出している俺に気づいた。そして、解わかりやすいほど驚いた表情を浮かべる。一いつ瞬しゆんだけ遅れて、

　ぽんっ、と髪の毛から耳が飛び出す。

「……その耳っ」

　やっぱりさっきのは……妄もう想そうなんかじゃなかったんだ。

「クルン、耳をしまえ」

　店員が読書を続けたまま、オコジョ少女に告つげる。クルン、というのが少女の名前らしい。

　クルンははっとして、両手で耳を覆おおった。次の瞬しゆん間かん、小さな指の隙すき間まから湯気のようなものが漏もれてくる。間ま違ちがいなく、俺が子供の頃から目にしてきた白い霧きりだった。

　頭から手を放はなすと、オコジョの耳は消えていた。手品、なんかじゃないのは明らかだった。

　呆あつ気けに取られている俺に、クルンはちょこちょことやたら狭せまい歩ほ幅はばで近づいてきた。

　ポケットからペンとポストイットを取り出し、何やら書いて、それを手の甲こうに貼はって見せてくる。どんな秘密のメッセージかと思ったら、「いらっしゃいませ」ああ、わざわざどうも。

「そうだ、クルン。入口のドアを直しておけ。どうやら慣れない奴やつには開けにくいらしい」

　店員が、急に思いついたように言う。クルンは無言で頷うなずくと、ちょこちょこと店の奥に引き返していった。すぐに重たそうな工具セットを持って出てくる。

　クルンは俺の前をお辞じ儀ぎしながら通り過ぎて、入口に向かう。工具箱からハンマーとドライバーを取り出すと、何やら作業を始めた。その背中にまた声がかかる。

「せっかくだから、自動ドアにしておけ」

　どう聞いても無む茶ちやな注文だった。クルンはその場に硬こう直ちよくして必死に考え始める。いや、業者に頼まないと無理だから。

「お前、それは借りるのか？」

　今度は、俺に声がかけられる。振り向くと、店員は顔を上げ、俺の持ってる三冊の文庫を顎あごで指した。あぁ、と答える。

「一冊サービスしてやるから、あの耳は見なかったことにしろ。いいな」

　一方的に言って、本を寄こせとばかりに手を突つき出だす。俺は机に歩み寄って、本を渡しながら尋たずねた。

「なぁ、なんなんだあの子は？」

「私が言ったのが聞こえなかったのか、見なかったことにしろと言った」

「いや……でも」

「わかった、説明してやる。目の錯さつ覚かくだ。納得したか」

「できるかっ、おもっきり、指の隙すき間まから白い霧も出てたしっ」

　思わず声を荒げてしまった。言って、すぐに後悔する。

　白い霧のことを誰だれかに話そうとしてはならない、さっき確認したばかりの教きよう訓くんだった。この教訓を守らなければどんな目に遭あうか、痛いほどよくわかってる。馬ば鹿かにされ、正しよう気きを疑われ、さっきの宮みや野のみたいに気き味み悪わるそうな視線を向けられる。だから、

「お前、霧きりが見えるのか？」

　一いつ瞬しゆん、彼女が何を言ってるのかわからなかった。返ってきた言葉は、これまでの俺の人生には、一度だってないものだったから。

「え……お前、にも、見えるのか？」

「私には見ることはできない。だが、存在は知っている。ん、どうした？」

　不ふ審しんそうに聞いてくる、俺がよっぽど嬉うれしそうな顔をしていたからだろう。これまで白い霧の話を口にした時、返ってくるのは決まってこちらの正しよう気きを疑うような冷たい視線だった。こんなに、当然のように受け入れてくれたことなんか一度だってなかった。

「や、やっぱり、あの霧に気づいているのは俺だけじゃなかったんだ」

「……本当に『パンドラ』が見えるらしいな」

　俺の感激を他よ所そに、店員は冷たく呟つぶやく。聞こえたのは、水を差すような耳慣れない言葉だった。パンドラ？　それってパンドラの箱と関係があるのだろうか。パンドラの箱のパンドラは、パンドラさんっていう箱を開けた人の名前だってどれくらいの人が知ってるだろうか。どうでもいいけど。

「なんだよ、それ」

　次の瞬間、いきなり手が引ひっ張ぱられた。店員が本を差し出していた手を摑つかみ、ぺたぺたと触り始める。彼女の手は冷たく、少し気持ちよかった。ああ、違ちがう。なにすんだよっ、ちょっと遅れて叫ぶと、腕を引っ込める。

　店員は気にした風もなく、小さく頷うなずいてから語り出した。

「お前、さっきまで駅前のファミレスで働いていたか？」

「……なんで、知ってるんだ」

「やはりそうか。クルンが、以前からファミレスで白い霧きりを見かけると言っていた。先さき程ほど、調べに行かせたのだがデザートに夢中になってしまったようでな、何も調べずにふらふらと帰ってきた。どうしたものかと思っていたが、手て間まが省はぶけたようだ」

「おい、なに言ってんだよ」

「なんだ、他人のは見えても、自分の体から出ている霧には気づいていないのか。お前が白い霧と呼んでいるものは、この情報で埋うめ尽つくされた世界に残された空白ブランクだ。お前、『パンドラ』になりかけたことがあるな。それで霧が見えるようになったのか……面おも白しろい、少し立っていろ」

「いや、ずっと立ってるぞ」

　俺の突つっ込こみを綺き麗れいに無視して、店員は引き出しを開く。その中にも、びっしりと本が並んでいた。だけど、それは店に飾られている物と違って真新しく、表紙には何のタイトルもない。

　彼女は椅い子すに座ったまま本を開く。開いたページは、何も書いていない白紙だった。右手を前に突き出し、呟つぶやく。

「世界の変化を確認。これより対象の記録を行う……レコード開始」

　次の瞬しゆん間かん、奇き妙みような事が起きた。

　俺の腕から、小さな光の粒が大量に出てきた。それは遺い伝でん子しの螺ら旋せん構こう造ぞうみたいにぐるぐる渦うず巻まきながら、彼女が持った何も書かれていない本へ向かっていく。

　時間にして五秒ほど、あっという間の出で来き事ごとだった。光は吸い込まれるように本の中に消える。俺の腕には何の変化もない。むしろ、風呂上がりみたいにすっきりした気分だ。

　ただ一つ変わったことは、彼女が持っていた本、そこにいつの間にかびっしりと文字が書き込まれていた。

「データ記録、完了だ。たった三ページとは、お前の物語はずいぶんと薄っぺらいな。後でじっくり読ませてもらおう」

　本を覗のぞき込こもうとしたけど、店員はパンと勢いよく本を閉じ、さっさと机の中に仕し舞まう。

「……なんだ、今の光は」

「お前の腕の『パンドラ』を、記録した」

　……何を言ってるんだ、このお嬢さんは。

　不安と共に、期待も浮かんでくる。小学校三年の冬から抱かかえ続けていた疑ぎ問もん、誰だれも教えてくれなかった白い霧きりの正しよう体たい、それをこいつは知っているかもしれない。

「私の名前は、満みち月つきツクモだ。この店の店主をやっている」

　机の上に転ころがっていた万年筆を拾い上げ、メモ紙に自分の名前を書く。老ろう練れんさを感じさせるような達たつ筆ぴつだった。そのせいか、ツクモ、とカタカナで記しるされた名前は、俺と変わらない歳としなのに古い時代の名残なごりを思わせる。

「お前、私に協力する気はないか。次に白い霧を見つけたら、すぐ私に教えるんだ」

「……ちょっと待ってくれ。あの白い霧は、『パンドラ』ってのは、いったいなんなんだ」

「私に協力するのなら、その質問に答えてやる。どうだ？」

　思わず黙り込む。白い霧がなんなのかは知りたいけど、面めん倒どうに巻き込まれるのはゴメンだった。

　この世界は一から十まで面倒でできている。面倒は手ぐすねを引いて、間ま抜ぬけな人間に呼び込まれるのを待っている。よくある映画の台詞せりふのように、知れば引き返せない、って言うんなら俺は何も知らずに生きることを選ぶ。第六十四訓くん、好こう奇き心しんは人を進歩させるかもしれないが、過ぎた好奇心は人を殺すことができる。えっと、何かの映画を見た感想だった気がする。

　だけど店員、ツクモが口にしたのは、もっと切せつ実じつな問題だった。

「お前、金がないのだろう」

「なんで、それを」

「さっき、クルンから聞いた。ファミレスで料理をひっくり返すという、考えられないミスをしてクビになった残念なバイトがいたそうだな」

　誰のせいだと思ってるんだ。俺はちらりと背後を振り返り、まだ自動ドアについて悩んでいる少女を見る。

「それから、宮みや野の小こ雪ゆきという女を知っているだろう？　あれは私のクラスメイトでな、毎月の『月げつ光こう文ぶん庫こ』を全すべて買うためだけに必死でバイトしている残念な先せん輩ぱいがいると話していた。お前のことだろう？」

　そんな繫つながりがあるとは世せ間けんは狭せまいな。にしても、なんでいちいち残念が付くんだ。宮野は本当に残念な先輩って言ったんだろうか。

　ツクモは背せ筋すじを伸ばし、どこぞの司令官よろしく顔の前で両手を組んでから続ける。

「私の店では、常に『月光文庫』の最新刊を揃そろえている。どうだ、これでお前の悩みは全て解決するんじゃないか。お前は私に情報を教える、私はお前に小説を提供する。ついでに『パンドラ』についてもレクチャーしてやっていい」

　それは、なんとも魅み力りよく的てきな提案に聞こえた。彼女の言葉が、甘かん美びな誘さそい文もん句くとなって鼓こ膜まくに染みてくる。『月光文庫』と、ずっと知りたがっていた白い霧きりの正しよう体たい。面めん倒どうなことはゴメンだけど、それでも、ツクモが発する誘惑は強力だった。彼女の視線が一いつ瞬しゆんだけ泳ぎ、そして、トドメを刺さすように告つげる。

「私と組め、キリシマ　シンタ！」

　ん。あれ。

　急に色んなものが醒さめた。ミステリー小説なら、名めい推すい理りの後に犯人を言い間ま違ちがえた感じ。自分の通つう学がく鞄かばんを見る。そこには入学式の日に強制されたマジックの名前、俺の名前がでかでかと書かれている。彼女がトドメを刺さす前に見たのは、これだったのだろう。

「えーと、とりあえず、俺の名前は桐きり島しま新あら太ただ」

「間ま違ちがったのではない。そのまま名前を当てるだけではつまらんだろう。これから私たちはパートナーとなる、親しみを込めてあだ名をつけてやったまでだ。嬉うれしいだろう、シン？」

　ツクモは、ふん、と鼻を鳴らし、いかにも心しん外がいだという表情を作ってみせる。タが取れたのは、彼女なりのアレンジだろうか。

「どうだ、シン？　悪い取引ではないだろう、シン？　私と組めば好きな本は、一冊五十円で読みたい放ほう題だいだぞ、シン？」

「わ、わかった、俺の名前を読み間違ったんじゃないってことにしとくから、無む闇やみに連れん呼こするのはやめてくれ。あと……普通に代金を取られている気がするんだけど？」

　短い沈黙の後、ツクモはまた鼻を鳴らした。

「今のは、お前を試したんだ。これくらい直すぐに気づくようでなければ、私のパートナーは務つとまらないからな。安心したぞ、お前は合格だ」

「お前、実はけっこう負まけず嫌ぎらいだろ」

　そう呟つぶやきながら、また迷い始めていた。このツクモっていう宮野のクラスメイトの提案は魅力的だけど、関わり合うと面めん倒どうなことになりそうな気がビンビンする。第四十六訓くん、安いお金に釣つられると、必ずそれ以上の労働をさせられる。田舎いなかの親しん戚せきの家に、田植えを手伝いにいった時に学んだことだ。

「ん、ちょっとまて。宮みや野ののクラスメイトってことは、一いっこ下じゃないか」

「些さ事じに拘こだわるな。年齢など、経験値を予測する物差しの一つに過ぎない。年上というだけで敬うやまうのは、相手への理解を妨さまたげるだけだぞ」

　冷たい声こわ音ねで、当然のように自分理論を振りかざす。いや、そうかもしんないけど。

「それに、今はそんな話をしている場合ではない。もっと大たい局きよくを見ろ」

「なんだよ、大局って」

「私とさっきの女の会話を聞いていなかったのか？」

「聞いてたけど……意味わかんなかったぞ」

「ふん、女の会話を盗み聞きとはいい趣味だな」

「殴なぐっていいか、殴っていいよな」

　次の瞬しゆん間かん、なぜか俺が殴られていた。え、意味がわからない。二、三歩よろめく。

　ツクモは拳こぶしを撫なでてから、何事もなかったかのように座すわり直なおす。それから紅茶を手にとって静かに啜すすってから、ぽつりと呟つぶやくように言った。

「まぁ、あれだ。『パンドラ』の情報を記録しないと、世界が終わってしまうんだ」

　イキナリ、ナニヲオッシャッタノダ、コノアマハ。

　貸かし本ほん屋やに沈黙が降りてくる。それを埋うめるかのように、おそらく自動ドア化のプランが立ったんだろう、背後からハンマーで扉とびらを叩たたく音が響いてきた。




　　　　＊




　昼休みは、煩わずらわしいことが満まん載さいの学校生活の中で、数少ない楽しみな時間だった。

　俺がいるのは図書室。この本に囲まれた静かな部屋が、俺のたった一つのオアシスだ。暗いと言いたい奴やつには言わせておけばいい。俺からすれば、この貴重な時間に外で運動なんかしている奴の方がどうかしてる。

　昼休みの図書室に安あん息そくを求めているのは俺だけじゃなかった。もう一人、いつも顔を合わせる生徒がいる。昨日きのう、今こん生じようの別れのような挨あい拶さつで去っていった宮野小こ雪ゆきだ。彼女は少し離れたテーブルに座って、いつも本を読んでいる。

　バイト先で彼女の割った皿を肩代わりしたのは、同じ昼休みを一人図書室で過ごす者としての同志意識みたいなのがあったからだ。本を愛し、一人の時間を愛する者。あんな性格でなかったら、小説談だん議ぎに花を咲かせられる貴重な友になっていたかもしれない。

　ちらりと宮野の読んでいる本のタイトルを見る。『今日きようからなれる新しい私！』どうやら自じ己こ啓けい発はつの本らしい……うん、やっぱり友は無理かもしれない。

　目の前の小説に視線を戻もどす。俺が手にしているのは図書室に置かれている本じゃなくて、昨き日のう、満まん月げつ堂どうでレンタルした小説だった。

　いつもはこれ一冊に六百円を払はらっていた。それが今月から、全すべてタダで読むことができる。

　結局、俺はあれから、ツクモに協力することを約束してしまった。

　頭の中に、彼女から聞いた話が蘇よみがえってくる。







「この世界は、誰だれもが考えているよりも実に曖あい昧まいなものだ。学者たちは気づいていない。自分たちが世界の法則を発見しているのではなく、世界を創そう造ぞうしているということを。目に映うつる全すべては認識と予測によって成り立っている。神は天地創造の途中で、未完成のまま世界を起き動どうさせた。白い霧きりは、神が情報を書かき漏もらしたことによって生まれた空白ブランクだ。私たちは認識し予測することで、彼らの設計図の穴あな埋うめをしている」

　そこまで話してツクモは、どうだわかったか？　と聞いてきた。いきなりそんなぶっ飛んだ話をされて、わかるわけないだろ。そう答えると、落らく胆たんしたように首を振る。

「つまり、お前が知りたがっている白い霧というのは世界の空白部分だ。情報が何も書き込まれていない、あらゆる存在の下地となるモノだ。この世界にある全ては、霧が情報を取り込むことによって具ぐ現げん化かしているに過ぎない」

　まるで、自転車とレーシングカーの競争だった。初しよっ端ぱなから猛スピードで飛び出したかと思うと、あっという間に置いてけぼりだ。もう影も見えない。

「えっと、もっと、わかりやすく説明してくれないか？」

「……そうだな、ちょうどいい譬たとえがある。誰だれでも知っている話だ、これに当てはめれば容易に理解できるだろう」

　うん、そうそう。そういうのが欲しかった。

「現げん象しよう学がくについて造ぞう詣けいはあるだろう？　近代哲学者であるフッサールやハイデッガーらの提てい唱しようした認識と予測についての考え方は、世界の真理によく近づいていている」

　……誰だよそれ。ツクモは知っているのが常識みたいに話し始める。そんなもん知るわけないだろ。聞いたこともねぇぞ。どこらへんがわかりやすい譬えだ。

「フッサールは、真理とは人々が認識を共有することに過ぎないと説いた。ハイデッガーは、人間を現げん存そん在ざいと呼び、人間が認識することで世界のあらゆる存在は意味を与えられ、この世界に顕けん現げんしていると説いた。深く知りたければ奥の棚の上段右から三冊目に本があるから読むといい。彼らはあくまで哲学者、精神の在あり方かたについて考こう察さつしたに過ぎない。だが、真実はそれよりもさらに奇き怪かいだ。実際に、この世界は人間の認識と予測によって成り立っている」

　ツクモはカウンターの上にある物を、万年筆、地球儀、ランプ、と順に触ってみせる。

「これらは全て、人間の認識によって形を保っているに過ぎない。人間はただそこにいるだけで、実に多くのものを認識し予測している。身の周まわりはおろか、過去に訪れた場所、まだ見ぬ場所さえもだ。人間の認識には力がある。神が書かき漏もらした空白ブランクは、人間の認識力を読み取ることで顕けん現げんしているんだ」

　譬たとえ話ばなしはよくわからなかったけど、少しだけ話の輪りん郭かくが見えてきた。世界に姿を与えるには情報を与えることが必要で、その情報源が人の認識だってことだろう。

　面おも白しろい話ではあったけど……とても信じられるものじゃなかった。

　否定する前に、とりあえず引っかかったことを聞いてみる。

「じゃぁさ、認識で世界ができてるんなら、なんで白い霧きりが見えたりするんだ？」

「なんだ、まだ難しかったのか。わかった、もう一つ、譬え話をしてやろう」

　いや、どうせ譬えられてもわからないから、普通に説明してくれ。

「シュレーディンガーの猫という話は知っているか？　まぁ、知らなくても問題ない。知りたければ量りよう子し力りき学がくの本が奥の棚の下段右から七冊目にあるから読むといい。それをモチーフにした、ちょっとした謎なぞかけをしよう」

　また難しそうな譬えを出してくる。でも、今度は少し聞きかじったことがあった。シュレーディンガーの猫、有名な量子力学の思考実験だ。

　ツクモは一番上の引き出しを開けると、そこから、手の平に納おさまりそうな小箱とクリスタルでできた猫の人形を取り出して机に並べる。

「猫を箱にいれる。いったん蓋ふたを閉じてすぐに開いた時、この中で猫は生きているか？」

　言葉通り、クリスタルの猫を箱に入れる。そして、軽く上下に振って見せる。実際の猫ならそりゃ生きてるだろ、と無ぶ難なんに答えると、ツクモは小さく頷うなずく。

「その通り。箱を開ければ、猫はその中で生きている。なぜなら、猫を箱に入れた私たちが、この箱には猫が入っていると認識し予測しているからだ」

　ツクモは箱を開けてひっくり返す。

　あ、思わず二人揃そろって声を上げる。中から転ころがり出てきたのは、首がとれたクリスタルの猫だった。ツクモがさっき振った時に壊こわれたのだろう。

「つまり、この場合は、猫は死んでいたわけだな。認識によってそれが決定された」

　猫が壊れていたことも計算であったかのように付け足す。彼女の機き転てんに免めんじて、とりあえず何も突つっ込こまないでおいた。

「だが、どうだろう。箱の中に猫を入れたまま長い年月が過ぎて、私たちがこの箱の中身を綺き麗れいさっぱり忘れてしまったら。猫がどうなっているか誰だれにもわからない。さて、再び箱を開けたとき、この中で猫は生きているか？」

「……ひっかけ問題だろ。答えは、何もいないだ。箱には鍵かぎがかかっていない、猫は外に出られる」

「ユニークな答えだが、不正解だ。答えは、何が起きているかわからないだ。お前が答えたように箱の中には何もないかもしれないし、猫が生きているかもしれない。あるいは、犬になっているかもしれない」

「なんで……猫が犬になるんだよ」

「そういうことも、有あり得うるといっている。いいか、箱の中が忘れ去られて誰だれも認識しなくなったということは、この時、箱の中の情報は空白ブランクになっているということだ。これを特別な力で可か視し化かしたものが、お前が見ることができる白い霧きりなのだ。空白は、誰かが箱の中を予測するか、実際に開いて中を認識すれば、その瞬しゆん間かんに情報を与えられ顕けん現げんする。箱の中に顕現が起きているかどうかは漏もれ出でている霧の量で推すい測そくできるが、実際に何が生まれているのかは開いてみないとわからない。まるで……シュレーディンガーの猫のようにな」

　どこか得とく意いげに、シュレーディンガーの猫、という言葉を繰り返す。だけど、

「お前、その譬たとえは本当に合ってるのか？　あれは、もっと複雑な話だったと思うんだけど」

「……お前がわかりやすいように、省略したのだ。それくらい知っている」

　短い沈黙を挟はさんで、顔色一つ変えずに答えてくる。認めないやつだな。

　こんな話を聞かされても、普通の常識人なら笑い飛ばしていただろう。

　だけど、俺には笑えないトラウマがあった。

　小学校三年生の冬のことだ。あの時、誰もダストシュートの中がどうなっているかなんて忘れていた。そして、中にいた俺自身も意識が混乱してて、ここが何ど処こで、自分が誰なのか全まつたく認識してなかった。だから、俺の腕の情報が失われたんだとしたら……。

「じゃぁ、俺が何度も見てきた不ふ思し議ぎな出で来き事ごとは……その空白に、誰かが認識や予測をしたものだっていうのか」

「ああ、その通りだ。ただし、特とく異いな事じ例れいではあるがな。神が途中まで記しるした世界の設計図、そこにはこの世界の基礎法則が記されている。それによると、一度でも情報を与えられ顕現したものは、たとえ認識が失われたとしても存在がゆらぐことはないはずなのだ。だが、ごく一部の限られた地域では、認識が失われると白い霧に戻もどるという現象が起きる。例たとえば」

　ツクモが、俺の右手を顎あごで指さす。

「……俺の腕もそれだったっていうのか」

「ああ。もっとも、新たに顕現したものも同じ情報だったようだがな。私たちは、この現象のことを『パンドラ』と呼んでいる」

　腕が霧になりかけた時、自分の腕だってもう一度認識しなかったら、別の何かになってたのか。自分の手が機械や文ぶん房ぼう具ぐになっているのを想像する。まるでシザーハンズだ……いや、ありえねーだろ。

「じゃぁ、俺は自分の腕がパンドラになったせいで白い霧が見えるようになって……他のパンドラに遭そう遇ぐうしてたってのか」

「ああ、そうだ。あれは誰からも忘れ去られた場所にしか発生しない。本来なら探さがそうと思って探さがせるものではないのだが……白い霧きりが見えるのなら、パンドラも見つけやすいだろうな」

　ツクモは話をしている間、怖いくらいに全まつたく目を逸そらさなかった。それが噓うそや冗談ではないことを伝えてくる。だけど、呟つぶやかずにはいれなかった。

「いくらなんでも……それは、ない、だろ」

　この世界には不ふ思し議ぎな事があるのは知っている。オコジョ少女だって、さっき俺の右手から光が出たのだってそうだ。でも、だとしても、彼女が話した内容は余りにもぶっ飛んでいた。

「いくらなんでも、世界がそんな曖あい昧まいなわけない。それに、神なんているわけない」

「何を言っている。お前はもう神に会っているぞ。さっき白い服を着た女がいただろう、あれが、この世界を造つくった神だ」

「へ？　さっきの美人さんが？」

「神は世界の下地となる白い霧と、顕けん現げんが起きるための基礎法則だけを造って世界を起き動どうさせた。そして、世界で生きている者の認識と予測によって変化していく様さまと、その中で偶ぐう発はつ的てきに発生するパンドラを観察しているのだ」

「……そんな話、信じられるわけないだろ」

「信じるかどうかは自由だ。私の妄もう想そうだと思うならそう思えばいい。だから、私は目に見える形でメリットを提示した。私の妄想に付き合ってくれれば、この店の本が好きなだけ読める。白い霧を見つけたら教えるだけだ、危険なことは何もない」

　と、そこで俺は、もっと当たり前のことに気づく。

「お前は……なんでそんなことを知ってるんだ」

　ツクモはすっと大きく息を吸った。もとから姿勢よく座っていたけど、さらに背せ筋すじをピンと伸ばす。

「それは、私が神からパンドラを記録する役目を任まかされているからだ。さっき、パンドラは一部の限られた地ち域いきでしか起きないと言っただろう。パンドラが起きるのは、天てん地ち創そう造ぞうの時に生しようじた何らかの設計ミスによるものだ。設計ミスのひずみが集中して現れる場所があってな、そこは『観かん測そく点てん』と呼ばれている。この町は、その中の一つだ」

　言われてみれば、確かにこの町以外の場所ではほとんど白い霧を見たことはなかった。俺の腕が消えかけたのも、不思議な出で来き事ごとに遭そう遇ぐうしたのも、この町に住んでたからだったのか。こいつの言ってることが本当なら……いつか引ひっ越こしてやる。

「神々は、パンドラ発生の原因を突つき止とめられずにいる。彼らの研究のために、『観測点』には私のようにパンドラを記録する者がいるのだ。発生したパンドラを本の形で記録し、それが世界に受け入れられないものであれば正常な状態に修しゆう正せいしてやるのが私たちの仕事だ。私のようにパンドラを記録する役割を与えられた者たちは『観測者』と呼ばれている。神は、『観測者』の記録した情報を読むことでパンドラを観察しているのだ」

「ん、ちょっと待て。そういえば、さっきの神様との会話で、次来た時に蔵ぞう書しよが増えてなかったら終わりにするとか言われてなかったか？」

「あぁ。神はこの世界のパンドラに最も興味を抱いている。パンドラが起きなくなれば、実験終了というわけだ。コンピュータの電源を切るみたいに、世界を終わらせる気でいる」

「それはまた、ずいぶん勝手な神様もいたもんだな」

「全まつたくだ。だがな、この町は『観かん測そく点てん』の中でもとりわけパンドラの発生しやすい場所なのだ。パンドラが尽つきることなどない、至る所で起き続けている」

「じゃぁ、なんで」

「うむ。起きてはいるんだが、なかなか記録の方ができていなくてな。そろそろ本気でなんとかしなければならない、と思い始めていたところだ」

「ええっと、お前が、その仕事をうまくやれてないから世界が終わるってのか」

　ツクモは一いつ瞬しゆんだけ会話の流れを止め、そして、毅き然ぜんとした態度で答える。

「否定はしないでおこう」

「なんで偉えらそうなんだよっ、そんなふざけたハナシがあるかっ」

　思わず叫ぶと、ツクモは初めて笑えみを浮かべた。自信たっぷりの強気な笑み。俺は、落ちるように、その笑みが持っている不ふ思し議ぎな魅力に引き込まれる。

「だったら、私に協力してくれるな。シン？」

　教きよう訓くんのことも白い霧きりのことも忘れて、思わず頷うなずいていた。







「なにを、にやけている」

　いきなり声がかけられる。いつの間にか、目の前に、昨日きのうとまるで同じ服装のツクモが立っていた。相変わらず感情の読めない瞳で見下ろしてくる。

「お前……なんで、ここに」

「私もこの学校の生徒だ。図書室にいても不ふ思し議ぎはないだろう」

　正しよう面めんの椅い子すに座りながら告つげる。どうせ、宮みや野のに聞いたんだろう。正直に言わないのは、その方が劇的だとか思ってるからかもしれない。

「っていうか、お前、なんで制服じゃないんだ」

　そう、彼女の服装は、昨日とまるで同じだった。ハイネックのブラウスに紺こん色いろのベスト。うちの制服にはベストなんかないし、もちろんブラウスも首元までしかない。でも、ツクモは平へい然ぜんと言ってのけた。

「制服が二つもあると面めん倒どうだろう。だから、私はこれでいくことにしている」

「しているって、お前がどうこうできるルールなのか、それは」

「教師共あいつらにも面子メンツがあるだろうからな、私なりに妥だ協きようしてやったつもりだ。本来、満まん月げつ堂どうの制服は、足元まであるロングスカートだった。だが、こうして学校指定のものを着用してやっている」

　ツクモはスカートをつまんでみせる。いや、当たり前だろ。ロングスカートで登校してきたらただの私服だよ。っていうか、今も十分そうだけど。

「最近は、教師共あいつらも何も言わなくなった。ようやく理解を示してくれたらしい」

　何を言っても無む駄だだと諦あきらめられたのだろう。すごい新入生がいたもんだ。

「わざわざそんなつまらない話をしにきたのではない。どうだ、白い霧きりは見つかったか？」

「昨日きのうの今日きようだぞ、そう簡単に出てくるかよ」

「お前は、世界がどうなってもいいらしいな。生まれたばかりの何の罪もない子供たちの未来が、神どもの身勝手な理由で奪うばわれるかも知れないというのに」

「お前のせいでそんな状態になったんだろ。だいたい、俺はそのたわ言を信じたわけじゃねぇからな」

　と、そこで、何年か前に見つけた白い霧の発生ポイントが一つあることを思い出した。気づいてからは出で来きるだけ近寄らないようにして、そのまますっかり忘れていたのだ。

「そういえば一つあった。中学校の裏庭の木から、白い霧が出ているのを見たことあるな」

「木か？　そんなもの毎日大おお勢ぜいの生徒に見られているだろう、パンドラになるはずがない。木の窪くぼみの中に住んでいた栗り鼠すが焚たき火びでもしていたのではないか」

「真ま面じ目めに答えてるなら、お前のその想像力に敬意を表するよ」

　ツクモは俺の皮ひ肉にくを綺き麗れいに無視し、しばらく考えてから言った。

「今日、終わったら店にこれるか？　その場所まで案内しろ」

　了解、と答える。バイトがクビになったせいで放課後の予定は空あいていた。せっかくなら図書館に行きたいところだけど、今読んでいる小説分は働かなきゃいけない。と、ツクモは急に俺の手元に視線を向ける。

「それ、昨日、私の店で借りていった本か？」

　体を乗り出してくる。本にはブックカバーが掛かかっているので、覗のぞき込こまないと見えないのだ。そのせいで、彼女の顔が近くにやってくる。

　ふわりと、柑かん橘きつ系けいの香水の香りがした。

　俺は、これまで女子と会話することを特別に意識したことはなかった。理由はいたってシンプル、恋愛に興味がないからだ。

　誤解してもらっちゃ困る。異性に興味がないわけじゃない。歳とし相そう応おうの欲求を人並みか、それ以上に持もて余あました健けん全ぜんな男子生徒のつもりだ。綺麗な人とすれ違ちがえば目がいくし、セクシーなポスターを見れば立ち止まる。エロ本も隠かくし持っている。夢の中にグラビアアイドルが出てくることもある。ただ、他の多感なクラスメイトたちと違って、恋愛というモノに興味が持てない。クラス中の男子が切せつ磋さ琢たく磨ましてる、女子からよく見られたいっていう願望もあんまりない。もしそんなものがあれば、間ま違ちがいなく得意なサッカーを続けてるだろう。

　でも、どういうわけかツクモの香水の匂においは、俺の心をざわつかせた。

「ふむ、新人作家の小説か」

　ツクモが文庫本を覗のぞき込こんだまま、頷うなずいてみせる。

　それは『磐ばん越えつ急きゆう行こうミステリーツアー』という少年向けレーベルには珍しい推すい理り小しよう説せつだった。

「なかなか面おも白しろかったぞ、それ」

　ツクモの声が、やたらと近くで聞こえる。その声は俺の胸を揺ゆらしたが……それ以上に、俺の『月げつ光こう文ぶん庫こ』愛あい読どく者しや魂だましいを刺激した。クラスの友達には『月光文庫』というレーベルを知っている奴やつどころか、本を読む習慣がある奴すらいない。家にはネット環境もなく、ずっと、小説の感想を語り明かせる友人がいないことが悩みだった。

「お前も……『月光文庫』読むのか？」

　ツクモは体を引きながら、当然のように頷く。その反応に、俺のテンションは急上昇する。ついに、長年探さがし求もとめていた同どう志しを見つけたのだ。

「あぁ。クルンが好きで買ってくるんだ。店に並べる本には全すべて目を通すことにしている」

　同志どころじゃなかった。あの店に並んでる本を全て読んでるっていうのかよ。俺もけっこう読んでる方だと思ってたけど、こいつには完敗のようだ。

「そういえば、その本の中に、髭ひげを生はやした車しや掌しようが出てくるだろう」

「あぁ、いいキャラしてるよな。なんか謎なぞめいててカッコイイしさ。こいつがどうかしたか？」

「うむ。犯人だ」

　えっと、今、なんつった。

「時刻表を使ったトリックは、オーソドックスだがなかなか読よみ応ごたえがあるぞ。犯行動機がまた切せつなくてな、なんと主人公の兄の元恋人が実はその車掌で──」

　俺は、椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「お前っ、ミステリーの結末を先に言った奴は、三回殴なぐられても仕方がないっていうルールを知ってるか？」

　彼女の裏うら拳けんが、俺の顎あごを捉とらえた。思いきりよろめく。あれ、意味がわからない。

「えっと……だから、なんでお前が殴るんだ」

「やられる前にやれ、というのが母の教えでな。特に女に手を上げようとする男には容よう赦しやするな、と常々言われてきた。あぁ、すまない。三回だったな」

　ツクモは無表情のまま、ノルマをこなすようにあと二回殴りつけた。俺は三発目を喰くらったところでぺたんと尻しり餅もちをつく。

　ツクモはそれからハンカチを取り出し、そっと拳こぶしを拭ぬぐう。無表情で見下ろしながら、何事もなかったように告つげる。

「では放課後、待っている」

　そのまま背を向けて去っていく。俺は尻餅をついたまま、呆ぼう然ぜんと遠ざかっていく背中を見送った。気がつくと、図書室にはいつの間にか人が増えていて、誰もが殴なぐられて尻しり餅もちをついている俺を見ていた。その中には宮みや野のの姿もある。心配してくれてるのかと思って視線を向けると、今まで見たこともないような怖い顔で睨にらんでいた。また何か、誤解されたのかもしれない。

　できるだけ、人と深く関わらないようにしてきたはずだった。目立たないように気をつけていたはずだった。それが一番、平和に毎日を送れる方法だと学んでいたから。第二十五訓くん、学校での目立つ言動は慎つつしむこと。いい意味で目立てばやっかいな仕事や係を押し付けられ、悪い意味で目立てばイジられ役になる。第九十訓、休み時間の会話は気をつけろ。意外と誰だれかが聞いていたりして、面めん倒どうな人間関係の切きっ掛かけになる。

　やっぱり、教きよう訓くんを守らないからこんな目に遭あうんだ。俺は溜ため息いきをついた。







　五限目は自習だったので、引き続き、犯人のわかってしまったミステリーを読んでいた。窓まど際ぎわの後ろ側の席なので、何をしていても目立たない。他にもマンガ雑誌を読んでる奴やつや、菓子を机の上に出してる奴もいるので尚なお更さらだ。

「よぉ、色男。お前さ、あの雪ゆきの女じよう王おうに殴られたんだって」

　前の席のヤンボが、体ごと振り向いて話しかけてくる。ヤンボ、本名は山やま口ぐち昇のぼる。あだ名の由ゆ来らいは某ぼうディズニーのキャラクターをイメージさせる大きな耳だった。さすがにあんなに大きくはない。人間として、有あり得うる程度に大きい。小学校三年生までは真ま面じ目めな優等生だったけど、梅うめ干ぼし戦せん争そうをきっかけにちょい不ワ良ルに鞍くら替がえしてしまった。目元まで掛かっていた軽くウザいサラ毛は消えて、軽くウザい茶ちや髪ぱつになっている。俺はコイツから、金には人を変える力があることを学んだ。高校で再会してからというもの、何な故ぜかよくつるんでいる。えっと、なんて話しかけかけられたんだっけ。

「……なんだよ、その雪の女王って」

「知らないのか。今年の新入生だよ。一年の同じクラスにな、有り得えないくらいレベルの高い女子が二人いるんだ。そのあだ名だよ」

「冷ひえ性しようなのか？」

「しらばっくれても無む駄だだぞ。同中の後こう輩はいが一いっこ下にいるんだけどよ、さっきメールが来たんだ。お前が図書室で雪の女王に殴られるのを見たってよ。一年の奴やつら、学年のアイドルが残念な二年に悪戯いたずらされたって殺さつ気き立ってるぞ。気をつけろよ、あいつらお前の首を狙ねらってるぜ」

「なんの不良漫画だよ。知ってるだろ、俺、そういうの興味ない」

　馬ば鹿からしくなって、視線を窓の外に向ける。なんでいちいち残念が付くんだろう。

　そこではちょうど、噂うわさをしていたツクモのクラスが体育をしていた。

　体力測定の日なのだろう。いくつかのグループに分かれて決められた種目を交こう代たいで測定している。ツクモはハンドボール投げをやっていた。俺が見ていると、ヤンボもそれに気づいて、おおっでかした、とわけのわからないことを言う。

　ツクモの番が回ってくる。彼女はハンドボールを数回手の中で弾はずませてから、サークルの中に入る。そして、首を左右に曲げて解ほぐし、さも自信ありげに腕を回してから投球に入った。まるでバレエでも踊っているような華か麗れいなフォームだった。白くて華きや奢しやな腕がピンと伸び、ステップを踏ふむように体が回転する。そしてハンドボールを投げ、

　えーー。

　俺とヤンボは、揃そろって口を開けた。ツクモの投げたボールはフェアラインを大きく外はずれ、ほとんど真横に飛んでいった。そして迷めい惑わくにも、反はん復ぷく横よこ跳とびを計測していた別のグループの真ん中に落ちる。ノーコンにもほどがある。あいつ、運うん動どう音おん痴ちなのか。

　それだけでは終わらなかった。ツクモは大おお股またで記録係をしていた女子に歩み寄ると、何やら高圧的な態度で話し始める。ストライクの判定に抗こう議ぎする野球監かん督とくのような勢いだ。言い寄られている少女にも見覚えがある。必死でツクモから目を逸そらしているのは宮みや野のだった。やがてツクモが離れ、宮野が泣きそうになりながら記録を書き込む。

　あいつ、あの明らかなファールを正式記録にさせやがったな。

「あっちの記録している方が、もう一人のアイドルさ」

「宮野が？」

　思わず聞き返す。それから少し遅れて、有あり得えないことじゃないな、と納得する。確かに、あの性格を知らなければ宮野は飛び抜けて可愛かわいいのだ。

「なんだ、知ってるのか。いっつも女に興味ないとか言って、実はあるんじゃねぇか」

「いや。ちょっと前まで一いつ緒しよにバイトしてたんだよ」

「お前……どんだけウマいんだよ。白しら雪ゆき姫ひめとも知り合いなのか。とりあえずそのことも後こう輩はいにメールしとくからよ、下校するとき気をつけろよな」

　だったら、メールするのをやめてくれ。そう言おうとしたけど、面めん倒どうくさくなってやめる。下校する時に待まち伏ぶせなんて、今どきの不ふ良りようがやることじゃないだろ。

　白雪姫というのが宮野のあだ名らしい。確かに、外見だけなら森で小人たちと長閑のどかに暮らしてそうなイメージではある。誰だれが考えたか知らないけど、雪ゆきの女じよう王おうと白雪姫、雪に引ひっ掛かけてアンデルセンとグリム童話か。なかなか気の利きいたあだ名じゃないか。おそらく、このあだ名を使ってるほとんどの奴やつらがここまでわかってないだろうな。そんなどうでもいいことに、ちょっとだけ優越感を覚える。

「よぉ、後輩がお前の名前教えてくれっていってるから送っといたぜ。あいつ、よっぽど雪の女王に入れ込んでるみたいだからな。キレたらマジでなにするかわかんねぇヤツだから、気をつけろよ」

　ヤンボが何か言っているけど、聞こえない事にする。下校の時に待ち伏せなんて、今どきの不良がやることじゃ……。

　と、もう一人、よくつるんでいる友達が俺の席に近づいてくる。久く堂どう健けん一いち、通称ケンちゃん。俺なんかよりもずっとハンサムで、少し子供っぽい顔をした美少年だ。卓球部のエースでもある。全校生徒で一人だけ夏服を先取りしてることからわかるように、ちょっと天てん然ねんでもある。

「ねぇ、新あら太たぁ。あのさ、図書室で女の子に殴なぐられて悶もだえてたってホント？」

　どいつもこいつも、ミーハーだな。何か余よ計けいなもん増えてるし。

「珍しいね。いっつも好きとか嫌きらいとか面めん倒どうくさいーって言ってたのにさ」

　それは、俺がよく口にする言葉だった。この世界の話題の多くは、恋愛に支配されている。歌も映画も小説も、決まって恋愛について語りたがる。なぜ皆が、あれほど面倒なものに没ぼつ頭とうしているのか理解できない。いや、歌や映画や小説はいい。恋愛は、物語を面おも白しろくする必ひつ要よう不ふ可か欠けつな要素だ。だけど、現実の恋愛にはまるで興味が持てない。

　俺がこんな風に考えるようになったのにはちゃんと理由がある。近くに優れた反面教師がいるからだ。少し歳としの離れた姉は、恋愛ジャンキーだった。恋をしては悩み、付き合っては悩み、振られては暴あばれるをシーズンごとに繰り返していた。しかも男運が悪いらしく、しょっちゅう悪い男に捕つかまっては痛い目を見ている。それをずっと傍そばで見てきたんだ、恋愛に興味を持てないのは俺のせいじゃない。そのエネルギーを他に使えないものかと思うようになるのも仕方のないことだ。クラスの他の奴やつらにしたってそうだ。好きとか嫌いとか、そんなことを議論している暇ひまがあったら本を読もうぜ！　というキャンペーンを張りたい。

「で、真相はどうなのさ。なんだかんだ言っても好きになる時はなっちゃうんだよね。フォーリンラブっていうでしょ。恋ってのはするもんじゃない、落ちるものなんだから！」

　こういうことを平気で言えるのが、ケンちゃんのすごい所だ。ビジュアルがまだ爽さわやか美少年だから許せる。

「そんなんじゃないって。もうその話は禁止、それ以上いったら殴るぞ」

「でた、新太の殴るぞ。そんな根こん性じようねぇくせに、すぐ殴るとかぶっ飛ばすとかいうんじゃねぇよ。そのうち、逆にぶっ飛ばされるぞ」

　ヤンボの言葉に心から同意する。そもそも、それが図書館で殴られた原因なんだ。ツクモと話をする時は、この口くち癖ぐせを直さないといけない。

　ツクモのことを思い出して窓の外に視線を向けると、次の測定種目の走はしり幅はば跳とびに移っていた。ツクモが勢い良くスタートを切る。あまり速くはないけど、綺き麗れいなフォームだった。しなやかな細い手が前後に振られ、細い足が力強く地面を蹴ける。砂場が迫せまるが、彼女はさらに二歩ほど進んでから踏ふみ切きる。踏み切った足は砂場を囲む枠わくに掛かかっていたどころか、もう思い切り砂場の中だ。少しだけ跳んで、ぺたんとそのまま尻しり餅もちをつく。なんというか、見ているだけで残念なお知らせだった。

　ツクモは立ち上がると、無表情のまま記録係の宮みや野のに歩み寄る。踏み切った場所を指差して何やら言う。次に、尻をついた場所と足あし跡あとが付いた場所を指差してなにやら言う。宮野は遠目にもわかるほどビクついていた。しばらくしてツクモが離れ、宮みや野のが記録を書き込む。あいつ、またズルしやがったな。

　その様よう子すを見ながら、俺はいつの間にか笑っていた。呆あきれながらも、そんなツクモの様よう子すをどこか微笑ほほえましく感じていた。

　すぐ横で、咳せき払ばらいが聞こえる。

　薄ら笑いを浮かべたまま振り向くと、隣の席の藤ふじ崎さき芳よし乃のが立っていた。ヤンボとケンちゃんが、慌あわてて場所をあける。

　白い無地のソックス、膝ひざ下した五センチを常にキープしたスカート、ブラウスのボタンは一番上までしっかり留とめる。模も範はんのような制服の着こなしは、まるで歩く校則だ。三つ編みにされた長い黒髪。知的で潔けつ癖ぺきそうな瞳には、さらに真ま面じ目めさを強調するような飾り気のない眼鏡めがねがかけられている。

　運動神経もよく勉強も学年トップクラス、クラスのまとめ役で教師からの信頼も厚い、優等生を絵に描いたような女子。おまえけに父親は『フジサキカーテン』というカーテンメーカーの社長で大金持ちらしい。こんなハイスペックな人間は彼女以外に知らない。

　藤崎は、一年女子の体育を見てにやけていた俺を見て、小さく呟つぶやく。

「……最低」

　それは、考えていたことが思わず口に出てしまった、という感じだった。少し傷つきながら、顔を真ま顔がおに戻もどす。今いま更さら手遅れだったのは、彼女の表情が全まつたく改善されないことでわかった。

　気付かないふりをして、なに、と聞く。そういえば、彼女に話しかけられるのは初めてだ。

「昼休み、あなたが下級生の女の子に殴なぐられて悶もだえて喜んでたって聞いたんだけど」

「あ……ああ。また、それかよ」

　うんざりしながら呟つぶやく。さらに余よ計けいなの増えてるし。その呟きが、潔けつ癖ぺきな彼女の癇かんに障さわったらしい。声を大きくして言ってくる。彼女の声は、クラス中に響いた。

「別にあなたが誰だれと付き合っていようと、どんな趣味を持っていようと、どうこう言うつもりはないの。ただね、私、図書委員なのよ。ああいうのやめてくれない。図書室は静かに本を読む場所なの」

　その言葉に、俺のプライドは大きく傷ついた。このクラスの中で、おそらく俺が、一番それを理解しているはずなのに。

　少し遅れて気づく。今まで目立つことのなかった俺が、クラス中の注目を集めていた。皆、意外にも図書室の素す晴ばらしさを理解していたのか、と感動する。すぐに勘かん違ちがいだとわかった。どうやら、俺がツクモに殴られたことに興きよう味み津しん々しんらしい。

「……気をつけるよ」

　そう答えると、藤ふじ崎さきは険けわしい顔のまま自分の席に戻っていった。なにを気をつけるっていうんだろう。まったく、ツクモと出会ってからろくな目に会ってない。

　パシャリ。ヤンボが目の前で、なぜか俺の写メを取る。もうこいつのことも気にしない。

　窓の外では、授業を終えたツクモたちが校舎の方に歩いてきていた。ツクモは相変わらず無表情だったけど、その周まわりにはなぜかクラスメイトが集まっている。ひねくれた性格のくせに、意外と人気者らしい。

「なぁ、後こう輩はいが写メくれっていうから送っといたぞ。なんでも雪ゆきの女じよう王おうの親衛隊フアンクラブとかやってるらしいからな。あいつ、マジでイっちまった仲間が多いからホント気をつけろよな」

　ヤンボが言ってくるが、聞こえない。だから、下校で待まち伏ぶせなんて今どきの不良がやることじゃねぇだろ。だいたい、親衛隊なんかやってる不良がいるかっつーの。

　その日の帰り道、金属バットと鉄パイプを持った一年の集団に追い回された。俺はメモ帳に新しい教きよう訓くんを追加した。第二百十四訓、友達は選べ。第二百十五訓、満みち月つきツクモに気をつけろ。







　一年生の追っ手を撒まいて『満まん月げつ堂どう』に辿たどり着ついた時には、日が暮れかけていた。捕つかまって殴なぐられることはなかったけど、裏うら道みちを駆く使しして逃げ回ったせいで体中が擦すり傷きずだらけだ。子供の頃から親おや父じに鍛きたえられまくったお陰かげで、体力になら自信がある。

　満月堂のガラス戸の前に立ち、少し上に持ち上げるのをイメージしながらガラス戸に手を伸ばす。だけど、今日きようは必要なかった。

　お。思わず声を上げる。ガラス戸が、自動で開いた。

　辺あたりを見回してセンサーを探さがすけど、電気代が掛かかるような部品は一つも見つけられない。その代わり、昨日きのうのオコジョ少女と目が合った。

　扉とびらの脇わきに置かれたダンボール、そこに体を半分隠かくすようにしてクルンがしゃがんでいた。残り半分でこちらをじっと見つめている。なんて新しい。手動の自動ドアだったのか。

　しばらく見み詰つめ合あう。どうしよう。見てる。すっごい見てる。期待の眼まな差ざしだ。

　俺は、何も見なかったかのように視線を外はずして、わざとらしく呟つぶやいた。

「すげぇ、自動ドアが勝手に開いた」

　あまりの白々しさに、有ありがちな言いい間ま違ちがいをしてしまった。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、クルンの顔にぱっと明るい笑えみが浮かぶ。どうやら正解だったらしい。

「遅かったな。どこをほっつき歩いていた」

　ほっつき歩く、なんて最近は言わないよな、と思いながら顔を向ける。

　ツクモは昨日と同じように、カウンター机の上で片かた肘ひじをついて本を読んでいた。その姿を見て、本棚が迷めい路ろのように並んだ店内を見回して、改めて思った。やっぱり、この店の雰ふん囲い気きはいいな。図書室や図書館と同じ、それ以上に静かで本の匂においに満ちている。

「シン、どうした。怪け我がをしているのか？　ちょっとこっちに来い」

　ツクモが顔を上げ、俺の頰ほおの傷に気づく。さっき、一年生の武ぶ装そう集しゆう団だんに追いかけられた時についた傷だ。フェンスを乗り越える時に、飛び出ていた針金で切ってしまった。

　近づくとツクモは立ち上がり、思い切り顔を近づける。そして、自分の指を舐なめると、その指先でそっと傷口をなぞった。固まりかけていた血が取れて、傷口が露あらわになる。

　ツクモは俺の顔を近くでじっと見てから、ふん、と鼻を鳴らして座り直した。

「掠かすり傷きずだな。絆ばん創そう膏こうがいるなら、クルンに言うといい」

　俺は、そっと彼女が触れた傷口に触れる。まだ、彼女の指先の感触が残っていた。その指をそっと顔の前まで持ってくる。これも間接キスになるのかな、頭の隅すみっこでぼんやりと思う。

　読書を再開したツクモの声がする。

「やめろ、キモい」

　なっ、なにをしてんだ、俺はぁーーっ！

　書き足したばかりの教きよう訓くんを頭の中で繰り返す。満みち月つきツクモに気をつけろ。

「あら、もしかしてあなたが、桐きり島しま新あら太たさん？」

　いきなり、すぐ横から声がかけられる。振り向くと、今まで本棚に隠かくれて見えなかった場所に、昨日きのうも店に来ていた白い制服の美人さんがいた。ツクモの話を真に受けるなら神様だ。

神様は、新刊コーナーで立ち読みをしていた。

「とても面おも白しろいわ。あなたのパンドラのお話」

　はぁ、と曖あい昧まいな声を出して、本の表紙を見る。タイトルは『僕らの梅うめ干ぼし戦せん争そう』、著ちよ者しやは『桐島新太』。ん、おい、ちょっと待て。

「ラクア、いつまで立ち読みしている気だ。金を払って借りて読め」

　ツクモが、読書を続けながら言う。

　背後で自動ドアが開く。視線を向けるけど、そこには誰だれもいなかった。ただ、学校帰りの中学生が店の前を通り過ぎていく。よくあるお店に入る客じゃないけど近くを素す通どおりした人がいて自動ドアが開いちゃった、という演出だろうか。芸が細かい。いや、今はそんなことに感心している場合じゃなくて。

「たった三ページで、お金を取ろうっていうの。がめついわね。わかったわよ」

　ラクアと呼ばれたツクモ曰いわく神様なる人物は、本を閉じてカウンターに持ってくる。どうやら、神様からもちゃんとお代だいは頂いただくらしい。いや、そんなことに感心してる場合でもない。俺は、もう一度、その本の著者名を覗のぞき込こむ。間ま違ちがいなく、俺と同どう姓せい同どう名めいだった。

　ラクアはポケットから小こ銭ぜにを取り出して数える。小銭のバラエティは十円と一円しかなかった。それを一枚づつカウンターの上に並べていく。

「ごめんなさい、今、四十五円しか持ち合わせがないの。少しおまけしてくれない？」

　ツクモは面めん倒どうそうに本から顔を上げ、ラクアを睨にらみつける。

「ちょっと、跳とんでみろ」

　カツアゲか。思わず突つっ込こみたくなった。その台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、ラクアの顔が少し青ざめる。それから、神様はそっと跳はねた。

　チャリン。左のポケットから音がする。ツクモが無言で手を突つき出だす。ラクアは舌打ちして、左のポケットから残りの小銭を取り出した。

「あんた、本当に……神様なのか」

　自分の名前が書かれた本のことも忘れて、思わず呟つぶやいていた。その瞬間、ラクアが勢い良く振り向く。今までと少し違ちがう、引きつったような笑えみを浮かべていた。

「なに、神様が貧びん乏ぼうじゃ悪いの。当たり前でしょ、働いてないんだから。住じゆう民みん票ひようもないんだからどこも雇やとってくれるわけないじゃない。大おお判ばん振ぶる舞まいの神様がいたら、そいつこそ偽にせ者ものよ。だいたいねぇ、あんたたち、人間の分ぶん際ざいで、神、神って勝手に神しん聖せい視しし過ぎてんのよー。あんまり変な期待とかやめてくれる。しんどいの、そういうのさー」

「ご、ごめんなさい」

　とりあえず、本当に俺が悪いのかもわからずに謝あやまっていた。神様を神聖視しなかったら、神聖視って言葉はどこで使えばいいんだろう。っていうか、今の、八つ当たりじゃないのか。

　ラクアはお釣つりを受け取ると、悪役みたいな捨すて台詞を吐く。

「今日きようはこの三ページで許してあげるわ。でも、これっぽっちの記録で永ながらえたと思わないことね。次に来た時にちゃんとした蔵ぞう書しよが増えてなかったら、本当に滅ほろぼすわよ」

　そのまま店を出ようとして、扉とびらの脇わきに隠かくれていたクルンに気づく。途と端たんにイライラは消えて、ゆったりとした口く調ちように戻もどって話はなしかける。

「久しぶりね、クルン。あの女の下もとが嫌いやだったら、いつでも戻ってきていいのよ」

　クルンはダンボールの陰かげからちょこちょこと出て、ポストイットに何かを書いてみせる。それを見て、ラクアは憂うれいを帯びた表情で頷うなずく。

「そう。好きにするといいわ……あら、そういえば、自動ドアにしたんじゃなかったの？」

　ラクアはしばらく入口の前で待って、諦あきらめたように自分で戸を開けて出て行った。あなたが自動ドアと話しているから開かないのですよ、と親切に教えてあげようか迷ったけど、また機き嫌げんを悪くしそうなのでやめておいた。神様もけっこう残念な人なのかもしれない。

「クルン、自動ドアが壊こわれたようだ。直しておけ」

　ツクモが読書を続けたまま言う。お前は間ま違ちがいなく残念だ。クルンは、また困ったように硬こう直ちよくしている。

　そこで俺は、重大なことを思い出した。神様が借りていった本に書いてあった著ちよ者しや名めいだ。

「そういえば、さっきの本に、なんで俺の名前があったんだ？」

「なんだ、その質問は。昨日きのう説明しただろう。私の仕事はパンドラを記録して物語にするんだ。物語とは当然、何い時つ、何ど処こで、どのような状況で起きたのか、その結末までも含まれる」

「じゃっ、じゃぁさっきの本は」

「あぁ。お前がパンドラに成なりかけた時の体験記のようなものだ。私もじっくり読んだが、なかなか面おも白しろかったぞ。物語の文体には人や物の個性が出る。お前には文才があるのかもしれないな。ところで、物語に登場した父上は息そく災さいか？　ぜひお会いしてみたい」

　俺は、机の上に両手を置いて叫んだ。

「ふざけるなっ、勝手に、なに店に並べてるんだ」

　あれは、俺の中でナンバーワンに消し去りたい過去だった。誰だれにも知られたくない恥はずくて辛つらい思い出だった。それを本にした挙あげ句く、勝手に店先に並べられている。トラウマがフルオープン状態だ。今までさんざん酷ひどい目めにあったけど、これだけは叫ばずにはいられない。

「撤てつ去きよしろ。今すぐ返せ、燃やせっ」

「なにか、問題が？」

「大アリだ。勝手に人の恥ずかしい過去を、売り物にするんじゃねぇっ」

「……わからん奴やつだな。あのお前の本を貸かし出ださなければ、世界は終わっていたかもしれない。喜べ、お前の梅うめ干ぼしの汁しるに塗まみれてダストシュートに閉じ込められた幼年期の思い出が、世界を救ったんだぞ」

　……そうか、世界の存そん亡ぼうがかかっていたんなら仕方がない。俺が恥ずかしい過去を晒さらしたお陰かげで、世界が救われたのだ。俺が恥ずかしい過去を晒したお陰で、世界が救われたのだ。繰り返してみたけど、自分でも何を言っているのか意味がわからない。そんな世界なんか滅ほろんでしまえ。

「そろそろ閉店時間だな。話では信じられなくとも、実際にパンドラを目にすれば理解できるだろう」

　時計を見ると、七時になっていた。その言葉に反応するように、背後でカーテンの閉まる音がする。シャッターはないらしく、戸と締じまりは鍵かぎを掛かけてカーテンを閉めるだけだ。クルンが戸締り、掃そう除じ、本の整理と毎日の日課の仕事をこなしていく。その間にツクモがした作業は、今日の売り上げの五十円を帳ちよう簿ぼに書かき足たしたことと、スタンドライトを消したことだけだった。

　床に小さな紙切れが落ちているのに気づく。それは、ラクアが帰る時にクルンが書いてみせたポストイットだった。「お姉ねえは、優しくしてくれます」そう書かれていた。俺は少しだけ、泣きそうになった。

　閉店の片付けを終えると、ツクモは机の引き出しから何も書かれていない本を取り出す。それをクルンの物だろう黄色いリュックに入れてから立ち上がる。

「さぁ、件くだんの場所に案内しろ。物語を集めにいくぞ」

　外に出ると、クルンが店の裏に止まっていた青いスクーターを押してくる。クルンはヘルメットを被かぶっており、ハンドルにはもう一つゴーグル付の半ヘルがぶら下がっていた。俺は二度ほどヘルメットを数え直し、嫌いやな予感を覚える。

「そういえば、体力には自信があるそうだな？」

　ツクモが俺のパンドラ小説の一文を思い出すように、冷たい声で聞いてきた。







　二年前まで通っていた中学の校門に辿たどり着ついた時、感じたのは懐なつかしさじゃなくて、激しい動どう悸きと息切れだった。満まん月げつ堂どうから中学校までどれくらい距離があるかは知らないけど、片手で数えられるキロじゃないのは確かだ。それを、ひたすら走り続けたんだ。まだ春とはいえ全身汗だくで、咽のどもひび割れそうなくらい渇かわいていた。

　辺あたりを見回す。近くの自動販売機の横にスクーターが止まっていた。そこには不愉快そうに俺を見つめるツクモと、物もの欲ほしげに自販機を見上げているクルンの姿があった。クルンの背には黄色いリュックが背せ負おわれている。

「遅かったな。まさか、途中で歩いたんじゃないだろうな」

「俺だけ走らせといて、その言い方はないだろ……っていうかよ、俺の通ってた中学校の場所がわかってんなら、いちいち俺が店に行く必要あったのか」

「つまらん愚ぐ痴ちを言うと、男が下がるぞ。ほら」

　ツクモは手に持っていた缶ジュースを俺の方に放ほうり投なげる。わざわざ買っていてくれたらしい。なかなか気の利きくところもあるじゃないか。って、おーい。

　彼女の投げた缶ジュースは、俺がどれだけ手を伸ばしても届かない方向に飛んでいった。しかも、その缶のパッケージは誰でも一目でわかる特徴的な赤。

「炭酸を投げるんじゃねぇよ」

　それより先に、まず炭酸を買うんじゃねぇ。走ってきていきなり飲めるかっ。ノーコンすぎだろっ。一度に突つっ込こむことが多すぎて、なんか逆にどうでもよくなってくる。

　缶ジュースはゴンと電柱に当たってから、上う手まい具合に俺の足元まで転ころがってくる。目の前でツクモが、計算通りだろう、みたいな顔をつくる。そういう問題じゃねぇけどな。拾い上げると、プルトップの隙すき間まからぷしゅぷしゅと泡がもれ出てきて、中の惨さん状じようを予想させた。

「なんだ、炭酸は嫌きらいだったのか。それなら先に言っておけ。あぁ、百二十円だ」

　ツクモは当然のように言いい放はなち、手を出してくる。勝手に買っておいて、放り投げて、金まで取る気らしい。俺は金の代わりに拾い上げたジュースを渡す。

「悪いが、キャンセルだ」

「そうか、残念だ。私はこういったジュースの類たぐいは好きではないのだがな」

　意外にも俺の意見はあっさり通った。ツクモは何の疑問も持たず、胸の前でプルトップを引き開けようとする。こいつ天てん然ねんか。ぷしゅぷしゅと爆ばく発はつ寸すん前ぜんのサインが出てるのに、何も気づいてないらしい。放ほっておいてみようかというサディスティックな悪戯いたずら心ごころも働いたけど、流石さすがに悪い気がして手を伸ばし、

　それより早く、クルンがツクモのスカートを引ひっ張ぱった。そして、ポストイットに何かを書いて見せる。覗のぞき込こむと「お姉ねえ、喉のどが渇かわきました」とあった。

　ツクモは手に持っていた缶ジュースを渡す。クルンは俺に視線を向け、何も言うなと目め配くばせする。どうやら、というか当たり前だけど中の惨さん状じように気づいているらしい。クルンは目をきつく閉じ、勢いよく引き開けた。噴ふん水すいのように溢あふれ出でる炭酸ジュース。容よう赦しやなくクルンの顔に降りかかる。まぁ、当然そうなるわな。

　少し遅れて、クルンのしたかったことがわかる。あぁ、お前はなんていい奴やつなんだ。ツクモのプライドを傷つけないように、自分が犠ぎ牲せいになるなんて。

　ツクモは一いつ瞬しゆんだけ驚いたようにクルンを見て、それから、呆あきれたように言う。

「クルン、お前は馬ば鹿かだな。こうなるのがわからなかったのか、まったく世話のやける」

　あぁ、誰だれかこいつを鳥ちよう葬そうが行われている地ち域いきに送って、生いけ贄にえにでも使ってやってくれ。

　クルンは、私バカだからやっちゃいました、みたいな笑えみを浮かべてツクモを見上げる。ツクモは、しょうがないなお前は、みたいな呆れた表情でハンカチを取り出す。ハンカチで顔を拭ふかれているクルンの顔が幸せそうで、俺は、また少し泣きそうになった。

「さぁ、そろそろ行くか。お前が見た木とやらに案内しろ……どうした、顔を伏ふせて。目がかゆいのか？」

「なんでもないっ、うっ、こっち見るなよっ……ほら、さっさと行こうぜ」

　校門に鍵かぎはかかっておらず、そのままスクーターを押して中に入ることができた。三年間通った懐なつかしい校舎を通り抜け、中庭までやってくる。

　その木は、記憶の中と変わらない姿で、うっすらと白い霧きりを吹きながら立っていた。

　入学早々にこの木を見つけてから、できるだけ近づかないようにしていた。そのおかげか、中学校に通っていた三年間、中庭では不ふ思し議ぎな事は何も起きなかった。だから、この木の存在をすっかり忘れていたのだ。

「どうだ、クルン？」

　ツクモは白い霧が見えない。クルンもずいぶんと目を凝こらしている、そんなには見えてないんだろう。俺の目には、はっきりと、白い霧が根元から立ち昇って幹の中心辺あたりで消えているのが見えた。ただ、記憶と違ちがって白い霧の量が少ない、昔は視界を覆おおうほど吹き出ていたのに、今はわずかに燻くすぶっている程度だ。

　クルンがポストイットを手に貼はって見せる。「木じゃないです」それからもう一枚書いて、並べて貼る。「その下です」

　確かに言われてみると、それは木じゃなかった。根っこの辺りから吹き出ていた。ツクモが振り向いてきたので、頷うなずいてみせる。

「そうか。では、掘ってみるとしよう……ん、何をぼけっとしている？」

「俺、か？」

　鼻を指差す。何を考えているか読めない瞳が、俺を真っ直ぐに見つめてくる。

「当たり前だろう。まさかクルンにやらせるつもりか。あの子は毎日の家事で疲れきっている、できればこれ以上、余よ計けいな仕事をさせたくないんだ」

　優しいことを言ってるようだけど、お前がやるっていう選せん択たく肢しはないんだな。

　クルンがツクモのスカートを引ひっ張ぱり、手に貼はったポストイットを見せる。「お姉ねえ、ボクやります」俺は、また涙るい腺せんが緩ゆるむのを感じた。あぁ、お前、自分のことボクって呼ぶのか。本当に可愛かわいいなお前は。俺はそっと近づいてクルンの頭に手をのせる。驚いたらしく、ぽんっ、と髪の毛から耳が跳とび出だした。

「うっ、俺が悪かった。うっ、どうか、俺に穴を掘らせてください」

「なんだ、やりたいなら最初からそう言えばいい。面めん倒どうな奴やつだな」

　何とでも言いやがればかやろー。

　近くに転ころがっていた角材を使って、木の根元を掘りはじめる。ちゃんとした道具じゃないので効率が悪い。また体から汗が吹き出てくる。背後からは、絶えずツクモの声が聞こえていた。

「わかるか、あれがカシオペア座だ。ほら、あそこを繫つないで伸ばすとな北極星の位置がわかる」

　ツクモとクルンは、せっせと穴を掘る俺をほったらかして、離れたベンチで春の星座を楽しんでいた。せっかくの満月には雲がかかっていたけど、周りの星は綺き麗れいに輝いている。いや、なんかおかしくねぇか。おかしいだろ。傍そばで、掘るのが遅いとか根こん性じよう無なしとか言われてる方がまだいいぞ。

「おーい、ツクモさーん」

　呼んでみる。

「何か出たか？」

「いや、まだだけど」

　ツクモは何も言わず、視線を夜空に戻もどした。そしてクルンに星座の薀うん蓄ちくを語り始める。なんだこの放ほう置ちプレイ。横でクルンがきらきらした目をしているのが、またなんとも切せつない。

　と、振り下ろした角材が何か硬かたい物ものにあたった。掘り出してみると、細長いビスケットのアルミ箱と、円柱形のコーヒーの缶が並んで埋うまっていた。それぞれの側面に、埋めた年と学年が書かれている。どちらも今から十年以上前だ。

「おーい、何か出ましたけどー」

　二人が仲の良い姉妹のように並んで近づいてくる。ツクモは掘り当てた二つの入れ物を見ると、ご苦労、とびっくりするくらい上から呟つぶやいた。

「お前な、俺がせっせと穴掘りしてんのに、ちょっとは手伝うとか応援するとかないのかよ」

　ツクモは少しだけ間をおいてから、相変わらず無表情のまま答えた。

「これが本当の掘ほったらかし」

「そ、それ、シャレのつもりか。本気でぶっ飛ばすぞ」

　言ってすぐに後悔したけど、手遅れだった。ふい、と俺の手から角材が奪うばわれる。次の瞬しゆん間かんにはぶっ飛ばされていた。

「それでだ、どちらから白い霧きりが出ているように見える？」

　ツクモは二つの入れ物を手に取り、目の前に掲かかげる。俺は顔を押え、しばらく止まる気け配はいのない鼻血を受け止めながら答える。

「右だ。穴が開いてる玉たま手て箱ばこみたいに、隙すき間まから霧が出てるよ」

　掘り出した時から気づいていた。コーヒーの缶からは何もないけど、ビスケットの箱からは白い霧が漏もれていた。ずっと木から出ていると思っていたけど、ビスケット箱だったらしい。

「なぁ、どういうことだ。この箱がパンドラになってるってのか？」

「開けてみないとわからない。だが、濃い霧が発生しているということは、まだ空白ブランクの状態である可能性が高いな。パンドラが顕けん現げんすれば、その分だけ霧は薄くなる」

　その言葉に、また中学時代の記憶を思い出す。やっぱり、当時はもっと、周まわりが見えなくなるくらいに白い霧が吹き出ていた気がする。

「誰だれがなんの目的でこんな場所に埋うめたのかは知らないが、埋めた者たちはすっかりこの箱の存在を忘れてしまっているらしいな」

「なんの目的って、普通わかるだろう。タイムカプセル、十年後の私へとか手紙を書いて埋めるやつだ」

「ふむ、それも可能性の一つだな。だが物事を見かけだけで決め付けるのはよくないぞ」

　他にどんな可能性があるってんだよ。負まけず嫌ぎらいもいい加か減げんにしろ。

　ツクモはビスケットの箱を上下に振る。なんの音もしなかった。続けて、コーヒーの缶を振る。今度は、からからと、中で何かがシェイクされる音がする。

「こっちの箱は、まだ中身を覚えている者がいるのだろう。忘れかけていても、無意識の中だとしても、認識されていれば世界は形を留とどめる。だから、これにはなんの価値もない」

　そう言うと、ツクモはタイムカプセルを無む造ぞう作さに投げ捨てた。

「おいっ、こらっ。勝手に捨てるな。まだ覚えてる人いるんだろ。どっちかっつうと、そっちの忘れ去られたタイムカプセルの方が価値ないだろ」

「誰かが認識している世界を見たところで、有あり得うることしか有り得えない。そんなものを見てどうするのだ。どちらに価値があるかは考えるまでもない」

「俺はお前に、人としてのあり方について聞いたつもりだったんだけどな」

　ツクモの背後で、クルンがそっと捨てられたタイムカプセルを拾って元の場所に埋め直す。グッジョブだ、さすがデキるオコジョは違ちがう。

「なあ、もし箱の中が空白ブランクのままなら、開けたら何が入ってるんだ？」

「開けた瞬しゆん間かんに、私たちが無意識のうちに予測しているものが顕けん現げんするだろう。空から箱ばこか、タイムカプセルの手紙か、そんなところだな。どれだとしても、大した物語は望めそうにない」

「じゃぁさ、俺が今、大金が入っているってのをイメージしたら、それが出てくるってことか？」

　そう聞くと、卑いやしい想像でも聞いたように冷たい眼まな差ざしを向けられた。俺は慌あわてて、例たとえばだよ、と付け足す。

「無理に決まっているだろう。パンドラを生み出すのに偽いつわりの認識は通用しない、心の底から無意識に湧わきあがってくるものでないと駄だ目めだ。だから、情じよう報ほう修しゆう正せいが必要となる奇き抜ばつなパンドラなど滅めつ多たに顕けん現げんすることはない。人間の認識は、常識という共通の概がい念ねんによって縛しばられている。常じよう識しき外はずれなパンドラであるほど、それを覆くつがえす強力な誤ご認にん識しきや思い込みが必要だ」

「……でも、俺は子供の頃から、けっこう不ふ思し議ぎな出で来き事ごとにあってたけどな」

「シン、お前が見たパンドラには、それにまつわる噂うわさや都と市し伝でん説せつが流れてなかったか？」

「ん、あぁ。確かにそういうのも中にはあったな」

「情報修正が必要となるようなパンドラが起きるのは、噂や都市伝説の類たぐいが元になっていることが多い。譬たとえ一つの認識が弱くても、大おお勢ぜいの人間が共有すれば認識力は強くなる。中には噂を純粋に信じる者もいるだろうしな。空白ブランクになった場所と噂が重なり合ったとき、強力なパンドラが世界に顕現する。怪かい異いが噂になるのではない、噂が怪異を造ってしまうのだ」

「じゃぁ、クルンも同じようにして生まれたパンドラなのか？」

「これは少し特とく殊しゆだな。この子は、パンドラを制せい御ぎよするために神によって作られた。名を聖せい獣じゆうタマオコジョという。今は私がラクアから預かっているが、本来は神々の世界の生き物だよ」

　俺は一人納得する。初めて会った時に白い霧きりを感じたけど、クルンはこれまで見た怪異と違ちがって消えることもゆらぐこともなくはっきりと存在し続けていた。

　ツクモはビスケットの箱に手を掛かけながら、急に思い出したように言う。

「あぁ、そういえば、この近くにも不ふ思し議ぎな噂うわさが流れていたな。『忘れられたタイムカプセルを開けてはいけない。忘れ去られた夢や記憶を食べにきた凶きよう暴ぼうな妖よう怪かいが中に入っているから』、子供たちはこんな噂でも信じる、可愛かわいいものだな」

「おい、それって、さっき言ってたパンドラが生まれる条件そのままなんじゃないか？」

「む、開いたぞ。シン、なにか言ったか？」

　ツクモが振り向いた瞬しゆん間かん、その手の中から、巨大な黒い影が飛び出した。

　タイムカプセルから飛び出した影は、上空まで跳はね上あがった。人を丸飲みできそうなほど巨大な影だった。俺は夜空を見上げる。クルンも同じように見上げる。一人だけ、決定的な瞬間を見逃したツクモが、箱に視線を戻もどして呟つぶやく。

「中身は空からか。やはり、大したパンドラは発生していなかったようだな」

　俺とクルンが見上げる中、影は校舎の屋上にゆっくりと降り立った。そして、見るからに凶きよう暴ぼうそうな妖怪の姿を露あらわにする。足が六本、やたらと長い尻しつ尾ぽが二本ある犬。漆しつ黒こくの毛並みが風に靡なびいている。大きさは、離れていてはっきりとわからないけどワンボックスカーくらいあるだろう。誰だれだ、あんなの想像したやつ。

「パンドラが起きたとしても、常識の範囲内であれば大した物語にはならない。奇き抜ばつであるほど物語は長くなるのだが、残念ながら今回は大した収しゆう穫かくはないようだ」

　ツクモは淡々と解説を続けてくれる。犬の裂さけるように細長い目が、獲え物ものを狙ねらうように見下ろしてくる。もうお前の話に付き合ってられる状態じゃねぇ。

　犬が、静かに屋上を蹴けった。力強い跳ちよう躍やく、そして、中庭へと落下する。巨大な獣けものが俺たちの目の前に降り立つ。ツクモはやっとそれに気づいたらく、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「……馬ば鹿かな、パンドラが顕けん現げんしている」

「馬鹿はお前だぁぁぁっ！」

　お前はこの道のプロじゃねえのか。危険なことなんか何もないんじゃなかったのか。思いっきり噂うわさ通りじゃねぇかよ。

「そうだっ、本、あの本に記録すれば、パンドラの情報を修しゆう正せいできるとかいってたよなっ」

「無理に決まっているだろう。私の力では、これほど巨大なパンドラを記録することなどできるものか」

「なんで偉えらそうなんだよっ。じゃぁ、どうすんだっ」

「ふん、慌あわてるな。ちゃんと策はある。クルン、出番だ」

　クルンは小さく頷うなずく。それから、背負っていたリュックを下ろして俺に手渡してきた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の体から白い霧きりが溢あふれ出だす。

　耳に続いて、尻しつ尾ぽが生えてくる。白い毛並みに先端だけを黒く塗り分けた、オコジョ独どく特とくの配色だった。体がみるみる縮んでいき、白い霧が覆おおいつくす。

　霧きりが張れた時には、そこにオコジョ少女の姿はなかった。代わりに、正しよう真しん正しよう銘めいのオコジョがいた。一見するとイタチやリスに見み間ま違ちがうかもしれないけど、明らかにそれとは違う特徴がある。真っ白い毛並みに先端だけが黒い尻尾、黒くつぶらな瞳に丸い小さな耳。山の妖よう精せいと呼ばれる、日本屈くつ指しのレアでキュートな小動物だった。

　可愛かわいい。もう飛びついて抱きしめたくなるくらい可愛い。こんな状況じゃなかったら。

「………で？」

　俺は子供用のリュックを背負いながら、ツクモを見る。目の前には人間を丸飲みにしそうな巨大犬、対するは通常サイズのオコジョ。ツクモは鷹おう揚ように頷うなずきながら答える。

「野生のオコジョには本来、純白の冬毛と茶色の夏毛があるんだ。だが、クルンはいつでも好きな方を選べる。私は白い耳が好きなので、あの子もそれに従ってくれている」

「いや、そんな生態とかお前の好みとか聞いてねぇって、これでどーすんだ」

「タマオコジョには能力がある。タマオコジョのタマとは、弾だん丸がんのことだ。クルンは、その体を認識力を削さく除じよする弾たまに変えることができる。つまり、これはパンドラを修しゆう正せいする弾丸だ」

　俺がそのふざけた設定に突っ込みを浮かべるより前に、変化が起こった。今度は、クルンの体が金色に光りはじめる。金色オコジョは体を丸めて、器用にボールのようになった。

「見ているがいい。これが『観かん測そく者しや』だ」

　ツクモは弾たまとなったクルンを拾い上げると、手の中で二回ほど跳はねさせる。

　そして、漆しつ黒こくの犬と対たい峙じする。ピンと伸びた背せ筋すじ。細い体を膨ふくらますように大きく息を吸い込む。表情は溢あふれんばかりの自信に満ちていた。その声に、姿に、これは危機でもなんでもない、彼女はこんな状況をもう何度も潜くぐり抜ぬけていると思わせる迫力があった。なんだ、噓うそだろ、あいつが、ちょっとカッコよく見えるじゃないか。

「ゆくぞ、ワン公。物語となって、この世界に顕けん現げんしてしまったことを悔くやむといい」

　ツクモがゆっくりと振りかぶる。まるでバレエでも踊っているような華か麗れいなフォームだった。白くて華きや奢しやな腕がピンと伸び、ステップを踏むように体が回転する。そして、俺は頭の中に繰り広げられた描写が、いつかのコピー＆ペーストであることに気づく。

　フラッシュバックされる記憶。明後日あさつての方向に飛んでいったハンドボール、明後日の方に跳んでいった炭酸ジュース。気づいた時には手遅れだった。

　ツクモが投げつけた弾は見とれるように綺き麗れいな放ほう物ぶつ線せんを描いて、真横に飛んでいった。それもかなりの飛距離だった。二階建ての校舎を越えて、その向こうに消えていく。

　俺はしばらく、クルンが星になった方向を見つめていた。現実を受け入れるのが怖かったので、正面に顔は向けない。でも、獣けものの荒い鼻息は絶えず聞こえてくる。

　シン、とツクモが冷静さを一片も失っていない声で呼ぶ。彼女の落ち着き払った態度に、何か別の考えがあることを祈った。

「私はやれるだけのことはやった。そして駄だ目めだった。次はお前がなんとかする番だ」

　祈りは届かなかった。

「偉えらそうに言うなっ、俺は素人しろうとだぞ」

「大事なのは気持ちだ」

「小学校の先生かっ、気持ちでなんとかなるかっ」

「まったく。仕方ないな、ではひとまず撤てつ退たいしてやろう。クルンを拾いにいくぞ」

　女じよう王おう様はケツまくって逃げる時すら偉そうだった。身軽な動作でスクーターに跨またがる。

　俺は慌あわてて駆け寄り後ろに飛び乗った、と同時に勢いよく発進する。逃げる獲え物ものは追いたくなるのが習性なんだろう、犬が俺たちを追って駆け出す。

　スクーターは猛スピードで中庭を飛び出した。運うん動どう音おん痴ちでも、運転技術は大したものだった。勢いよく体を倒し、校舎を直角に曲がる。地面が近い、公道でやったら即そく逮たい捕ほだ。

　俺は慌てて、ツクモの腰に手を回した。スクーターに二人乗りした経験なんか始めてだし、振り落とされそうで怖かったからだ。

　彼女の腰は驚くほど細かった。柔らかいけど、どこか骨ばった感じもした。普段の偉そうな彼女からは信じられないほど華きや奢しやな体つき。こんなに間近で女子を感じたことはなかった。回した手を通じて、息をするのが感じられる。そっと自分の呼吸を合わせてみると、まるで一つになったように感じた。俺はそっと微笑ほほえみ、

　だぁぁぁぁあああああっ何をやってるんだ、俺はっ！

「追いつかれるぞ、なんとか時間を稼かせげ」

　ツクモの声が、俺を現実に引ひき戻もどす。

　犬がすぐ後ろに迫っていた。一人で妄もう想そうフルスロットルしてる場合じゃねぇ。

　時間を稼ぐったって、どうすればいいんだ。何も持っていない、ポケットも空からっぽだ。ツクモが、ふん、と鼻息を吐くのが聞こえる。

「しょうがない、私が時間の稼ぎ方を教えてやる」

　ツクモは片手をハンドルから離す。俺の防ぼう衛えい本ほん能のうは、至近距離からの殺意を感じ取った。

「待てっ、お前アレだろ、俺を落とす気だろ」

「安心しろ。すぐにクルンを拾って戻ってくる。お前を見捨てて逃げたりはしない」

「ふざけるなっ、あんなもん瞬しゆん殺さつされるわい！」

「おい、暴あばれるな。覚かく悟ごを決めろ」

　無理だった。俺は振り落とされまいとツクモの体にしがみ付く。両手が柔らかいものに触れた気がするけど気にしない。気にしない。無理だった。だってこれって、
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　無視できなかったのは俺だけじゃなかった。ひょわ、とツクモがらしからぬ悲鳴を上げる。

　次の瞬しゆん間かん、俺たちは宙ちゆうを舞っていた。

　彼女の体にしがみ付いたまま、クッションになってやるように先に地面に落ちた。したたかに背中を打つ。上から、ツクモの全体重が乗った肘ひじ打うちが追つい撃げきをする。

　俺たちが飛び降りた（転落した）スクーターは無人のまま数メートル走り、横倒しになってからさらに数メートル滑り、校庭の木にぶつかって停車した。漆しつ黒こくの犬は俺たちよりもスクーターに興味を示したらしく、幸運にも目の前を通り過ぎていく。スクーターに近寄り、臭いを嗅かいだりしている。

「大丈夫か、シン」

　ツクモの声がすぐ傍そばから聞こえる。目を開けると、顔がすぐ近くにあった。俺の腹に跨またがり、重なるように倒れていた。

「あぁ、なんとか。リュックのお陰かげで怪け我がはないみたいだ。ダメ押しの肘打ちはきいたけど」

「自じ業ごう、自じ得とくだ」

　そう言うと、ツクモは珍しく顔を逸そらした。表情には一いつ切さいの感情はないけど、少し恥はずかしかったのかもしれない。意外と、大きかった、よな。あぁ、駄だ目めだやっぱり腐くさってきてる、俺。

　と、頭上からフェンスを叩たたくような音が聞こえる。視線を向けると、フェンス越しに人間に戻もどったクルンの姿があった。そこはプールだった。クルンはプールサイドに落ちて出れなくなっていたらしい。

　ツクモは立ち上がり、スクーターを倒したのも計算だった、みたいな笑えみを浮かべる。なんて順応性の高い奴やつだ。

「いつまで寝ている。いくぞ、シン」

　言い返そうとして、やめた。音に気づいたのは俺たちだけじゃなかったからだ。スクーターの臭いを嗅いでいた犬が、視線をこちらに向けていた。

　跳とび起おきて、プールに駆け寄る。フェンスの入口は閉められていた。ツクモが先にフェンスに足を掛かける。それから、ゆっくりゆっくりと上っていく。なんのつもりかと思ったら、どうやらコイツにとっては全速力だったらしい。ああ……そうだ、運動神経ゼロだった。

　さすがに待ってるわけにもいかず、スカートの中を覗のぞいてしまわないように顔を逸らしながら、そっと彼女の腰を押し上げる。ツクモは押し殺したような声で、ひょわ、とまた鳴いた。どうやら、かなりのくすぐったがり屋さんらしい。無事中に入ったのを確認してから、俺もフェンスを乗り越える。

　まだ使われていない春のプールには、水が溜たまっていた。水面には月が映うつっている。いつの間にか雲が晴れ、満月が浮かんでいた。

　プールサイドを、クルンが三千里を旅してきたマルコのように駆け寄ってきた。屈かがみ込こんだツクモの胸に飛び込む。感動の再会、をやっている暇ひまはなかった。

　黒い風が吹いた。犬が軽々とフェンスを飛び越えてプールサイドに降り立つ。飢うえた赤い目が、ぎろりと俺たちを睨にらむ。

　ツクモは挑いどむように正しよう面めんに立ち、毅き然ぜんとした声で宣言した。

「今度こそ、終わりにしてやろう。私もいい加か減げんに、腹が空すいたからな」

　なんて個人的な理由だ。この状況で言うことか。

　クルンの体から白い霧きりが立ち昇り、再び、金色の輝く弾たまになる。ワンアクション省しよう略りやくされた気がするけど大した問題じゃないんだろう。よくあることだ。

　ツクモはクルンを拾い上げると、手の中で二回跳はねさせる。そして、ゆっくりと投球フォームに入る。さすがに、もう一度ツクモに任まかせる気にはならなかった。

「待てっ。それは俺が投げるっ」

「これは私の仕事だ。大体、お前にクルンを使いこなすことなどできるわけがないだろう」

「頼むっ、俺に投げさせて下さいっ」

「お前の仕事は、私にパンドラの場所を教えるだけでいい、と言ったはずだが」

「すでに、思いきり巻き込まれてるからっ」

「やはり駄だ目めだ、これは私の仕事だ」

　漆しつ黒こくの犬が、獲え物ものを追い詰めるように歩み寄ってくる。ええい、実力行使だっ。クルンに手を伸ばす。ツクモが必死に抵抗してくるのを、男の腕力に任せて引き寄せる。その瞬しゆん間かん、クルンは二人の腕の間をすっぽ抜け、頭上に高々と舞い上がった。はずみで体勢を崩し、思い切りツクモを突き飛ばしてしまう。

　バランスを崩すツクモ。時間が間ま延のびしたように、目に映る景色がスローモーションになる。漆黒の犬が飛とび掛かかってくる。クルンが頭上から降ってくる。ツクモはゆっくりと、手を広げながら、月の映うつりこんだプールへと落ちていく。俺の頭は、自分がやっちまったことで真っ白になる。落ちながらも、ツクモの表情は全まつたく揺ゆらがなかった。凛りんとした声が、俺に命じる。

「構うな、打てっ！」

　俺は、彼女から視線を逸そらした。

　すぐ傍そばに迫っている漆黒の獣けものと、高々と舞い上がったクルンを見み据すえる。落ちてくるのをキャッチして投げている時間はなかった。

　方法は、一つしか残されてない。

　頭の中に、一いつ瞬しゆんだけクルンの笑顔が浮かぶ。ファミレスで出会った時の無む垢くな笑顔、ツクモに尽くす健けな気げな姿、自動ドアをやっている時の無む邪じや気きな表情……。

　ボールとなって降ってくるクルンから、一瞬だけ尻しつ尾ぽが出る。それは俺にメッセージを伝えてきた。「気にしないでください。思い切りやってください」気のせいかも、しれないけど。

　頭に浮かんだ笑顔をかき消し、気合いを上げる。遊びたい盛りの時期を犠ぎ牲せいにして、鍛きたえ抜ぬいてきた右足が疼うずく。少し遠めの位置に降ってくるボール。体が告つげる。難なん易い度どは高いが、この距離は知っている。一瞬だけ浮かぶ親おや父じの顔。あんたのお陰かげで身につけたスキルだ、今だけは感謝してやるよ。そして、思い切り跳ちよう躍やくした。

　空中で体を捻ひねる。降ってくるクルン。吸い付くように右足が前に出る。スニーカーを通して伝わる衝しよう撃げき。ピンポイントでボールの軸じくを捉とらえる。

　思い切りボレーシュートを放はなつ。横から豪ごう快かいな水音が聞こえてきたのはそれと同時だった。

　金色のシュートは、犬の顔面に見事に突つき刺ささった。その瞬しゆん間かん、顔が白い霧きりに包まれる。

　クルンは跳はね返かえると同時、人の姿に戻もどった。小動物の身軽さでくるくると回転しながらプールサイドに降り立つ。着地と同時に、お尻しりを押えて蹲うずくまる。そりゃ、やっぱ痛いよな。思い切り蹴ったもんな。本当にごめんなさい。でもまだお尻でよかった。

　顔が白い霧に戻った犬は、苦しむように体をふらつかせた。そのまま、伏ふせをするようにプールサイドにぺたんと倒れる。

「やった……のか？」

「構成していた認識力の一部がクルンによって消去されたのだ。ここまでくれば、私の力で記録することができる」

　プールの中から声がする。全身、ずぶ濡ぬれになったツクモが立っていた。

「ごめん、そんなつもりじゃなかったんだっ。なんつーか、あれは事故で」

「そんなことはいい、本を出せ。まだパンドラが消えたわけじゃない」

　背負っていたリュックから、本を取り出して渡す。ツクモはプールサイドに上がると、水で濡れた髪をかき上げる。当然だけど、髪の毛から制服から靴下まで水みず浸びたしで、あちこちから水が滴したたっていた。本に水がかからないように腕をまっすぐ伸ばし、凛りんとした声で告つげる。

「世界の変化を確認。これより対象の記録保存を行う……レコード開始」

　次の瞬間、犬の体が、その周囲に立ち込めていた白い霧が、光の粒に変わる。それは、ツクモの体を取り巻き、彼女が持つ本の中に吸い込まれていく。

　まるで、彼女の周まわりを無数の妖よう精せいが光を振ふり撒まきながら飛とび交かっているようだった。

　綺き麗れいだと思った。今までの恐怖も災難も、全すべて忘れてしまえるくらい綺麗だと思った。心臓が、なにか凄すごいものに触れてしまったみたいに感じたことないリズムで脈打っていた。

「データ記録、完了だ」

　パタン、と本を閉じる音が響く。プールサイドからは漆しつ黒こくの犬も白い霧も消きえ失うせていた。

　俺は、今頃になって、やっと思い知った。

　ツクモが話してくれたことは、全部本当だったんだ。世界は曖あい昧まいで不安定で、パンドラは実在していて、そして俺は、どうやら特大に面めん倒どうなことに関わってしまったらしい。







　校庭のベンチに座って、ぼんやりと今夜の出で来き事ごとを思い出していた。

　横には全身ずぶ濡ぬれのままのツクモが座っている。あれからプールに落としたことを謝あやまったけど、無表情のまま「気にするな」と答えただけだった。突つき落おとした者としては風か邪ぜを引かないか心配なので早く着替えてほしかったけど、本当に全まつたく気にしていないようだ。

　目の前では、クルンがエンジンのかからなくなったスクーターを直していた。リュックから取り出した工具で、なにやらいじっている。どこでこういう技術を身につけたんだろう。

「どうだ、少しはパンドラの事を信じる気になったか？」

　ツクモが夜空を見上げながら、そっと聞いてくる。

「あぁ。信じるよ、こんな目に遭あわされたんだからな」

　俺も同じように見上げる。そこには、満月が浮かんでいた。

　綺き麗れいな月だな、そんなことを思っていると、まるで考えていることを読んだようにツクモの呟つぶやきが聞こえる。

「私は、自分の苗みよう字じがあまり好きではない。満ちる月、月には人を惹ひきつける魅力がある。月はたくさんの物語を生み出す……私たちの家族は、神から役割を押し付けられた。母はそのことを誇ほこりだといっていた。私には、煩わずらわしいだけだ。自分だけの物語も、華はな々ばなしい活躍も欲しくない」

　俺の頭は、話を変えろと告つげていた。こういう話は、聞くと互いに情が残る。どうでもいい無ぶ難なんな話題にすりかえろ。それが他人とちょうどいい距離を保つ方法だと学んでいるだろう。

　でも、俺は何も言わなかった。黙って彼女の言葉を聞く。

「月よりも、気づく人だけが気づいてくれるような小さな星がいい。私は満まん月げつ堂どうが好きだ。あの店は、この町にある小さな星だからな。ずっと、あの店を続けていきたいと思っている」

　つくづく思った。こんなに違ちがうのに、認めたくないけど、俺とツクモは似にている。自分だけの大切な場所があって、面めん倒どうくさがりなくせに、そこを守るためならどんなに面倒でも努力を惜しまない。俺が教きよう訓くんを守るように（最近は守れてないけど）、バイトをしていたように（クビになったけど）、こうしてツクモを手伝っているように、コイツはパンドラを記録している。

　ツクモが世界を守っているなんて思わない。ツクモにもそんなつもりはない。それはわかっていた。お互い、好きなことをめいっぱいしていたいだけなんだ。

「……そのために、お前は、今日きようみたいな仕事をしなくちゃいけないのか」

「ああ。それが、母と最後に交かわした約束でもあるからな。皮ひ肉にくなものだろう」

　その言葉に、彼女が背負っているものの大きさを知った。ツクモの母親はもうこの世にいないのだろう。胸を締め付けるような切せつなさが込み上げてくる。

「今日きようは、助かった。あの時、お前が私をプールに突き落とさなかったら、パンドラに食われていたかもしれない。実はな、クルンを投げるのは、苦にが手てなんだ」

「知ってるよ。珍しく素す直なおだな」

「満月のせい、かもしれないな」

　スクーターのエンジン音が響く。顔を向けると、クルンがいかにもツクモに褒ほめて欲しそうな顔で見つめていた。ツクモはスカートを叩たたきながら立ち上がる。

「特別に乗せていってやる。この時間なら警けい察さつもいない」

「定員オーバーだろ。俺のことは気にするなよ、風か邪ぜひかないようにさっさと帰って休め」

「心配ない。クルンをオコジョの姿にすればいいだけだ」

「あぁ、なるほど……ってちょっと待てっ、じゃぁ来る時からそれやれよっ」

　俺の突つっ込こみを綺き麗れいに無視してツクモはスクーターに歩み寄る。頭を撫なぜられて、クルンは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「俺が、ここまで、どんだけ走ってきたと思ってるんだ」

「古い事をいつまでも根ねに持つ男だな、置いていくぞ」

「にゃろぉ、いつかぶっ飛ばしてやる」

　言ってすぐに後悔する。ツクモはすでに拳こぶしを固めていた。

「まてっ、いつか、いつかって言った」

「あぁ、そうだな」

　ほとんど殴なぐられるのを覚悟していたけど、ツクモは拳を解といて、そっと笑った。

　それはもう本人が望む望まないに関わらず、満月と同じくらい、人を惹ひきつけずにはいられない笑えみだった。

　このままだと、さらに面めん倒どうなことに巻き込まれていきそうな予感があった。でも、まだ大丈夫だ、まだ引き返せる、と自分に言い聞かせた。第五十六訓くん、まだやり直せると思っていると、気がつくと戻もどれなくなる。美術の時間に、自分の顔の彫ちよう刻こくを作っていた時に学んだ教訓だ。鼻を削けずりすぎて、一人だけ外人になってしまった。教訓は一つ残らず覚えていたけど、今夜だけは忘れた振りをした。

　満月の日くらい、そんな例外があってもいいかもしれない。
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　授業中に、ごみ箱が入ってきた。

　後ろのドアがこっそり開き、ごそごそと音がする。音に気づいて振り向くけど、そこには誰だれもいない。いや、背が低くて見えない。入ってきたのは、ひっくり返されたごみ箱だった。後ろの席の奴やつが先に気づく。その波は紋もんがざわざわと教室中に広がっていく。「なにあれ」「メタルギア？」「誰か開けろよ」「エルモ？」「ちげぇよ、オスカーだろ？」

　気づいていないのは、定年間ま近ぢかの古文の教師だけだ。耳が悪いのかもしれない。目が悪いのかもしれない。きっと両方だ。

　ごみ箱は進むと止まるを繰り返しながら、教室の奥へと進む。その歩みは、誰にも気づかれてないという自信に満ちていた。俺は、あのごみ箱に入るサイズの知り合いが一人だけいる。必死でそれが自分の席に来ないように祈った。

　無む駄だだった。ごみ箱は俺の机の真ま横よこにピタリとマークした。クラス中の奴やつらが、俺の気け配はいを読もうと集中しているのがわかる。特に、真横からのが痛かった。藤ふじ崎さきからは、セクハラ発言をしたオヤジでも見るような冷たい視線が注がれている。

　ごみ箱には小さな切きり込こみが入っていて、そこから二つの目が覗のぞいていた。つぶらな丸い瞳、予想通り満まん月げつ堂どうのオコジョ少女だった。どうしよう、すっごい見てる。

　とりあえず授業が終わるまでじっとしていてくれ、そう祈りながら無視していると、ごみ箱の下から手が出てきて俺の靴くつ紐ひもを解ほどいた。うわ、地味にウゼぇ。

　もう一度目を見て、しばらくじっとしてろ、とアイコンタクトを送る。クルンはそれをなんと受け取ったのか、覗き窓から便びん箋せんを出してきた。仕方なく受け取ると、ごみ箱は物もの凄すごい速さで動き、教室から出て行った。

　静まり返る教室。皆が俺の様よう子すを探さぐっているのがわかる。

　便箋を開くと、もう見慣れた丸文字で一文が書かれていた。「お姉ねえがお布団ふとんから出てきません、昨日きのうの夜、学校であんなことしたからです。せきにんとってください」やっぱり、あいつ風か邪ぜひいたのか。

　突とつ然ぜん、前から手が伸びてきて便箋を奪うばう。元優等生のヤンボだった。

　授業中なので派手に声を上げられない。おいっ、と言って肩を摑つかむが手遅れだった。ヤンボはそれをさらに前の奴に回す。お前、本当に友達か。勝手にクラス内回かい覧らんが始まる。頼みの綱つなの古文教師は全まつたく気づかない。クラス中から注がれていた好こう奇きの視線が、瞬またたく間に軽けい蔑べつに変わっていく。

　手紙が教室を半周し、隣の藤崎まで回ってくる。あまり良く思われてないのは知っていたけど、そんなこと気にしてられない。「返してくれよ」と囁ささやく。

　藤崎は俺の方を見ようともしなかった。聞こえなかったわけじゃないだろう。代わりに手紙を握にぎり潰つぶすと、無む造ぞう作さに床に落とした。俺の足元まで転がってくる。

「……最低」

　すぐ横から、男心を一いつ瞬しゆんで再起不能にするような呟つぶやきが聞こえてきた。

　俺はそれまでクラスでも目立たないように、面めん倒どうなポジションにならないように気を配くばりながらやってきたつもりだった。なんで、こんなことになったんだろう……簡単だ、満みち月つきツクモに関わったからだ。







　俺が恋愛を敬遠するのには理由がある。歳としの離れた姉が巻き起こす恋愛事じ件けん簿ぼに、幼い時からずっと振り回されてきたからだ。姉は、テレビドラマの幸せになれない準ヒロインを演じ続けているような恋愛ジャンキーだった。シーズンごとに新しい恋をして、破やぶれて、傷を増やしていく。しかも傷つき方が半はん端ぱじゃない。浮うわ気きなど姉の前では掠かすり傷きずだ。貢みついだ果てに逃げられたり、別れた次の日に元彼と親友が付き合っていたり、いつの間にか借金の連れん帯たい保ほ証しよう人にんになってたこともあった。恋の傷が目に見える装置が開発されたなら、姉の体は誰だれもがドン引きするほど傷だらけに違いない。それでも、姉は時とき折おりその傷を誇ほこらしげに見せて笑うのだ。格かく闘とう家かが、これは虎とらと戦った時の傷だ、とでも自慢するように。全まつたくもって理解できない。

「新あら太たぁ、今日きようさぁ、私が前の前の彼氏にあげたブルガリの時計、質しち屋やで見つけちゃったぁ！　イニシャル彫ほってもらってたから間ま違ちがいないよ。すっごい偶ぐう然ぜんだねー。はははー」

　なにが面おも白しろいんだ、理解できない。

　姉は恋をするたびに俺の部屋にやってくる。朝まで惚のろ気けたり愚ぐ痴ちったり、上う手まくいってない時には男代表として怒られたりした。なんでこんな行為に、これほどの時間とエネルギーを費ついやせるのかわからない。下へ手たな恋愛をする前に、もっと恋愛小説を読むべきだと思う。

「新太ぁ、ちょっと聞いてよ。こっちの服とさ、こっちの服どっちが彼の好みかな？　違うー、別にあんたの好みなんか聞いてないって。彼がどっちが好きなのかって聞いてるの」

　知るかよ。いい加か減げんにしてくれ。

「新太ぁ、あんたダザイオサム持ってない？　ダザイオサム。彼が好きなんだって。だからね、今晩中に全部読もうと思って。え、図書館？　じゃぁ借りてきて、全部、今すぐ！」

　なんで俺が。それに太だ宰ざい治おさむの作品全部って何冊あると思ってんだ。

「あーもームリ。新太、あんた、この本読んだことあるんでしょ、あらすじ全部書きなさい！」

　お願いだから、俺を放ほうって置おいてくれ。

　中でも特大の傷は、俺が中学の時にやってきた。またしても悪い男に引っかかり、暴ぼう力りよくを振るわれたのか、顔に痣あざを作って帰ってきた。それを見た父は激げき怒どし、相手の家に乗り込んで十倍にして殴なぐり返かえした。その事件がもとで、親おや父じは左さ遷せんされ離島へ単たん身しん赴ふ任にんとなった。父は誇ほこらしげに胸を張って「娘のためなら本ほん望もうさ、あばよ」などとほざいて旅立ち、母は左遷の話を聞いて「また惚ほれ直なおしたわ」などとほざいてその後を追った。それ以来、俺は姉と二人で暮らしている。姉の恋愛ジャンキーのせいで家族はばらばらになったけど、当の本人にはまるで反省が見られない。

「あの恋のおかげで、家族の絆きずなが確かめられた、母かあさんと父とうさんの愛も確かめられた。結果オーライよ」

　どの辺がオーライなのか教えて欲しい。頼むからさっさと結婚でもして俺を解とき放はなってくれ。

　ただ一つだけ、姉に感謝していることがある。それは、父が左さ遷せんされたおかげで、サッカー漬づけの日々から抜け出せたことだ。体育会系な毎日から抜け出し、読書漬けの日々を送れるようになった。

　第五十訓くん、恋愛は読むものだ、するものじゃない。

　好きとか嫌きらいとか、実際にやるのって面めん倒どうくさいだろ。恋愛は、人生に仕し掛かけられたトラップだと思う。いかに上う手まく避けるかが成功の鍵かぎだ。満みち月つきツクモとのことだってそう、パンドラ探さがしを手伝うのは『月げつ光こう文ぶん庫こ』をタダで読むためだ。あくまでギブアンドテイクの関係。いつでも辞やめようと思えば辞めれる。必要以上に関わるつもりは、ない。

　そうは思っていても、クルンから貰もらった手紙を見て放ほうっておくわけにはいかなかった。なんたってプールに突つき落おとしたのは俺なんだ。

　あれからクラス中の男子に冷かされ、クラス中の女子に冷やかな目で見られ、ヤンボにさんざんからかわれ、ケンちゃんには「恋のＴＫＯだね！」とかわけのわからないことを言われた。幸いなことに今日きようは金曜だ、土日を挟はさめば噂うわさは少し静かになっているだろう。そんなことを考えていた下校途中、また一年の武ぶ装そう集しゆう団だんに襲おそわれそうになった。

　なんとか満まん月げつ堂どうの前まで辿たどり着つくと、店の前に見覚えのある姿があった。俺と同じ昼休み図書室の住人、宮みや野の小こ雪ゆきだった。電柱の陰かげに隠かくれるようにして、じっと満月堂を見つめている。

　近づいて話しかけると、宮野は驚いたように勢いよく顔を逸そらせた。

「な、なにして……るんですか、こんなところで？」

「いや、まぁ、ちょっとこの店に用事があってさ。宮野は？」

　首を曲げ、彼女の顔を覗のぞき込こもうとすると、宮野は避けるように顔を真下に向けた。

「わ、私の、目を、見ちゃだめです」

　どうやら、彼女は人見知りが激しく相手の顔を見て喋しやべれないと思っていたのは勘かん違ちがいで、実は人間とメデューサのハーフだったらしい。

「あ……わ、わた……つ、ツクモさんの……同じ……クラスで、ぷり、プリント」

　宮野はいつもより落ち着きない様よう子すで喋りながら、鞄かばんからクリアファイルを取り出す。

「そっか。あいつと同じクラスだっけ」

「あ、あの……えと、あいつ、呼ばわり？」

「まぁ、色々あってさ。今から見舞い行くんだけど、よかったら渡してきてやろっか」

　きっと担任にプリントを渡してと頼まれたものの、暴ぼう君くんツクモの城に一人で乗り込む勇気が持てずに困っていたんだろう。

「えっと……その、あの……わ、わたし、その」

　宮みや野のは俯うつむいたまま、もじもじと体を揺ゆすり始める。俺は少しだけ面めん倒どうになって、作り物の笑顔を浮かべた。彼女の手からクリアファイルを抜き取る。

「あ……えと、でも……こんなの」

「いいよ、気にしなくて。どうせついでだし」

　まだ立ち尽くしている宮野に手を振って、満まん月げつ堂どうに入る。

　さすがに今日きようは自動ドアはお休みだった。物音に気づいて、店の奥からちょこちょことクルンが出てくる。その手にはすでにポストイットが貼はってあった。「遅いです」どうやら、学校を早退してすぐに来てくれるものだと思っていたらしい。

　クルンを追うようにツクモも出てくる。いつもとは違う、白いパジャマ姿だった。一いつ瞬しゆん、心臓が、心しん室しつの中に爆ばく竹ちくでも放ほうり込こまれたように跳はねた。なんでだ、ただのパジャマだろっ。しっかりしろよ、俺。

「なんだ、シンか。新しい……パンドラは、見つかったか」

　上気した頰ほお、少し荒れた息いき遣づかい。声を出すのも辛つらそうだった。

「お前……思いっきり風か邪ぜ引いてるじゃねぇか。いいから寝てろよ」

「これくらいで、店を閉めるわけ、に」

　言っている途中で、ふらりと体が傾かたむく。近寄ろうとする俺を手で押おし止とどめ、こういうポーズがしたかったんだ、みたいな表情を作って壁に半身を預けながら腕を組む。それから、何か強がりっぽいことを言おうとして、思い切り咳せき込こんだ。台無しだ。

「お、おい、マジで寝てろって」

「言っておくが、別に、プールに落ちて体が冷えて風邪を引いたわけではないからな」

　気を遣ってくれてるんだろうけど、その言い方だと余よ計けいに胸に刺ささるからな。もうちょっと頭を使って気を遣ってくれ。

「店番は俺がするから、休んでろよ」

「……仕方ない、そうまで言うなら……今日は、勘かん弁べんしてやる」

　何を勘弁するのかわからないけど、ツクモは壁を伝って奥に戻もどっていった。その後ろを、クルンが心配そうについていく。

　どうしたものかしばらく迷っていると、クルンがとたとたと戻もどってきた。そして、手の平に貼ったポストイットを見せてくる。「店番、お願いします」了解、と答えた。俺のせいでこうなったんだ、それくらいの面倒は引き受けてやる。

　いつもツクモが座っていたカウンターに腰を下ろす。椅い子すに座った瞬しゆん間かん、奇き妙みような感覚が体を包んだ。すっと辺あたりが静かになり、心が穏おだやかになる。まるで、自分がこの店と一つになったようだった。

　店にある本たちの囁ささやきが聞こえてくる。「僕は面おも白しろいよ、手にとってみてよ」棚の右みぎ隅すみに納おさまっている本が言う。「お前には、私はまだ早い」一段下にある分厚い本が言う。「僕を読んで、僕を読んで」「しっとり泣かせてあげるわ」「落ち込んだ時は僕が癒いやしてあげる」木々のざわめきのように、本たちが語りかけてくる。錯さつ覚かくだとはわかっていても、それは心が浮き立つような体験だった。

　ツクモはどれだけの時間をここに座って過ごしたんだろう。ずっとこの空気を感じ、この囁きを聞いてたんだろうか。少しだけ彼女のことを羨うらやましく思った。

　机のランプを灯ともす。ぼんやりとした燈とうの光が手元を包む。誘われるように鞄かばんから『磐ばん越えつ急きゆう行こうミステリーツアー』を取り出して読み始めた。いつも以上に、物語の中に吸い込まれていくような感覚があった。

　店番をしていると、この店を利用している人が意外にいることがわかった。一時間に一人くらいの間かん隔かくでお客さんがやってくる。訪れる人たちは誰だれも物静かで、本への愛を感じさせるような人たちばかりだった。いらっしゃいませ、の呼びかけさえこの店には不要だった。そっとガラス戸を開けて入ってきて、本を眺ながめて、選んで持ってくる。俺は無言のままお金を受け取る。一度だけ「店主はいないのか？」と黒いコートの男に聞かれた。「今日きようは休みです」と答えると、すぐに察したらしく「お大事に」と言って去っていった。客層を見れば店のランクがわかるという。この店は最高だと思った。

　たった一人の客を除のぞいては。

　その客がやってきたのは、ほとんど閉店間ま際ぎわだった。店に入ってきた瞬しゆん間かん、キツい香水が立ち込める。その身み形なりを見ただけで場ば違ちがいなものを感じた。

　モデルのような長身、胸元に垂らしているウェーブの掛かかった長い黒髪、紫むらさきっぽい口紅に青いアイシャドウ、エキゾチックな雰ふん囲い気きを持つ女性だった。格かつ好こうは黒いブーツに、肩が剝むき出だしになった黒いワンピース、上から太い革かわのベルトを巻きゴツい革の手袋までしている。

　彼女は本を見ようともせず、真っ直ぐにカウンターに近づいてくる。俺と向かい合うように立つと、呟つぶやくように言った。

「……こんな場所が『観かん測そく点てん』なの。悲しくなるわね」

　詩でも詠うたっているような、哀あい愁しゆうたっぷりの声こわ音ねだった。

　その時、俺はすっかり小説の世界にのめりこんでいた。接客していることも忘れて、露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうな表情で顔を上げる。そして、俺が始めてこの店を訪れた時のツクモの態度を思い出した。接客態度が悪いのは店員のせいじゃない、この机が呪のろわれているからだ。

「一番新しい本はどれ？　できればここ数日の内に入ってきたものが読みたいの」

「あ、すいません。新しい本はもう予約が入ってるんですよ」

　一番新しい本は、昨日きのうのタイムカプセルの妖よう怪かいを閉じ込めたパンドラ本だった。ラクアが来た時に貸かし出だせるようにカウンターに取り置きされている。いきなり来て新しい本が読みたい、などと言い出すのは少し怪あやしかったけど、今の俺にはどうでもよかった。事件の謎なぞ解ときの途中だったのだ。さっさとあしらって、小説の続きが読みたかった。

「じゃぁ、その一つ前のでいいわ。えっと、これかしら？」

　彼女が手に取ったのは『僕らの梅うめ干ぼし戦せん争そう』、いつの間にか戻もどってきていた俺のパンドラ本。

「のあっ。そ、それも駄だ目めですっ。貸し出し禁止なんですよ」

　立ち上がり、慌あわてて声を出す。あのトラウマは、もう二度と人目に触れさせたくない。

「あら、楽しそうなタイトルだったのに残念。その一つ前だと……もう一ヶ月以上も昔じゃない。ここって本ができるの遅いのね。仕方ないわ。さっきの一番新しいやつの、次の予約ってできるかしら？」

「それなら大丈夫ですよ。こちらに名前を書いて下さい」

「リリエル。この国の字は駄だ目めなの、あなた代わりに書いて。リリエルよ」

「字がわからないんじゃ、本を借りても読めないですよ」

「あら、よく気づいたわね。あなたもしかして賢けん者じや？」

　そんなものにクラスチェンジした覚えはなかった。そもそも賢者って何する人だ。リリエルは笑って、両の手を俺に見せてくる。

「本当はね、手袋外はずすのが面めん倒どうだったの。一つだけ、確認していい。あなたがこの地ち域いきの『観かん測そく者しや』なの？」

　覚えたての単語が、鼓こ膜まくに届く。さすがに怪しさを無視しきれなくなって、俺は真っ直ぐに彼女を見み据すえた。

「……違ちがいますけど。ずいぶん、詳くわしいんですね」

「そんなに見つめないで。私は、ただ、パンドラを読みにきただけなの。でも、こんなに数が少ないんじゃ……駄目ね」

　と、突然、香こうばしい匂においが店内に立ち込める。クルンが奥から紅茶を淹いれたトレーを持って出てきた。クルンの姿を見て、リリエルはそっと目を細める。

「あぁ、聖せい獣じゆうまでいたの。そんなのを預かっているなんて、ここの『観測者』は、神様にずいぶん信用されてないのね。それとも、甘やかされているのかしら。どちらにしろ……大したことなさそうね」

　クルンは無言で見つめ返す。ツクモの悪口を言われたのが気に障さわったのだろう、少し怒っているようだった。リリエルは、嫌きらわれちゃった、と呟つぶやいて背を向ける。

「やっぱり、本の予約は必要ないわ。この場所の記録をやってる『観測者』の実力が知りたくてきたんだけど、もう、わかっちゃったもの。また会いましょう。今日は喋しやべり過すぎたみたい、疲れちゃったわ」

　疲れるほど喋ってないだろ。他にも色々と引っかかることはあったけど、早く続きが読みたかったので何も言わなかった。女はキツい香りを振りまきながら店を出て行く。

「……なんだったんだ、あれ」

　思わず呟つぶやくと、クルンが答えを書いてくれる。机に貼はられたポストイットには「天使です」と、もう見るだけで拒絶反応が起きそうな単語が書かれていた。

「なんだ、神様の他にもそんなのがいるのか？」

　クルンが淹いれてくれた紅茶を飲みながら尋たずねる。これが、びっくりするぐらい美う味まかった。学校で恥ずかしい思いをさせられたことなんか消し飛んで、このまま家に連れて帰りたい気持ちになる。毎日紅茶を淹れてくれるだけでいい、ツクモより百倍優しくしてやるのに。

　クルンが別のことを書いて見せてくる。「この店のお客さんは、人じゃない方が多いです」そう言われて、店番をしながらずっと思っていた疑問が解とけていく。パンドラ本を普通の人が読んで、面おも白しろいと感じるわけがない。今日きようやって来たお客たちを思い浮かべながら尋ねる。「ＯＬ風の女の人が来たな」クルンが書く。「その人も、天使です」「髭ひげを生はやしたお爺じいさんが三冊借りてった」「天使です」「黒いコートの男が、ツクモにお大事にって」「それは死神です」「ちょっと小太りの人が月げつ光こう文ぶん庫こを借りてった」「それは、斉さい藤とうさん」誰だれだよ。

　天使とか死神とか言われても動じなくなった。どうやら俺も、ずいぶん麻ま痺ひしてきたらしい。

　時計を見ると七時を回っていた。クルンが閉店準備を始めたので、俺も手伝う。本を綺き麗れいに並べ直し、床を簡単に掃はく。片付けが終わると、クルンはまたポストイットを見せてくる。「買い物にいってきます、戻もどるまでいてください」病人をほったらかして帰るわけにはいかないので、了解、と答える。正直に言うと、この店の机で小説の続きが読みたかった。

　クルンが店を出てから、机に座って続きを読む。もう客が来ないのでさらに集中できた。本編もついにクライマックス、追い詰められた犯人が最後の抵抗を見せている。その時だった。

　店の奥から、何かが倒れる音が響いた。

　しばらく葛かつ藤とうして、本を置いて立ち上がる。留る守すを頼まれているからには無視はできない。クライマックスは少しだけおあずけだ。

　店の奥には狭せまい玄関があって、そこから住居に直接繫つながっている。音が聞こえてきたのは中からだった。玄関には、ツクモの革靴だけが礼儀正しく並んでいる。

　今いま更さらながらそれに思い至る。この家には、ツクモとクルンの二人だけで住んでいるんだろうか。昨日きのうの夜、あれから店の前まで戻ったけど明かりは点ついていなかった。

　学校でツクモが言っていた母親との約束と、胸を締め付けるような切せつなさを思い出す。ツクモの母親は、もうこの世にはいない。もしかしたら、父親もいないのかもしれない。

　出会ってからずっと、意い地じっ張ぱりで強がりで自分勝手な奴やつだと思ってた。でも、この店を守る約束と『観かん測そく者しや』の仕事を託たくされ、守ってくれる人を失った彼女は、そうやって自分を強く持っていないと生きていけなかったのかもしれない。どんなに失敗しても間ま違ちがっても、弱よわ音ね一つ吐はかず、強がって意地を張り続けているツクモのことが、急に切なく思えた。

　家の中にいるツクモに声をかける。しばらく待ったけど返事はなかった。少し不安になって、覚かく悟ごを決めて家に上がる。

　古い民家だった。玄関からＴ字になった細長い廊下があり、片側の突き当たりにはトイレと風呂、反対側に台所がある。その間に部屋が二つ並んでいて、電気が点ついているのは片方だけだった。

「入るぞ」

　呼びかけてから、障しよう子じを開ける。

　思ったよりも、重病だった。

　ツクモは布団ふとんの中で、頰ほおを上気させてうなされていた。数時間前に会った時よりも悪化している。額ひたいにはクルンがしたんだろう、冷えピタが貼はってあった。問題はその上だ。トレーが置かれていて、その上のペットボトルとグラスが倒れ水がこぼれていた。ツクモが寝返りでも打って倒したんだろう、さっきの物音の正しよう体たいはこれだったんだ。布団が水を吸って枕元まで染しみはじめている。

　俺は慌あわてて、近くにあったタオルで水を拭ふき取とった。布団の下にもタオルをいれて、これ以上、染みないように工く夫ふうする。なんとか応急処置を終えて、ほっと一息つく。そこで余よ計けいなことに気づいた。

　枕元でせっせと作業をしていたんだから当たり前だけど、すぐ傍そばに、無む防ぼう備びなツクモの顔があった。俺の視線は、たちまちその寝顔に引き込まれる。

　熱のこもった吐と息いき、火ほ照てった体からうっすらと漂ただよう汗の臭い。こんな時でさえ、満みち月つきツクモは綺き麗れいだった。濡ぬれた小さな唇が誘っているような光こう沢たくを放はなっている。俺はそっと体の位置を動かし、真上からツクモの顔を覗のぞき込こむ。おい、俺、何考えてんだよ。

　ツクモは魘うなされるように、そっと呟つぶやいた。

「…………くるしいよ……ママ」

　すっごい罪悪感に襲おそわれた。

　普段の彼女からは想像できない寝ね言ごとだった。これがツクモの素す顔がおなのかもしれない。意い地じっ張ぱりや強がりのガードがなければ、どこにでもいる普通の女の子なのかもしれない。必死で隠かくそうとしている一面を覗のぞいてしまったようなやるせなさと、胸を締め付ける切せつなさが込み上げてくる。ああ、何してんだよ、俺。

　それからは、せっせとツクモの世話をした。温ぬるくなった冷えピタを貼り替え、氷こおり枕まくらの氷を入れ替え、寝返りを打つたびに布団を掛かけ直なおした。もちろん付きっきりでいたってそんなにすることがあるわけじゃない。だから、クライマックスを残していた小説を取ってきて彼女の横で読んだ。時々、ちらりとツクモの顔を見る。なんだか、これまで感じたことがないほど満たされた気分だった。

　静かに時間が流れ、小説を読み終わる。ふう、と息を吐いて本を閉じる。ラストまで飽あきさせない傑けつ作さくだった。余よ韻いんを胸に残しながらツクモに視線を向けると、ばっちり目があった。

「おっ、おま……いつから、目ぇ覚めてた」

「つい今しがた。なんだ、その慌あわて方かたは。何かやましいことでもしようとしたか」

「んなわけ、ないだろ」

　ツクモはいつもの無表情でじっと俺を見つめてくる。それから、何か気づいたように辺あたりを見回す。

「クルンは、どうした？」

「買い物に行ってるよ。どうだ、気分は？」

「お前に心配されることではない。もう帰っていいぞ」

「いや、まぁ。さすがにクルンが戻もどってくるまではいるよ。頼まれたしな」

「私は頼んでない、帰れ」

　目が覚めた途と端たん、これかよ。やっぱり可愛かわいくねぇ。

　自分に言い訳するように心の中で呟つぶやく。さっき感じた切せつなさは気のせいだったんだ。寝顔に騙だまされただけ、そうに決まってる。

　わかった帰るよ、そう言って腰を浮かす。顔色も良くなってるみたいだし、もういいだろ。と、何かに服が引っかかった。

　見ると、ツクモが布団ふとんから手を出して、制服のシャツの端はしを握っていた。

「帰れといわれて帰るやつがあるか。お前は死ねといわれたら死ぬのか」

　いや、それこーゆー時に使う譬たとえ話じゃないだろ。自分の意思で帰ろうとしてたから。っていうか、こいつ、風か邪ぜ引いてちょっと心細くなってやがる。

「わかったよ、ここで本読んでるからゆっくり寝てろ」

「勝手にしろ、私が頼んだわけじゃないからな」

　ツクモの手が離れ、するすると布団の中に戻っていった。可愛くねー。それから、少し咳せき込こみながら言ってくる。

「一つ、忠告しておく。いいか、何があってもそこの押おし入いれは開けるな」

「勝手に女子の部屋の押入れを開けたりしねぇよ」

　女の子の部屋って感じじゃないけどな。ツクモの部屋は木のテーブルがあるだけで、何の飾り気もない和室だった。田舎いなかの祖じ父いちゃんの部屋に似にてる。物があるとすれば、畳たたみの上に積み重ねられたハードカバーの本くらいだ。

「絶対に、開けるな」

「あぁ、そんくらい信じろって。それと、何かして欲しいこととかあったら言ってくれ。いちお、病人だしな」

「む、そこまで言うなら仕方ない、せっかくだ……水を取ってくれ」

　なんか、いちいち引っかかる言い方をする奴やつだ。と、そこで思い出す。

「あ、そうだ。さっき全部零こぼれたんだ。新しいのは冷蔵庫だよな、勝手に取ってきていいか？」

「いや、水は冷やしていない。押おし入いれの中に買い置きしてある」

「りょーかい、ちょっと待ってろ」

　俺は這はっていくと、押入れを開けた。

　あ。思わず呟つぶやく。背後から、ゾクリとするほど冷たい声が聞こえてきた。

「あれほど開けるなと言ったはずだが」

「い、今のは不ふ可か抗こう力りよくだっ、俺のせいじゃ──」

　そこまで言って、俺の体は固まった。

　押入れの入口には箱買いされた天然水のペットボトルが並んでいた。他には何も置かれてない手て狭ぜまな空間、その奥に鯨くじらが泳いでいた。

　え、と……。

　目に飛び込んできた光景を処理しきれず、俺の脳は強制終了する。

　二段に分かれた押入れの奥。そこに壁はなくて、代わりに別世界へと繫つながっていた。それは、透明度の高い海の底にいるような、優しい青に満ちた景色だった。青の中に浮かぶ大量の本、本、本。青い空間には、想像を絶する数の本がゆらゆらと浮かんでいる。大量の本は、見えない本棚に納おさまっているように一定の間かん隔かくを開けて整然と並んでいた。海は上も下も奥行きも、視界の先が霞かすむほど果てしなく広がっている。その間を行ゆき交かっているのが、最初に見た白い鯨だった。真っ白い鯨たちは魚の群れを飲み込むように、口の中に大量の本を含んで移動している。どこからか大量の本を運んできては見えない本棚の中に吐はき出だして並べたり、並んでいる本を飲み込んではどこかに運び去ったりしていた。この広大な本の海を管理する司し書しよのようだった。そこはまるで、海の底にある図書館だった。

　脳が再起動する。と同時に叫ぶ。

「ど、どうなってんだっ、これっ」

　ツクモは小さく溜ため息いきをついて、諦あきらめたように説明してくれる。

「空間など、人間が認識した広がりに過ぎない。パンドラのようにいくらでも歪ゆがめることが可能だ。もっとも、こんなものを作れるのは人間ではないがな」

「だから、なんなんだよっ」

「神々が管理している世界の全すべてだ、天てん地ち創そう造ぞうデータベースなどと呼ばれている。設計の基礎法則から、これまで起きてきた変化の記録、パンドラの記録、ありとあらゆる世界の情報がこの中に納められている。『観かん測そく者しや』がパンドラを記録する時、情報の修しゆう正せいが必要かどうかを判断するのもこのデータベースの仕事だ。私が集めたパンドラ本も時間が経たてば、いずれ記録としてここに納められる。だから『観測点』には入口が作られている」

　これが、ツクモが何度も口にしていた、世界の設計図。押入れの中に広がる図書館を眺ながめ、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。圧倒されちまった。どれくらいの本があるのか、とても想像できない。いくら読書家の俺でも眩暈めまいを覚えるような本の集しゆう積せきだった。

「もういいだろう、早く閉めろ。このデータベースは『観かん測そく者しや』ではない人間には見せてはいけないのがルールだ。神は世界に直接干かん渉しようできない代わりに、『観測者』を選び直すことができる。もし見つかれば、ラクアに店を奪うばわれるだろう。だから、見るなといったのだ」

「あ、あぁ……悪い」

　押おし入いれを閉めてから、ツクモの傍そばに戻もどった。コップに水を注いで渡してやる。

「なんだか……たまに、お前がすごい遠くにいるように見えるよ。世界を守ってたり、こんなすごい場所と行き来してたりさ」

「シン、前にも言ったはずだ。私はパンドラにも『観測者』の仕事にも興味などない。ただ、この場所で本を読むことが好きなだけだ。これらは、店を守るための雑ざつ務むにすぎない」

　ああ、そうだな。店番をしていた時に感じた心地よさを思い出しながら頷うなずいた。いつの間にか、俺も満まん月げつ堂どうのことが好きになっていた。

「母がよく言っていた。本は扉とびらだとな。違ちがう場所、違う人生、違う人格、現実では決して行くことができない場所に続く扉だと。物語など、所しよ詮せんは誰だれかの空想に過ぎない。だからこそ素す晴ばらしい。本を読むのは、他者というフィルターを通して全く新しい世界に触れることだ」

「難しいこと考えてたんだな。俺は、ただ面おも白しろいから読んでるだけだよ。この面めん倒どうな世界の中で、本を読むことってのはオアシスみたいなものさ」

「私も、母の言うことを理解しているわけではない。私にとって、本を読むことは食事と同じだ。すきとおったほんとうのたべもの、それは私の一部なんだよ」

　俺は昔からどんなジャンルもよく読んだけど、どちらかというと古典文学より現代のエンターテイメント小説の方が多かった。でも、すきとおったほんとうのたべもの、というフレーズには聞き覚えがあった。

「……宮みや沢ざわ賢けん治じ、か」

　ツクモが嬉うれしそうに少しだけ目を細める。そのフレーズは宮沢賢治が自分の物語を語る時に、読者にとってこんな物語であって欲しいと願って記しるした言葉だった。自然を愛した作家らしい、美しいフレーズを心の中で繰り返す。

　きっとツクモにとっては全すべての物語が、血となり肉となる、すきとおったほんとうのたべもの、なんだろう。彼女にとって本を読むことは、魚が泳ぎ続けるように、季節が巡めぐって花が開くように、理由を考えるのが馬ば鹿からしいほど自然なことなんだろう。

　俺は、一人の読書好きとして、満みち月つきツクモへの深い尊敬を感じた。

　体温計を取ってくれないか、とツクモが言う。机の上にあったデジタルの体温計を手渡す。ツクモはボタンを二つ外はずし、そっとパジャマの胸元に手を入れる。ちらりと覗のぞく鎖さ骨こつがやけに艶なまめかしかった。体温計はすぐに音が鳴る。

「ふむ、少し熱が引いたようだ。これでまた、パンドラ探さがしが再開できるな」

　少し寝る、そう言うとツクモはまた目を閉じた。すぐに小さな寝ね息いきが聞こえてくる。起きている時は何かに取とり憑つかれているんじゃないかと思うほど、子供のように無む垢くな寝顔だった。

　背後で音がする。振り向くと、障しよう子じに穴が開いていてつぶらな瞳が覗のぞいていた。いつの時代の家か政せい婦ふだ、お前は。

　近づいて障子を開けると、クルンは驚いたように、ぽんっ、と耳を出した。

「なにやってんだお前は。いつ帰ってきた？」

　クルンはポストイットを手に貼はって見せる。「ちょうどいまです」噓うそをつくな、噓を。

「まぁ、いいや。今眠ったとこだ。後はまかせたぞ」

　そっと少女の頭を撫なぜてから部屋を出る。見送ってくれるつもりなのか、クルンが後を付いてくる。靴を履はこうとしゃがんだ時に、何な故ぜか背中をぽこぽこと叩たたかれた。振り向くと、逃げるようにツクモの部屋に戻もどっていく。何か、嫌きらわれるようなことをしたんだろうか。

　店を出ると、満月より少しだけ欠けた月が浮かんでいた。それを見上げながら、ツクモが言った言葉を思い出す。これでまた、パンドラ探さがしが再開できるな。昨日きのうあれだけ怖い思いをしたのに、なぜか悪い気がしなかった。今まで面めん倒どうなことは必死で避けてきたはずなのに、浮かんでくるニヤけた笑いを止められなかった。

　家に帰って制服を脱ぐと、背中に大量のポストイットが貼られていた。「ありがとうございました」可愛かわいらしい丸文字で書かれていた。ポストイットに混じって、駅前商店街の福引券も貼り付いている。こんな恥ずかしい格かつ好こうで帰ってきたのかよ……でも、気がつくと俺はまた笑っていた。どうやら、嫌われたわけではなかったようだ。




　　　　＊




　週を跨またいだ月曜日、学校へ行くとパンドラ探しをする必要なんかなくなっていた。

　おはよー。おはよー。朝の挨あい拶さつが霧きりの中から聞こえてくる。学校で、白い霧が生まれていた。

　どうなってんだよ、これ。いつから学校の玄関がイリュージョンになった。

　霧の出で所どころは、すぐに見つかった。使われてない靴箱の中からドライアイスでも入っているようにもくもくと白い霧が噴ふき出でている。そりゃぁ、使われていない靴箱の中なんて誰だれも認識しないよ。でも、普通に靴箱だろ。先週まで何もなかったのに、なんでパンドラになってるんだよ。

「おはよ、新あら太た。いい朝だね」

　ぽん、と背中が叩かれる。いい朝だね、なんて挨拶をする友人は一人しかいない。振り向くと朝一番で話しかけられたい友人暫ざん定てい一位の爽さわやかケンちゃんが立っていた。

「どうしたの、靴箱なんか睨にらみつけちゃってさ。ラブレターでも入れるつもり？　古いけど僕はけっこう好きだな。でも、それならもっと時間をずらさないと」

「そんな面めん倒どうなこと、するわけないだろ。手紙を書く暇ひまあったら本を読むよ」

　ケンちゃんや他の皆には、白い霧きりは見えてない。戸と惑まどっているのは俺だけだ。第十九訓くん、不ふ思し議ぎな出で来き事ごとに遭そう遇ぐうしても、それを知ろうとしたり話そうとしてはならない（ただしツクモを除のぞいて）。なんでもない、そう答えて歩き出す。パンドラはとりあえず放ほうっておいて後でツクモに教えてやろう。ケンちゃんは慌あわてて上うわ履ばきを引ひっかけながら追いかけてくる。この爽さわやかな友人は、一人でいるのが大だい嫌きらいなのだ。

「そういやさ、こんな噂うわさ知ってる。学校の、三年以上使われなかった靴箱には青いネズミが住み着くんだって。面おも白しろいでしょ」

　そんな噂、今まで聞いたこともない。よりによってパンドラが起きてる時にそんな噂が流れたら、また顕けん現げんするかもしれないじゃないか。

　階段を上り、教室のある廊下に出る。そこも霧に覆おおわれていた。靴箱よりもさらに霧が濃い。なんなんだよいったい。サイレントヒルか、ここは。

　霧は廊下に置かれてある掃そう除じロッカーと、男子便所の中から漏もれ出でていた。まず近くにあったロッカーを見る。この掃除ロッカーはどのクラスも使っていない。ずっと放ほう置ちされているから、中がどうなってたかなんて覚えてない。

「どうしたの、掃除ロッカーなんか見つめてさ」

　なんでもない。そう答えると、ケンちゃんがまた思い出したように話し出す。

「そうだ、こんな噂知ってる？　綺き麗れい好ずきなお化ばけの話。夜になるとね、掃除ロッカーのモップが勝手に動き出して廊下を掃除しだすんだって」

　振り向くと、ケンちゃんは爽やかに笑っていた。先週まで、そんな噂は聞いたことがなかった。急にパンドラが発生し、その場所にまつわる噂が広がってる。なんなんだよ、いったい。

「あ、あとねー、こんなのも聞いた。夜になると、男子トイレの個室の貯水タンクの中にさ、タツノオトシゴが現れるんだって。すごいでしょ」

　立ち止まって、ケンちゃんの肩に手を置いて尋たずねる。笑い話のつもりだったのがマジな顔をされて、情じよう報ほう通つうの友人は戸惑った表情を浮かべた。

「あのさ、知ってる噂、全部教えてくれないか」

　ケンちゃんの口から、予想していたよりも次々と噂が出てくる。何やら、さらに面倒なことが起こりそうな予感がした。







　靴箱や掃除ロッカーだけじゃなかった。休み時間に学校中を歩き倒し、合計七つのパンドラを見つけた。それだけじゃない、パンドラの場所とぴったり重なるような噂が学校中に流れ始めていた。この分だと、顕けん現げんが起きるのも時間の問題かもしれない。

　昼休み、いつものように図書室に行く。少し離れたテーブルには相変わらず宮みや野のがいた。本を読みながら、時々、ちらりとこちらの様よう子すを窺うかがってくる。本人はこっそりやっているつもりだろうけど、本でわざわざ顔を隠かくす仕し草ぐさをするせいでバレバレだった。

　なんで急に興味を持たれたんだ。ツクモにプリントを渡す役目を代わったから、それくらいしか思いつかない。ちなみに手にしている本のタイトルは『幸せがやってくる十の方法』また自じ己こ啓けい発はつ本ぼんらしい。

　図書室にいたのは宮みや野のだけじゃなかった。図書委員の受付係なんだろう、貸かし出だしカウンターには藤ふじ崎さきが座っている。彼女は俺が視界に入るたび、不ふ快かいそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。どうやら、いつの間にか人気者になってしまったらしい。

　昼休みのオアシスだった場所が、徐々に居い心地ごこち悪くなってくのを感じた。

　悩みは、もう一つあった。今日きよう持ってきた本が悪かったのかもしれない。今月二冊目の『月げつ光こう文ぶん庫こ』は人気シリーズ『ハイスクール・スクランブル』、通称『スクスク』と呼ばれる激げき甘あまラブコメディの続編だった。ノリだけのラブコメじゃなく、キャラクターたちの繊せん細さいな心理描写もなかなか読ませる。このシリーズを読むたびに思うのは、やっぱり恋愛は物語だから楽しめるってことだ。現実だとこんな面めん倒どうなものはないだろう。物語とちがってイベントも都つ合ごうのいいハッピーエンドも用意されてないんだから。

　第五十訓くん、恋愛は読むものだ、するものじゃない。

　でも、今日は少し様よう子すが違ちがった。『スクスク』は『月光文庫』の中でも結構好きなシリーズなのに、まるで集中できない。主人公とヒロインがイチャイチャするたびに、なぜかツクモの顔が浮かんでくる。

　あいつなら、こんなことしないよな。あいつなら、こう言うだろうな。あいつなら……あぁ、どうしちまったんだ。これじゃ『スクスク』の登場人物たちと同じじゃないか。

「さっきからページが全然進んでないぞ。なにをニヤけている」

「うわぁっ！」

　思わずでかい声を出した。目の前に、いつの間にかツクモが座っていた。声を出したせいで、図書室にいた生徒が何事かと俺を見る。中でも、藤崎の視線は特別に冷たかった。

「こんなに本にのめり込める者も少ない。貴重な才能だ、大切にしろ」

　うるせぇよ。ツクモは、こちらの気持ちなど欠片かけらも気にせずに尋たずねてくる。

「今け朝さ学校に来たときから、微かすかに違和感のようなものがある。なにか見えているか？」

「見えるどころじゃない。あちこちから霧きりが出ていて、そこら中が真っ白だ」

　ポケットからルーズリーフを取り出す。そこには、簡単に書いた学校の見取り図があった。霧が噴ふん出しゆつしている場所に丸を付けてある。

「ふむ、やはりそうか。私が思っていた場所と一致するな」

　噓うそをつくな、さっき微かすかな違和感とか言ってただろ。無視されるのがわかっているので突つっ込こまない。代わりに、もう一つの情報を伝える。

「それだけじゃない。霧が出ている場所に合わせた噂うわさが、学校中に流れている。先週までは、誰だれもそんなこと言ってなかったのにさ。変だろ」

　ルーズリーフを裏返す。そこには、ケンちゃんから聞いた七つの噂うわさがあった。モップが勝手に動くだの、トイレの貯水タンクの中にタツノオトシゴがいるだの、どれもふざけたものばかりだ。ケンちゃんは噂が大好きな上に、部活で先せん輩ぱい後こう輩はいの付き合いもあるし男女問わず仲がいいので、これだけ情報が集まったんだろう。

「七つの噂か。まるで学校の七なな不ふ思し議ぎだな」

　ツクモが冷たい声で頷うなずく。確かに数字は七だけど、どれもネタとしか思えない噂ばかり。怪かい談だんと呼べるほど不ぶ気き味みなものじゃなかった。一つだけ異い彩さいを放はなっているものがあるけど、それも怪談とは程ほど遠とおい。

「本来、学校のような人が多く集まる場所ではパンドラは起こりにくい。隅すみ々ずみまで誰かの認識と予測がいき渡っているからな。だから、急にこれだけのパンドラが発生したのは異常だ」

「パンドラを、人工的に起こしたりすることとかは出で来きないのか？　ほら、クルンの能力だって存在の認識力を消去するとか言ってたじゃないか」

「可能性はなくもないが、この世界の人間には無理だな。パンドラを人工的に起こせるのは、神から力を与えられている者だけだ。もしそうならば、この学校で発生したパンドラは外の世界からの干かん渉しようによって歪ゆがめられていることになる。あとでラクアに知らせておこう」

「でもさ、学校の噂だぞ。クルンやラクアたちが、そんなものを流せるか？　それに内容を見てみろよ。どれも学校の中のことを知らないとわかんないのばっかだ。七つ目なんか特にそうだろ。運動部じゃないと部ぶ室しつ棟とうには入れない。ずっと使われていない部室があるなんて、俺だってケンちゃんに聞くまでは知らなかったよ」

　それは、箇か条じよう書がきの最後に書かれていた七つ目の噂だった。

『部室棟の一番奥の部屋は、もう何年も前から使われていない。鍵かぎはずっと前に失われていて開けることができず、以前に何部が使っていたのかも誰も覚えていない。その部屋の奥では、夜になると異い世せ界かいと繫つながる扉とびらが開き、彼ひ岸がんの者たちを呼び寄せる。』

　これだけが、やたらとスケールが大きく異彩を放っていた。他の噂は悪戯いたずら程度で、放ほうっておいても何の害もなさそうだったけど、これだけはタイムカプセルと同じ系けい統とうのヤバいことになりそうな臭いがする。

「なかなかいい指摘だ。この学校のことを良く知る協力者がいるかもしれないな。だが、この七つ目については心配ない」

「なんで、言いきれるんだ」

「奇き抜ばつすぎるからだ。私たちが持っている一般的な常識とかけ離れるほど、人の認識力は弱くなる。対して、これほど特とく異いで巨大なパンドラが起きるには強い認識力がいる」

　なるほど、と納得する。こんな噂を聞いたところで、夜が来るたびに部室の中が異世界と繫がる、なんて実際に予測する奴やつはいないだろう。

「一応、噂うわさがどっから出てるのかは調べてもらってるよ。わかるかどうかは知らないけどな」

　偉えらそうに言ったものの、ケンちゃんに駄だ目め元もとで頼んだだけだ。後こう輩はいたちから噂を聞いたといっていたので、出で所どころを詳くわしく確かめてもらっている。ツクモは鷹おう揚ように頷うなずいて、上じよう々じようだ、とびっくりするくらい上から答えてくれた。

「それで、このパンドラはどうするんだ？」

「誰だれが何のつもりでやったのかはとにかく、蔵ぞう書しよを増やせるよい機会だ。有あり難がたく記録させてもらおう。今日きようの放ほう課か後ご、店にこい」

　当然のように言う。俺も一いつ緒しよに行くことは確かく定てい済ずみらしい。場所を知らせるだけでいいんじゃなかったのかよ。

「あのな、俺にだって予定っていうもんがあるんだよ」

　別に用事はなかったけど、素す直なおに従したがうのが嫌いやだったので答えてみる。第四十三訓くん、頼まれ事を引き受ける時は、一度迷まよう振りをすること。簡単に引き受けると、次々と面めん倒どうごとを頼まれる破は目めになる。これも小学校の時に学んだことだ。それに、今の俺は、完全にツクモとの距離を測はかりかねていた。このままズルズルと関わっていていいのか、じっくり考えないといけない。

　次の瞬しゆん間かん、ツクモがいきなり身を乗り出してきた。不ふ意い打うちにキスでもしそうな勢いで顔を寄せてくる。俺は、ふわぁ、と変な声をあげながら体を引いた。

　ツクモは俺の奇き声せいになど構わず、文庫本を覗のぞき込こむ。開いていたのは、ちょうど、主人公がヒロインに押し倒されるイラストのあるページだった。それに気づいて俺の顔はさらに熱くなる。けど、ツクモは全まつたく気にした様よう子すもなく告つげた。

「その本も、私の店のものだな。一冊につき五十円、今すぐ払ってもらうぞ」

「……わかったって、行くよ。でも、この前みたいな危険なのは御ご免めんだからな」

「自分で言っただろう。起きていたとしても、七つ目の噂を除のぞけばどれも悪戯いたずら程度のものだ。心配ない」

　俺は彼女の言葉に才能を感じた。こいつの「心配ない」は、なんでこんなに人を不安にさせるんだろう。姿し勢せいを戻もどして、ツクモが言ってくる。

「まさか、コースケとユミナが付き合うとは思わなかったな」

　いきなり何だ、と一瞬思うが、すぐにそれが『スクスク』の登場人物の名前だと気づく。ああ、そうか。店に出してる本は全部読んでるんだったな。っていうか、そんなことよりも。

「まだ、そこまで読んでねぇっ。ネタバレするなっ」

　ツクモは、いつものように自分理論を考えようとしたんだろう、少しだけ黙り込む。けど結局思いつかなかったようで、そうか、とだけ呟つぶやいた。そうか、じゃねぇ。本が好きな知り合いができたのは嬉うれしいけど、こいつとも熱く語り合える同志にはなれないようだ。

「では放課後、店で待っている」

　さすがに居い心地ごこちが悪くなったのか、立ち上がり颯さつ爽そうと去っていく。

　視線を感じて顔を向けると、藤ふじ崎さきが蔑さげすむような表情で睨にらんでいた。藤崎の座っている場所からだと、文庫本を覗のぞき込こんだ時、ツクモと俺がキスをしたように見えていたかもしれない。

　宮みや野のに視線を向けると、いつものテーブルに彼女の姿はなかった。

「えと、あの……ツクモさんと、どういう関係ですか？」

　いきなり反対側から声がする。いつの間に移動したのか、真ま横よこに宮野が立っていた。忍しのびのような隠おん密みつ性せいだ。

　並んでみると、背が低いので椅い子すに座っている俺よりも少し高いくらいしかない。立って話していた時よりも近い位置に顔があった。振り向くと、宮野はさっと視線を逸そらす。

「えと、私の目、見ないでください。あの、私と目を合わせると……酷ひどいことになります」

　昨日きのうもそんなこと言ってたな。彼女はただの忍ではなく瞳どう術じゆつ使つかいでもあるらしい。

　それにしても、どういう心境の変化だろう。今まで学校で彼女が話しかけてきたことは一度もなかった。とりあえず、面めん倒どうそうなので目のことには触れず、最初の質問に答えてみる。

「どういうって言われても……同じ、本が好きな同志かな」

「先週の金曜日、ツクモさんの家に行ったのも、同志だからですか」

「あれは、ただ風か邪ぜで休んだっていうから、ちょっと見舞いに行っただけだよ」

「でも、五時間四十七分も出てきませんでしたっ」

　時間が止まる。止まった時の中で数を数える。一秒、二秒、三秒。動くことはできないけど止まった時間を認識することはできた。なにやら覚かく醒せいがはじまったらしい。

　そして、時は動き出す。

「ずっと待ってたのか」

「……噓うそです。ちょっとカマかけてみただけです……けど、ずっといたの、本当なんですね」

　本当か。本当にカマかけてたんだよな。それならそれで上う手まいこと嵌はめられたことにビックリだけど、それよりも、妥だ当とうな時間すぎてビックリだぞ。

　ちょっと面倒だけどいい子、という印象だった宮野が薄うす気き味み悪わるい存在に化けた瞬しゆん間かんでした。宮野はそんな俺の気持ちなんか知らず、顔を逸らしたまま呟つぶやく。

「私も、本、好きです」

　うん、知ってる。毎日ここにいるもん。

「だ、だから、私も、同志に、いれてください」

　ひどく緊きん張ちようしているのか、声が震ふるえている。意外な展開だった。

「あ、いや、それは」

「駄だ目め、ですか？」

　心なしか宮野の頰ほおが赤く染そまっているように見える……意味がわからない。

　そもそも、同志にいれるってどういうことだ。お話しましょうってことか。俺やツクモと友達になりたいってことか。それはパンドラのこととかあって色々面めん倒どうなんじゃないのか。ぐるぐると頭が回り、しどろもどろになりながら答える。しどろもどろ、って表現を最初に考えた人のセンスはすごいと思う。どうでもいいけど。

「駄だ目めっていうか……その、別に、同志って譬たとえで言っただけで、そんなサークルとかあるわけじゃないから、さ」

　キラリと光るものが床に落ちた。それは床に着くと、粉こな雪ゆきのように儚はかなく消えて、小さな染しみを作る。

　涙だった。

　えっ。えーー。

「……ひどい」

　宮みや野のは顔を背そむけたまま呟つぶやくと、ぱっと駆け出した。小さな背中が、図書室から飛び出していく。

　残ったのは沈黙と、そこから生まれる静せい寂じやくと、周まわりの生徒たちからの軽けい蔑べつの視線。

　これは、もしかして、あれなのか。宮野が俺のことをアレなのか。頭上から、落らく石せきのように面めん倒どうごとが降ってくる予感が生まれる。これは『スクスク』じゃない、現実なんだぞ。プリント渡すのを代わっただけだぞ。そんなわけ、ないだろ。

　キィ、と静寂の中に貸かし出だしカウンターの椅い子すが軋きしむ音がした。

　藤ふじ崎さきが立ち上がって、眼鏡めがねの縁ふちに触れながら近づいてくる。体から立ち昇る怒りの気け配はい。触れるだけで、たちまち気き絶ぜつしそうになる。すごい覇は気きだ。

　藤崎は俺の前までやってくると、そっとテーブルに片手をついた。

「ねぇ、お願いがあるんだけど」

　笑えみなど見せてくれる。睨にらまれるよりも、笑いかけられる方が怖い人っているんだな。なるほど、笑顔は女の武器とはよくいったもんだ。ちょっと違ちがうか。とりあえず現げん実じつ逃とう避ひを試みるけど、逃げられるわけがなかった。

「もう図書室に来ないでくれる？」

　止とどめの一いち撃げきが振り下ろされる。

　居い心地ごこちが悪くなったどころじゃなかった。俺の昼休みのオアシスは崩ほう壊かいした。

　なんでこんなことになったんだ……ああ、そうだ。満みち月つきツクモに関わったからだ。







　ホームルームが終わると、ヤンボが勢いよく近寄ってきた。ひどく焦あせった様よう子すで言う。

「おい、新あら太た。早く帰れっ、お前、マジで狩かられるぞ」

「もうすでに、何度もマジで狩られそうになってるけどな。誰だれのせいだと思ってる」

「ばっか。今までのは脅おどしだったんだ。俺も冗談でやってたんだよ。でもな、お前が一年アイドルの二人共に手を出してるとは思わなかった。今日きようのはやべぇ。昼休みのはマジで地じ雷らいだ」

　相変わらず耳の早いことで。どうやら図書室でのことはクラス中に知れ渡っているらしい。あちこちから冷たい視線を感じる。本当に、なんでこんなことになったんだ。面めん倒どうなことはずっと避けてたはずなのに。

　あぁ、遅かったか。と、窓から外を見ながらヤンボが呟つぶやく。視線を向けると校門の周まわりに見覚えのある不ふ良りようたちがたむろしていた。何度も俺を追おい掛かけ回まわしてくれた可愛かわいい後こう輩はいたちだ。全部で六人、中でも目立つのは金きん髪ぱつで前髪だけ赤いメッシュの入ったリーダー格の奴やつだった。手には金属バットを持っている。あんなもので殴なぐられたら死にますね。

「……なぁ、なんなんだよ、アイツらは」

「だから、雪ゆきの女じよう王おうの親衛隊フアンクラブなんだとよ。雪の女王にちょっかい出そうとした奴は、もう何人もあいつらにひでぇ目に遭あわされてるって話だ」

「お前、同中の後輩なんだろ。このままじゃ学校から出れないよ、なんとかしてくれ」

「お、おぅ。なんとかしてみる」

　ヤンボはそう言うと、携帯をいじりはじめる。メールか、頼りねぇな。そう思っていると、いきなり門に溜たまっていた不良たちが解散しはじめた。全員で連つらなって下校していく。

「おぉ、ナイス。さすがセンパイ、なんて言ったんだ？」

「お前はもう帰ったっていって、代わりに家の住所を教えといてやった。これで安心して学校から出れるだろ」

　何を言ってるんだ、どこまでアホゥなんだこいつは。

「そっちの方が大問題だろっ！　ぶん殴なぐるぞ」

「大丈夫、俺もそこまでアホゥじゃねぇよ。全然違ちがう住所を教えといてやったから。ていうか、俺、お前まえん家ちの住所なんて知らねーし」

　どうして俺の心の中のアホゥがこいつに伝わったのか分からないけど、最悪の事態じゃないらしい。とりあえず今日きようはなんとかなりそうだ。明日あしたになったらもっと怒りを買うんじゃないかって心配はあるけど、まぁ、二十四時間も先のことは考えないようにしよう。

「でよ、お前、実際のとこはどーなんだよ。二人の一年生アイドルと、どーゆー関係なんだ」

「ただの誤解だよ。元バイト仲間と、偶然知り合った本好きの同志、それだけだ」

「ならいいけどよ。あのさ、今いま更さらかもしれねぇけど、雪の女王には気をつけろよな。悪いことは言わねぇ。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちなら、さっさと縁えん切きっといた方がいいぞ」

「なんだよ、さっきの不良たちのこと言ってんのか？」

「それもあるけど……ちょっと良くない噂うわさを聞いたからよ。とにかく、あの子にはちょっと気をつけた方がいいぜ。ま、付き合ったりしてるわけじゃないんだろ」

「当たり前だ。言ってるだろ、俺、そーゆーの興味ないって」

　ヤンボは珍しく真剣な顔で見つめてくる。ヤンボのこんな顔を見るのは、バレンタインの日に教室に入る時以来だった。俺は、思う。そんなこと、とっくにわかってるんだよ。







　下校途中、駅前の商店街に差さし掛かかったところで、見覚えのある白い人影を見つけた。

　真っ白い制服を着たお姉ねえさんが自動販売機の下にしゃがみ込んで、木の枝で自販機の下を探さぐっていた。気づかないふりをして通り過ぎようか迷まよった末、近づいて声をかける。

「なに、やってんですか」

　自販機の下の小こ銭ぜにを探していたのは、満まん月げつ堂どうで出会った神様だった。ラクアは振り向き、慈じ愛あいに満ちた笑えみで俺を見上げる。

「あら、シンちゃん」

　シンちゃん、というのは俺のことだろう。もう元の名前がなんだかわからない。

「さっきね、高校生がこの下に五十円落としたのよ。あいつら、奥のほうに入ったからって諦あきらめたの。なかなか出てこない……ねぇ、あなた携帯電話持ってるでしょ、ちょっと横から照てらして頂ちよう戴だい」

　本当に神様なのかこの人は。やっていることが小学生レベルだ。とりあえず、ラクアの横にしゃがみ込み、体を寄せて携帯で自販機の底を照らした。

「こうですか」

　ラクアが地面に半顔をつけて覗のぞき込こみながら、枝をくいくいと動かす。すると、弾はじき飛とばされるように五十円玉が滑すべり出でてきた。

「あ、あった、取れたわっ。やったわ、やったぜぃ、しゃーこらっ！」

　五十円玉を拾い上げ、ジャンプしながらゴールを決めたサッカー選手のように全身で喜びを表現する。本当にこの人は神様なのか。この世界は大丈夫なのか。

　と、俺の視線に気づき、ラクアは表情を消して見つめ返してくる。黙って口を閉じれば、彼女の表情は神しん聖せいなまでの美しさを取とり戻もどす。顔についた土を拭ぬぐい、そっと聞いてくる。

「なにか言いたそうな目ね。まさか、手伝ったから一割よこせって言うんじゃないでしょうね」

「言いませんよ」

　神様のくせにセコい。あと、顔の土、全然取れてませんから。

「そう、ならいいわ。シンちゃん、今から満月堂に行くの？　ちょうどよかったわ、お店まで同どう伴はんしましょう。新しいパンドラ本ができたって聞いて借りようと思ってたんだけど、なかなか資金が集まらなくて困ってたの。これでやっと借りに行けるわ」

　店まで同どう伴はんってなんか変な意味に聞こえるのは、高校生として間ま違ちがってるだろうか。俺は神様と並んで商店街を歩き出した。

　ラクアには色々と聞きたいことがあったのでちょうどよかった。今、学校で起きているパンドラのこともそうだけど、それよりもまず一番気になってることを尋たずねてみる。

「あの、神様ってなんなんですか？」

「いきなりアバウトな質問ねー。神のくせに、こうやって私が人の姿をして町にいるのがおかしいって、そう言いたいの？」

「えぇ、まぁ」

「ツクモから聞いてるでしょ、この世界は私たちがやってる実験の一つなの。世界の変化とパンドラを観察してる。でもね、私たちには観察を行う上でのルールがあるの。いったん起き動どうさせた世界には直接干かん渉しようしてはいけない。例外はあるけどねー。だから『観かん測そく者しや』を選んで、この世界の人間にパンドラの記録をさせてるの。こうやって世界に影響を与えないように人の姿をして、記録を見に来てるのよ」

「そうなんですか。なんだか、面めん倒どうですね」

「そうよー。神ってのも楽じゃないのよ。パンドラの記録をどう扱あつかうかは、不干渉ルールのせいで『観測者』に委ゆだねられてるの。だから、私もツクモのルールに従したがって記録を読まないといけないわけ。パンドラの記録で商売してるなんてあの子くらいのものよ。おまけに全然やる気がないし。パンドラの観察ができなくなったら世界が終わるっていうの、本当に理解しているのかしら」

「でも、ツクモが言ってたんですけど、神様は『観測者』を選び直すことができるんですよね？」

「え、まぁ……そう、なんだけどね。ほら、あれよ、新しい『観測者』をゼロから見つけるのとか、とっても面倒だからよ。特に、こういう小さな『観測点』だと尚なお更さらねー」

　ラクアは少し慌あわてたように、とってつけたような説明をする。どうやら神様も、なんだかんだ言って、ツクモのことを気に入ってるらしい。

　と、突然、ラクアが立ち止まる。見知った人でも見つけたのか、目を見開いて反対側を見ていた。俺もつられて視線を向ける。

　そこには、香こうばしい匂においを流している肉屋があった。店先に並ぶのは生肉だけでなく、学校帰りの学生たちに大人気のコロッケも販売している。どうかしたんですか、と聞くと、

「別にね、私は人間ではないから食べなくても平気なの。だけど、この商店街のイモコロッケは本当に美お味いしいわ」

　真剣な表情で、そんなことを呟つぶやく。俺もこの店のイモコロッケは大好きだった。旨うまい、確かに旨い。でも、それがどうした？　食べたいってことなのか？

「ところでシンちゃん、日本には神様に向かって小こ銭ぜにを放ほうり投なげるお賽さい銭せんっていう文化があるそうね。ご存ぞん知じ？」

「まぁ、神社にお参りした時はやりますね」

　そこで俺は、彼女が言いたいことに気づく。

「……えと、まさか、所しよ持じ金きん、さっきの五十円だけですか」

　ラクアは手の中の五十円玉をキツく握り締め、いかにも深刻そうに頷うなずいた。

「これがないと、パンドラ本が借りれないの。借りれなければ、上への定期報告に支し障しようをきたすわ。でも、どうしても今すぐコロッケを食べないと足がここから動かないわ。だからといって、神ともあろうものが人間に食べ物を強ね請だるなんてさもしい真ま似ねはできないわ。どうすればこの状況から脱だつ却きやくできるのかしら。ところでシンちゃん、この国には神様に向かって小こ銭ぜにを放ほうり投なげるお賽さい銭せんという文化が──」

「あの、よかったら一いつ緒しよにコロッケ食べませんか。俺、奢おごりますから」

「シンちゃん、この前は酷ひどいこといって御ご免めんなさいね。私、あなたのこと結構好きよ」

　教会に飾られている女神像はこの表情をモデルにしたのではないかと思うほど、慈じ愛あいに満ちた笑顔だった。誰だれも、この笑顔がイモコロッケのお礼だとは思うまい。

　肉屋でイモコロッケを二つ買う。一個七十円だった。どうやったってラクアは買えなかったんじゃないか、なんだか上う手まく騙だまされた気分だ。コロッケを頰ほお張ばりながら尋たずねる。
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「さっきレポートがどうとか言ってましたよね。神様も、そんなことするんですか」

「うーん、まぁねぇ。神っていっても私は平ひらだからねぇ」

　平。悲しい響きだった。せめて、神様くらいはそういうものと隔かく絶ぜつしていて欲しかった。階級とかあってもいいから、もっと特別な呼び名をつけて欲しかった。

「神ってのもたくさんいて、それぞれ役職があんのよー。それから、もちろん担当とか仕事とかもあるわけ。私の仕事は、発生したパンドラの記録をまとめて上じよう司しに報告すんの」

「なんか、えらく事務的なんですね」

「まぁねぇ。私はなんてゆーか、研究職なのよ。研究テーマは『世界管理の自動化』。私たちが何もしないでも、この世界の人間だけで世界を管理できるようにしたいの。これが実現すれば私たちの仕事は激げき減げんするわ。もう神の存在意義がなくなっちゃうくらいに画かつ期き的てきよ」

　それっていいのか、と思うけど口に出さないでおく。

「不ふ干かん渉しようルールがあるのも、そのためなのね。私たちの究きゆう極きよくの命めい題だいは、完全なる世界の創そう造ぞう。そのためにたくさんの世界のモデルケースを使って同じような実験が行われているわ。私が閲えつ覧らんできる限りでも、天地創造データベースには二千と六百の世界が並行的に試験運用されてる」

「へぇ。そんなに世界ってたくさんあるんですか」

「そーよー。どう、びっくりした？」

　びっくりしたけど、なんとゆーか、スケールが大きすぎてまったくピンとこない。神様にとって、世界の創造は理科の実験みたいなものなのかもしれない。

「もう一つ、聞いていいですか。もし世界が認識によって出で来きているなら、最初はどうなったんですか。この宇宙のはじまりには、認識する生き物なんていないでしょう？」

　今度は、ラクアがぽかんとして俺の顔を見る。それから、急に笑い出した。

「ビックバンとか信じてるの？　進化論とかも？　太たい古この化石も、宇宙の果ての星々も、あなたたちの認識と予測が生み出したの。そして、今の世界は認識によって埋うめ尽つくされて安定期に入った。誰だれもが信じる常識の基き盤ばんが出来上がったのね」

　むしろ、そっちの方がびっくりだった。

　なんてことだ。星座に名をつけた羊ひつじ飼かいや航海士たちは、知らないうちに星を創造していたのかもしれない。ニュートンは万ばん有ゆう引いん力りよくのディティールを決定し、ガリレオは地球を丸くした……のかもしれない。

「うん、まぁ、さすがに基本的な物理法則とかぁ、大地とか星とか生命の仕し組くみとか、空間とか時間とかは、私たちが設計段階で作ったわよ。それが、この世界に認識による顕けん現げんが起きるための基礎法則となってるの。えっと、なんてゆーか、その辺の区切りを理解するのは諦あきらめた方がいいわ。所しよ詮せんあなたたちは人間なんだから」

　イモコロッケを頰ほお張ばって喜んでる人に、所詮人間とか言われても説得力ねーよ。そう突つっ込こみを入れつつも、ラクアの助言に従したがった。とりあえず理解するのは諦めよう。世の中には知らない方がいいことだってあるんだ、きっと。

「ところで、今いま更さらですけど、こんなこと俺に話してよかったんですか？」

「えー。別にいいんじゃない。シンちゃんはもう関わっちゃってるんだし。それに、こんなこと他の誰だれかに話したって信じる人なんかいないでしょ」

　そうかもしれない、と一人納得する。白い霧きりの時と同じだ。誰かに今の話をしたところで、結局、俺の頭がおかしいと疑われるだけだろう。

　と、ラクアがまた立ち止まり、勢いよく俺の鞄かばんを引ひっ張ぱる。

「シンちゃん、福ふく引びきやってるわ。福引をやってるわ」

　わざわざ二回言わなくてもわかる。商店街の傍そばで福引抽ちゆう選せん会かいをやっていた。

「えと、やりたいんですか？」

「そういうわけじゃないけど、福引をやってるってことを伝えようとしたかっただけよ」

　どうやら、やりたいらしい。福引は商店街で二千円以上の買い物をした人が対象だ。残念ながら、バイトをクビになった俺の財さい布ふにはそんな余裕はない。と、昨日きのうクルンに福引券をもらったのを思い出した。背中に貼はり付つけられていたそれは、ちゃんと財布の中に入っている。ラクアに渡すと、子供のように走っていった。

「見て、シンちゃん、こんなに大っきなティッシュが当たったわ」

　うん、それ残念賞だけどな。あんたも残念賞だけどな。イモコロッケを右手に、箱ティッシュを左手に抱かかえる神様。自由の女神を見習って、もうちょっと装そう飾しよく品ひんを選んで欲しい。

「ずいぶん、人間っぽいところがあるんですね」

「まぁ、楽しむには楽しんでるわよ。でも勘かん違ちがいしないで、この世界に特別な愛着があるわけじゃないから。べ、べつに、すぐに終わりにしちゃってもいいんだから」

　ラクアは早口で言うと、残りのイモコロッケを口に放ほうり込こみ、箱ティッシュをさっそく開いて口元を拭ぬぐう。ああ、これはあれだ。『月げつ光こう文ぶん庫こ』で流は行やりのツンデレってやつだな。『スクスク』にもこういうキャラがいて大人気だ。でも、世界規模のスケールでツンツンされても困る。

　ツクモがなんであんなに余裕な態度なのか少しわかった気がした。なんだかんだで、世界はもうしばらく安あん泰たいのようだ。

「ねぇ、シンちゃん、あれは何かしら」

　またラクアが立ち止まって、右みぎ斜ななめ前を指差す。今度はスーパーマーケットの前に出で来きている人だかりだった。

「タイムセールですよ、色んな物がこの時間だけ特別安くなるんです」

「へぇ、ちょっと見てくるわ。データを解かい析せきしているだけでは見えないことも多いものね」

　もっともらしいことを言ってるけど、ただ面おも白しろそうなだけだろう。

　スーパーの軒のき先さきでは、五十パーセントオフと書かれた鳥肉のカートに、大おお勢ぜいの主婦たちが群がっていた。本当に、よくやるよな。あなた方の逞たくましさには頭が下がります。

　と、主婦たちの中からクルンが飛び出してきた。鳥肉を抱え、タッチダウンを決めるラガーマンのように道路に転ころがる。あんなことまでしてたのか、貸かし本ほん屋やじゃあんまり儲もうからないもんな。お前は本当にエラいよ。

　クルンは戦利品である鳥肉と、中身が詰つまっているのを選びぬいたキャベツと割わり引びきになった大根を買って、店から出てくる。店の前に立っていた俺に気づくと、ちょこちょこと近寄ってきた。ポストイットを書いて、俺に見せてくれる。「学校のこと、お姉ねえに聞きました」続いて二枚目を書いてその下に貼はる。「何かあったら、また蹴けってください」そんなこと言われても、複雑だよ。

「あら、クルン。あなた、あの女にそんなことまでさせられてるの」

　ラクアも店から出てくる。手にはタイムセールで半額になっていたカップアイスが握られている。何を買っちゃってるんですか、あなたは。クルンを見習って下さい。っていうかアイス買ったから所しよ持じ金きんゼロになってるよね。もう本借りれないよね。イモコロッケ代返しやがればかやろー。

　そういえば、ツクモはクルンを神様から預あずかっていると言っていた。クルンは世界を干かん渉しようしていることになるんじゃないか。気になったので、ついでにその話も聞いてみる。

「まぁコロッケもらっちゃったし、それくらい話してあげてもいいわよ。『観かん測そく者しや』って危険に晒さらされることあるでしょ。だからね、クルンのようなサポートを付けることが許されてるの。ふつーは、こんなことはしないんだけどね……あの子、頼りないじゃない」

「まぁ、そうですね」

　心の底から頷うなずく。クルンがいなかったら、俺たちは今いま頃ごろ、タイムカプセルから出てきたパンドラの胃袋の中だろう。

「それに、クルンのためでもあるのよー。この子は、本当は天使のサポート役として世界の管理を手伝う予定だったのよ。でも、どうも自分に自信がないみたいで、いざ仕事ってなると逃げ回ってばかりで使えなかったの。だから、ツクモのお母さんがあんなことになって……ツクモが母親の後を継ついで『観かん測そく者しや』になるって言い出した時に、預あずけてみることにしたのよ。実力なんかないくせに自信満々なあの子と組ませれば、少しは自分に自信が持てるようになるかなって思ったんだけど……」

　ラクアは一つ、溜ため息いきを挟はさむ。つまり、ツクモを反面教師にしようとしたのだろう。その後に続く言葉は、今の二人の関係を知っている俺には簡単に予想できた。

「こんなになつくとは予想外だったわ。ツクモが一人前になったら返してもらおうと思ってたんだけど……慣れ合い過ぎっていうか、共きよう生せいしてるみたいになっちゃったわね」

　部下思いの神様は予想通りの台詞せりふを口にして、哀あわれむようにクルンを見つめる。

　クルンがズボンの裾すそを引ひっ張ぱる。見下ろすと、ズボンにポストイットが貼はられていた。そこには、こう書かれていた。「お姉ねえは、はじめてあった時、ボクに聞きました」

　クルンは続けてもう一枚書き、それを下に貼り付ける。「料理はできるか？」クルンはさらに何枚もポストイットを書かき連つらねていく。よっぽど大切な思い出なんだろう。言葉が溢あふれてくるようだった。次々に、ペタペタと貼っていく。

「ボクは、はいと答えました」「洗せん濯たくはできるか？」「ボクは、はいと答えました」「掃そう除じはできるか？」「ボクは、はいと答えました」「黙って抱きしめてくれました」「はじめて、誰だれかに必要とされてるとかんじました」「嬉うれしかったです」

　だ、騙だまされてるぞクルン。なんでお前はそんなにいい奴やつなんだっ。

「時々思うのよ。あの子のお母さんはとても優秀な『観かん測そく者しや』だったの。その娘だからもしかしたらって思ったんだけど……私、人じん選せん間ま違ちがえたのかしら？」

　遠い目をして呟つぶやくラクアに、俺はかける言葉を見つけられなかった。いや、正確には見つけたけど声に出せなかった。







　満まん月げつ堂どうに到着する。三人揃そろって店に入ってきたのを見て、ツクモは呟つぶやいた。

「いい食材は買えたか、クルン」

　えー。俺は無視かよ。っていうか神様も無視かよ。

　ツクモはそこで思い出したように、机の中から本を取り出す。タイムカプセルのパンドラを記録した本だった。ラクアはゆっくりと首を振る。

「今日きようは借りるのやめておくわ。気分が乗らないの」

　カップアイスを買ったからな。いけしゃあしゃあとよく言いますね。いけしゃあしゃあ、という奇き怪かいな表現を最初に考えた人は天才だと思う。どうでもいいけど。

「おい、シン。この貧びん乏ぼう神がみに今日のことを説明してやれ」

　自分はいつものようにカウンターで読書を続けながら言ってくる。ラクアの金きん欠けつはお見通しらしい。俺は、とりあえず学校で突然多発したパンドラのことを説明した。

「確かに、それは変ね。誰だれかがその場所の認識力を奪うばったとしか思えないわ」

　話を聞き終えてから、ラクアは商店街ではしゃいでいたのが噓うそのように真剣な表情で言う。

「認識力を奪うって、なんですか」

「クルンの能力を見たんでしょう、あれがそうよ。認識力を奪われると、その存在は世界から失うしなわれ誰も認識できなくなる。そこに与えられていた情報を消してパンドラを作るのよ。もっとも、この世界の人間には無理ね。私たち神の世界側の何者かが絡からんでいる。神にも色々と個性があって、色んなこと考える奴やつがいるのよ。そういう悪いことをする奴だっているわ」

「だとすると、それは私の仕事ではないな」

　ツクモが読書を続けたまま声を挟はさむ。ラクアも当然のように頷うなずく。

「もちろんよ。これは私たちの問題だから、私たちで対たい処しよするわ。天使を派は遣けんして調べてもらえるように申しん請せい書出しておくから」

「次は、天使か。そういえば、満月堂にも何人か来てたな」

「天使っていうのは神の使い走りのなんでも屋さんよ。勤きん勉べんな子はパンドラもチェックしてるわ。でも最近、決算近いからちょっと忙しくて手て空すきの天使がいないのよねー。少し派は遣けんに時間がかかるかもしれない。もしそのパンドラが普通じゃないっていう証しよう拠こを摑つかんだら教えて頂ちよう戴だい。証拠が揃そろってるほうが、処置がスムーズにいくのよ」

　これまた、えらく事務的だな。話を聞くにつれて次々と幻想が壊こわれていく。神様の世界には、神話に描かれるような神殿や花園はきっとないんだろう。

「パンドラを作ろうとしてる奴やつがいるとして、そいつらはなんのために、こんなことしてるんですか？」

「えー。知らないわよー。本人に聞いたらー」

　考えるのすら面めん倒どうそうな答え。聞けるんなら聞いてるわい。神様なんですから、もう少し協力してください。俺の視線を感じたんだろう、子供のように口を少し尖とがらせながら説明を足してくれる。

「そーねー、考えられるとすれば、何か大きなパンドラを作りたいのかもしれないわね。同じ場所で立て続けに情報が失われるとね、その周辺の認識力が極きよく端たんに落ちるの。常じよう軌きを逸いつしたパンドラが発生しやすくなるわ」

　常じよう軌きを逸いつしたパンドラ、その言葉に七つ目の噂うわさを思い出す。一つだけ、やたらとスケールの大きな噂だった。他の六つは最後の七つ目を顕けん現げんさせるための布ふ石せきなのかもしれない。ツクモも同じことを考えていたらしく、ラクアに尋たずねる。

「七つ目の噂に、異い世せ界かいと繫つながる扉とびら、とある。これについては心当たりはないか？」

「んー、異世界って言われても、たっくさんあるからねー。これだけじゃわからないわ。あぁ、そういえば異世界がらみで最近話題になってた論文があったわね。明日あしたまでに、ちょっと調べてみるわ。この七つ目の噂は少し保ほ留りゆうしておいてくれる？」

　論文まであるのか。本当に神様の世界には夢や幻げん想そうが入り込む余よ地ちはないらしい。

「わかった。他のパンドラについては、私たちでも調べてみよう」

「こっちも天使の派は遣けんを急がせる。時間かかりそうだったら、他の手を考えるわ。その時はあなたたちに協力してもらうことになるけど、いいわよね。あなたたちの世界なんだし」

　ラクアはそう言い残すと、店から去っていった。それを見送ってから、クルンが戸と締じまりを始める。話し込んでいる間に客が一人も来ないまま閉店時刻になっていた。

　入口に顔を向けると、いつの間にか日が暮れ、外は暗がりに包まれていた。

　そして、またパンドラの夜がやてくる。







　七なな不ふ思し議ぎのパンドラを記録するために、俺たちは夜の学校に戻もどっていた。

　人ひと気けのない校舎は、泡のように次々と怪かい談だんが生まれるのが頷うなずけるほど不ぶ気き味みだった。普ふ段だんの賑にぎやかな姿を知っているだけに、そのギャップが余よ計けいに不気味さを感じさせる。鍵かぎのかかっていた入口を、クルンがリュックから取り出した針金で開かい錠じようする。本当に、こういうスキルはどこで身につけるんだろう。

　その夜は、タイムカプセルの時とは別の意味で大変だった。命の危険を感じるようなことはなかったけど、何しろ数が多い。顕けん現げんした噂うわさたちを記録するために、深夜まで学校中を駆けずり回る破は目めになった。




　七なな不ふ思し議ぎその一。

『三年以上使われなかった靴箱には青いネズミが住み着くんだって。ｂｙケンちゃん』

　俺は靴箱の前に立っていた。誰だれだ、こんなふざけた噂を真まに受けた奴やつは。靴箱から溢あふれている霧きりは朝よりもずいぶん少なくなっていて、顕現が起きているのを予感させた。

「何をしている、シン。さっさと開けろ」

　振り向くと、三メートルほど離れてツクモが立っている。ネズミが飛び出してきても安全な距離だ。ちくしょ、覚えてろよ。

　そっと白い霧が出ている靴箱を開けた。何も出てこない。覗のぞき込こむと、靴箱の奥に真まっ青さおな毛玉があった。これを捕つかまえてオークションにかけたら結構な値段がつくんじゃないかと思えるほど、綺き麗れいな藍あい色いろのネズミだった。

　慎しん重ちように手を伸ばす。ネズミが振り向く。なんだか目がブーメランのように曲がっていて卑いやらしい顔つきだった。次の瞬しゆん間かん、何か鋭えい利りな物が俺の指を刺した。嚙かみ付つかれたわけじゃない。まるで毬いが栗ぐりを握ってしまったような感覚。

　誰だれだっ、針ネズミなんてオプション付け足した奴やつはっ！

　思わず手を引いた隙すきに、靴箱からネズミが飛び出した。当然それをツクモが捕まえられるわけもなく、廊下を駆け抜けていく。

「どっち行った？」

「ネズミを逃がした上に、そんなことも見てないのか。あっちだ、ラットの如ごとく駆けていった」

　たぶん脱だつ兎とって言いたかったんだろう。ラットだと何も譬たとえてないからな。

「クルン、出番のようだな。あのラットに食しよく物もつ連れん鎖さを教えてやれ」

　あ、気づいて言い直しやがった。クルンは頷うなずくと、体から白い霧きりを噴ふん出しゆつしてオコジョの姿になる。相変わらず、飛びつきたくなるくらい可愛かわいい。だけど、野生のオコジョは肉食でわりと凶きよう暴ぼうらしい。ネズミなんかを捕まえて食べるそうだ。ああ、なるほど、食物連鎖か。

　オコジョモードになったクルンがぱっと駆け出す。狩かりの時間の始まりだった。しなやかに白い毛並みが駆けていく。すぐに廊下の先まで辿たどり着つき、姿が見えなくなる。

　クルンは一分ほどで戻もどってきた。駆け出していった時と同じように、いや、それ以上のスピードで駆け戻ってくる。後ろには、全身から針を出しながらオコジョを追いかけるラットの姿があった。クルンの瞳が潤うるんでいて、泣きそうなくらい必死だ。窮きゆう鼠そオコジョを嚙かむ。パンドラに食しよく物もつ連れん鎖さは関係なかったらしい。

「シン、本を出せ。あのネズ公を記録する」

　リュックから何も書かれていない本を出し、ツクモに渡す。ツクモは真っ白いページを開いて近づいてくるラットを見つめる。いつもの文もん言ごんを口にしようとして、首を振った。どうやら相手が動き回っていると使えないらしい。

「クルン、なんとかしてそいつの動きを止めろ」

　近づいてきたクルンにそんなことを言う。血も涙もないとは、こういう時に使うんだろう。

　クルンは必死で逃げ回りながらも律りち儀ぎに尻しつ尾ぽを振って、了りよう解かいです、と伝えてくる。そのまま目の前を通り過ぎ、近くの男子便所に入っていった。

　俺は壁に立てかけられていた箒ほうきを摑つかむと、クルンの後を追う。白い毛並みが赤く染そまるのだけは見たくなかった。それを、ツクモの冷たい声が呼び止める。

「待て、クルンに任まかせろ。コンバートガベージを使うつもりのようだ」

　コンバート……なんだって。必ひつ殺さつ技わざか？

　次の瞬しゆん間かん、怯おびえたように青いラットが男子便所から飛び出してくる。ラットは全身の針を逆立て、男子便所の奥に向かって唸うなる。その奥で何を見たのかはわからない。けど、さっきまで追い回していたクルンを酷ひどく警けい戒かいしているようだった。

　しばらく見ていると、男子トイレの中から見覚えのある生き物が出てくる。昨日きのうの古文の時間にクラス中を震しん撼かんさせた、ごみ箱星人だった。あんな所に隠かくしてやがったのか。切きり込こみから、人間の姿に戻もどったクルンのつぶらな瞳が覗のぞいている。コンバートガベージって……ああ、直訳すると改かい造ぞうごみ箱だ。何でも英語にして誤ご魔ま化かそうとするのは日本人の悪い癖くせだと思う。

「クルンが二日間かけて作った発明品だ。あれだと耳がうっかり飛び出してもばれないだろう」

「それ以前の問題だと思うけどな」

「あまり馬ば鹿かにしてやるな。製作に十五分、命めい名めいに二ふた晩ばんもかけていた力作だ」

「実質、かかったの十五分だけどな」

　青いラットは果か敢かんにも、その奇き妙みようなごみば……じゃなくて、コンバートガベージを纏まとったクルンに襲おそい掛かかる。その瞬しゆん間かん、なんとコンバートガベージが口をあけた。片側が持ち上がり、襲い掛かってきた針ネズミを中に招き入れる。がしゃん、コンバートガベージが閉まり、青いラットはクルンと一いつ緒しよに囚とらわれる。中で暴あばれているんだろう、がたがたと揺ゆれるコンガベ。だけど、一度捕とらえられた獲え物ものに逃げる術すべはない。

　ツクモが、ふん、と鼻を鳴らす。

「なかなかやるじゃないか。ごみ箱を防ぼう御ぎよではなく、檻おりとして使用するとは」

　あーあ。ごみ箱って言っちゃったよ。俺、けっこう頑がん張ばってたのにな。

　っていうか、そんなことより。

「いいから、早く記録してやれっ。あの中、きっと酷ひどいことになってるぞ」

　ごみ箱に開いた覗のぞき窓まどから、今にも泣き出しそうな顔のクルンの瞳が覗いていた。







　七なな不ふ思し議ぎその二

『夜になると掃そう除じロッカーのモップが勝手に動き出して廊下を掃除しだすんだって。ｂｙケンちゃん』

　全ぜん力りよく疾しつ走そうしたのはいつ以来だろう。俺は学校の廊下を必死で駆けていた。

　追いかけているのはモップだった。誰だれにも操あやつられていないモップが勝手に廊下掃除をしている。それもかなりのスピードだ。迷めい惑わくになるものじゃないだろうけど、その光景はかなり不ぶ気き味みだ。

　俺の脚あしの方が少しだけ早い、徐々に距離が縮まっていく。廊下の先には、本を手にしたツクモが挟はさみ撃うちをするように回り込んでいる。俺がモップを捕つかまえて動きを封ふうじ、その間に記録を行う作戦だった。

　モップがツクモに迫る。もう時間は残されてない。俺は、思い切り踏み切った。

　モップに跳とび掛かかる。ぎりぎりで、モップの柄えに手が届く。両手でしっかりと摑つかみ、押おさえつけるように倒れこんだ。目の前にはツクモが仁に王おう立だちしている。ここまでは作戦通りだったけど、一つだけ、誤ご算さんがあった。

　モップの力が、予想以上に強かった。柄を押えたくらいじゃ止まらなかった。俺を引ひきずったまま、さらに直進する。記録しようと本を開いていたツクモの股またの下を、モップが素す早ばやく潜くぐり抜ぬける。離すものか、と必死で摑つかんでいた俺も、当然、同じルートを通ることになる。

　どうすることもできなかった。モップを離さないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。

　俺の体は引きずられるようにツクモの股またの下に滑すべり込こむ、モップのように潜くぐり抜ぬけることなんかできない、両肩が彼女の足を刈かる。ひょわ、とツクモが驚いた悲鳴をあげた。次の瞬しゆん間かん、視界は真っ黒に閉とざされ、頭上に柔らかい衝しよう撃げきが降ってくる。

　一瞬遅れて、自分が今、スカートの中にいることに気づいた。頭の上に振ってきた柔らかく温かいブツは、ツクモのお尻しりに違ちがいないだろう。

「シン、絶対に手を離すんじゃないぞ」

　いつも冷静なツクモの声は、僅わずかに震ふるえていた。俺はモップの柄を握り、ツクモのお尻を顔の上に乗せて、廊下を引きずられていく。顔が焼けるように熱いけど、摩ま擦さつのためか緊きん張ちようのためかよくわからない。彼女がパンドラを記録するまでの数秒が、永遠のように長く感じた。







　七なな不ふ思し議ぎその三。

『夜になると、男子トイレの貯水タンクの中にタツノオトシゴが現れるんだって。ｂｙケンちゃん』

　ふざけているにもほどがある。こんなものは怪かい談だんじゃない。不思議でもない。ただの妄もう想そうだ。そうであって、欲しかった。

「本当に、いるし」

　貯水タンクの蓋ふたを開けると、小さなタツノオトシゴが浮いていた。ちょっと流してみたい衝しよう動どうに駆られたけど、下水まで探さがしにいかされそうなので我慢する。

　白紙の本を開いて、ツクモがタツノオトシゴのパンドラを記録する。あっけなく物語になったパンドラは一ページにも満たなかった。

　と、後ろからシャツが引ひっ張ぱられる。振り向くと、クルンが手にポストイットを貼はって見せてくる。「あれはどうやって使うのですか？」そう書かれていた。

「あれって、なんだよ。べつに変なもんなんかないだろ」

　聞くと、クルンは小便用の便器を指差す。ちょっと新鮮な驚きを覚えた。俺たちにとっては幼い頃から見慣れたフォルムだけど、女子は実物を目にすることなんかないんだよな。

　簡単に説明したけど、クルンは不思議そうに首を傾かしげるだけだ。まず、男性と女性の体の違ちがいを理解してないのかもしれない。すると、パンドラの記録を終えたツクモが言ってくる。

「私も少し興味がある。テレビ等ではたまに映うつるが、よく見たことはないからな。ちょっと使ってみせろ」

　なんてことをおっしゃるのだ、この女じよう王おう様は。オープンセクハラですか。ツクモを無言で睨にらむと、呆あきれたように見返してくる。

「実際にやれといっているわけじゃない。フリをしろ、と言っている。とんだ変へん態たいだな」

　変態はお前らだ、と叫びたいのをぐっと堪こらえる。目を輝かせ、クルンが俺を見上げていたからだ。このピュアな好奇心に変態なんて言葉は浴びせられない。そんな目で見ないでくれよ。逃げられなくなるじゃないか。

　俺は恥はじを忍しのんで、便器と向かい合った。両サイドから、けっこうな近さで女子が見つめてくる。説明する自分の声が、馬ば鹿かみたいに震ふるえていた。えっと、こういう風に立ってだなー。こくこくと頷うなずくクルン。チャックを開けるだろ、まぁ、今は開いてないけど実際は開けるんだ。腕組みをしたまま無表情で睨むツクモ。そんで両手で支えてだなー。真剣な表情で俺のチャック周辺を見つめる二人。なんだこの羞しゆう恥ちプレイ。

　ぽん、とクルンが俺の太ふと腿ももに触れる。そこにポストイットが貼はられていた。「思ったより、普通ですね」反対側から、ツクモの溜ため息いきが聞こえる。

「なんだ、それだけか」

　がっかり感を放はなちながら、男子トイレから出ていく。クルンもちょこちょこと後に続く。

　一人取り残され、便器に向かい合う俺。顔が燃えているように熱い。自動センサー付の便器が、用を足したわけでもないのに勝手に水を流す。このまま一いつ緒しよに流れていきたい気分だった。




　その後も学校を走り回り、怪あやしげな薬品を精せい製せいし続けるフラスコ、謎なぞの電波を受信し続ける放送室のラジカセ、スターウォーズの修しゆ行ぎようみたいに体育館中を飛び回るバレーボールといったふざけた噂うわさを記録した。いくつもの傷や痣あざができたし、階段から飛び降りた時に足首グキってやったし、バレーボールを顔面に受けて鼻血を出したし、足が痺しびれるほど走り回った。

　体育館のバレーボールを捕つかまえて六つ目の噂うわさを記録し終えたところで、俺は冷たい床の上にぶっ倒れた。時計を見ると、すでに日付変更線を越えている。

「もう……ギブだ。これ以上は走れないぞ」

「ふむ。あと残るは、例の異い世せ界かいと繫つながる扉とびらとかいうパンドラか。ラクアから止められていることだし、今日きようはこれで引き上げるとしよう。また明日あしたも頼む」

　ツクモは感情のない声で言う。お前はいいよ、ただ記録するだけなんだから。走り回るこっちの身にもなってみろ。そう、心の中だけで呟つぶやいた。

　満まん月げつ堂どうでツクモたちと別れ、夜道を帰りながら思った。

　なんで、こんなに頑がん張ばってるんだろう。満月堂の本をタダで借りるため？　冗談だろ。もうとっくにギブとテイクのバランスが狂ってる。割に、あってない。

　家に帰ると、さすがに放ほう任にん主しゆ義ぎの姉ちゃんにも小言を言われた。「親がいないからって、あんまりハメ外はずしすぎちゃ駄だ目めだよ」ごもっともだ。

　飯も食べず、風呂も入らずに、ベッドに潜もぐり込こんだ。

　なぁ、何やってるんだ、俺。なんで面めん倒どうなことに付き合ってるんだ。まだ今月の『月げつ光こう文ぶん庫こ』一冊しか読んでないぞ。感想ノートだって全まつたく書けてない。そろそろ引き返す時だろ。わかっているけど、どうしても辞やめる気持ちにはなれなかった。

　いい加か減げん、目を背そむけ続けることはできなくなっていた。俺は、もしかしたら、ツクモのことを、好きになりかけているのかもしれない。第五十訓くん、恋愛は読むものだ、するものじゃない。そう学んでたはずなのに。

　そういや今まで一度も考えたことなかったけど、ツクモは、俺のことをどう思ってるんだろう。もうこんな事を考えてる時点で、恋愛トラップに片足が引っかかっている。どうすりゃいいんだよ。そっと枕まくら元もとにおいてあった『スクスク』に手を伸ばす。大人気のラブコメは、何も教えてくれなかった。
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　全身の筋肉痛のせいで、ただでさえ遠い通学路がいつもの倍くらいに感じる。体力には自信があるはずだった。中学に入学してすぐに親おや父じは離り島とうに旅立ち、これ幸さいわいと本を友にして引ひき籠こもるようになってから四年、俺の体もけっこうサビついてるのかもしれない。

　シャッターの閉まった店が並ぶ駅前を通って、商店街がある坂道に差さし掛かかる。まだ朝早い時間だからか、回りに通学する生徒の姿はない。

　一人で静まり返っている商店街を歩いていると、電柱の陰かげに見覚えのある人影があるのに気づいた。朝一でのエンカウントはできるだけ避けたい美少女、宮みや野の小こ雪ゆきだった。なんでこんな場所にいるんだろう。誰だれか、待ってるんだろうか。

　昨日きのうの、図書室で見た彼女の涙を思い出す。まさか、俺待ち？　こんな朝の商店街にも恋愛トラップが仕し掛かけられているのか。

　ちょっと待てよ。毎朝鏡で見てる顔を思い出せ。これまで誰かに告白されるようなことあったか。俺は生まれながら、良くも悪くもない、面めん倒どうに巻き込まれにくい容よう姿しをしている。自分を信じろ。俺にそんな魅み力りよくはないはずだっ。

　言い聞かせていると、このまま家に帰りたくなった。

　宮野に近づく。彼女は産婦人科の前でじっと待っている。なんでそんな場所を選んだ。

「お、おはようございます、桐きり島しま先せん輩ぱい」

　意外にも、宮野の方から話しかけてきた。顔は相変わらず逸そらしたままだ。おぅ、おはよう。そう答えようとした俺の声は九きゆう官かん鳥ちようのように裏返っていた。オゥ、オハヨ。

「ど、どうしたんだよ、いつも、こっちの駅は使ってないだろ」

「先輩を……待って、ました」

　直球が返ってきた。「逃げる」は選択できないタイプのイベントらしい。

「教えてください。昨日、私……見ちゃったんです。夜の八時くらいでした。先輩とツクモさんが、夜の学校に入っていくところ。あそこで、何してたんですか？」

　どうやら、パンドラを記録しに行った所を偶ぐう然ぜんにも見られていたらしい。

「あ、いや。別に……ちょっとさ、ツクモが忘れ物したっていうから取りに行ってたんだ」

「二人っきりでですか。そんなの、変です」

「あいつが、一人で行くの怖いっていうからさ。ホント、それだけだよ」

「噓うそ……つかないでください」

「噓じゃないよ」

「だって、十二時二十二分まで出てこなかったじゃないですかっ！」

　うん。そんな気はしてた。どうやら、見られたのは偶然じゃなかったようだ。

「お前……尾つけてたのか。ずっと待ってたのか」

「あ……いえ、そうじゃなくて、その、しつ、質問してるのは、私です」

　おお、堂々と開き直りやがった。俺が言い訳を考えあぐねていると、宮野は何かを決意するように姿し勢せいを正し、踵かかとを揃そろえて俺に向き合った。もちろん顔だけは伏ふせられている。

「もう、いいです。先せん輩ぱい、私、私……もう逃げません。ちゃんと言います。だから、先輩も、ちゃんと聞いてください」

　唾つばを飲み込んで、頷うなずく。

「……好きです」
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　それは、正しよう真しん正しよう銘めいの爆ばく弾だんだった。

　こんな美少女に告白されたんだ、普通なら喜ばない男はいない。でも、俺にとってそれは、最高レベルの厄やつ介かいごとを呼び出す呪じゆ文もんのように聞こえた。ヒドいこと考えてるのはわかってる。でも、俺には恋愛なんてのは面めん倒どうなものでしかないんだから。

「初めて会った時から、ずっと気になってました。最初は、ただの憧あこがれだと思ってました。でも、憧れだけでこんなに苦しいはずないです。夜の学校に二人が入っていくのを見ただけで、こんなに悩むはずないです。私、もう自分の気持ちから逃げませんっ」

　宮みや野のの声は、今まで聞いたことがないほど大きくなっていく。これまで彼女がこんなにはっきりと話すのを聞いたことがなかった。それは、想おもいの強さを表しているようだった。

　きっかけはプリントを代わったことじゃなかったんだ。初めて会った時から、バイトしてた時からそんな風に思われていたんだ。人の気持ちには敏びん感かんなつもりだったけど、全まつたく気づかなかった。もっと注意して距離を置くべきだった。どうしよう。断ことわるしかないのはわかってる。でも、どうすれば、面めん倒どうなことにならないように断ことわれるんだろう。

　追おい討うちをかけるように、彼女の言葉が響く。

「私、ツクモさんのことが、好きです」

　……え。

「いつも思ってました。失敗しても、怒られても、笑われても、ツクモさんはいつも冷静で、いつも堂々としてて、自分のことを信じていて。誰だれかに合わせてるわけじゃないのに皆に人気があって。私も、あんな風になりたかった。ツクモさんみたいになりたかった」

　……え、と。脳がやっとフリーズから回復する。

　どうやら俺は、とんでもない勘かん違ちがいをしていたらしい。白しら雪ゆき姫ひめが恋をしていたのは、王子とは程ほど遠とおい平へい民みん出での俺なんかじゃなく、雪の女じよう王おうだったんだ。

「先輩ばっかりズルいです。私もツクモさんにあだ名で呼んで欲しい。私も二人っきりで夜の学校に行きたい。私も、ツクモさんに、殴なぐられたいです！」

　なんてことを言ってくれるんだ。図書室でツクモに殴られた時の、宮みや野のの妬ねたむような視線を思い出す。見舞いに行った日に満まん月げつ堂どうの前で迷まよっていたのを、昨日きのうの涙を思い出す。全すべての点と点が繫つながって線になる。そうか、そういうことだったのか！　できれば知りたくなかった！

　宮野が顔を伏せたままじわじわと歩み寄ってくる。ここから逃げ出したいけど、筋肉痛の足は怯おびえた小こ鹿じかのように言うことを聞かない。

「だから……先せん輩ぱい、消えてくれませんか。お願いします。私の前から消えてください。簡単でしょ、消えるなんで。お願いです。こんなにお願いしてるのに、駄だ目めですか？」

「いや……そんな、消えろとか言われても」

「そう、ですか。これだけは、したくなかったんですけど」

　言い終わる頃には、宮野は俺のすぐ目の前まで近づいていた。そして、ゆっくりと、顔を上げる。

　初めて、一ヶ月もバイト先や図書室で顔を合わせていたのに、初めて正しよう面めんから向き合った。

　可愛かわいい、と思った。ついさっき口にした電波的な言動なんか忘れ去れるくらい、白雪姫という名前を付けた奴やつを褒ほめたいくらい、彼女は可愛らしかった。小さいけれど形のよい鼻、缶かん詰づめから取り出したばかりのさくらんぼのような唇。中でも目を引くのは、グレーがかった輝きを持つ瞳、まるで宝石が埋うめ込こまれているみたいだ。

「先輩、私の目、見ましたね」

　宮野が、ぽつりと呟つぶやく。

「あなた、不幸になります」

「え……えと、なんて」

「昔から、近くで私の目を見つめた人は、みんな不幸になるんです。本当ですよ」

　そう付け足すと、宮野はぱっと駆け出す。背中を向け、スカートを翻ひるがえして駆けていく。その目からは、また一ひと筋すじの涙が零こぼれていた。それに気づいた周まわりの奴やつらが、ざわざわと風に吹かれた木々のような囁ささやき声ごえをあげる。え？　周りの奴ら？

　いつの間にか、商店街にはウチの高校の制服を着た生徒たちが集まっていて、足を止めて俺たちを見ていた。宮みや野のは気にした様よう子すもなく、彼らの横をすり抜けていく。

　残った俺に向けられるのは、朝からなにやっちゃってんだよ、と言いたげな生徒たちの視線。その中に、ひときわ冷たい虎とらの視線が混ざっている。それは、どれだけ群ぐん集しゆうの中にいても存在を際きわ立だたせる、呂りよ布ふのように圧倒的な気け配はいを放はなっていた。

「……最低」

　藤ふじ崎さき芳よし乃のは汚けがらわしい物でも見たように、勢いよく背を向けて去っていく。

　最も低いと書いて、最低。それは、今の俺の気持ちにぴったりの言葉だった。







　昼休み、ついにケンちゃんが満面の笑顔で近づいてきた。それまでの休み時間は、ひたすら机に伏ふせて過ごした。今け朝さの話がクラスの面めん倒どうな友人たちの耳に入らないように祈りながら、寝た振りを続けた。だけど、それももう限界だった。逃げ出そうにも、唯ゆい一いつの避難場所だった図書室は出入り禁止にされている。教室に藤崎の姿はない、おそらく図書室で受付係をしているんだろう。行けるわけがない。

「聞いたよー。知ってる？　ウチの高校を朝から騒さわがせているスキャンダルがあるんだ。ねぇ、教えてあげよっか、ミスター・スキャンダル？」

　噂うわさを聞きつけたことがわかる見み事ごとな第一声だった。好こう奇き心しんと書かれた笑えみを浮かべて、前の席に座る。

「……聞きたくない」

「じゃぁ、教えたげる。えっとね、通学路の、それも産婦人科の前でさ一年生のアイドルを泣かせた不ふ届とどき者ものがいるんだって。しかもそいつは、昨日きのう、図書室でもう一人のアイドルとイチャついてたとか」

「あ、あれは違ちがうんだよ。いろいろとワケがあってさ」

「やっぱり、恋愛に興味がないのは卒業なんだね。愛の囚人プリズナー・オブ・ラブになったんだね」

　そんなもんになってたまるか！　聞いているうちに、言い訳する気力も失せていた。だいたい、どう説明したらいいのだろう。宮野がツクモのことを好きで、俺はそのとばっちりを受けてますなんて。言い訳にしても出で来きが悪すぎる。

　俺が取った行動は、これまでの休み時間と同じように逃げ出すことだった。顔を伏せ、もう構ってくれるなオーラを放はなつ。

「なんだよー、連つれないね。いいこと教えてあげようと思ったのに」

　ケンちゃんが、少しだけ反省したように声のトーンを落として呟つぶやく。

「新あら太たが昨日きのう知りたがってた、七なな不ふ思し議ぎの元ネタわかったんだよ。昨日の部活の時にさ、後こう輩はいに教えてもらったんだ。ほら、見てみて」

　突つき出だされた携帯に、思わず顔を上げる。自分がこんなに現げん金きんな奴やつだとは思わなかった。認めたくない。でも、ツクモの役に立ちたいと思っている俺が頭の中にいる。

　ケンちゃんが見せてくれたのは、俺の物より一回り画面が大きい携帯電話だった。画面の中には見慣れた校こう章しようが浮かんでいる。それは、ウチの高校の裏サイトだった。

「……この学校にも、こんなのあったんだな」

　学校の生徒たちによって運営されている掲示板。裏サイトっていう響きには陰いん湿しつなイメージがつきまとうけど、これはもっとオープンなものらしかった。一いつ緒しよに野球部の応おう援えんに行きましょう、ライブします見に来て、美術部員募集、といったポジティブな書き込みが目を引く。

「まだ出で来きたばっかで知ってる生徒は少ないみたい。一年生の話題が多いから、たぶん新入生の誰だれかが作ったんだろうね。それで、今いちばん話題になっているのがこれだよ」

　携帯を操作して、ツリー状になっていたトピックの中から一つを選択する。

　トピックの名前は『学校の七不思議って知ってます？』その下に、昨日の夜、必死になって追いかけた噂うわさが箇条書きされていた。さらにたくさんのコメントがついている。余あまりに真剣に読んでいたので、ケンちゃんが携帯を手渡してくれた。

　短い期間で学校中に噂が広まったのは、裏サイトに掲けい載さいされたからだ。口くち伝づたえじゃなく一いつ斉せいに大おお人にん数ずうに配信される情報、ネット社会の怖ろしさを垣かい間ま見みた気がした。学校の七不思議、というパターン化された形式をなぞることで、一いつ気きに広まったんだろう。

「どう？　面おも白しろいでしょ。話題になってるのは怪かい談だんというよりネタとしてだよ。きっと、このナンセンスな噂のチョイスが話題になったんだろうね。僕も、ちょっとだけ信じてるんだ。使われてない靴箱の中にネズミがいるなんてお洒しや落れじゃない。きっとさ、住んでるのは針ネズミじゃないかな、そんな気がする」

　余よ計けいなオプション付けたのはお前かっ。もしケンちゃんがいい奴やつじゃなかったら、これはクルンの分だ、とか言って殴なぐりかかっていたかもしれない。

　それにしても、誰だれがこんな噂を流したんだろう。学校内に協力者がいる可能性がぐんとアップする。

　と、その下のトピックに目が留とまる。『女じよう王おうとか呼ばれてる子ってどうよ』そう書かれていた。

　指は、勝手にそのトピックを選んでいた。そこには、七不思議を上回る勢いでコメントが書き込まれている。

──女王を昨日きのうの夜にヒヨドリ丘の駅の北口出たとこで見た。

──それってラブホ街じゃね。可愛かわいい顔してえげつね。

──パパが三人いるらしいぜ。

──違ちがう服でくるとかマジウザい。美人だから調子のってると思う。

──なんとかしてー。同じ教室にいるとイライラするんですけどー。

「なんだよ……これ」

　暗あん黙もくのルールのように名前は出てこない。だけど、そこに書かれていたのは満みち月つきツクモへの中ちゆう傷しようだった。こんなものはほんの一部だ、匿とく名めいなのをいいことに、もっとエゲつない言葉が連つらなっている。ケンちゃんが、俺の様よう子すに気づいて携帯を覗のぞき込こんできた。

「それ……見ない方がいいよ。そんなの思ってるの、ほんの一部だから」

「わかったろ、新あら太た。あの子は美人だけどよ、関わり合いになるなってことだ」

　すぐ横から、もう一人の友人の声がする。見上げると、真剣な顔をしたヤンボが立っていた。

「別に朝の話なら、気にしてねぇよ。なんか誤解があったんだろ、お前はたしかに残念なくらいサエない奴やつだけどよ、人を泣かせたりしないってのは知ってる。それより、心配してるのはそっちだよ」

　ヤンボはいつになく真ま面じ目めな口く調ちようで、表示されている携帯画面を指差す。

「昨日きのうも言ったけどよ、いい噂うわさ、聞かねぇぜ。満月ツクモはやめとけよ」

「言ってるだろ、そういうのに興味ないんだよ。俺がツクモのことどうこう思ってるって考えてんなら誤解だよ。あいつとは、だたの本が好きなだけの同志だよ」

　携帯を閉じて顔を逸そらす。それでも、ヤンボは食い下がってくる。

「さっきの噂見てたとき、すげぇマジな顔だったぜ。なにも思ってねぇんなら、あんな面つらになるかよ。俺だってよ、あの子は綺き麗れいだと思うぜ。美人だから妬ねたまれたりするだろうよ。でもな、火のないところに煙はたたねぇんだよ」

　聞こえない振りをする。なに必死に言ってんだよ。まるで俺が、満月ツクモに入れあげてるみたいじゃないか。

「俺の連つれが前にな、あの子が夜の繁はん華か街がいを制服でウロウロしてるの何回も見たって言ってたんだ。きっと、なんかやべぇことしてんだよ。ここに載のってる噂だってあながち噓うそばっかじゃねぇかも知れねぇぞ」

　それはきっと、パンドラを探さがしていたんだろう。

　あいつは俺と出会う前、そうやって必死で歩き回ってパンドラを見つけてたんだろう。閉店時間を過ぎてから、クルンの目だけを頼りに、危険な目に遭あっても怯ひるまずに夜の街を歩き回っているのが想像できた。俺がいなくなったら、あいつはまたそこに戻もどるのだろう。

「あの子とややこしいことになってるって噂が流れてから、お前まで変へん人じん扱あつかいだぜ。気づいてないわけねぇだろ。面めん倒どうなのは嫌いやだったんじゃねぇのかよ。アイツといるとお前まで悪い噂に巻き込まれっぞ」

　ヤンボがマジに心配してくれてるのはわかった。ケンちゃんも少し寂さびしそうな顔で頷うなずく。そんなこと、言われなくたってわかってる。

　ヤンボの言う通りだった。満みち月つきツクモと出会ってからろくな事がない。宮みや野のに絡からまれるようになったのも、図書館が出入り禁止になったのも、一年の不良共に追っかけられるのも、クラス中から冷やかな視線で見られるのも、『月げつ光こう文ぶん庫こ』が全まつたく読めてないのも、全部アイツのせいだ。バイトだってアイツのせいでクビになったようなもんだ。おまけに、知りたくもなかった世界の真実なんかに巻き込まれるし、妖よう怪かいに襲おそわれて死にそうになるし、夜の学校をぶっ倒れるまで走らされるし、そんなの、わかってんだよ。

「なぁ……悪い、二人とも、この話やめね？」

「そういうわけにはいかねぇんだよ。今け朝さのことを聞いたら、また一年の不良たちが血ぃ沸ふつ騰とうさせてやってくんぞ。今度こそ、マジで狩かられるって」

「やめてくれって言ってるだろ。それ以上、この話するんならぶん殴なぐるぞ」

「お前のぶん殴るは、もう聞き飽きたよ。それより、真剣に考えろよ。今な、ここでお前があいつと関わるの止めるっていってくれりゃ、後こう輩はいたちとの間も俺が取り持ってやるよぉ。な、あいつのことは忘れろって。満月ツクモは、お前が思ってるような女じゃねぇよ」

　ヤンボが俺のために言ってるっていうのは十分過ぎるくらいわかっていた。でも、体の底から湧わき上あがって来た感情を抑おさえることはできなかった。

「さっきから……勝手なことばっか、言うなよ」

　自分のことならどんなに貶けなされても、笑われても、平気だった。でも、ツクモのことだけは我慢できなかった。気がつくと、立ち上がって、ヤンボの胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。

「なんのつもりだよ、慣れねぇことすんなって。俺は心配して言ってるんだぜ。もう一回言ってやるよ、満月ツクモは、お前が思ってるような女じゃねぇ。夜の街をウロウロしてるってことは、結局、そういう子だってことだろ」

　俺の頭の中で、何かが、ぷつりと切れた。

「黙れよっ！　アイツのことなんにも知らないくせにっ」

　自分の意思とは違ちがう場所で、拳こぶしを振り上げていた。殴なぐり慣なれない拳は、ヤンボの顔に掠かすりもしなかった。代わりに、肩にぶつかって思い切り突き飛ばした。ヤンボはふら付いて、隣の藤ふじ崎さきの机にぶつかる。机がひっくり返り、中に仕し舞まわれていた教材が床にばら撒まかれる。

　静まり返る教室。肩を摩さすりながら顔を上げるヤンボ、その目に映うつっていたのは怒りでも苛いら立だちでもなくて、哀あわれみに近いものだった。

「新あら太た、お前……そんなにハマってんのかよ」

　そう言われて、初めて、自分が何をしたかに気づいた。ぶん殴るだの、ぶっ飛ばすだのは、親おや父じの口くち癖ぐせが移っただけだった。本当に人を殴ったことなんかなかった。そんなの、考えたこともなかった。それをさせたのは、満月ツクモだ。

「……ご、ごめん。ホントに、ごめん。ちょっと、今は、放ほっといてくれよ」

　なんとかそう呟つぶやいて、また席に座り直す。ヤンボにキレられるのを覚悟したけど、アホゥでお人ひと好よしな友人は、心配そうな顔をさらに険けわしくしただけだった。

　わかっていた。いつか決断しなきゃいけない。わかっていた。

　これは俺に降りかかった災わざわいだ。振り払わなけりゃいけない。教きよう訓くんを思い出せ。第五十訓、恋愛は読むものだ、するものじゃない。もう、終わりにしよう。もとの教訓に守られて、本に囲まれた生活に戻もどるんだ。

　でも、どうしても、それを口にすることができなかった。最後の一線で、何かがその選択を塞せき止とめていた。本当に、どうしちまったんだ、俺は。

　突然、教室に小さな悲鳴が響く。入口付近で話をしていた女子グループが驚いたように廊下に出て行く。顔を向けると、見覚えのある集団が目に入った。ヤンボが、おそらく名前なんだろう、小さな声で「い、一いちノの瀬せ」と呟つぶやく。

　教室に入ってきたのは、金きん髪ぱつに前髪だけ赤いメッシュを入れた一年だった。ここ数日、俺を追い回してくれた可愛かわいい後こう輩はいだ。細身の体にいかにも安くキレそうな顔つき。前を開き見み事ごとに着き崩くずした制服、何かの宗教のようなピアス、手には金属バットが握られている。

　その背後に五人、これまた見覚えのある一年が金魚のフンのようについて来ていた。金魚のフンたちは、通行止めー、などと言いながら教室の前後のドアを閉める。控ひかえめな生徒が多いウチのクラスには、ヤンチャな後輩たちに指導できるような奴やつはいない。強ごう盗とうに襲おそわれた銀行の人ひと質じちみたいに、目立たないように息を殺して見つめるだけだ。一いちノの瀬せは、金属バットを引ひきずりながら俺の席までやってくる。

「あんたっスか。桐きり島しまさんっつーのは。ちょっと、話させてくれませんかねぇ、センパイ」

　今まで聞いた事がないほど、相手を見み下くだした敬語だった。

「ここ数日、ずっとアンタと話がしたくて待ってたんすけど、全然会ってくれないみたいなんで、こうしてお昼休みにお邪じや魔ましたんですよ」

「待ってくれよ、一ノ瀬。コイツは、本当はいい奴なんだ。きっと、なんか誤ご解かいしてるって」

　ヤンボが俺と一ノ瀬の間に割り込む。すぐに、相手を威い嚇かくするような舌打ちが聞こえた。

「なんで、殴なぐられてんのに庇かばうんスかぁ」

　ちょっと前まで塀へいの中で暮らしてました、と言っても誰だれも疑わないような顔でヤンボを睨にらみ付つける。同じ中学でつるんでいたといっても、ヤンボとこの時じ代だい錯さく誤ごな金属バットでは不良の格が違ちがった。ガンつけられた瞬しゆん間かん、ヤンボの体がびくりと震ふるえる。

「山やま口ぐちセンパイは、ちょっと黙っててもらえますか。中学ん時に、俺らにボコられたこと忘れたわけじゃないっしょ。昨日きのうのダマしのメールも、けっこうキてんすよ、俺」

　無む造ぞう作さにヤンボの体を押しのける。されるがままに、ヤンボは後ろに下がった。ケンちゃんと二人、心配そうに俺を見つめる。

　薄はく情じよう者もの、とは言わない。誰だってそうだ。面めん倒どうなことには関わりたくない。自分と関係ない厄やつ介かいごとには触れたくない。俺が同じ立場でもそうする。ヤンボはがんばってくれた方だ。

　金属バットが前に立ち、椅い子すに座ったままの俺を見下ろしてくる。その周囲を、金魚のフンたちが囲む。怖くないといえば噓うそになる。でも、頭の中に浮かんだのは、全まつたく関係のないことだった。

　──近くで私の目を見つめた人は、みんな不幸になるんです。

　朝、宮みや野のに言われた言葉だ。彼女の呪のろいは本物で、だから、こんなことになったんだろうか。

　違ちがう、そんなわけない。俺の不幸の原因はもっと前にあったんだから。ヤンボに言われた通りだ。満みち月つきツクモに関わったから、こんなことになった。全部、あいつと出会ってからおかしくなったんだ。でも、それも今日きようまでだ。ここで痛い目にでも遭あえば、いくらなんでも心が決まるだろう。

「満月ツクモはすげぇ女だ。あいつの目を見た時、この俺が圧おされちまった。男にだってあんな目が出で来きる奴やつぁいねぇ。それに、あの肝きもの据すわりっぷり。教師たちや周まわりに何を言われようとぜってぇ信念をまげねぇ、自分のスタイルを貫つらぬきやがる。だから、俺たちは決めたんスよ。あいつのことを守るって。あいつにちょっかい出す男は、俺たちが、相応ふさわしいかどうか試してやるって」

　話を聞いてすぐにわかった。どうやらこいつらは、言葉が通じる相手じゃないらしい。

「あんなイイ女は他にいねぇ。それに比べて、あんたはどうだ。後こう輩はいからちょこまかちょこまか逃げ回ってばっかで、まともに立ち向かおうともしねぇ。おまけに他の女にまで手ぇ出して泣かせる始し末まつだ」

　ぎゅっとズボンを握り締める。何発か殴なぐられるのは、もう覚かく悟ごしていた。少しすれば誰だれかが先生を呼んで戻もどってくるだろう、それまで我慢すればいい。それで終わりにできる。面めん倒どうな日々から脱出できる。

「釣つり合あってないんスよ、わかりませんかねぇ。あんたみたいなのが俺らの女神を汚よごそうってのが、我慢ならねぇんだよっ！」

　ひゅっ、と風切り音がした。次に馬ば鹿かでかい音が響いて、教室の空気を凍こおりつかせる。

　机に、思い切り金属バットが振り下ろされていた。俺は一いつ瞬しゆん前の考えを撤てつ回かいする。

　殴られる、なんかじゃすまない。こんなもの、死んでしまう。

「なんとか言ってくださいよ、センパイ。じゃないと、つぎは机じゃないとこいきますよ」

　ドスの利きいた声、ってやつのお手本だった。口にしていることは子供じみた嫉しつ妬とだけど、暴力はそんな言葉にも逆さからえない重さを与えてしまう。

「一つだけ約束してくれたらいいんスよ。それで俺たちは何もせずに引き上げますから。約束してください、もう、満月ツクモとは関わらないって」

　金属バットが囁ささやく。なんだ、そんなことでいいのかよ。こっちはずっとそれで悩んでたってのに。わざわざ背中を押してくれてるようなもんじゃないか。

　ヤンボの言う通りだった。ツクモと関わってからロクなことがない。もうアイツには会わない、そう言えばいい。簡単なことだ。それで今の状況を、全すべてを終わりにできる。

「……うるせぇよ」

　けど、開いた口からは、全まつたく意い図としてなかった言葉が転ころがり出た。輪の外でヤンボが、なんでだよ、と呟つぶやくのが聞こえる。

「てめぇ、今、なんて言いやがった」

　金属バットがブチ切れる。金魚のフンがいきり立つ。何でそんなことを言ったのか、自分の言葉に何よりビビっていた。でも、どういうわけか後悔は全くしていない。むしろ、頭の中はすっきりとしていた。

　無理だ、こんなことで、ツクモと関わるのを止めることなんかできない。

　気がつくと、慣れない拳こぶしを握り締めていた。

「シン、何をやっている」

　声が、不良たちの輪の外から聞こえてくる。聞き間ま違ちがえようのない、ゾクリとするような冷たい声だった。金魚のフンが割れる、金属バットが振り向く。そこには騒そう動どうの原因になった張ちよう本ほん人にん、満月ツクモが立っていた。

「図書室にいないから探さがしたぞ。今日きようの夜のことで話があるんだがな」

　お前のせいで図書室は出で禁きんになったんだよ。突つっ込こみたくなるのを堪こらえる。

　俺の口元には、いつの間にか笑えみが浮かんでいた。状況はなにも変わってないのに、なにも怖くなかった。不ふ思し議ぎな気分だった。

　一いちノの瀬せは、さっきまでの威い勢せいはどこへいったのか、裏返った声を上げる。

「み、満みち月つき、なんでお前が」

「確か、お前は同じクラスだったな。何をしている、ここは二年の教室だぞ」

　お前が言うのかよ。また、心の中だけで突つっ込こむ。

　ツクモは一いつ瞬しゆんだけ、一ノ瀬と周まわりの金魚のフンを見てから、すぐ興味をなくしたように顔を逸そらした。集団の中に割り込むと、椅い子すに座っている俺の手首を摑つかむ。冷たい手の感触が伝わってくる。

「シン、行くぞ。ここでは落ち着いて話が出で来きそうにない」

　回りの不良たちを完かん璧ぺきに無視して、俺を教室から連つれ出だそうとする。

「待てよっ！」

　一ノ瀬が、勢いを取とり戻もどしドスの利きいた声を上げる。ツクモは全く動じない。当然だ、満月ツクモなのだから。冷たい視線を面めん倒どうそうに向ける。

「なんだ？　急用でないなら後にしろ」

「教えてくれっ。そいつは……お前のなんなんだ」

「お前には関係ないことだ」

「関係なくなんかねぇっ。俺たちは、お前の親衛隊フアンクラブだっ。こうやってお前を下くだらねぇ野や郎ろうから守ってるんじゃねぇか」

　一いつ瞬しゆん、ツクモの眉まゆが怪け訝げんそうに寄せられる。それから、相変わらず平へい坦たんな声で呟つぶやいた。

「そんなわけのわからない事を、頼んだ覚えなどないぞ」

　本人に面と向かって言われ、不良たちは居い心地ごこち悪そうに視線を逸そらせた。どうやら金魚のフンたちは、リーダーの一いちノの瀬せに従したがってただけらしい。一ノ瀬だけは挫くじけずに言い返す。

「こ、公式じゃねぇってことは認める。でもな……俺たちは、お前のことを尊敬してるんだっ」

　公式とか非公式とか関係あんのかよ。っていうか、ホントにこいつは何考えてんだ。

　一ノ瀬は、もう俺の事なんか見てなかった。ツクモを真っ直ぐに見つめ、そして、教室中に響く大声で叫ぶ。

「それに、俺は……お前のことが好きなんだっ！　関係ねぇってことはねぇだろっ！」

　金属バットが振り下ろされた時よりも、張はり詰つめた緊きん張ちようが教室を包む。

　……や、やりやがった。こいつ、どさくさに紛まぎれて、この大おお勢ぜいの前で告白しやがった。

　静まり返った空気の中、ツクモは表情一つ変えずに呟く。

「わかった。そこまでの覚かく悟ごならば、正直に言おう」

　一瞬の間を置いて、冷たい声が響き渡る。

「私にも、好きな奴やつがいる。だから、お前たちの行動は迷めい惑わくだ」

　え。

　聞こえてきたのは、意外すぎる言葉だった。

　そんなの、噓うそ、だろ。

　俺の心臓が、生きてきた中で、どんな時よりも激しく高鳴っているのがわかる。それって、もしかして、オレ、なのか？　んなわけ、んなわけないだろ。

　公こう衆しゆうの面めん前ぜんで玉ぎよく砕さいした一ノ瀬が、弱々しい声で、俺の想像と同じことを尋たずねる。

「……こいつか。こいつの事が好きなのかよ」

「答える義務はない」

　金属バットが床に落ちて、カラン、と乾かわいた音を立てた。

「そうか……俺たちは、お前のことを、ちょっかい出してくる下くだらねぇ野や郎ろうから守ってるつもりだったのに、お前の邪じや魔まをしてたのか」

　その目からは、怒りが消えていた。それどころか、今にも泣き出しそうに見えた。

　そして、金きん髪ぱつの頭が、目の前で勢いよく下げられる。

「桐きり島しま先せん輩ぱい、ここ数日、付け回したりしてスンマセンでしたっ。この通りっス。そん代わり、そいつのこと、大事にしてやってくださいっ」

　愛まな娘むすめを託たくす父親のように、馬ば鹿かでかい声で叫ぶ。後ろでは、金魚のフンたちがどうしたものかと顔を見合わせていた。それからすぐに、リーダーに倣ならって頭を下げる。なんだ、これ。いつから俺は若わか頭がしらになったんだ。

　ふん、とツクモが鼻を鳴らす。行くぞ、そう呟つぶやいて、俺を引ひっ張ぱるように教室を出る。投なげっ放ぱなしだった。この後、教室がどんな騒さわぎになるかは想像もしたくない。

　俺の手を引っ張りながら、周まわりの視線も気にせずに二年の廊下を進む。すれ違ちがう奴やつらが、驚いたように俺たちを見ている。また変な噂うわさが流れるだろう。だけど、俺にもそんなことを気にしてる余裕はなかった。さっき、ツクモが言い放った言葉が頭の中で渦巻いていた。

　二年の教室が並ぶゾーンを抜け、校舎を繫つなぐ渡り廊下に出る。まだ肌寒い季節だからか、渡り廊下に生徒の姿はなかった。ここなら話が出で来きそうだ、ツクモはそう言って手を離す。

　満みち月つきツクモと向かい合う。ツクモの表情は、さっきあれほどの事を口にしておきながら、平然としていた。

「待ってくれ、ひとつ……ひとつだけ、確認させてくれ」

「なんだ？」

「お前……好きな奴がいるって、お前」

　口にした言葉は、途中で途と切ぎれた。胸が焼けるように痛くなって、続きが言えなかった。お前が好きな奴って俺なのか。そんなこと、聞けるわけがなかった。これは『スクスク』じゃない、現実なんだ。そんなこと、あっていいのか。そもそも、自分がなんでこんなにテンパってるのかもわからない。やっぱり、俺は、コイツのことが……考えるほど、息苦しくなっていく。

　ツクモは俺の葛かつ藤とうなど知らず、抑よく揚ようのない声で答えた。

「私は、こう見えても中学の時からけっこうモテたんだ。理由なく断ことわると面めん倒どうだからな。何かあった時は、いつもああ言うことにしている」

　一いつ瞬しゆんで、頭が冷さめた。

　春の冷たい風が、体温をあっという間に奪うばっていった。

　なんだよ、それ。面倒って、なんだよ。

　なんで、お前が、それを言うんだよ。

　面倒を避けてたのは俺のはずだろ。お前のせいでどんだけ面倒に巻き込まれてると思ってんだよ。俺が大事にしてたものを滅め茶ちや苦く茶ちやにしといて、自分だけ変わらないなんて、ずりぃじゃねぇかよ。

　俺の気持ちなど露つゆほども気づかず、ツクモは続ける。店で接客をしている時のようにそっけない、ただ決まりきったことを伝えるような声だった。

「好きだ嫌きらいだというのは、夢中になれる者たちに任まかせておけばいい。私には今のところ、そういった感情は物語の中だけで十分だ」

　それは、俺の台詞せりふのはずだった。

　散さん々ざん、人のことかき回まわしといて、悩ませて、苦しませて、期待させるだけ期待させて、それかよ。似にてるどころじゃない。こいつは、俺と同じだったんだ。それなのに、俺のことを勝手に変えやがったくせに、こいつは全まつたく揺ゆらいでない。きっと、これから先もずっとだ。

　親友に真剣な顔で説得されても、一年の不良共に囲まれて金属バットを振り上げられても、俺はこいつと関わらないって決断することができなかった。でも、それだけは駄だ目めだった。自分がかつていた場所だからよくわかる。そのツクモの言葉だけは、駄目だった。

　大切なものを失った代だい償しようが、何もないとしたら。いや、何もないならいい。失った代償が、かつて大切にしていたものを見せ付けられることだとしたら。許せなかった。

「シン、それで今晩の、残った七つ目のパンドラの話なんだがな」

「なんなんだよ、お前っ」

　叫んでいた。叫ばずにはいられなかった。

「……どうした？」
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　ツクモが少しだけ意外そうに見つめてくる。こんなにムカついているのに、その瞳に吸い込まれそうになる。俺は、決別するように顔を逸そらした。

「もう、いいだろ。昨日きのう六つも記録したんだ。しばらく蔵ぞう書しよが増えなくたって十分じゃないか」

「そういうわけにはいかない。七なな不ふ思し議ぎを広めた者が何か企たくらんでいるとしたら、できるだけ早い内に対たい処しよしておく方がいい。噂うわさが広まれば広まるほど認識力は強くなるからな。ラクアの天使など、当てにできない」

　ツクモの声は正しくて冷たかった。でも、聞きたいのは、そんな言葉じゃなかった。

「だったら、後は一人でやれよ。俺は、もうお前に本を借りた分くらいの仕事はしただろ」

「どうした、シン？　具ぐ合あいでも悪いのか？」

「そんなんじゃない」

「体調が悪いならそう言うといい。一日くらい休んだって構わない」

「もう辞やめるって言ってるんだ。お前と関わってから、面めん倒どうなことばっかりなんだ。クラスでは浮いちまうし、友達は殴なぐっちまうし、後こう輩はい共どもには絡からまれるし。割に合ってないだろ。いい加か減げん、気づけよ」

　一いつ瞬しゆんだけ、戸と惑まどうようにツクモの声が止まる。

「お前は、私を手伝うと契けい約やくしたはずだ。なにを今いま更さら言っている」

「わかったよ。じゃぁ、借りてた本の金を払ってやる。これで、文もん句くないだろっ」

　ポケットから財さい布ふを取り出し、小こ銭ぜにを握りこむ。いくらかなんて数えてないけど、満まん月げつ堂どうでレンタルした本代くらいは十分にあった。

「本気で、言っているのか」

「もう、お前に付き合って面倒に巻き込まれるのは嫌いやなんだよ」

「……そうか、残念だ」

　ツクモは俺が突つき出だした小銭を受け取ると、釣つりだ、といって代金を引いた残りを手渡してくる。小銭を渡すとき、俺たちの手は微かすかに触れ合った。ツクモの指先は、ぞっとするほど冷たかった。

「今まで、ありがとう」

　出会った時から変わらない、抑よく揚ようのない声だった。

　ツクモがすれ違ちがうように立ち去っていく。俺は、振り返らなかった。

　それだけかよ。あんなに必死になって手伝ってやったのに、それで終わりかよ。

　自分から終わりを告つげたくせに、そんなことを思った。

　俺は、あいつに、なんて言って欲しかったんだろう。

　自由になれたっていうのに、面倒ごとから解放されたっていうのに、まるで気分は晴れなかった。俺はツクモのことを好きになっていたのか、それさえはっきりしないまま終わってしまった。現実の恋愛なんて、どうせ、こんなもんだ。

　教室に戻もどると、ヤンボとケンちゃんが近寄ってきた。適当にあしらって席に戻る。クラスの他の奴らは、好こう奇きと軽けい蔑べつがまじった視線で遠巻きに見てくる。これもあと少しだけの我慢だ。もうツクモと関わることはない、噂うわさもしばらくすれば消えるだろう。また、あの静かな時間の中に戻れる。

　隣の席で、戻ってきた藤ふじ崎さきがひっくり返った机を直していた。ごめん、と謝あやまると「……最低」という、お馴な染じみの言葉が返ってきた。本当に、俺にぴったりな言葉だと思った。







　学校からの帰り道、商店街でまた神様と出会った。相変わらず、こんな場所でなにやってるんだ、この人は。

「シンちゃん、ちょうどいいところで会ったわ。あなた、今からお店に行くんでしょ？」

　ラクアが歩み寄ってくる。右手には、すでに満まん月げつ堂どうに行った帰りなんだろう、パンドラ本が一冊抱かかえられていた。

「ちょっとお願いがあるのよ。天てん地ち創そう造ぞうデータベースを調べていて、いけないことがわかったの。この世界のシステムに外部から情報が書かき換かえられた跡あとが見つかったわ……あなたの学校で起きてるパンドラが、どうやら関係してるみたいなの」

　俺は神様の方を見ずに、無言で歩き出した。ラクアは気にした様よう子すもなく、横に並んで勝手に話し始める。その声は、昨日きのうの一いつ緒しよに歩いていた時の気軽さが噓うそのように真剣だった。

「たくさんの並行世界がテスト運用されてるって話はしたわよね。その中で、毎日、たくさんの失敗した世界が消されているの。むしろ、すぐに破は綻たんしてデリートされる世界の方が多いわ。この世界のように、安定期まで到達するケースはけっこう少ないのよ」

　なんで出会っていきなり、こんな話をしてきたのかわからない。おかげで俺は、完全に言うタイミングを逃のがしていた。もう、ツクモも、満月堂もパンドラも、俺とは関係ないんです。普通の、世界のことなんか何も知らない高校生に戻もどったんですよ。

「争いによって生命が滅ほろんだり、空間が不安定になって壊こわれたり、サンプルデータの採さい集しゆうが出で来きなくなったり、デリートが実行される要因はいろいろよ。でもね、一つだけ、安定した発展を遂とげていたにも関わらず消しよう滅めつさせられた世界があるの。それは、過去最悪の実じつ験けん事じ例れいとして、今でも多くの研究者たちの関心の的になってるわ」

　歩きながら無言でラクアの話を聞いていた。気にならないといえば噓うそになる。でも、必死で浮かんでくる考えを押おし止とどめた。退部した部活の戦せん績せきを聞く気分ってのは、きっとこんな感じだろう。

「『エグニル』、彼らは自みずからの世界をそう呼んでいた。神が世界を管理しているという事実に気づき、神の技術を手に入れ、そして神に挑いどもうとした愚おろかな世界。私たちは『エグニル』を消滅させ、技術を提供した神はクビになったわ」

　クビ、とはまた神様なのに夢のない単語だ。だけど突つっ込こむ気力も、その資格も俺にはもうない。

「でもね、最近発表された論文の中に、興味深い記事があったの。デリートは完全じゃなかった。世界を滅ほろぼされ、肉体を失ってなお、彼らの残ざん留りゆう思し念ねんはデータベースの中に残っている。並行世界の何ど処こかに、自らをパンドラとして顕げん現げんさせようと企たくらんでいる。それが、論文で発表され、たちまち話題になった『エグニルの魔ま人じん』の仮か説せつよ。賢けん者じやのあなたなら、わかるでしょう」

　だからそんなジョブは習しゆう得とくしてねぇよ。そう思いつつも、ラクアの意い図とすることはわかっていた。夜になると異い世せ界かいへと繫つながる扉とびらの噂うわさ、それが『エグニルの魔ま人じん』とかいうのが、この世界に入り込もうとしている前ぜん兆ちようだというんだろう。

「でもね、残ざん留りゆう思し念ねんだけじゃ世界に入り込むなんてことはできないわ。誰だれか、この世界に『エグニルの魔人』を呼び込もうとしている者がいる。七なな不ふ思し議ぎの噂うわさを流したのも多分そいつの仕し業わざね。『エグニル』は、この世界よりもずっと優れた文明社会だった。完全に顕けん現げんすれば、魔人たちが持っている力に太た刀ち打うちできる人間はいないわ。いくら聖せい獣じゆうがいたとしても『観かん測そく者しや』一人では応対できないでしょうね。特に、あの子には絶対に無む理りよ」

　商店街を抜け、駅前にやってきた。満まん月げつ堂どうに行くには、ここから人ひと気けのない路ろ地じを抜ける必要がある。初めて満月堂を訪れた日、クルンを追ってその道を見つけたんだっけ。つい先日のことなのに、ずっと昔のことのような気がする。

　路地に背を向けて、家の方に歩き出す。ラクアが、ちょっと、と声をあげる。

「シンちゃん、どこ行くの？　ツクモに会いに行くんでしょ」

　立ち止まり、ラクアを振り返る。俺の顔を正しよう面めんから見て、ラクアはやっと、俺が変わったことに気づいたようだった。できるだけ静かに、お人ひと好よしな神様に告つげる。

「……そんなこと言われても、俺には、もう関係ないんですよ。もう、満月堂には行きません」

「なにが、あったの？　変よ、あなたも、あの子も」

「……変？　あいつが？」

「そうよ。さっき、あなたにお願いがあるって言ったでしょ。ツクモを止めて欲しいの。危険だから調査は少し待ってって言ったのに、あの子、なんだか変に意い地じになっちゃってて、今晩、七つ目の噂を記録するって聞かないの」

　一いつ瞬しゆんだけ、頭の中が真っ白になる。

　俺が辞やめるなんて言い出したから、それに反発してるのか。あいつの負まけず嫌ぎらいな性格を思い出す。自分一人でもできるってムキになってるんだろうか。まさか。あいつが俺の事を、そんなに意識してるわけないだろ。

「天使が派は遣けんされるまで、早くてもあと三日はかかるわ。それまで待ってって言ったの。それなのに……おかしいわよ。あの子、今までパンドラの記録なんかやりたがらなかったのに、なにをあんなに意地になってるのよ。本当に危険なの、今まであの子が記録していたようなレベルのパンドラじゃないのよ。私じゃだめでも、きっとシンちゃんの言うことなら聞くわ。だから、あの子を止めて」

　頭を振って、浮かんできた考えを振り払う。もうやめよう、どうせ関係ないんだから。

「あいつが、俺の言うことなんか聞くわけないじゃないですか。それに、俺は、もうあいつと関わるのはやめたんです」

　ラクアに背を向けて、満まん月げつ堂どうとは逆の方向へ歩き出す。

「噓うそつくのやめなさいよっ。あなたとツクモ、あんなに息がぴったりだったじゃない」

　背後から声が聞こえてくる。お人ひと好よしの神様は、人間の小こ娘むすめ一人のために必死に叫んでいた。でも、もう俺には関係ない。

「あなた、昨日きのう、世界の真実を軽々と話していいのかって聞いたわね？　いいわけないじゃないっ！　バレたらクビよっ。それでもあなたに話したのはね、あの子を支えて欲しいと思ったの。あの意い地じっ張ぱりで強がりで負けず嫌ぎらいで不ぶ器き用ようで、どうしようもなく危あぶなっかしいあの子を、支えて欲しいと思ったから」

　無む理りに、皮ひ肉にくっぽく笑って見せた。あいつを支える？　俺が？

　そんなのできるわけがない。だって、あいつは一人で、完かん璧ぺきなんだから。

「本当にそれでいいの。あの子に付き合ってたのはそんな軽い気持ちだったの。何とか言いなさいよ。ツクモがどうなってもいいのっ。本当に危険なの、お願い、あの子を説得してっ」

　聞こえない振りをして、歩き続ける。ラクアの声が遠ざかる。

　胸がずきりと痛んだ。それは、ここ数日、教きよう訓くんを破やぶり続つづけた罰ばつだと思った。







　俺の家は、駅から歩いて十五分のところにある一いつ軒けん家やだ。姉と二人で住むには少し広すぎる。銀行員の姉は、いつも六時には帰ってきてリビングで雑誌を読んでいる。何日かぶりに早々と帰宅した俺を見ると、「よし、久しぶりに手料理つくるわ」とエコバックを抱かかえて出て行った。食欲ない、そう言ったけど当然のように却きやつ下かされた。俺が帰ってきたからというより、料理がしたかっただけなんだろう。

　一人になったのはちょうどよかった。ここ数日、一人だけの時間をほとんど持ててなかった。せっかくツクモから解放されたんだ、満まん喫きつしてやろうと思った。

　部屋に入ると、制服のまま机に座る。この前、満月堂で読み終えたミステリーの感想ノートをまだ書いていなかった。レーダーチャートで得点をつけ、良かった点、惜おしかった点を文章に纏まとめる。この作業をするのが、本を読むのと同じくらい好きだった。

　ふと浮かんでくる。そういや、先にツクモに犯人をバラされたせいで面おも白しろさが半はん減げんしてたっけな。でも、満月堂で読んだクライマックスは本当に気持ちよかった。

　気がつくと、満月堂やツクモのことばかりを考えていた。握ったシャーペンは、ぴくりとも動かなくなっていた。ふと、ラクアの言葉が過よぎる。

──あの子、今晩、七つ目の噂うわさを記録にするって聞かないの。

　もう感想ノートを書く気分じゃなくなっていた。せっかく一人の時間を持てたのに、アイツが無意識の隙すき間まに入ってきて邪じや魔まをしてくる。

　ノートを書くのを途中で止めて、ベッドに寝ね転ころがる。枕元には満まん月げつ堂どうから借りた未み読どくの『月げつ光こう文ぶん庫こ』が積み重なっていた。一冊を手に取る。読みかけの『スクスク』もあったけど、気分が乗らないので全まつたく違ちがうジャンルを選んだ。『ダークメジス』近未来の荒こう廃はいした世界で、治ち安あん維い持じ会社に勤める傭よう兵へいたちの活躍を描いたＳＦファンタジーだ。いわゆる異い能のうバトルもので恋愛要素はほとんどなく、やたら強いダークヒーローが巨悪と戦っていくという単純明快なストーリー。武器や技のネーミングがかっこよくて、個人的にはとても気に入っているシリーズだった。

　ふと、頭を過よぎる。この本たちは、読み終わったら満月堂に返しに行かなくちゃいけない。もうちゃんと代金を払った客なんだから、後ろめたいことは何もない。でもその時、アイツはどんな顔をするんだろう。憎まれ口の一つでも叩たたくだろうか。いや、きっと何も言わないだろう。淡々と、同じように処理をして終わりだ。

──本当に危険なの、お願い、あの子を説得してっ。

　またラクアの言葉が過る。もしかしたら、この本を返しに行った時、満月堂にツクモはいないかもしれない。嫌いやな想像が頭を掠かすめる。あのカウンターに少女がいない満月堂なんか、見たくなかった。

「……関係ないだろ」

　呟つぶやいて、読書を再開する。内容が面おも白しろいのはわかるのに、ページが全く進まなかった。恋愛要素なんかなくたって、ふとした切きっ掛かけでアイツがやってくる。突然の襲しゆう撃げきに驚く登場人物、アイツならこんな状況でも平へい然ぜんとしてるだろう。悪役と大げさな台詞せりふを交かわし合あう主人公、アイツならきっとこう言うだろう。そんなことが浮かんできて、集中できない。

　玄関のドアが騒そう々ぞうしく開いて、姉が帰ってくる。台所で何やらごそごそやり始めたかと思うと、晩御飯できたよー、とすぐに声がかかった。

　本を閉じてリビングに行くと、皿の上に茹ゆで上あがった白いマカロニが盛られていた。晩ばん飯めしなに、と聞くと、姉は満面の笑えみで答えてくれる。

「マカロニよ」

　後ろにはグラタンもサラダもつかないらしい。料理っていうより材料だろ。

「ケチャップとソースと醬しよう油ゆあるから、好みで食べてみて」

　姉の笑みは、あらゆる苦情を拒絶していた。きっと料理してる途中で熱が冷さめたんだろう。

　面めん倒どうくさくなってそれ以上は突つっ込こまずに、無言でマカロニを食べた。ケチャップをつけると、まぁミートソースパスタみたいでマズくはなかった。

　食べ終わってから、リビングでぼんやりとテレビを見る。こういう時間も久しぶりだった。姉はその横でマットを広げ『綺き麗れいになるためのヨガ』という本を眺ながめながら人間離れしたポーズに挑戦していた。ヨガをやりながらずっと喋しやべりかけてくる。会社の友人たちの恋愛話、元彼の近況を小こ耳みみに挟はさんだという話、それを適当な相あい槌づちで聞き流す。一週間前に別れたばっかで「私はもう恋なんてしない」と宣言していたのに、すでに「早く次の恋をしないと干ひからびちゃう」などとほざいていた。姉の愚ぐ痴ちを聞くのも、そういえば久しぶりだ。

「そういやさぁ、新あら太た、あんたは好きな子とかいないの？」

「……いない。なんだよ急に」

「最近、帰り遅かったじゃん。私の嗅きゆう覚かくは、あんたの毛穴から恋している男の子のフェロモンが漏もれてるのを感じてるんだけど」

　そんな気持ち悪いもん出してたまるか。と思うけど、姉はよほど確信があるらしかった。にやにやと笑いながら首の後ろに踵かかとを乗せる。ぐぎ、と骨の音が聞こえたけど気にしない。

「そんな面めん倒どうなこと、するわけないだろ」

　姉のにやにやは止まらない。歴れき戦せんの猛も者さが同じレベルの戦士を見分けるように、その視線は確信に変わっていた。諦あきらめて、大おお幅はばにはしょって白はく状じようする。

「ただ……ちょっとだけ、好きになりかけた奴やつがいた。でも、それももう終わったよ」

「フラれたの？」

「いや。俺から……もう関わらないって言った」

「ビビったんだ？」

「別に、ビビってなんかないよ。フラれるのなんか……姉ちゃん見てたら、そんなに大したことじゃない気がするしさ」

　姉は、なぜか最大の賛さん辞じで褒ほめられたように笑った。ひとしきり笑ってから言う。

「私が聞いたのは、そーゆーことじゃないよ。ビビったって聞いたのは、自分が変わってくことに、だよ」

　思わず黙ってしまう。そうなのかもしれない。自分が変わっていくことが怖かったのかもしれない。でも、それを認めたくなかった。

「あいつと関わってから、本当にろくなことがないんだ。クラスでは浮いちまうし、不良に追いかけられるし、友達と喧けん嘩かになるしさ。それにあいつ、性格悪いし、人のこと考えないし、意い地じっ張ぱりで負けず嫌ぎらいで、恋愛なんか面倒だって言うし、もうたくさんなんだよ」

「へぇ。いっぱい考えてるんだね。人を嫌いになるのには、理由がいるんだ」

　姉は、足を座ざ禅ぜんのように組み直しながら楽しそうに笑う。ごぎ、とまた音が鳴り、あたた、と小さく悲鳴をあげる。

「でもね、人を好きになるのには、理由はいらないんだよ」

「……そんなの、不ふ条じよう理りだ」

「うん、不条理こそが恋愛なんだから」

「俺は、そんな曖あい昧まいなものに夢中になれない。好きとか嫌いとか面倒なだけだろ。なんで、姉ちゃんはそんなものにそんなに夢中になれるんだよ。上う手まくいくかどうかもわかんないのに振り回されて、時間とエネルギーを浪ろう費ひして、馬ば鹿かみたいじゃないか」

「なんでって聞かれても、そりゃ、楽しいからかな」

　呟つぶやきながら、クイクイと顎あごで本を指さす。複雑に絡からまった姉の代わりに『綺き麗れいになるためのヨガ』のページを捲めくってやる。

「あのさ、あんたはよく面めん倒どうくさいっていうけど、楽しいことってのは基本的に面倒くさいものだと思うよ。私が今までで楽しかったなーっていうの思い出してみたら、ぜーんぶ面倒くさいんだ。文化祭の準備したり、料理の練習したり、少しでも可愛かわいく見られるために洋服選んだり美び脚きやくヨガやったりね。このぞっとするくらい長いジンセイから面倒なことを取ったら、どうやって時間を潰つぶすのよ。面倒な恋愛でもしてなきゃ、やってられないじゃん」

　あまりにも姉らしい言葉だった。

　肩の力が、抜けた気がした。

「たしかに、変わるってのは怖いことだよ。でも、自分に素す直なおになる勇気があれば、あんがい気持ちいいよ。病み付きになっちゃうくらい。そりゃ、お話みたいにカッコイイ恋はなかなかないかもしれないけど……現実だって、捨てたもんじゃない」

　気がつくと、笑っていた。簡単なことだったんだ。面倒がったりせず、自分が変わることにビビったりせずに、ただ、それを楽しめばよかったんだ。

　パンドラの記録に巻き込まれて夜の学校を走り回った。確かに面倒だったけど、今思えば、楽しかったのだ。昼休み、一いちノの瀬せたちに凄すごまれたとき、気がつくと拳こぶしを握っていた。喧けん嘩かなんか柄がらじゃないのはわかってるけど、今思えば、あの時に見つけた新しい自分が、少しだけ嬉うれしかったのだ。

　やっと、ちゃんと自分の気持ちと向き合えた気がした。

　俺はポケットから教きよう訓くんメモを取り出す。第二百十五訓、満みち月つきツクモに気をつけろ。それを消して書き代える。満月ツクモと関わるなら、覚かく悟ごしろ。教訓も間ま違ちがうことがある。修しゆう正せいが必要なこともある。

　時計を見る。もう満まん月げつ堂どうの閉店時刻の七時を過ぎていた。

　本当に、ツクモは七つ目の噂うわさを調べに行ったんだろうか。一人じゃ何も出で来きないくせに、クルンもまともに投げられないくせに。

　まさか、いくらなんでも、そんなことしないよな。

　携帯を開いてみるけど、ツクモの番号は登録されてない。あいつが今どこにいるのか、確かめる術すべはなかった。いや、一つだけ。電話帳の中にある名前で指が止まる。ストーキング白しら雪ゆき姫ひめの宮みや野の小こ雪ゆきだった。バイトしていた時に、シフトの連絡のために番号交換してたんだっけ。

　宮野に電話をかける。辛しん抱ぼう強づよくコールしていると、よっぽど迷まよってたんだろう、十回目でやっと声が聞こえた。

「……桐きり島しま先せん輩ぱい、どう、したんですか？　消える準備、して、いただけたんですか？　あの、ごめんなさい、目、見ちゃったから、もう手遅れかも」

「その話はもういいから。宮野、今、ツクモの傍そばにいるのか？」

「………………いません」

　長い沈黙の後、微かすかな呟つぶやきが返ってきた。噓うそがまるわかりだ。

「あいつ、学校にいるのか？　頼む、教えてくれ。俺が、お前に嫌きらわれてるってのは知ってる。でも大事なことなんだ、あいつが危険なんだ。事情は後で説明するからさ」

　また沈黙があった。俺は祈るように待つ。

「……ツクモさんが……危険、なんですか」

「あぁ。だから、協力してくれ」

「……学校、です。部ぶ室しつ棟とうの前に、います」

　最悪の予想が見み事ごとに当たる。どうやら、あの馬ば鹿かは、本当に自分だけでパンドラを記録するつもりらしい。突然、心臓が早くなるのがわかった。

「宮みや野の、悪いけど、ツクモが部室棟に入らないように止めておいてくれないか。できるだけ時間を稼かせいでくれ」

「……やって、みます」

　返ってきた声は意外にも素す直なおで、どこか嬉うれしそうだった。電話を切って立ち上がる。もう迷まよいはなかった。どんな面めん倒どうだって、厄やつ介かいごとだって引き受けてやる。こうなったら、受け入れるしかない。

「姉ねえちゃん、ちょっと出かけてくる」

　人間知ち恵えの輪わのようになっている姉は、こんな時間から、と時計を見ながら聞いてくる。最初は小こ言ごとでも言おうとしたのだろう。だけど、すぐに気づいて聞き直してきた。

「さっき話してた女の子に、会いに行くの？」

　頷うなずく。今行かなきゃ、駄だ目めなんだ。そう付け足す。

「にゃるほど。そーゆーことなら車出したげる。地の果てまで送り届けてあげるよ」

　俺は初めて、姉のことを、ちょっとだけ素す敵てきだと思った。







　夜の学校は、相変わらず薄うす気き味み悪わるかった。部室棟の方向を見み据すえながら車を降りる。

「夜の学校で待ち合わせなんてマニアックだね。がんばりなよー。後で報告よろしく」

「姉ちゃん、ありがと」

　振り向くと、姉はさっさと行け、と照てれくさそうに手を振った。

　校門を乗り越えて中に入る。もう校舎の中に明かりのついている場所はなかった。必死に走って部室棟に向かう。

　部室棟は、運動部の部室を長屋のように並べた平屋建ての建物だ。グランドの隅すみに二棟並んで立てられている。

　部室棟の前につくと、壁にもたれかかるようにして宮野が倒れていた。

「宮みや野のっ」

　すぐに駆け寄る。怪け我がはどこにもなく、ただ眠っているだけだった。体を揺ゆすり、何度も名前を呼ぶ。やがて、宮野はゆっくりと目を開けた。

「あ……えと、ここ……なんで……あ、だめ、先せん輩ぱい、私の目見ちゃだめ、です」

　完全に寝ぼけていた。そんな状態でも、宮野は慌あわてて目を逸そらす。いや、もう遅いから。今け朝さ、思いっきり見せられたから。

　一いつ拍ぱくの間を置いて、宮野はしっかりと意識を取とり戻もどした。

「あ、先輩……あの、ツクモさんは、えと……もう、部ぶ室しつ棟とうの中です。ごめんなさい」

「何があったんだ？」

「ツクモさんと、小さい女の子が、部室棟の奥の部屋を開けようとしてたんです。私が声をかけて、先輩に言われた通り引き止めようとしたら、その、小さい子がリュックからスプレー缶かんみたいなの取り出して……そこまでしか、覚えていません」

　クルンの奴やつ、そんな物まで持ち歩いていたのか。

「どれくらい時間がたったかわかるか？」

「えと……十五分くらいです」

　宮野は携帯の時刻を見て、思い出しながら答えてくれる。

　立ち上がって、部室棟に駆け寄る。握り込むとドアノブはあっさりと回った。七つ目の噂うわさ、開かずの部室の鍵かぎはすでに開いていた。昨夜ゆうべ、クルンが学校の玄関を開かい錠じようしていたのを思い出す。今回もあのスキルを使ったのだろう。

　そっとドアノブを引くと、少し軋きしんだ音を立ててドアが開いた。

　普通なら、何が置かれているとか、どれくらい整頓されているとかの違ちがいはあっても、当たり前だけど四角い部屋があるはずだった。多少、常じよう識しき外はずれのことは予想していた。でも、待っていた光景は、さらに斜ななめ上うえをいく。

　その先に待っていたのは、地下深くへと続いている階段だった。階段は大理石のような乳にゆう白はく色しよくで、天井と両側の壁はコンクリートを荒あら削けずりしたような岩いわ肌はだになっている。

「なん……ですか、これ」

　後ろから覗のぞき込こんできた宮野が、声を震ふるわせながら言う。

「なぁ……このことは、後でちゃんと説明するからさ。こっからは俺に任まかせてくれないか。危険なんだ。とりあえず今見たことは忘れて、家に帰っててくれ」

　振り無くと、宮野はさっと視線を逸そらした。どんなにパニックになっても、その習性は抜けないらしい。今朝、思いっきり見せられたけどな。

「あ、の……でも、そんなの……ツクモさんが、だって」

「頼むよ。約束する、ツクモは、俺が絶対に無ぶ事じに連つれ戻すから」

　それだけ言うと、宮野の返答を待たずに部室に踏み込んだ。

　パンドラの洞どう窟くつを歩いていると、違和感に気づく。それは、これまで見てきたパンドラと違ちがって白い霧きりが全まつたく見えないことだった。顕けん現げんしていたとしても、できたばかりのパンドラは、うっすらと霧を纏まとっていたはずだ。

　進むにつれて、自分が何の準備もしてこなかったことを後悔する。階段を下りて行くと、地上の光はすぐに届かなくなった。携帯のライトで道を照てらすけど、ひどく頼りない。

　暗くら闇やみを進むと、次の試し練れんが俺を待ち受ける。階段が終わり、道が三つに分かれていた。ツクモの後を追うどころか、一人で遭そう難なんしてしまいそうだ。ポケットを探さぐってみても、目印をつけられそうなものは何もない。

　と、そこで気づく。

　正しよう面めんの壁に、ポストイットが貼はられていた。近寄ると、そこには可愛かわいらしい丸文字が書かれている。「きてくれると信じていました」胸が、熱くなった。ポストイットはそこだけじゃなかった。ヘンゼルとグレーテルが通ったように、点々と一いつ定てい間かん隔かくで壁に貼られている。クルンの残してくれた道みち標しるべを頼りに、パンドラの迷めい宮きゆうを駆け抜けた。

　道が曲がりくねり、何度か分かれ道を通過して方向感覚が失うしなわれた頃、通路の先に光が見える。間に合ってくれ。そう祈りながら走り抜ける。

　視界が開けた。

　そこは円形のドームだった。野球のダイヤモンドくらいの広さはあるだろう、乳にゆう白はく色しよくの石がドーム全体を覆おおっている。天井がぼんやりと光っていて、ホールを明るく照てらしていた。人の姿はない。代わりに、奥に大きな鏡かがみが立っているのに気づく。縦たて長ながの鏡きよう面めんに金色の縁ふち、けど、それは明らかに普通の鏡じゃなかった。鏡面が真っ黒で、何も映うつしていない。

　不ぶ気き味みな鏡もどきに歩み寄る。すると、鏡面が薄く張った水に波は紋もんができるように揺ゆれた。

　次の瞬しゆん間かん、それは鏡に変化する。驚いている俺の間ま抜ぬけな顔が映りこむ。背後には乳白色のドーム。その中に、一つだけさっきまで気づかなかったものが映っていた。

　目に焼きつくような、鮮せん血けつの赤。

　俺の目は、その一点に吸い寄せられていく。

　ドームの隅すみに、満みち月つきツクモが倒れていた。

　勢いよく振り向く。鏡に映っていた通り、ツクモが倒れている。胸にはべったりと血が滲にじんでいて、周囲には赤い血が、彼女の体を囲むように広がっている。

　心臓が、痛くなった。ロースハムみたいに縛しばられてるようだった。

　ツクモに駆け寄る。広がった血ち溜だまりの中に膝ひざをつく。胸に、ナイフで刺されたような傷があった。名前を呼ぶ。まるで動かない。そっと肩に手を回し、体を持ち上げる。体は冷たく、もう息をしていなかった。

　噓うそだ。

　こんなのは、噓だ。

　頭の中が真っ白になる。息が、苦しい。心臓がぐいぐいと締めつけられる。

　何があったのかわからない。けど、目の前にあるのは、もう強がりも憎まれ口を叩たたくこともない満みち月つきツクモの死体だった。

　俺が、来なかったから。俺が迷まよったから。逃げようとしたから。たったそれだけの代だい償しようが、これだっていうのかよ。

「ああ、その通りだ、シン。お前が来なかったから、私は死んだ」

　腕の中で、ツクモが目を開けていた。

　息を吹き返したわけじゃない。青白い顔のまま、口から血を吐き出しながら俺を見つめる。

　悲鳴を上げた。

　もう、今までの人生でないくらい、馬ば鹿かでかい悲鳴だった。ドームの中に自分の声が反響する。ツクモの体を手て放ばなし、尻しり餅もちをついた。抱きかかえていた死体が床に落ちて、痛いぞ、と呟つぶやく。必死で手足をバタつかせて、血ち溜だまりの中を這はうように後ろに下がる。

「シン、落ち着け」

　今度は背後から、ゾクリとするような冷たい声がした。

　振り向くと、ツクモとクルンが並んで立っていた。

「……え、なんで、そこに」

　血溜まりの中に倒れる死体と、背後に立っている二人を何度も見比べる。

「それは、お前の心が生み出した幻まぼろしだ。あの鏡かがみは、どうやら覗のぞき込こんだ者の心の中にある恐怖を、現実に映うつし出だすようだ」

　ツクモが言った瞬しゆん間かん、足元に広がっていた血とツクモの死体が煙のように消え失せた。ホールに残ったのは無ぶ様ざまに尻餅をついている俺と、それを見下ろすツクモとクルンだけだ。

「まったく、あんな子供だましな罠わなに引っかかるとはな」

　呆あきれたように言ってくる。体ごとツクモに向き直り、呆ぼう然ぜんと見上げた。いつもの無表情、冷たい瞳、それは紛まぎれもなく満月ツクモだった。怪け我がはどこにもない。

「シン、私と組むのは止めたのだろう。何な故ぜここにいる？」

「よかった。よかった、無ぶ事じだったんだな、よかった！」

　涙が溢あふれてきそうになるのをぐっと堪こらえた。ツクモがそこにいる、こうして声が聞ける、たったそれだけのことが、どうしようもなく嬉うれしかった。

「何がよかった、だ。勝手に幻を見て、勝手に安心するな。自分の死体を見せつけられた者の身にもなってみろ」

「そんなこと……言うなよ。本当に、よかった」

　と、その時だった。ホールに巨大な声が反響する。低く澄んだテノールだった。

「さっきの顔はなかなか傑けつ作さくであったぞ、小こ僧ぞう。我わが永久悪夢鏡エターナルナイトメアミラーの恐ろしさ、思い知ったか！」

　聞こえてきた声に愕がく然ぜんとする。

　永久悪魔鏡エターナルナイトメアミラーだとっ。ダサいにも程ほどがあるだろっ。今いま時どきの小学生でももっとマシな名前をつけるぞ。『ダークメジス』を読んで、ネーミングを勉強してこいっ。

　クルンがつんつんと俺の太ふと腿ももをつつく。振り向くと、手に貼はり付つけたポストイットを見せてくれる。「センスないです」そういやお前も、『月げつ光こう文ぶん庫こ』の愛読者だったな。改造ごみ箱コンバートガベージのお前が言うのもどーかと思うけど。

「……何者だ、姿を見せろ」

　ツクモが呟つぶやく。ああ、しまった、まともなリアクションを先にされてしまった。

「よくぞ聞いたっ。我わが名はサイード、神に滅ほろぼされし世界『エグニル』の戦士だ。姿を見せろといったな、小こ娘むすめ！　貴き様さまにその度ど胸きようがあるか試してやろう。我が姿を見て恐れ慄おののくがいい」

　いかにも悪の幹かん部ぶといった話し方だった。恐れというよりも、どこか子供の頃に聞いたような懐なつかしさを覚える。自分のこと我とか言ってるし。

　そんなことを考えている自分を、すごいと思った。『エグニルの魔ま人じん』、ラクアが危険な存在と言ってた奴やつだ。ここに来るまではビビりまくってた。でも、今はなんとかなるような気がしていた。横にツクモがいるから、たったそれだけの説得力なんかない、むしろマイナス要素と言ってもいい理由で。

「シン、お前の話は後だ。どうやらラクアの推すい理りがあたっていたようだ。かつて神に挑いどんだ魔人が、パンドラを利用して蘇よみがえろうとしている」

　ツクモの声はいつもと変わらず冷静だった。どうやら、俺のように突つっ込こみ所どころを感じていないらしい。

　クルンが天井を指差す。そこから、一ひと筋すじの太い光が差し込んできた。おそらくこの光が、夜になると異い世せ界かいと繫つながる扉とびらなんだろう。差し込んできた光の中から白い霧きりが噴ふき出だしてくる。それはすぐに集まり、形と色を持ち、人の姿を形成していく。

　まず現れたのは顔だった。一見すると人間っぽいが、明らかに違ちがう点が二つある。口の端はしからやたら鋭い牙きばがはみ出ていて、耳がわずかに尖とがっている。魔人というよりも吸きゆう血けつ鬼きだ。髪は鬣たてがみのように逆さか立だち、鷹たかのように鋭い眼光が見る者を竦すくみ上あがらせる。

　肩、腕、胸、と徐々にその姿が露あらわになっていく。その身体からだは、魔人の名に相応ふさわしいものだった。全身を包むのは、巨大な昆虫の殻からを繫ぎ合わせたような艶なまめかしい光こう沢たくの鎧よろい。左肩には生前の姿が想像できないような獣けものの頭ず蓋がい骨こつ、腰には右端から左端まで前をぐるりと囲むように並んだ五羽の白はく鳥ちよう、背には闇やみを纏まとうような漆しつ黒こくのマント、ん、白鳥？

　魔人の底そこ冷びえのするような声が響き渡る。

「我、再さい臨りんせり！　感謝するぞ、愚おろかなる人間共よ。貴様らの認識力を借りて、我はこの世界に再び顕けん現げんすることができた。世界の終末から蘇よみがえったのだっ」

　地の底から響いてくるような低い声で笑う。笑い声に合わせて、腰についた白鳥のヌイグルミが揺ゆれる。

　色々、聞くべきことはあった。目的は？　敵なのか味方なのか？　協力者はどこにいるのか？　でも……そんなことは、とりあえず後回しだ。まず、はっきりさせなきゃいけないことがある。

　俺は震ふるえる体を押おさえつけ、静かに尋たずねた。

「な……なんだ、その白はく鳥ちようは」

「ふんっ、よく気がついたな、小僧っ」

　誰だれだって気づくわいっ。叫びたいのをぐっと堪こらえる。

　魔ま人じんは両手を広げ、五羽の白鳥を誇らしげに見せつけてくる。

「我わが世界では、スワンの数がその者の階級を示しているのだっ。数多く持つことがステイタスだといってもよい。見よ、我がスワンの数をっ。死ぬまでシングルスワンにすらなれぬ者がほとんどだというのに、すでに我は五羽ものスワンを手にしているっ」

[image: ]

　鉛なまりのように重い沈黙が降ってくる。

　かつて感じたことのない空気。こいつは、取り返しの付かないことをしてくれた。どう見ても、ただの変へん態たいだ。

　魔人は、沈黙を都つ合ごうよく解かい釈しやくしたらしい。すでに勝ち誇ったように叫ぶ。

「怯おびえて声も出んようだなっ。ならば、さらにいいものを見せてやろうっ！」

　漆しつ黒こくのマントをはためかせ、勢いよく身を翻ひるがえす。こちらに背を向けると同時、ばさり、とマントが捲まくれ上がる。その下にも、いた。

　ヤツのケツから、ひょっこりと黒い白鳥が顔を出していた。いや、黒色だから……黒こく鳥ちようか。

「見よっ、このダークスワンは、王おう位い継けい承しよう権けんを持つ者だけに許された我が血けつ統とうの証あかしなのだっ！」

　沈黙が、さらに重たくなった。

　やつはとんでもないものを盗んでいきました。みんなのやる気です。

　いや、異い世せ界かいなんだ、価値観や文化が違ちがうのは仕方ないことだ。俺は自分に言い聞かせる。色いろ眼鏡めがねで相手を見るのはよそう。とにかく、今言えることは一つだけだ。『エグニル』の世界に生まれなくて良かった。

「なぁ、ツクモ、あれは本当に脅きよう威いなのか」

「見かけに惑まどわされるな。相手は、神に挑いどんだという魔ま人じんだぞ」

　ツクモは張はり詰つめた声で言う。その横で、クルンがリュックから携帯を取り出し、魔人の姿をパシャリと写メに収めた。へー、携帯とか持ってんだ。緊きん張ちよう感かんねぇな。

「先さき程ほどの口ぶりだと、貴様たちも神の存在に気づいているのであろう。どうだ、我に仕つかえる気はないか。神は、我らの共通の敵であるからな。この世界は、いつか奴やつらが創つくり上あげる理り想そう郷きようのための実験体に過ぎぬ。我々は、奴らの理想のためのモルモットとして生み出されたのだ」

　魔人は胸を張り、右腕を天に掲かかげるような仕し草ぐさをしながら語りかけてくる。大げさな仕草に合わせて白鳥も揺ゆれる。顔も声もいいだけに、とにかく残念な気分だ。

「だがな、我々は生を受けた一個の命だ。神に弄もてあそばれるために存在するのではない。だから我々は反はん旗きを翻ひるがえした。さぁ、我と共に来い！　神を滅ほろぼし、この世界を、この世界で生きている者たちの手に取とり戻もどすのだ！」

　世界は世界で生きている命のためにあるべきだ。彼らの主張は確かにもっともだと思うけど、俺には……正直、どうでもいい。

「断ことわる。作りものであろうと、実験であろうと、私はこの世界が気に入っている」

　少年漫画のツボを押おさえたように、ツクモがしっかりと反論する。相手があんな変へん態たいじゃなかったら、もう少し様さまになっていたかもしれない。クルンがきらきらした視線で勇ゆう者しやツクモを見上げる。きっと、カッコイイとか思ってるんだろう。気のせいだからな。

「我わが誘さそいを断るとは愚おろかな娘だっ。貴き様さまはどうだ、我と共に来ぬか」

「お、俺？　あ、俺もパス」

　いきなり指名され、手を振りながら素すで応こたえてしまう。クルンががっかりした視線で見上げてくる。ごめん、そーゆー期待しないでくれ。

「貴き様さまも我を愚ぐ弄ろうするかっ。神の下げ僕ぼくであることを選ぶのかっ。あんまり仲の良くないグループから、明らさまに人数合わせで誘さそわれたカラオケみたいに軽く断ことわるというのかっ！」

　また沈黙が降りてくる。コイツ……意外と庶しよ民みん的てきじゃねぇか。

「貴様らは、世界がただの監かん視しされた箱はこ庭にわだと知ってもなんとも思わぬのか？　そんな与えられた自由が、本物の自由だと思っているのか。そんなものが生きていると言えるのかっ！　この世界に住まうものが、この世界の主あるじでなくてどうするのだ！」

「あの、さ。世界がどうとか、神がどうとか、どうだっていいだろ。俺は面おも白しろい本を読んで、穏おだやかに過ごせりゃそれでいーんだよ」

「な、なんと志こころざしの低い者たちだ。いいだろう、我に従わぬというなら、滅ほろぼしてやるまでよ。我わが誘いを断ったこと、苦痛と絶望の中で悔くやむがよいっ！　特とく盛もりラーメンの完食チャレンジに失敗したことを、開始二分で気づいてしまった時のようになっ！」

　鋭い目をギラつかせ、高らかに交こう渉しよう決けつ裂れつを宣言する白はく鳥ちよう魔ま人じん。譬たとえが長ぇ、そして庶民的すぎる。

「シン、もう一度言うぞ。見かけで相手を判断するな。ラクアの話だと『エグニルの魔人』は、強力な超能力を使えるそうだ」

　ツクモの冷静な声が、呆あきれ返かえっていた俺に雷らい鳴めいのように響く。そーゆーことは先に言えっ。

　魔人は俺たちに向けて腕を持ち上げた。手の中に、突とつ如じよとして光の塊かたまりが生まれる。

　それは漫画などでよく見るエネルギー弾だんだった。瞬しゆん時じに、全身が警けい告こくを発する。

　もし漫画通りなら、体を貫つらぬくなり爆ばく発はつを起こすなりの威い力りよくがあるはずだった。いきなり空想でしか見たことないような力を向けられる。悲しいことに、咄とつ嗟さにできたのは、両手で顔を庇かばうことくらいだった。

　魔人の手から光こう弾だんが放はなたれる。白鳥魔人の野の太ぶとい高笑いの中、放たれたエネルギー弾はシャボン玉のようにふよふよと数メートルだけ飛んで、

　散った。

　爆ばく発はつも何もない、ただの綺き麗れいな光だけを見せて霧む散さんする。

　またしても深海のような静せい寂じやくに包まれる。魔ま人じんの顔がぴくぴくと引ひきつっていた。

「なんということだ。本来なら都市一つを消し飛ばす我わが破は壊かいの術が……これでは、まるで手品ではないか。我が力の全すべてが顕けん現げんするには、認識力がまだ足りぬようだな」

　破壊の術、というのは今のエネルギー弾のことらしい。実にわかりやすいネーミング。っていうか、そんな強力な技わざだったのかよ。本当に力が戻もどってなくてよかった。

　シン、とツクモが俺の名前を呼ぶ。顔を向けると、クルンが俺の傍そばに駆け寄っていた。近づいたところで、ぽん、と跳はねる。空中で光ったかと思うと金色の弾だん丸がんへと変身する。

「どうやら魔人は、本来の力が顕現していないようだ。せめてもの手た向むけだ、この不ふ出で来きな物語をさっさと終わらせてやろう」

「了りよう解かいだ、任まかせろ。今度はこっちの番だな」

　クルンをキャッチすると、そのままの勢いで、白はく鳥ちよう魔ま人じんを目め掛がけて投げつけた。

　魔人は残念そうに溜ため息いきをついて、首を左右に振る。それに合わせて白鳥も揺ゆれる。なんとか、力が顕けん現げんしてないことへのショックから立ち直ったらしい。

「聖せい獣じゆうか。確かに力は戻もどっておらぬ。だがな、今の我にはこのような攻こう撃げきは無意味だ」

　悠ゆう然ぜんと口にする。そして宣言通り、向かってきたクルンを左腕で弾はじき飛とばした。

　認識力を削さく除じよするはずの力は全まつたく効きいていない。クルンは下へ手たくそなレシーブをされたバレーボールのように真ま横よこへ飛んでいく。

　おいっ、どうなってんだっ。少年漫画みたいなリアクションで思わず声を上げる。

　クルンは唯ゆい一いつの対抗手段のはずだった。ツクモが、相変わらず落ち着いた声で言ってくる。

「ふむ。クルンが霧きりが見えないと言うので、もしやと思っていたが……どうやら、このパンドラには認識を保護するなんらかのプロテクトが掛かけられているようだ」

「なんだよ、それ。修しゆう正せいとか記録ができないってことかっ」

「おそらく、奴やつをこの世界に呼び込んだ者が施ほどこしたのだろう。その者は、世界のシステムを知り尽しているようだ。どうする、そう聞いたな。お互いに手て詰づまりのようだ、出で直なおして計画を練り直そう」

「逃げるってことだよな、もったいぶるなよ」

　俺たちのやり取りが聞こえたのか、魔人は満足そうに笑う。

「手て詰づまりだと、なにを勘かん違ちがいしている。我が力は、あの破は壊かいの術だけではないわ」

　魔人は再び左腕を振り上げる。動きに合わせて白鳥たちが揺ゆれる。身構えるが、今度は更さらに何も起きなかった。

　いや、すぐに気づく。首から下が動かせなくなっていた。金かな縛しばり、奴やつのネーミングに倣ならうなら束そく縛ばくの術だろうか。顔を向けると、ツクモも同様にぴんと背せ筋すじを伸ばしたまま固まっている。

「どうだ、これでもさっきのような強がりが言えるか。派手な術など使わずとも、貴き様さまらを殺すことなど容よう易いなのだ。さて、どうしてくれようか……ふむ、まだ破壊の力も十分に戻もどっていないようだからな、もっとも残ざん酷こくな方法で苦痛を与えてやろう」

「……なに、するつもりだ」

「わからぬか、小僧。さっき自分で上げた悲鳴を忘れたのか。もう一度、恐怖を味わわせてやる。そこで動けぬまま、気が狂うまで叫び続けるがいい」

　魔人は例の永久悪魔鏡エターナルナイトメアミラーを摑つかむと、ぐいっと俺たちの方に向ける。頭の中にさっきのツクモの死体が浮かび、俺の体は思わず強こわ張ばった。

「シン、心をしっかり持て。所しよ詮せんはまやかしだ」

　そんなことはわかっている。でも、そうとわかっていても逃のがれられないのがこの手の兵器の特とく徴ちようだ。『月げつ光こう文ぶん庫こ』でもたまに出てくる。確か『ダークメジス』の二巻でもこんな能力を持った敵が出てきた。思い出したくもない過去を見せ付けられ、まやかしとわかっていても主人公たちは散さん々ざんに苦しめられるんだ。

「くそっ、使い古された方法で攻せめてくるなよ」

「さっきまでの威い勢せいはどうしたっ。すでに顔が恐怖で引きつっているぞ！　運動が苦にが手てな子供がドッジボールでなぜか最後の一人になってしまった時のようになっ！　さぁ怯おびえろ、恐怖に慄おののく顔を見せてみろ！」

　金かな縛しばりにかけられた状態では、逃れることはできない。もう庶しよ民みん派は魔ま人じんに突つっ込こんでる余裕もなかった。鏡の中に姿が映し出される乳にゆう白はく色しよくのドーム、その中に立ち竦すくむ俺たち。

　その奥に、ひょっこりと見慣れた顔が現れる。

　ドームの入口辺あたりから、中を窺うかがうように宮みや野のが顔を出していた。一いつ瞬しゆん、また心の中の恐怖が出てきたのかと思った。だけど、宮野小こ雪ゆきが俺やツクモの恐怖の対象になるなんて有あり得えない。何より、入口でキョドっている様よう子すはどう見ても本物だった。

　どうやら、俺を追いかけて入ってきたらしい。余裕がなかったとはいえ、ちゃんと説得しておくべきだったと後悔する。

　宮野に気づいたのは、俺だけじゃなかった。魔人が得意げに声を上げる。

「どうやら、仲間がもう一人いたようだな。隠かくれて隙すきを窺う作戦だったのか、残念だが無む駄だだったな。我が永久悪夢鏡エターナルナイトメアミラーの前に死角はない」

　ただ映うつったから気づいただけだろ、偉えらそうに言うな。

　振り向くと、宮野はぱっと視線を逸そらした。もういいから、それ。

「来るなって、言ったよな」

　声をかけると、宮野は観かん念ねんしたようにこそこそとホールの中に入ってくる。

「ごめん……なさい、ツクモさんのことが、二人が、どうなってるか、心配で」

「私は、お前に心配してもらう筋すじ合あいなどないぞ」

　ツクモはバッサリといい放はなつ。彼女の気持ちに気づけっていうのは無む理りだろうけど、もうちょっと言い方はあると思う。宮野は胸の辺あたりを押おさえて膝ひざをついた。今の一言によっぽど精神的ダメージを受けたらしい。自分で自分に金かな縛しばりを掛かける。

「仲間割れ、か。ますますもって愚おろかだ。いいだろう。三人目の娘、次はお前の恐怖を映うつしてやる。仲間の死か？　裏切りか？　お前が恐れていた光景を見せてみろっ！」

　次の瞬しゆん間かん、鏡の中に映っていた人間の数が増える。それが宮野が心の中に秘めていた恐怖なのだろう。増えた人間は、すぐさま現実の世界に映し出される。

　この永久悪夢鏡とか呼ばれる道具の原理も、パンドラをどうにかして利用しているらしかった。ホールの中央に白い霧きりが発生し、それはすぐに宮野の恐怖を形作る。

「いっ、いやぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　本人が真まっ先さきに気づき、張はり裂さけるような悲鳴を上げる。徐じよ々じよに姿が露あらわになる。見慣れた高校の制服、不ぶ細さい工くではないがこれといって褒ほめるところもない無ぶ難なんな顔立ち、ちょっと天てん然ねんパーマの掛かかった髪。どこが怖いんだ。どこにでもいそうな冴さえない感じの高校生じゃないか。遅れて、現れたのが何者かに気づく。

　俺だった。ホールの中央に立ち尽す偽にせ者ものの俺。一人だけじゃない、向かい合うようにツクモも形作られていく。見みつめ合う偽者二人。その距離は会話するには不必要なくらい近い。

　俺も同じように、悲鳴を上げそうになった。

　宮みや野のの恐怖から生まれた俺とツクモは、濃のう厚こうな接せつ吻ぷんを交かわしていた。

　キス、なんて可愛かわいいものじゃない。それは、ハリウッド映画のワンシーンような接吻だった。

　宮野が恐怖していたのは、これだったのか。お前、何を心配してここまで追ってきたんだ！

　時々唇を離しては、耳元で愛の言葉を囁ささやきあう。「愛してるわ、新あら太た」「僕もだよ、ツクモ」「今夜は帰らないわ」「帰さないさ」「あぁ、時間が止まればいいのに」「そんなの簡単さ。こうやって唇を合わせている時、僕らは永遠なんだから」腕を回して接吻を再開する二人。あれのどこが俺だ、どこがツクモだっ。やめろ、たのむっ、やめてくれっ。

「ひぅ、いや、ひぅ、いやああぁぁぁぁっ！」

　宮野は過か呼こ吸きゆうやら引き付けやらを起こしそうになりながら、半はん狂きよう乱らんで悲鳴を上げる。叫びたいのは俺の方だっ。

「慌あわてるな、シン。所しよ詮せんはただの幻まぼろしだ」

　わかってるよ。知ってるよ。お前はもう少し慌てろよっ！

　幻の俺たちは、ゆっくりと大人おとなの階段を上り始める。やめろっ、お願いだ、やめてくれ。

　そっとツクモのブラウスに手を掛ける俺。ハイネックのボタンを一つ、二つと外はずしてツクモの胸元が露あらわになる。ツクモは肩を揺ゆらすようにしてベストを脱ぐ。見つめ合う二人。囁かれるのは全身に鳥とり肌はだが立つような愛の言葉。「僕でいいのかい」「知ってるくせに。焦じらさないで、いじわる」「君が言ういじわるは、愛してるに聞こえてしまうよ。どうしてだろうね」「だって、そう言ってるもの」あぁ、頼む、誰だれかあいつらを殺してくれっ。

「ひぅ……ひぅ……ひ、ひゅぅ」

　宮野はもう虫むしの息いきだ。立ったまま白目を向いてぴくぴくしている。俺だってそうだ。逃げだしたいけど、体はまるで動かない。目と耳を塞ふさぐことだってできない。いっそこのまま失しつ神しんしたい。これは悪夢だ。紛まぎれもなくナイトメアだっ。ああ、顔が溶けてしまいそうに熱いっ。

「シン、心を乱すな、奴やつの思う壷つぼだぞ」

　お前はもう少し、心を乱してくれ。頼むからっ。

　遠くから、勝ち誇ったような魔ま人じんの笑い声が聞こえる。あぁ、負けたよ、完敗だよ。

　視界の端はしで何かが動く。純白の毛並みが流りゆう星せいのように駆ける。日本屈くつ指しのレアでキュートな小動物、オコジョだった。どうやら、弾はじき飛ばされたお陰かげで金かな縛しばりから逃のがれていたらしい。

　高笑いの魔人は気づいていない。グッジョブだ、クルン。そのままやってしまえ。オコジョモードのクルンは素す早ばやく鏡に近寄ると、ぽんっ、と人間に戻もどる。そして、魔ま人じんが気づくよりも早く、永久悪夢鏡エターナルナイトメアミラーを押し倒した。

　ドームに鏡の砕くだけ散ちる音が響く。

　それと同時、呪じゆ詛そのように愛の言葉を交かわし合あっていた偽にせ者ものたちは消きえ失うせる。

　乳にゆう白はく色しよくの床に鏡の破片が飛び散る。粉こな々ごなになった鏡きよう面めんは最初に見た時の漆しつ黒こくに戻もどっていて、もう何も映うつしていない。

「なんということだっ、我の永久悪夢鏡が破やぶられただとっ！」

　魔人は馬ば鹿かでかい声で叫ぶ。それと同時、俺たちの体に掛かかっていた金かな縛しばりが解とけた。

「許さんぞっ、ここまで我を怒らせたのはお前たちが初めてだっ！　この鏡を買うのにどれだけ貯ちよ蓄ちくを切り崩したと思ってるっ！　どれだけ生活水準を落としたと思っているのだっ！」

　知らねぇよ。恨うらみ言ごとが庶しよ民みん的てきすぎるよ。っていうか、その鏡、売り物だったのかよ。

　怒り狂った魔人が俺たちを振り向いた時、俺とツクモは同時に気づいた。

　あ。小さく呟つぶやいて、ヤツの背後を指差す。

　倒れた永久悪夢鏡、ヤツのケツから生はえていた大切なダークスワンが、その下した敷じきになっていた。

　一いつ瞬しゆんの沈黙。その後にやってきたのは、先ほどの叫びなど比べ物にならない慟どう哭こくだった。

「メ、メアリーーーーーーーっ！」

　ダークスワンの名前らしい。魔人は完全に戦意を喪そう失しつして、その場に膝ひざをつく。

　クルンがツクモの傍そばに駆け戻ってくる。その顔は全力でこう訴うつたえていた。がんばりました、褒ほめてください。ツクモは鼻を鳴らしながら答える。

「よくやったクルン。私の計算とは少し違ちがったが、まぁいいだろう」

　後で、お前の計算とやらをじっくり聞かせてもらうからな。

「シン、ぼさっとするな。今のうちだ、いったん引くぞ」

「お、おぅ」

　その意見には大だい賛さん成せいだった。ちらりと魔人を見ると、よっぽどショックだったんだろう、虚うつろな顔で何やらぶつぶつ言っている。親しん戚せきの兄にいちゃんが愛車を単独事故で廃車にした時、あんな顔をしていたと思う。確かに、チャンスは今しかなさそうだった。

　ツクモとクルンがドームの入口へと駆けていく。まだショック状態のまま震ふるえている宮みや野のの手を引ひっ張ぱり、俺も後に続いた。ドームを出る時、再び魔人の叫び声が聞こえてきた。

「お、お、覚えているがよいっ。夜がくるたび、この扉とびらが世界に顕けん現げんするたびに、我は力を取とり戻す。やがて本来の力を取り戻した時、この世界を滅ほろぼしてくれるわっ！」

　せっかく蘇よみがえったのに滅ぼすのかよ。魔人は完全に自分を見み失うしなっていた。

　暗い迷めい路ろのような洞どう窟くつを抜け、部ぶ室しつ棟とうの入口まで戻ってくる。扉を閉め、誰だれも入らないようにクルンが鍵かぎを掛かける。俺は、やっと落ち着くことができて座り込んだ。

「…………なんだったんですか、これ」

　正しよう気きを取とり戻もどした宮みや野のが、ぽつりと呟つぶやく。当然の疑問だった。ツクモは大おお仰ぎように頷うなずいてから宮野に歩み寄り、両肩に手を置く。宮野は、慌あわてて顔を逸そらした。

「宮野、前に言ったはずだ。話している相手の目を見ろ。お前の噂うわさなどに惑まどわされるほど私は愚おろかではない。それ以上、顔を逸らし続けるなら侮ぶ辱じよくしていると見なすぞ」

　ツクモも、彼女の目にかかった呪のろいを知っているらしい。宮野が勝手に思い込んでいたんじゃなかったのか。冷たい声で言われ、宮野はおずおずと顔を上げる。至近距離にあるツクモの黒瞳を見つめ、そっと頰ほおを赤らめる。

「それでいい。今から、私が言うことをしっかりと胸に刻きざめ、いいな」

　母親に勉強を教えてもらっている子供のように、大きく頷く宮野。

「さっきまでのは、夢だ」

　実に、堂々とした声だった。え、でも、小さく宮野が声を発する。当然だ。扉とびら一枚隔へだてたそこに、まだ洞窟が広がっているのだから。宮野の呟つぶやきを搔かき消けすように、再び声が響く。冷たく強く揺ゆるぎ無なく、それは、白いものを黒と言わせるのに最適な声こわ音ねだった。

「お前は部室棟の前で眠りこけていた。私たちはそれを見つけて、叩たたき起おこしたところだ。お前が何を見たのかは知らないが、それは夢だ」

　こいつ、本当にこれで通す気らしい。これで納得する奴やつなんかいないだろ。もしいたら大学病院に連れて行って脳を徹てつ底ていスキャンしてやる。宮野はしばらくツクモを見つめ、呟いた。

「ツクモさんがそう言うのなら……それで、いいです。その代わり、一つだけ、教えて」

　納得しやがった。どうやら俺は、宮野の脳を徹底スキャンしなけりゃいけないらしい。ツクモは無表情のまま、満足そうに頷うなずく。

「なんだ、言ってみろ」

「二人は……付き合ってるんですか？」

　宮野が、ちらりと横目で俺を見る。そうきやがったか。さっき味わった命の危険より、そんな事が気になるのか。だから恋愛は恐ろしい。狂きよう気きの沙さ汰たってやつだ。

　そこで思い出す。魔ま人じんを目の前にして、ツクモがいるというだけで恐怖を感じなくなった馬ば鹿かな奴やつがいたな。ああ、そうか、俺も宮野と同じように狂っているのか。

「なんの冗談だ？」

　自分だけは色いろ恋こい沙汰とは無縁だ、そう宣言するようにツクモは冷たい声で言う。あぁ、一人だけムカつく。その答えを聞くと、宮野は小さく笑った。そう言えば、こいつが笑ってるの見るの初めてかもしれない。

「そういうことだから、もう私の後を尾つけることはしなくていいぞ」

「はい、わかりました」

「今日きよう見た夢のことも、七なな不ふ思し議ぎのことも全すべて忘れろ」

「はい、わかりました。なにもかも、忘れます。あの、起こしてくれて、ありがとうございます。このまま、朝まで、寝てたら、きっと風か邪ぜ引いてました」

「あぁ。何があったか知らないが、これからは気をつけろ」

「心配して、くれてる。ツクモさんが……私のこと。はい、気を、つけます。ぜったいに、気をつけます」

　宮みや野のは催さい眠みん術じゆつにでも掛かけられているように、従順に頷うなずく。なんだよこの茶ちや番ばんは。なんで敬語なんだ。お前と同い年だから。クラスメイトだから。ぜったいに気をつけます、の意味がわからないから。

　俺の突つっ込こみを他よ所そに、宮野は一人、スキップでもしそうな勢いで校門の方へ走り去っていった。その背中を見ながら、ツクモが言ってくる。

「私は、宮野と同じ中学だった。宮野は……少し、不運なやつでな」

　声には相変わらず感情はなかったが、珍しく少しだけ言いい淀よどんだ。

「始めのうちは、今と同じようにクラスの人気者だった。私と違ちがって断ことわるのが苦にが手てらしくてな、中学校を卒業するまでに何人かと噂うわさになっていた。だが、どれも長く続かなかったようだ。あの子と付き合った男子は、何な故ぜか次々と不幸な目に遭あったらしい」

「それで……あいつは、近くで目を見ると不幸になる、とか言ってたのか？」

「ああ。そんなことがあるわけがないのにな。詳くわしいことは私も知らないが、ただ不運が重なっただけだろう。だが、下らない事を考える輩やからはどこにでもいる。いつからか、そんな噂が流れ出した。それからだ、あの子が周まわりの目を気にするようになったのは。今では、あの子自身も噂を信じているようだ」

　ツクモが少し腹立たしそうに目を瞑つむった。おそらく、そういった中傷は彼女がもっとも嫌けん悪おするものの一つなのだろう。自分のことは何と言われていても気にも止めないんだろうけど。

　ツクモの悪口が書かれていた裏サイトを思い出す。容よう姿しがいいっていうのは、生きるための面めん倒どうが増えることなのかもしれない。

「宮野とは、その頃から知り合いだったのか？」

「いや、一いつ緒しよのクラスになったのは高校になってからが初めてだ。そういえば、中学の時に一度、クラス委員が同じになったな。会議の時にあんまりボソボソ話すから今日きようと同じように叱しかったことがある。それだけだ」

　おそらく、その時にツクモを意識し始めたのだろう。宮野には、周まわりの空気など全まつたく読まず、言いたい事をはっきりと言うツクモは魅力的に映うつったに違ちがいない。

　宮野の背中が校門の外に消えていく。それを見届けてから、ツクモが思い出したように言う。

「宮野は、どうやらお前のことを好いているらしいな」

「おい……なんだよそれ。んなわけないだろ」

「いくらなんでも鈍にぶすぎるぞ。私の後を尾つけていた理由、ドームの中で宮野が描いていた恐怖、さっきの質問、あれはお前を私に取られるかもしれないと思ってのことだろう」

　頭の中に、あのナイトメアが蘇よみがえってくる。鳥とり肌はだが立つような接せつ吻ぷんと、呪じゆ詛そのような愛の言葉。また叫び出したくなるのをぐっと堪こらえる。あの悪夢はしばらく俺の頭の中から消えてくれないだろう。例えば、寝る前に一人になった時とかを狙ねらって襲おそってくるはずだ。

　何も知らずにあれを見たら、ツクモのように考えるのが普通かもしれない。同性から好かれているなんて浮かばないだろう。誤解をこのままにしておくのも嫌いやだったけど、本当のことを説明するのも宮みや野のに悪い気がした。話を変えるついでに、別のことを尋たずねる。

「……お前は、あんなもの見て、何も思わなかったのか？　恥はずかしいとか、気持ち悪いとか」

「なぜだ。所しよ詮せんは幻まぼろしだろう」

「お前……俺のことどう思ってるんだよ？」

　思わず口から出た言葉。それが、ひどく大きな意味を持つ質問だったことに遅れて気づいた。満みち月つきツクモは、俺のことをどう思っているんだろう？　心臓が急に回転数を上げて動き始める。それは、俺が今、一番知りたいことの一つだった。

「月並みな譬たとえで悪いが、この世界には二種類の人間がいる」

　俺の動どう揺ようなどまるで気づかず、ツクモは冷たい声で答える。

「使える人間と、使えない人間だ。シン、お前は使える人間だと思うぞ」

　期待通りに、期待を裏切ってくれた。その答えが余あまりにツクモらしくて、なぜか嬉うれしくなった。少し前なら物のように扱あつかわれて反発したかもしれないけど、今は、悪くなかった。

　背後から、カラカラと音がする。クルンがどこかに隠かくしてあったスクーターを押して近づいてくる。ツクモはそれを受け取り、歩き出した。

「シン、少し歩いて帰らないか。いい夜だ」

　頷うなずいて、スクーターを間に挟はさんで歩き出す。それから、ずっと言わなきゃと思っていた言葉を、なんとか吐き出した。

「……昼休みは、悪かったよ。ちょっと、いろいろあって、混乱しててさ。もう一度……パンドラを記録するの、手伝わせてくれないか」

「そんなに、金きん欠けつは深刻だったのか」

　ツクモは相変わらず抑よく揚ようのない声で言ってくる。確かにきっかけは金だったけど、今はそんな理由じゃなかった。昼休みにあんなことを言ったのは、自分が変わっていくのが怖かったからだ。変わらないツクモが羨うらやましかったからだ。でも、その気持ちも収おさまる所に収まってしまえば、心地ここちよいものだった。

　正しよう直じきに言うのが照てれくさくて、俺はそのまま頷いてしまう。

「……まぁ、そんなとこだ」

　ツクモは立ち止まり、スクーターのスタンドを下ろした。しっかりと止めてから、体ごと俺に向き直る。指先で、ちょいちょい、と近くに来いと合あい図ずする。俺は訳がわからないまま顔を寄せる。

　次の瞬しゆん間かん、裏うら拳けんが俺の顎あごを打うち貫ぬいた。思わずふらつく。え、意味がわからない。

「なっ、なんで殴なぐったぁ」

　思い切り叫ぶ。当然だ。だけど、ツクモはさらに当然のように言い返してくる。

「タイムカプセルのパンドラを記録した時に、いつか、と言っただろう。そのいつかが、今だ」

　確かに言ったよ。でも、何な故ぜ今なんだ。考えるけど理由がわからない。俺の疑問など無視して、ツクモは言葉を続ける。

「……シン、私は考えていた。昼休み、お前にああ言われた後で、なぜか酷ひどく腹が立った。これまで、あまり他人に苛いら立だつことなどなかったというのにな」

　いつもの愛あい想そのない表情に、感情のない声。春の夜風がそっと間を通り過ぎていく。

「それで気づいたのだ。私は、お前に甘えていたのだとな。だから、七つ目のパンドラを片付けて、お前がいなくても記録できることを見せてやろうと思った。お前など必要ないのだと証明してやろうと思った」

　そこで、ツクモはそっと笑った。こいつはいつも、なんて静かに笑うんだろう。殴られたことなんか吹っ飛んで、その笑顔に引き込まれてしまう。

「だが……また、お前に助けられてしまったな」

「俺は何もしてないよ。今日きよう、いちばん頑がん張ばったのはクルンだ」

　少し後ろをついてきていたクルンを振り返ると、クルンは得とく意いげに胸をそらした。ツクモはそっと手を伸ばしてクルンの頭の上に置く。オコジョ少女は、それが何よりのご褒ほう美びみたいに目を細める。

「シン、私だって気づいてないわけじゃない。私はどうしようもなく鈍にぶくて、自分一人では何もできない愚おろか者ものだよ」

　ツクモは真っ直ぐに見つめて言ってくる。それは弱よわ音ねというには、あまりにも力強い声だった。揺ゆらぐことのない黒い瞳が、また少し、俺の呼吸を苦しくさせる。

「でも、それを認めてしまうと、私はもう立てなくなってしまう。母が店を捨てて出て行った時から、私は一人で店を守っていくと決めたんだ」

　俺は静かに頷うなずく。泣いてる暇ひまも、落ち込んでる余裕もなかった。母親と早くに別れた彼女にとって、ひたすらに背伸びをして強い振りをするのが、生きるために必要なことだったんだろう。それは酷ひどくアンバランスで、誰だれかが支えていないといつか倒れてしまいそうな危うやういものに感じた。と、頭の中で、何がが引っかかる。

「……ん、ちょっと待て。お前のお母かあさんって、死んだんじゃなかったのか？」

　ツクモは不ふ思し議ぎそうな顔で、見つめ返してくる。

「何を言っている。父も母も息そく災さいだぞ」

　えー。なんてことだ、俺がずっと感じていた切せつなさを返しやがれ。

「父は、私が物心ついた時に離り婚こんしていたからな、顔も覚えていない。母は二年前に、店よりも大切な人ができたと言って町を出た。私も一いつ緒しよに連つれていきたかったようだが……私には、あの店を離れて生きることなんて考えられなかった。だから、一人で残ることにしたのだ。その時、母と約束した。一人でも店を守ってみせるとな」

　俺は苦にが笑わらいを浮かべる。勝手に想像していたのとは少し違ちがったけど、それでも、こいつは一人で必死に戦ってきたんだ。お互い、親には苦労させられる星の下もとに生まれてしまったらしい。

「だから私は、満まん月げつ堂どうの他に、大切なものを作らないと決めたんだ。母のようにはならないために、あの場所を一人でずっと守るために」

「あの店を守っていくのは賛成だ。あそこはとてもいい場所だよ。でも、一人じゃないといけないってわけじゃないだろ」

　クルンが歩み寄って、ツクモのスカートの端はしをきゅっと握る。ボクもいます、そう言っているようだった。ツクモはクルンを見つめ、それから俺を見つめて、そっと呟つぶやいた。

「昼休み、お前に辞やめると言われた時に何な故ぜあんなにも腹が立ったか、ラクアにあれほど止められたのにこの場所に来たのか、やっとわかった。私は、怖かったのだ。自分の中でずっと信じてきたものが、変わってしまいそうな気がして。だが、それは受け入れていいものなのだな」

　それは、俺が抱いていた悩みと同じだった。俺が見つけた答えと同じだった。

　ツクモにとっての大切なものが、どんな風に変わろうとしていたのかはわからない。でも、その言葉が教えてくれる。満みち月つきツクモは完かん璧ぺきなんかじゃない。満月ツクモは、誰だれよりも意い地じっ張ぱりで強がりで負けず嫌ぎらいな、ただの女の子だ。そんなことはとっくに知っていたはずなのに。

「シン、これは返しておく」

　ポケットから小こ銭ぜにを取り出す。昼休みに俺が渡した『月げつ光こう文ぶん庫こ』のレンタル代だった。形だけだとしても、この硬こう貨かが俺たちを繫つなぐ契けい約やくだった。硬貨を手渡すとき、俺たちの手は軽く触れ合う。相変わらず、冷たい指先だった。その冷たさは、とても儚はかなく弱いものに思えた。

「明日あした、今夜のことをラクアに話して、対応策を用意してもらおう。少し忙しくなる、覚かく悟ごしておけ」

　それは、取って置きの面めん倒どうを予感させる言葉だった。俺は、本当にどうかしてしまったのだろう。その面倒なことが、楽しみで仕方なかった。
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　体育の時間はソフトボールだった。俺たちのチームは余あまり組ぐみで、他のチームの試合を観戦することになっていた。

　グランドの隅すみにヤンボ、ケンちゃんと並んで座る。話題はもちろん目の前のコールド寸前の試合、じゃなくて昨日きのうの昼休みだ。俺はヤンボに殴なぐりかかったことを謝あやまった。ヤンボは許してくれるどころか、先にツクモのことを悪く言ったのは俺だから、と謝ってくれた。ケンちゃんが「友情もたまにはいいね！」などと気持ち悪いことを言う。

「新あら太た、まさかお前が、あそこまで満みち月つきツクモにマジになってるとは思ってなかったよ」

「まぁ……な。俺、昨日、やっと気づいたんだ。俺はあいつのことが好きらしい」

　昨日の夜のことを思い出す。一いつ緒しよに夜道を歩いた時に感じたあの気持ちを知ってしまえば、もう気づかない振りを続けることはできなかった。ケンちゃんが「今いま頃ごろなの？」と言って笑う。

「後こう輩はいの不良たちのことも丸く収おさまったみたいだしな。こうなったら、俺も応おう援えんするよ。昨日言ったことは取り消しだ。えっと、まだ付き合ってるわけじゃないんだよな？」

「付き合うもなにも……あいつには、そういう気持ちはないよ。好きとか嫌きらいとか、そういうのには興味ないんだってさ」

「ちょっと前の誰だれかさんと同じだ。でも、よかったじゃん」

　ケンちゃんが嬉うれしそうに笑う。なにがだよ、と俺は呟つぶやく。

「だって、興味ないってことは、まだ他に好きな人はいないってことでしょ。これってアピールチャンスだよ。恋愛に可能性がないことなんてないんだよ。だって嫌いは好きの可能性、大嫌いは大好きの可能性なんだから」

　俺にはないポジティブな発想だった。薄うす々うす気づいていたけど、ケンちゃんには姉と同じ恋愛ジャンキーの血が流れているようだ。だけど、そう考えるのも悪くないと思った。

「新太、恋愛のいちばん楽しいトコロはね、興味がない相手をなんとかして振り向かせることだと思うんだ」

「なんだか……面めん倒どうだな」

　姉に言われたことを思い出す。楽しいことっていうのが基本的に面倒くさいものだとしたら、ケンちゃんの言う通り、それはさぞ楽しいんだろう。

「でも、俺は……しばらくは、あいつの傍そばにいれたら、それだけでいいよ」

　キィン、と突つき抜ぬけるような金属音が響いた。三人揃そろって顔を上げる。白球が青空に吸い込まれていくように、高々と舞い上がっていた。

「何かあったら言ってよ。相談なら喜んでのるし、できることなら協力するから」

「おぅ。俺も協力するからなんでも言ってくれ。一いちノの瀬せともあれから話したんだけどよ、応援するって言ってたぜ。その後で例の裏サイトの話したらよ、満月ツクモの悪口を書き込んだ奴やつを見つけ出して絞しぼり上あげてやるっていった。一年共、これから荒れるぜぇ」

　こいつは、なんでこんな余よ計けいな騒そう動どうを起こそうとするのだろう。放ほっておけばいいのに。何かあってもこのアホゥには相談しないでおこう、そっと胸に誓ちかう。

　と、ケンちゃんが何か思い出したように声を上げる。

「そうだ、裏サイトで思い出した。新あら太たが気にしてた学校の七なな不ふ思し議ぎのトピックあったでしょ。あれさ、昨日きのうの夜に削さく除じよされてたよ。まだ書き込みついてたのにね」

「削除って、なんで？」

「そこまでは知らないよ。削除できるのは、管理人とトピックを立てた人だけなんだ。何かあったのかもしれないね」

　ケンちゃんの話を聞いて、一つ閃ひらめくものがあった。それは推すい理り小しよう説せつのようなどんでん返しではなくて、ピースさえ与えられれば、誰だれでも簡単に辿たどり着つけるような結論だった。







　昼休みの図書室は静かだった。そっとドアを開けて中を見回す。カウンターに藤ふじ崎さきの姿がないことを確認してから中に入る。

　いつものテーブルで、宮みや野の小こ雪ゆきは読書をしていた。その横にはツクモの姿もある。一日ぶりに吸う図書室の空気はやはり最高だった。二人のいるテーブルに近づく。

「シン、遅いぞ。なにをやっていた」

　別に、待ち合わせの約束とかしてねぇけどな。

　ちらりと宮野を見る。できればツクモがいないところで先に話をしたかったけど、こうなったら一いつ緒しよに聞くしかないだろう。

　宮野の向かいに座ると、持っていたやたら分厚い本のタイトルが目に入ってきた。今回は自じ己こ啓けい発はつ本ぼんではなくて恋愛小説らしい。『Ｌの扉とびら～アリスの初恋～』、Ｌが何のイニシャルかは気づかないふりをする。そういや、ちょっと前に話題になったアメリカのドラマがあったな。

　宮野は、ツクモと二人の時間が邪じや魔まされたと感じたんだろう。一いつ瞬しゆんだけ俺を睨にらみ、すぐに顔を逸そらした。ああ、お邪魔で悪かったな。

「なぁ、宮野……お前に聞きたいことがあるんだけど、ちょっとだけいいか？」

　宮野は本を閉じて横に置く。視線を逸らしたまま、小さく頷うなずいた。昨日の事件のお陰かげで、少しは心を開いてくれたようだ。

「学校のサイトがあるの、知ってるよな。そこで話題になってた七不思議があるんだけどさ」

　ぴくり、宮野の体が外がい敵てきの気け配はいを察さつ知ちした小動物のように震ふるえる。反応はそれだけだった。

「昨日、学校の七不思議のトピックが削除されてたんだ。あのトピック立てたの、お前だったんだろ。ツクモに全部忘れろって言われたから消した。違ちがうか？」

「シン、宮野がパンドラを作るのに手を貸かしていたというのか？」

「あくまで予想だよ。ツクモが風か邪ぜを引いた時、いや……たぶん、それ以降の日も満まん月げつ堂どうを見張ってたんだろう。店にやってきた世界の外の奴やつらと接触する可能性は高いはずだ」

　宮みや野のは俯うつむいたままなんの反応もしない。苛いら立だちを押おさえながら、さらに言葉を足す。

「それに、昨日きのうの部ぶ室しつ棟とうでの反応も……何も知らないにしては控ひええめだった。いくらなんでも、あんなものを見て、夢でしたって言われて納得するわけない」

「なかなか面おも白しろい推すい理りだな。宮野、どうだ、答えてくれ？」

　俺の質問にはずっと無反応だったけど、ツクモから聞かれるとそういうわけにもいかないらしい。ぽつぽつと、声を漏もらした。

「……ごめん、なさい。あんなことになるなんて、思ってなかった。まさか、あの人が言ったみたいに、私の考えた七なな不ふ思し議ぎが本当に起きてるなんて、思ってなかった」

　それは肯こう定ていの言葉だった。宮野小こ雪ゆきが、この学校にパンドラを生み出した犯人に協力したという自じ白はくだった。

「別にさ、責めるつもりはないんだ。その代わり教えてくれ。満まん月げつ堂どうに来ていた客の誰だれかに、言われたんだろ。そいつの名前、容よう姿しだけでもいい。覚えてるか？」

「はっきり、覚えてます。お名前……リリエルさんと言ってました。その人に、頼まれたんです。学校の七つの場所について、噂うわさを流してくれって。七つ目の異い世せ界かいと繫つながる扉とびらっていう言葉だけはリリエルさんが決めて、後は私が考えました」

　頭の中に、いつかの黒ずくめのエキゾチックな天使が浮かぶ。あいつ、だったのか。確かに、何か余よ計けいなことをやらかしそうな雰ふん囲い気きはたっぷりあった。

「シン、知っているのか？」

「あぁ。お前が風か邪ぜ引いて、店みせ番ばんを変わった時にきた客だよ。クルンが天使だといってた」

「クルンは彼らが何者か見分けることができる。それに、その名前……間ま違ちがいないだろう。ラクアに伝えることが一つ増えたな」

　どうやら、天使の名前の後ろにエルがつくのは真実らしい。聖書もなかなか侮あなどれない。

「だが、何な故ぜそんなことをしたのだ？」

「リリエルさんに、言われたんです。このままだと、私の周まわりの人たちがもっと不幸になるって。協力すれば、私の運命を変えてくれるって。ぜんぶ信じたわけじゃなかったけど、その人、なんかすごい人間離れした感じがしたから、駄だ目め元もとでちょっとやってみようかなって」

「天使って、そんなこともできるのか？」

　ふん、とツクモが鼻を鳴らすのが聞こえる。

「できるわけがないだろう。奴やつらにできるのは世界の認識力の操作だけだ。情報を空白ブランクにしたり、昨日のようにパンドラにプロテクトを掛かけるといったな。まるで偽にせ占うらない師しの手口だ。そんな言葉で不安を煽あおるなど、安い天使もいたものだな」

　不幸になる。運命を変える。確かに偽占い師が好んで使いそうな言葉だった。宮野の場合、その二つの単語は、普通の人よりも何倍も効果的に聞こえたのだろう。

　ツクモの言葉を聞いて、宮野は俯いたまま悲しそうに呟つぶやいた。

「やっぱり……噓うそ、なんだ。私、ずっと、このままなんだ」

　また宮みや野のの目から雫しずくが落ちた。それは、机の上に染みを作っていく。三日連続で宮野を泣かせてしまったようだ。何日続いても、こんな時にどうすればいいのか全まつたくわからない。

　と、宮野の横で、ツクモが呆あきれるように鼻を鳴らした。

「宮野、いいか。よく聞け。お前の目に呪のろいなどない。あんな噂うわさはでたらめだ。もしお前に、でたらめではないと信じる理由があるのなら、話してみろ」

　自信に満ちた声だった。宮野はそれが引き金だったように、自らの悲しい過去を話し出す。それは、昨日きのう、ツクモに聞いた噂と同じだった。

「……私、中学の時、三人の人と付き合ったんです。でも……皆、私と付き合ってからすぐに不幸になったんです。初めて付き合ったサッカー部の人は、急に活躍できなくなって、それから試合中に怪け我がしちゃった。二人目に付き合った子もすぐ階段から落ちて入院しちゃった。三人目に付き合った先せん輩ぱいは高校受験に失敗しちゃったんです。こんなの、偶ぐう然ぜんなわけない」

「一人目の男は、練習が足りなかったから活躍できなかったのだ。ストレッチを怠おこたったから怪我をしたのだ。二人目の男は、視力が悪いうえに不注意だったから階段から落ちたのだ。三人目の男は勉強をサボったうえに分ぶん不ふ相そう応おうな高校を受験したから落ちたのだ。宮野のせいではない」

　ツクモはすぐさま断言する。よくもまぁ、会ったこともない人をこれだけ否定できるものだ。

「で、でも……でも」

「私たちが証しよう拠こだ。昨日、お前の目を見たのになんともないだろう。これから先も、それを証明し続けてやるぞ」

　ツクモが俺を見る。大きく頷うなずき返かえす。これが、俺にできる精せいいっぱい。

「いいか、宮野。私は昨日学んだ。人間は変わろうと思えば変われる。変わろうと思わなければ、変われないのだ」

「そんなの……噓です。私は、ずっと、思ってた。ずっと、変わりたいって思ってきた。いっぱい本を読んだ、アルバイトだってやってみた。だけど、変わることなんか、できなかった」

「その下らない噂を信じているうち駄だ目めだろうな。変わるというのは、今の自分を否定することではない。今の自分を認めるからこそ、変われるんだ」

　人に何かを諭さとす、そういう言葉を喋しやべらせたらツクモは天才だった。中身が伴ともなっているのかは置いといて、カリスマが有あるといってもいい。宮野の心が、暗い海の底から、ぐいぐいと引き上げられていくのがわかる。

「で、でも、そんなこと」

「私は、いつだって胸を張って言えるぞ。今までの自分に後悔はあっても、間ま違ちがっていたことはあっても、私は、私のことが好きだ。変わりたければ、まず自分のことを好きになってみろ」

　ツクモの細い指が、宮みや野のの顎あごに触れる。顎を持ち上げるようにして、顔を正しよう面めんに向けさせる。その仕し草ぐさはキスへの気取ったエスコートのようにも見えた。すぐ近くで見つめ合う二人。宮野のグレーがかった宝石の瞳には、涙がいっぱいに溜たまっていた。

「それから、もう一つ。私は、お前のその瞳の色は、とても綺き麗れいだと思うぞ」

　宮野の頰ほおに、さっと赤みが差す。俺も思っていたことだった。彼女の目は、人を幸せにすることはあっても、不幸にすることなんかない。

「ツクモさん、一つだけ、お願いがあります。一度だけ、私も、桐きり島しま先せん輩ぱいみたいに、殴なぐって下さい」

　おいおい、いきなり何を言い出すんだ、このお姫さまは。

「お前には、それが必要なのか？」

　おいおい、真ま面じ目めに受けるのかよ。宮野は、はっきりと頷うなずく。

　次の瞬しゆん間かん、ツクモの拳こぶしが宮野の顎あごを捉とらえた。パシィ、乾いた音が響く。何度も喰くらったからわかる。あれは、痛い。宮野の体は大きく傾くが、なんとか堪こらえた。

「ご、ごちそうさまですっ！」

　そう言うと同時に、両方の目からまた涙が溢あふれ出だしてくる。ツクモはそっと体の位置を変えて宮野に向き直ると、小さく自分の膝ひざを叩たたく。貸かしてやる、仕く草ぐさでそう伝える。宮野は少し躊ため躇らってから、腰あたりに抱きついた。そして、子供のように泣き声をあげる。

　なんだ、ごちそうさまって。なんだ、この状況は。これじゃ、まるで。

「……修しゆ羅ら場ばだ」誰だれかが、俺の考えていたことを代弁してくれる。振り向くと、図書室に居合わせた生徒たちが遠巻きに俺たちを見ていた。一年生のアイドル二人が俺を取り合って喧けん嘩か、そんな有あり得えない勘かん違ちがいが生まれているのは明めい白はくだった。また面めん倒どうなことになりそうだ。

　その中から、ものすごい覇は気きを持った女生徒が歩み出てくる。さっきまで図書室にはいなかったはずの藤ふじ崎さきだった。なんで、こいつは、いちいち都つ合ごうの悪いところに居合わせるんだ。

「もう図書室に来ないでって、言ったわよね」

　俺の目の前に立ち、刺さすような声で告つげてくる。咄とつ嗟さに言い訳をしようとしたけど、出てきたのは「えっと、あれ、そう、うん、その」という、何が言いたいのかわからない繫つなぎ文もん句くのフルコースだった。藤崎が止とどめを刺すように呟つぶやく。

「……死ねば」

　後ろで、さらに大声になった宮野の泣き声が響く。ツクモが子供をあやすようにその頭を撫なでている。この曖あい昧まいで不安定でとびきり面倒な世界で、それでも皆、いっしょうけんめいに悩んで苦しんで生きているんだ。第二百十五訓くん、満みち月つきツクモと関わるなら、覚かく悟ごしろ。昨日きのう書き換えた教訓を胸に抱きながら、一いつ緒しよに泣きたいのを堪こらえた。







　満まん月げつ堂どうには香ばしい紅茶の香りが立ち込めていた。クルンが淹いれてくれた紅茶の匂においを楽しみながら、木の板を握り締め、二人の美女の会話に耳を傾かたむける。カウンターをテーブル代わりにして、神様とツクモが座っていた。

「リリエル、まさか、あの優等生が絡からんでいたとわね」

　昨日きのうの話を聞き終えた後、ラクアは険けわしい顔で呟つぶやいた。床にしゃがみこんでいた俺は、ラクアを見上げるようにして声を挟はさむ。

「知ってるんですか？」

「ええ。今いる天使の中でも特に優秀で、多くの神からも引っ切りなしに依い頼らいを受けてるわ。そういえば……あの子、『エグニル』を管理していたネアと仲良かったわね。まさかネアの奴やつの差さし金がねかしら。クビになった復ふく讐しゆうとか」

「お前たちの下らない相そう関かんはどうでもいい。天使の派は遣けんは決定したのか？」

　ツクモが冷たい声で呟く。ラクアは首を振って、大げさに肩を竦すくめて見せる。なんでだろう、この人の仕し草ぐさはいちいち古いアメリカのコメディみたいにわざとらしい。

「決算が近くて、忙しい時期なのよ。偉えらい奴やつらが幅はば利きかせて一度に何人も使ってるの。私みたいな下したっ端ぱには天使の使し役えき権けんはなかなか回ってこないわ」

「天使を使役するのも、優先順位みたいのがあるんですか？」

「そーよ。世せ知ち辛がらいでしょ」

　世知辛い。そんな言葉を神様には使って欲しくなかった。つんつんと、クルンの小さな指に肩をつつかれる。顔を向けると、手に貼はられたポストイットがあった。「ちゃんと押おさえてください」ああ、ごめん。仕草で謝あやまる。

「では、どうするのだ。あの魔ま人じんが力を取とり戻もどすのは時間の問題だぞ」

「そうね。クルンの写真を見た限りだと……今日きようの夜に顕けん現げんした時に片付けないと危ないわね。これ以上、力を取り戻させられたら止められなくなる。でも、安心して。ここまで証しよう拠こが揃そろっていれば特別許可が貰もらえるわ。あなたたちのお陰かげね」

　ラクアの手には携帯、そこにクルンが撮影した写メが写うつっている。どうやらこうなることを見越していたらしい。相変わらずデキるオコジョだ。ちなみにクルンは今何をしているかというと、入口付近で日曜大工の真まっ最さい中ちゆうだった。ゴミ捨て場から拾ってきたキャスターやら木の板やら自転車のチューブやらを使って、自動ドア化に再チャレンジしている。俺もそれを手伝っていた。両手で押えている木の板に、クルンが慣れた手つきで金かな槌づちを振り下ろす。

「特別許可、というのはなんだ？」

「こうなるだろうと思って秘密兵器を用意しておいたのよ。詳しよう細さいは、その時がくるまでのお楽しみ。私の勘かんに狂いはなかったわ」

「信用して、いいんだろうな」

「私を誰だれだと思っているの、この世界の神よ」

　うん、あんまり説得力がない。ツクモは少し間をおいてから、小さく頷うなずいた。

「いいだろう。八時に学校のグラウンドに来い、その秘密兵器とやらと一いつ緒しよにな」

「わかったわ。そうと決まったら、色々と準備しなくちゃね。クルン、紅茶、美お味いしかったわ」

　ラクアに呼びかけられ、作業を止めずに嬉うれしそうな笑顔で振り向く。ごん。金かな槌づちが俺の指先から僅わずか数ミリの場所に振り下ろされる。危ねぇ、お前もちゃんと見ててくれ。

「ああ、そうだ。シンちゃん、ありがとうね。きっと戻もどってきてくれるって信じてたわ。私、やっぱりあなたのこと結構好きよ」

　店を出ようと立ち上がりながら、ラクアは俺にも言ってくる。なんだか昨日きのうの葛かつ藤とうを見み透すかされていた気がして、照てれくさくなった。すかさずクルンが指でつっつく。「ズレてます、ちゃんと押おさえてください」ああ、悪い。仕く草ぐさでそれを伝える。

　ラクアが店を出ると、クルンは次の工程に移った。拾ってきたスケボーのローラー部分を、ドライバーで外はずしはじめる。何をどう組み合わせるつもりなのかはわからないけど、クルンの作業には迷まよいがなかった。よっぽどプランを練り込んでるんだろう。

　ツクモはカウンターで本を読みはじめる。しばらく無言でページを捲めくっていたが、ついに耐えられなくなったように顔をあげた。

「騒そう々ぞうしいな、お前たちはさっきから何をしている」

　クルンは嬉しそうに振り向き、ポストイットを手の甲に貼はって見せる。「自動ドア化のプランができました」そう書かれていた。褒ほめてください、そう言いたげに笑えみを浮かべる。それを見た途と端たん、ツクモの顔が顰しかめられた。

「自動ドア？　まだそんなことを言っていたのか。そんなもの必要ない」

　一いつ瞬しゆん、クルンの笑顔が固まった。それから、すぐに次のポストイットを書いて見せる。「冗談です。ちょっと、新しい発明を検けん討とう中ちゆうでした」クルン、お前、この自動ドアのプランを考えるのに何日費ついやしてたんだ……。

「下らん遊びも、ほどほどにしておけ」

　ツクモは冷たく言うと、また読書を再開する。クルンは、おそらくツクモの気分を害せずに済んだのが嬉しかったのだろう、ぱっと笑みを浮かべながらガラクタの片付けを始める。お前はなんて健けな気げなんだ。思わずクルンを抱きしめてやりたくなった。それにしても、何をどーするつもりだったのかが気になる。

　シン、とカウンターから名前を呼ぶ声がする。ツクモは顔を上げもせず、読書を続けたまま尋たずねてきた。

「話は聞いていたな。どうやら今夜は、危険な目に遭あわないという保障はできそうにない。来てくれるか？」

　ぱさり。紙が擦こすれる音が会話の間に挟はさまる。俺は、彼女のつむじを見つめながら答えた。

「あぁ。もう覚かく悟ごは出で来きてるよ」

　ぱさり。ツクモは何も言わなかった。顔を上げることもなかった。俺は一人、胸の中で繰り返す。第二百十五訓くん、満みち月つきツクモと関わるなら、覚かく悟ごしろ。あぁ、覚悟なら、もう出来てる。







　夜になり、俺たちは昨日きのうと同じように学校の部ぶ室しつ棟とうの前にやってきていた。神様はずいぶん先に来ていたようで、待ちくたびれたように欠伸あくびをしながら歩み寄ってくる。こういう仕し草ぐさもなんだかわざとらしい。

「やっと来たの。神を待たすなんていい度ど胸きようね」

　携帯を開いて時間を見る。ほとんど約束の時間ぴったりだった。あんたが勝手に早く来てただけだな。

「秘密兵器とやらは、どこにある」

「ちょっと焦あせらないの。とって置きなんだから、お披ひ露ろ目めするにはそれなりの演出ってのが必要でしょ？」

「手て間まをかけさせるな。さっさと出すものを出せ」

　脅おどし取とるような冷たい声、借金取りかお前は。ラクアは全まつたく気にせず、マイペースに演出とやらを始めた。部室棟の屋根を指差し、学芸会のようにわざとらしい声で叫ぶ。

「あ、あ、あれは何かしら？」

　とりあえず、このイベントを見ないと次には進めないらしい。仕方なくラクアが指差した方向を見る。部室棟の屋根の上、そこには、綺き麗れいな月が浮かんでいた。月をバックにして野の良ら猫ねこが一匹。あれか、と思いかけたが、本当に野良猫だったらしい。ぱっとどこかに逃げ出した。

「……で？」

　残ったのは、満月より少し欠けた月だけだ。何か舞台装置のトラブルでもあったらしい。イベントが発生しない。

「綺麗な月が出てるって教えてあげたのよ。情じよう緒ちよのない子たちね」

　ラクアは言い訳のように呟つぶやくと、咳せき払ばらいを一つして仕し切きり直なおす。今度は、大声で叫んだ。

「さぁ、出てきなさい。大天使フジエルっ」

　返ってきたのは、夜の沈黙。

　まだ舞台装置の不ふ具ぐ合あいは直っていないようだ。どうやら、秘密兵器というのは天使らしい。なんかツテでも使って天使を呼んできたんだろう。ラクアの予定では、部室棟の屋根に、月を背にして登場させるつもりだったのかもしれない。だが、肝かん心じんの天使はいっこうに現れない。

「ちょっと、何してんのよっ。おーい、フジエルー、ちゃんと練習したでしょー」

　もう演出もクソもない。ラクアは部室棟の裏手でスタンバっているはずの天使に呼びかける。そこで、やっと声が返ってきた。

「じょ、冗談じゃないわよっ。こんなの聞いてないわ。なんで学校なのよっ、しかも、よりによって、なんで、そいつらがいるのよっ」

　……ん。俺の頭の中にあるトラウマセンサーがぴくりと反応する。どっかで聞き覚えのある声だった。

「話したでしょ、『観かん測そく者しや』っていう制度があって、この世界の人間にやらせてるって。今回のあなたの仕事はそのサポートだって」

「そ、そいつらが『観測者』なのっ。そいつらが世界を守ってるっていうの、ふざけないでよっ」

　ひょこっと、部ぶ室しつ棟とうの裏から、黒髪の女生徒が顔を出す。

　あ、やっぱし。そこから出てきたのはクラスメイトの藤ふじ崎さき芳よし乃のだった。藤崎は観かん念ねんしたように部室棟の裏から歩み出てくる。

　その格かつ好こうは、見慣れた制服姿じゃなかった。私服だとしても普段の彼女からはとても想像できない、全身をずっぽり包むようなベンチコートを着ている。

「お前……フジ、エル？」

「こんな所でなにをやってる、図書委員」

　俺とツクモが、口々に言う。藤崎は無言で睨にらみ返かえしてきただけだった。ラクアが驚いている俺たちをほったらかして、つかつかと彼女に歩み寄る。

「ちょっと、なんで打ち合わせ通りやんないのよー。あんたがやりたいって言ったから付き合ったんじゃない。リハーサルまでやったのに、恥はじかいちゃったでしょ」

「な、なんのことかしら」

「ほら、決めポーズとかさんざん練習したじゃない。あのステッキはどうしたのよ、すっごい器用にくるくるって回してたやつ。決きめ台詞ぜりふもすっごい真剣に考えてたでしょ。なんだったっけ、『月の光に導かれ、愛と正義の扉とびらがひら──』」

「ちょ、余よ計けいなことベラベラ喋しやべらないでっ」

「なにが余計なことよー。あなただって、昨日きのうまでノリノリだったじゃない。私は天てん使し代だい行こうフジエル、とか言っちゃってさー」

「な、な、なに言ってるの。ひ、人ひと違ちがいよっ。あ、頭おかしいんじゃない？」

「ちょっと、神に向かってなんてこと言うのよっ。そんな天使いないわよ。ほら、なんでまたベンチコート着てるの。はやくそれ脱ぎなさいよ。ちゃんとコスチューム作ったでしょ、ゴスロリのフリフリのやつ。今出さないでどーすんのよー。あ、わかった、あれだと胸がないの目立つから嫌いやなんでしょ」

「だ、黙れっつってんのよ、このくそ女神っ」

　おお、普段の彼女からは想像できないくらいガラ悪い台詞が飛び出てきた。クラスの皆が知っていた藤崎芳乃は虚きよ像ぞうだったらしい。藤崎は怒ど鳴なるが、ラクアはまったく彼女の怒っている理由がわからないようだった。人には最低だの死ねだの散さん々ざん言ってたくせに、お前だって相当なイタ子ちゃんじゃないか。

　藤ふじ崎さきが隠かくれイタ子だってのはわかったけど、一つ根本的な疑問が残る。ツクモが先に尋たずねてくれた。

「図書委員が天使というのは、どういうことだ？」

「あーと、緊きん急きゆう時じのために『天てん使し代だい行こう』ってシステムがあるのよ。『観かん測そく者しや』と同じで、その世界に住んでる人間に天使の力を与えて協力してもらうの。ほら、私たち神が直接世界に関わるわけにはいかないじゃない。よっぽどのことがないと許可下りないんだけど、あなたたちが集めてくれた証しよう拠こが利きいたのね」

「そんな制度もあるのだな。それで、フジエルか」

「こんなことになるんじゃないかなっと思って、『天使代行』に任命できそうな正義感の強い子を探さがしてたのよ。だから、商店街をウロウロしてたってわけ」

「芸能界のスカウトマンみたいですね。なるほど。それで……フジエル」

「そんな時にね、重い荷物を持っていたお年寄りに声かけてたあの子がいたのよ。それでピンときたの。おまけにお金持ちだしね。もちろん、世界の危機が迫っているっていう話をしたら、すぐに引き受けてくれたわ。ねえ、フジエル」

「呼ぶなつってんだろっ！」

　それまではよっぽど優等生だったんだろう、ラクアは理解できないように首を傾かしげる。

　やっと状況が飲み込めた。持ち前の強い正義感から、その提案を断ことわれなかったのだろう。天使、という言葉にある種の憧あこがれがあったのかもしれない。コスプレとかなりきり遊びとかに憧れがあったのかもしれない。マンガとかゲームとか実はかなり好きなのかもしれない。こんな状況になってもいい子ぶろうとするから余よ計けいに恥はずかしいのだ。と、ズボンが引ひっ張ぱられる。見下ろすと、クルンが手に貼はったポストイットを見せてくれる。「あの人、かっこわるいです」ああ、そうだな。皆わかってるから言わなくていいぞ。

「そこのちっこいの、何こそこそしてるっ！」

　藤ふじ崎さきが目を吊つり上あげてクルンを指差す。子供に向ける顔じゃないな。クルンは俺のズボンを摑つかんだまま後ろに隠かくれる。ビビられてやんの。クルンのつぶらな瞳に見つめられて、藤崎は少し冷静さを取とり戻もどした。

「……もういいわよ。わかったわよ。やるしかないんでしょ。くっそ、でもタダであなたなんかに協力するの癪しやくだわ」

　くそ、とか優等生が言わない。もう真ま面じ目めな図書委員は壊かい滅めつ状じよう態たいだ。

「俺たちに協力っていうか、世界のためなんだけど」

「わかってるわよ、そんなことっ。あ、そうだ、いいこと思いついたわっ。協力する代わりに……デート一回させなさい」

　静まり返るグランド。

　何を言ってるんだ、大天使フジエル様は。

　体育の授業の時に聞いた、ケンちゃんの言葉が蘇よみがえってくる。嫌きらいは好きの可能性、大嫌いは大好きの可能性なんだ。いや、まさか、そんなわけないよな。宮みや野のやツクモとも同じようなシチュエーションがあったのを思い出す。きっと、その時と同じように何か勘かん違ちがいをしているんだ。でも、三度目の正しよう直じきって言葉もあるよな。いや、いくらなんでも。

「デートって、その、俺とか」

「んなわけないでしょっ。なんで、あんたみたいな根ね暗くらの天パとデートすんのよ。十万円もらっても願い下げだわ。あれよ……ほら、あんた、仲、いいんでしょ……その……久く堂どうくんと」

「おい、図書委員、シンは天パだが根暗ではないぞ」

　それフォローしてくれてんだよな。なぜかそう感じないけど。

　いや、そんなことよりも。藤ふじ崎さきの方をぽかんとした顔で見る。ぽかん、という表現を考えた人は詩人だと思う。どうでもいいけど。

「……お前、ケンちゃんのこと、好き、なのか？」

「シンちゃん、野や暮ぼなことを聞かないの」

　ラクアがすかさず言ってくる。藤崎は、さっきまでの激げき情じようは何ど処こへいったのか悔くやしそうに俯うつむく。ああ、こんなとこにも恋愛ジャンキーがいた。

「わかった。聞くだけ聞いてみるよ。でも、ケンちゃんが行かないって言ったらナシだからな」

「さぁ、やるわよっ。世界を守るために魔ま人じんをやっつけに行きましょう！」

　勢いよく部ぶ室しつ棟とうを振り返る。現げん金きんな天使もいたもんだ。

「待ってくれ。その代わり、俺も頼みがある。ケンちゃんとのことが上う手まくいったら、図書室の出で禁きんを解かい除じよしてくれ」

　なんで今そんなこと？　と言いたげな様よう子すで藤崎は顔を顰しかめる。お互たがい様さまだ。それは俺の高校生活にとって死活問題だった。

「わかったわ。交こう渉しよう成せい立りつね」

「話はまとまったようだな。では、仕事にかかろうか」

「ちょっと、何であんたが仕し切きるのよ。だいたい、あなた一年生でしょ、口の利きき方かたとかあるんじゃない。それにいっつも思ってたんだけど、その制服なによ」

　久しぶりに、教師たちですら口にしなくなった正論を告つげる。おお、なんか逆に新鮮だ。だが、ツクモはふんと鼻を鳴らし、一いつ蹴しゆうする。

「気のせいだ」

　がばいばあちゃんか、お前は。

「がばいばあちゃんみたいなこといってんじゃないわよ！」

　おお、かぶった。全然嬉うれしくねぇ。

　二人は何やら罵ののしり合いながら部室棟の中へと入って行く。苦にが笑わらいを浮かべる俺に、ラクアが近づいてきた。

「シンちゃん、ねぇ、私、ひょっとして人選間ま違ちがえたかしらね？」

「まぁ、ツクモよりは間違えてないと思いますよ……あれ、神様は行かないんですか」

「うん。フジエルにね、どうせ足あし手で纏まといだから付いてくるなっていわれたの」

「……まぁ、ツクモよりは間違えてないと思いますよ」

　もう一度繰り返したけど、フォローにはならなかったらしい。しゃがみ込んで地面を木の枝でいじいじやり始めたラクアを一人残して、俺たちは再び、部ぶ室しつ棟とうの奥に広がる迷めい宮きゆうへ足を踏み入れた。







　地下深くへと続く階段を降り、やがて分かれ道まで辿たどり着つく。壁に残っていたクルンのポストイットのお陰かげで、迷まよわずに昨日の道順をトレースすることができた。相変わらずデキたオコジョっぷりが発はつ揮きされてる。

「おい、図書委員。代だい行こうと言っても天使と同じ権利は持っているのだろうな」

　背後からツクモの声が聞こえてくる。当然よ、と藤ふじ崎さきが答える。ついでに、そんな名前じゃないわ、と付け足す。藤崎は落ち着きを取とり戻もどし、というか完全に開き直って、いつもの優等生に戻っていた。

　昨夜ゆうべの教きよう訓くんを生かし、俺も準じゆん備び万ばん端たんで望んでいた。必要なものを集めて鞄かばんにつめてある。今、手の中で通路を照てらしている懐中電灯もその中の一つだった。そのせいで先頭を歩く大たい役やくを申し付けられている。俺は、背後で険けん悪あくなムードを漂ただよわせている女たちに質問を投げた。

「天使ってのは、何ができるんだ？」

　ツクモが、そんな事も知らないのか、と言いたそうに鼻を鳴らす。いや、知るわけないだろ。

「天使は、この世界の認識を操作できる。その能力は『観かん測そく者しや』の比ではない」

「具体的にいうと認識力を消して空白ブランクにしたり、顕けん現げんした情報が消えないようにプロテクトを掛かけたりってとこね。もちろん、パンドラにもこの能力は使えるわ。私は代行だから、力を使うためには神から能力解放の許可をもらう必要があるけどね」

　その説明に、学校に突とつ如じよとして生まれた白い霧きりを思い出す。本当にそんな能力があるのなら、七なな不ふ思し議ぎの噂うわさに合わせて認識力を消すこともできただろう。そして、この巨大なパンドラにプロテクトを掛けることもできるはずだ。宮野が言ったとおり、リリエルという天使が暗あん躍やくしているのは間違いない。

「じゃぁ、この巨大なパンドラに刻きざまれているプロテクトの解かい除じよもできるのか？」

「今の状態ならね。でも、今回の事件を引き起こしたリリエルっていう天使は相当のやり手だそうよ。これを解除した所で無む駄だでしょうね」

「どういうことだ。天使にも能力の違いとかあるのか？」

「認識のプロテクトといっても、今掛かけられているのは単純なプロトコルよ。天使なら誰だれでも解除できる。でも、私が今これを解除したらリリエルはさらに複雑なプロテクトを展開するはずよ。おそらく、私には手も足もでないほど高度なやつを。知ち恵え比くらべでは向こうが上よ」

「なんだか……ハッカーみたいだな。それで、どうするんだよ」

「だから、知恵比べじゃなくて、単純な力比べに持ち込む」

「なるほど、『調ちよう停てい戦せん争そう』か」

　ツクモが、また仰ぎよう々ぎようしい単語を口にする。なんだよそれ、聞くとツクモはまた鼻を鳴らした。おいおい、君はそんなことも知らないのか。鼻息一つでここまで雄弁になれる奴やつも珍しい。うっかり素人しろうとがマニアたちの交流会に来てるぞ、そんな雰ふん囲い気きで言ってくる。

「天使同士の戦いのことだ。『調停戦争』を行おこなっている間は、天使はその他の能力を極きよく端たんに制限されると聞いている。私も、名前だけで実際にどんなものか見たことはない」

　お前も知らないんじゃねぇか。さっきの悔くやしい気持ちを返せ。

「ラクア様が仰おつしやるには、私がいればリリエルは必ず姿を見せるそうよ。そこを『調停戦争』に持ちこむ。私たちが戦ってる間は、このパンドラに掛かっているプロテクトは解除させられるでしょ。後は、あなたたちが魔ま人じんを弱らせて、洞どう窟くつごとパンドラを記録してしまえばいい」

　結局、戦うのは俺たちなのか、と不安になる。だが、手も足も出なかった昨日きのうと違ちがってクルンを当てることができればいいのだ。昨日の間ま抜ぬけな魔人が相手なら、なんとかなるだろう。

「でも、なんで、リリエルが必ず姿を見せるって言い切れるんだ？」

「彼女は、戦争マニアだからよ」

　そう呟つぶやいて、藤ふじ崎さきは皮ひ肉にくっぽく笑った。おいおい、大丈夫なのかよ。力比べでもなんとかならないんじゃないか。俺の心配を、ツクモが代だい弁べんしてくれる。

「図書委員、お前は天使になって何日目だ。本当に勝てるのか」

「そんな名前じゃないわ。ラクア様から『天てん使し代だい行こう』の資格をもらってから二日、力を使っていいっていう許可が下りたのは今夜が初めてよ。でも、安心しなさい。この二日間、私はラクア様と『調停戦争』を勝つために厳しい修しゆ行ぎようをしてきたわ。これだけは、誰だれにも負けない」

「なかなかいい表情だ。期待しているぞ、図書委員……いや、フジエル」

　漫画でよくある儀ぎ式しき。相手を認めた時に初めて名前を呼ぶように、ツクモは藤崎の二つ名を口にした。クルンはそのやり取りを聞いて、ぽんっ、と耳を出す。どうやら魂たましいに響いたらしい。

　藤崎は、きっぱりと答える。

「その名前で呼ばないで」

　視界が急に開ける。悪夢を見せ付けられた忌いまわしいドームへと辿たどり着ついた。

　踏み込んだ瞬しゆん間かん、姿を見つけるより先に魔人の声が響く。

「やはり、また来たな。この日をどれだけ待ちわびたかっ！　昔せき日じつの恨うらみを今こそ晴らしてやる！」

　まだ一晩だからな。待ちわびるほど経たってないからな。どんだけ気が短いんだよ。

　辺あたりを見回し、魔ま人じんの姿を見つけた。天井から差し込んでいる光、その中に昨日きのうと同じ姿の魔人が立っている。ただ一つ変わっていることは、ヤツのケツから生えている黒こく鳥ちようメアリーに包ほう帯たいが巻いてあることだけだ。

　横には、魔人の部下なのだろうか、黒い服を纏まとった魔女が立っている。いや、その姿には見覚えがあった。あれは魔女なんかじゃない、魔女のような天使だった。

「この時期だと、決算と重なってるから天使の派は遣けんは間に合わないと踏んでいたのだけどね。だから、わざわざこの世界を選んであげたのに。まさか……『天てん使し代だい行こう』なんて形だけの制度を使ってくるとは、おどろいちゃったわ。さすが、異い端たん児じラクア・ラクナといったとこかしら」

　ラクアは神様の中でも変わり者だったのか、と納得する。あの人が天使を借りる権力がないせいで世界が狙ねらわれたんだとしたら、とんだとばっちりだ。

「代行だと思って、甘く見ない方がいいわよ」

　藤ふじ崎さきは背後に手を回すと、三つ編みにしていた髪を解く。ばさりと長い黒髪が広がった。そして、彼女の武器なのだろう、コートの下からタロットのようなカードの束を取り出す。カードの背には魔ま方ほう陣じんのような絵え柄がらが刻きざまれていた。

「一つ、伝えておくわ。ラクア様から伝言を預あずかっているの。なんでこんなことをしたのか、あんまし興味はないけど報告書に書くから理由を聞いといて、だそうよ」

「それ、私に伝言っていうか……もうちょっと、嚙かみ砕くだいて話しなさいよ。まぁ、いいわ」

　リリエルはゆっくりと語り始める。クルンが俺のズボンを引ひっ張ぱり、手に貼はったポストイットを見せてくれる。「でました、悪あく役やくの語りです」ああ、そうだな。いちいち言わなくていいぞ。

「だいたいあなたたちが想像している通りよ。神々から追放されたネア様の復ふく讐しゆう。私は、ネア様のことが大好きだったから」

　その名前には聞き覚えがあった。満まん月げつ堂どうで『エグニル』の話を聞いたとき、ラクアが口にした名前だ。こいつも恋愛ジャンキーか、もうお腹いっぱいだ。

「ネア、確か『エグニル』を管理していた神の名前ね。彼が裏で糸を引いてるの？」

「いいえ、これは私の意思よ。今のあの人に、そんなバイタリティはないわ……『エグニル』の世界を管理している時、あの人は誰だれよりも魅み力りよく的てきだった。他の神よりも優れた世界を造る、ギラギラするような野心と情熱に溢あふれていた。彼の仕事を手伝うことが私の喜びだった。『エグニル』の民たみに技術を渡したのも世界の発展を望んだからよ」

　リリエルは胸に手を当て、自らの悲劇を訴うつたえるように告つげる。

「だというのに、理想世界のための研究に尽じん力りよくしてきたあの人を、上は磨すり減へった歯車を取り替えるように切り捨てた。クビになってからのあの人は、まるで生きる望みを失った廃はい人じんみたいになっちゃったわ。私には、見てられなかった」

　大変だったんだな。それはわかるけど、どうしても突つっ込こまざるを得ない。

　えらく人間っぽいな、火曜サスペンスのラスト三十分か。神がクビになったからって荒すさむなよ。もっと超ちよう越えつしてくれよ、神しん聖せいであってくれよ。

「天使のヒモになってる神なんてありえないでしょ！　私はね、彼に情熱を取とり戻もどしてもらいたいの。あの頃の魅み力りよく的てきだった彼に立ち直って欲しいの。だから『エグニル』を再興させたいのよ……正しよう直じき、ダルいけど」

　最後、余よ計けいなもんついたな。

　まぁ、なかなか素す敵てきな告白ではあった。胸を打たれる部分もあった。でも。

「……俺たちには、全まつたく関係ないじゃないか」

「細かいこと、気にするのね」

「全然細かくないっ、こっちは世界の存そん亡ぼうがかかってんだよ。俺たちの世界はただでさえ面めん倒どうで溢あふれてんだ、外から面倒ごとを持ち込むな」

「なんかネガティブな反論ね。まぁ。そっちにも言い分はあるけど、こっちにも理由はあるの。だから、全すべての世界に共通したルールで決めましょ。勝者が全てを手にし、敗者は全てを失うしなう。オール、オア、ナッシングよ」

　どこかで聞き覚えのある安っぽい英単語は、古いトラウマを呼び起こす。

「どちらにしろ、私たち『天使』が出会ってしまったら、やるべきことは一つしかないわ。始める前に一つだけ聞いていいかしら。あなたの名前。私はね、倒した相手の名前を記憶するのが趣味なの」

　リリエルが尋たずねる。途と端たん、藤ふじ崎さきの唇が恍こう惚こつとした笑えみを浮かべる。俺たちへの羞しゆう恥ち心しんより情熱が勝った瞬しゆん間かんだった。ばさり、と勢いよくベンチコートを脱ぎ捨てる。その下には、彼女が用意した天使としての衣装を纏まとっていた。

　それを見た感想は、たった一言。それが全てだった。

「……うわ、痛い」

　ピンク色のエナメルソール、白いハイソックス、白地をベースに黒いリボンのアクセントを散りばめたゴスロリファッション。眼鏡めがねをさっと外はずして、準備していたコンタクトをつける。

　ああ、これがお前の仕事着か。天使っていうより、魔ま法ほう少しよう女じよだな。

　藤崎は自分に酔い、シチュエーションに酔い、ノリノリで魔女に向かって告つげる。

「生あい憎にく、あなたに倒されるつもりはないけど、名前くらいは教えてあげるわ」

　すっと右手を垂直に持ち上げ、そのまま右に払う。

「私は、フジエル。『天てん使し代だい行こう』フジエルよ」
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　仕し草ぐさも、名乗るときの台詞せりふも、ずいぶんと堂に入ったものだった。今のけっこう練習してるよな。なんだかんだ言って、フジエルって名前気に入ってるだろ。

　クルンが俺のズボンを引ひっ張ぱる。「あれ、ないです」そう書かれていた。うん、もうアイツのことは、そっとしておこう。だって顔があんなにイキイキしてるし。

「さぁ、始めましょう『調ちよう停てい戦せん争そう』を。出てきなさい。私の可愛かわいいペット」

　リリエルが右手を広げる。呼びかけに応こたえるように、地面に黒い闇やみが広がったかと思うと、ドラゴンが這はい出でてくる。その姿は神話に語かたり継つがれている伝説の獣けものそのままだった。巨大な翼つばさを持つトカゲ、体の大きさは動物園で見た象ぞうよりも一回り大きい。思わず悲鳴を上げそうになる。

「安心しろ、シン。『調停戦争』はあくまで天使たちの戦いだ、あれに私たちが巻き込まれることはない。その逆も然しかりだがな。彼女の戦いを私たちが手助けすることはできない」

　つまり、あのドラゴンがどれだけ暴あばれても、俺たちには関係ないということだろう。ツクモは続けて呟つぶやく。

「だから、私たちは、私たちの戦いをはじめよう」

　ツクモが向き直った先、そこには、白はく鳥ちようの群れを従したがえた魔ま人じんが笑っている。その内の一羽は療りよう養よう中ちゆうだ。顔と声がいいだけに、果てしなく残念な気分になる。

　ドラゴンが現れた瞬しゆん間かんから、この世界に変化があった。壁から、天井から、そして魔人の体から、僅わずかに白い霧きりが陽炎かげろうのように立ち昇ってきている。おそらく、パンドラの認識を保護していたプロテクトが解かい除じよされたんだろう。

「その子の言う通りよ。あなたたちはその魔人を倒しなさい。私が『調停戦争』を行うのは、この女のプロテクトを壊こわすためなんだから。早くしないと、魔人が完全に力を取とり戻もどすわよ。そうなったら誰だれにも止められないわ」

「で、でも、お前、いくらなんでも、ドラゴンなんかと戦えるわけないだろ」

　リリエルの背後に控ひかえるドラゴンを見る。あれの相手をするには、自衛隊の要よう請せいが必要だ。

「心配いらないわ。言ったでしょ、私がラクア様とどれほど厳しい修しゆ行ぎように耐えてきたか。昨日きのうなんか、徹てつ夜やで模も擬ぎ戦せん争そうを繰り返したわ」

　手に持っていたタロットのようなカードを、一いつ斉せいに放ほうり投なげる。カードは散らばることはなかった。そのまま空中で一箇所に集まる。やはり、あれが藤ふじ崎さきの武器なのだろう。藤崎は束たばの中から無む造ぞう作さに数枚のカードを引き抜くと、その中の一枚を投げ捨てた。どんな効果があるのかわからないが、あんなカードでドラゴンを葬ほうむれるとはとても思えない。

　だけど、藤崎は不ふ敵てきな笑えみを浮かべ、余裕たっぷりに告つげる。

「天使のくせに、ドラゴンなんて悪趣味ね。知ってる？　この世界ではドラゴンは悪あく魔まの化け身しんなのよ。そんな醜みにくい生き物で、私のデッキに勝てると思っているの」

　ん？　突然、幼い日に聞き覚えのある単語が三さん半はん規き管かんを掠かすめた。

　リリエルの方を見る。気づかなかったが、魔女の手にも同じようにカードが握られていた。彼女の周まわりにも山やま札ふだが浮かんでいる。藤崎の声が響き渡る。

「さぁ、出てきなさい、セイレーン。それから、魔法を二つ場に伏ふせるわ。ターンエンドよ」

　突然、どこからか一ひと筋すじの光が差したかと思うと、ロープレとかに出てくるイメージそのままのセイレーンが降こう臨りんする。そして、場に伏ふせられる二枚のカード。

　ふ、ふざけんなぁっ！

　思わず叫びそうになった。何が『調ちよう停てい戦争』だ、ただのカードゲームじゃねぇか！　なにが戦争マニアだ、ただのゲーマーじゃねぇか！　なにがラクアの修しゆ行ぎようだっ、徹てつ夜やでカード遊びしてただけじゃねぇか！

「さぁ、ここは私に任まかせて、さっさと魔ま人じんを記録しなさい」

　うるせぇ、偉えらそうに言うな。戦い始めた二人の天使の口からは、リバースカードやら護ご封ふう剣けんやらと、聞き覚えのある単語が次々と出てくる。くそ、迫力満点でちょっと面おも白しろそうじゃねぇか。

　天使たちの会話を意識の外に追い出して、悠ゆう然ぜんと笑えみを浮かべている白鳥魔人に向き直る。もういい。この下らない夜を、さっさと終わりにしてやる。

「さぁ、我々も昨夜の続きといこうではないか。せっかくだ、我に屈くつ辱じよくを与えた愚ぐ者しやとして、その名を刻きざんでおいてやろう。貴き様さまの名を述べてみよ！」

　悪の幹かん部ぶ口く調ちようはそのままだった。呆あきれている俺の横で、ツクモが鼻を鳴らす。すっと右手を垂直に持ち上げ、そのまま右に払う。あれ、どっかで見た仕し草ぐさだ。

「私は、ツクモ。『観かん測そく者しや』満みち月つきツクモだ」

　冷たい声で告つげる。お前、地味に藤ふじ崎さきに対抗意識を燃やしてるだろ。ズボンがくいくいと引ひっ張ぱられる。見下ろすと、クルンが手に貼はったポストイットを見せてくれる。「かっこいいです」ツクモにだけ評価が甘すぎるぞ。

「もういい……ツクモ、記録できるように準備してくれ。クルン、いつものやつを頼む」

　教きよう訓くんを繰り返しながら、ツクモの前に立つ。第二百十五訓、満みち月つきツクモと関わるなら、覚かく悟ごしろ。クルンがまた手に貼ったポストイットを見せてくる。「遠慮はいりません」そう書かれていた。体から霧きりを出して、金色に輝く弾だん丸がんになる。

「もうお前を守ってくれるバリアはないぞ、魔ま人じん」

　そっとクルンを持ち上げる。遠慮するなといわれても、さすがに足あし蹴げにはできない。

「ふん、あの天使の力などもう必要ない。ただ利害が一致していただけ、我が力を取とり戻もどすまでの保険として利用したに過ぎん。昨日きのうの夜とは違ちがうぞ。本来の力とは程ほど遠とおいといえども力は戻ってきておる。貴き様さまらごときを葬ほうむるには十分な──」

　話を最後まで聞く気はなかった。何の合あい図ずも切きっ掛かけもなく、無む造ぞう作さにクルンを投げつける。物語の結末としてはあまりに退屈だけど、これが当たればクライマックスだ。

「まだ話の途中だ。無ぶ礼れいであるぞ、小こ僧ぞう」

　魔人が手を翳かざす。その瞬しゆん間かん、空間に穴が開いたかのように丸い歪ゆがみが発生した。オイルに反射した光のように、何もない空間がゆらぐ。半径一メートルほどの円い歪みが、物理法則を屈くつ服ぷくさせる。それはまるで、空気の盾たてだった。

　盾が現れたのは、クルンが跳とんでいった線上だった。パンドラを修しゆう正せいする弾だん丸がんは見えない盾に阻はばまれ、明後日あさつての方向に弾はじき飛とばされる。

「我が能力の一つ、防ぼう御ぎよの術だ。今はまだわずかな範囲しか守れぬが、あらゆる攻こう撃げきを跳はね返かえす。もはや我に死角はない。さぁ、弁当の中のリンゴが時間が経たちすぎて変色してしまっていたくらいの失望を味わうがいいっ！」

　長いうえに、わかりにくいよ。背後で、ツクモも相手を嘲あざけるように鼻を鳴らす。

「弁当に入れる前に、塩水につけないからだ」

　そんな突つっ込こみはいりません。

　心の中だけで言ってから、駆け出す。目指すは魔人の盾によって弾かれたクルン。攻撃は外はずれたが、俺の頭の中には希望が生まれていた。防ふせいだということは、当たれば有効だってことの証明でもある。昨日と違って効果が無いわけじゃない。

「諦あきらめが悪い者たちだな。何度やっても無む駄だだが、何度もやらせてやるほど寛かん容ようでもないぞ。踊おどらせてやろうではないか、まずは、我が前にひれ伏ふすがいい」

　次の瞬しゆん間かん、魔人の手の中に光こう弾だんが生まれる。昨夜ゆうべのようなシャボン玉の動きではなかった。矢を射るようなスピードで放はなたれる。

　咄とつ嗟さに横に跳とぶが、完全には避よけ切きれなかった。光弾が足の付け根に減めり込む。

　太ふと腿ももに巨大な石がぶつけられたような激げき痛つうが走る。わぎゃ。南国の野鳥が飛び立つような、とても自分のものとは思えない悲鳴が出た。

　堪たまらずその場所にひっくり返る。見ると制服のズボンに穴が開いており、むき出しになった肌にはハンマーで殴なぐられたような内出血の痣あざができていた。

　噓うそ、だろ。なんだよこれ、冗談じゃねぇほど痛いぞ。

　痣の箇所に触れると、極ごく太ぶとの釘くぎが刺ささったような激痛が走った。目に涙が滲にじむ。

「まだ、貴き様さまを殺すほどまでに力は戻もどっていないようだ。だがな、昨日きのうの屈くつ辱じよくの借りを返すには程ほどよい苦痛であろう」

　立ち上がろうとしたところで、今度は腹に衝しよう撃げきが走る。二撃目が打ち込まれていた。光こう弾だんは脇わき腹ばらを抉えぐるように減めり込こんでから、搔かき消きえる。ぐぎゃ。南国の鳥が再び飛び立つ。

　とても耐えられる痛みじゃない。アクション映画に出てくる銃じゆうで撃うたれたスタントマンのように、体を捻よじりながら倒れる。

「シン、無ぶ事じか？」

　抑よく揚ようのない声がする。近づいてくるツクモに、大声を投げ返した。

「ツクモっ、くるな」

　俺でさえ避よけるのが困難なんだ、運うん動どう音おん痴ちのツクモは的まとになるようなもんだろう。こんな痛み、耐えられるわけがない。

　見上げると、魔ま人じんはこちらに手の平を向けて笑っていた。その手の中に、再び光弾が生まれている。使い古されているどころか、シンプル過ぎるとさえ思える力だ。だけど、どんな時だってそうだ。イレギュラーな状況さえ起きなければ、シンプルなものは強いのだ。

　歯を食いしばり、再び立ち上がる。そして、クルンを目め掛がけて駆け出す。俺の背後、一いつ瞬しゆん前までいた場所を光弾が通り過ぎた。止まれば、やられる。強きよう迫はく観かん念ねんが頭に刷すり込こまれる。

　クルンの方も、オコジョモードに戻もどって俺に駆け寄ってくる。俺の胸に飛び込むようにジャンプすると、空中で弾だん丸がんへと変わった。おぅ、ナイスだ。駆かけ抜ぬけ様ざまにクルンを摑つかみ、そのままの勢いで投げつける。

「何度やっても無む駄だだ、そう言わなかったか」

　魔ま人じんは手の平を、跳とんでくるクルンに向ける。見えない盾たてが現れ、クルンを的まと外はずれの方向に弾はじき飛とばす。腕がスライドされ、手の平は再び俺に向けられる。

　シンっ、背後でツクモが名前を呼んだ。その声が、俺に覚かく悟ごを思い出させる。反はん復ぷく横よこ跳とびのように勢いよく右に跳んだ。さっきダメージを受けた太ふと腿ももと腹が痛むのを、ぐっと堪こらえる。すぐ横を光弾が通り過ぎた。なんとか被ひ弾だんを避ける。

　その瞬しゆん間かん、いくつかのコツを体が理解する。痛みと共に手に入れたのは、微かすかな希望だった。

　光弾が生まれてから放はなたれるまで、僅わずかなタイムラグがある。タイミングさえ合わせれば躱かわせる。頭の中に浮かんできた弱気な教きよう訓くんを、覚悟の拳こぶしで握にぎり潰つぶす。

　第六十六訓、生きるのに必要なのは根こん性じようじゃない、器用さだ。違ちがう、根性が必要な場面だってある。

　第百二訓くん、痛いは体のアラーム、怖いは心のアラーム、感じたらすぐに逃げ出すこと。違ちがう、どんなに痛くても、怖くても、逃げちゃいけない場面だってある。

　教訓が全すべて正しいとは限らない。いや、おそらくそれは平へい穏おんを守るという意味では正しい。でも、生きていくためには平穏よりもっと大切なものがある。

　世界なんてどうでもいい。神なんてどうでもいい。でも、ツクモにはかっこ悪いところは見せられない。くそっ、姉が、ケンちゃんが、宮みや野のが藤ふじ崎さきがリリエルが、恋愛ジャンキーどもが手て招まねきしている。ウェルカーム、この面めん倒どうで素す晴ばらしき場所へ。

　おっし、行ってやろうじゃねぇか。

「ツクモっ、お前はそこで見てろっ」

　振り向かずに叫ぶ。間かん髪はつおかずに左に跳とぶ。

　体が、親おや父じに鍛きたえられていた頃の俊しゆん敏びんさを取とり戻もどしていく。右に跳ぶ、光こう弾だんが通り過ぎる。

　俺が避よけて時間を稼かせいでいる間に、オコジョモードになったクルンが駆け寄ってくる。ここまでくれば根こん競くらべだった。奴やつの攻こう撃げきを躱かわし、クルンを投げる。どちらか先にミスをした方の負けだ。魔ま人じんは盾たてを生み出して攻こう撃げきを防ぐ。その顔に、さっきまでの余裕はなかった。やれる、拳こぶしの中に、揺ゆるがない自信が生まれる。

　神やら天使やら魔人やら仰ぎよう々ぎようしい名前が次々と出てきたせいで、だんだん『月げつ光こう文ぶん庫こ』の主人公が乗り移ってきたのかもしれない。けど、俺はやっぱり悲しいくらいだたの人間で、現実は物語のようにドラマチックにはできていなかった。魔人が呟つぶやく。

「ふん、もう貴き様さまの見苦しい踊おどりも見飽きたな。止まれ」

　忘れていた。魔人の術に、それ、があることを。体が金かな縛しばりに遭あったように、ぴくりとも動かなくなった。オセロのように、希望と絶望があっけなく入れ替わる。

　魔人がゆっくりと近づいてくる。体の自由を奪うばわれた俺には、それをただ見ることしかできなかった。すでに勝利を確信した魔人が目の前に立ち、鼻先に手を翳かざす。

「いくら力が戻もどってないとはいえ、この距離から打てばどうなるかイメージできるであろう。コントで勿もつ体たい無ない使われ方をした西瓜すいかのように、無む残ざんに潰つぶれるがよいっ！」

　体が震ふるえる。声が出ない。イメージは簡単に浮かんできた。鼻が曲がり、歯は砕くだけ、目がつぶれ、天パは変わらない。コントの西瓜みたいに潰れた俺の顔。おそらく、変わり果てた自分の顔を鏡かがみで見ることはないだろう。本当に死んでしまう。

「光栄に思うがいい。貴き様さまが、この世界で最初の『エグニルの魔人』による生いけ贄にえである」

　魔人が、死を宣告する。

　やっぱり、抗あらがってみたところで、教きよう訓くんは正しい。第三訓、過ぎた欲望には人を殺す力がある。第百四訓、慣れない事をするとすぐボロがでる。第六十四訓、好奇心は人を進歩させるかもしれないが、過ぎた好こう奇き心しんは人を殺すことができる。

　目を閉じる。恐怖が体を支配する。逃げ出すことも震ふるえることさえもできない。

　金かな縛しばりのお陰かげでツクモに無ぶ様ざまな姿は見せずに済むな、この状況になっても、そんな狂った考えが浮かぶ。

　次の瞬しゆん間かん、横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきが体を突つき飛とばした。

　真ま横よこに吹ふっ飛ばされ、床に転ころがる。イメージしていたより遥はるかに軽い衝撃だった。顔は潰つぶれていない。金縛りはまだ続いて首から下は動かない。そっと目を開ける。

　ツクモが、俺を見下ろしていた。ああ、そうか。こいつが横から突き飛ばしてくれたのか。

「シン、さっきから何のつもりだ」

　何のつもりだって。俺は、これでも精せい一いつ杯ぱい、お前のために戦ってんじゃないかっ。いや、そんなことよりも、

「ツクモ、後ろっ」

　魔ま人じんがツクモに手の平を向けていた。

　俺の警けい告こくは、既すでに手遅れだった。ツクモが振り向いた瞬間、光こう弾だんがその肩を直撃する。衝撃が突き抜け、ツクモは体を大きく仰のけ反ぞらせた。

　数秒の間、時間が止まったような沈黙があった。そして、ツクモは

　何事も無かったかのようにぴんと背せ筋すじを伸ばした。

　え。思わず、呟つぶやく。

　表情は全まつたく変わらなかった。悲鳴どころか呻うめき声ごえ一つ聞こえなかった。不発だったのかと思ったけど、ブラウスの肩が破やぶれ、白い肌の上に思いっきりハンマーで殴られたような痣あざができている。俺が喰くらったものと同じはずだ、痛くないわけがない。それなのに、ツクモは平へい然ぜんと、鼻を鳴らして笑った。

「こんなもので、力が戻もどってきたなどとよく言えたものだな」

　魔人は再び光弾を放はなつ。今度は足だった。靴下が破やぶれエゲつない音が響くが、ツクモは平へい然ぜんとしている。もしかしたら、『観かん測そく者しや』には、まだ俺の知らない特とく殊しゆな力があるのかもしれない。

「貴き様さまは一つだけ、勘かん違ちがいしているようだから言っておく。『観測者』はこの私だ、甘く見るな」

　ゾクリとするような冷たい声に、魔人がたじろぐ。不良たちを震え上がらせた視線は、魔人にさえ効果的らしい。

　そこで気づいた。ツクモの目め尻じりに涙が浮かんでいる。

　やっぱり能力なんかなかったんだ。痛くないわけがない。あいつは、ただ、耐たえたんだ。得とく意いの強がりと意い地じっ張ぱりで、我慢しているだけなんだ。ああ、さっきまで叫んでのた打ち回っていた俺が馬ば鹿かみたいじゃないか。

　魔人の注意は、一瞬にして俺からツクモに移る。

　ツクモがそっと右手を横に翳かざす。その手に、横から駆け寄ってきたオコジョが飛び乗る。クルンはツクモの手に甘えるように額ひたいをこすりつけた。そして、体から霧きりを吐はき出だして、手の中で金色の弾だん丸がんに変わる。

　魔ま人じんとツクモの距離は近い、俺がさっきまで投げていた間ま合あいの半分もない。さすがに魔人の顔に警けい戒かいが宿やどった。ツクモがクルンを振りかぶる。

「ばかっ、やめろ」

　咄とつ嗟さに叫ぶ。どれだけ距離が近くても、ツクモにはアドバンテージにならない。この奇き跡せきのノーコンが当てられるわけがない。だけどツクモの顔には余裕の笑えみが浮かんでいた。その底抜けの自信はどこからやってくるんだ。

　ツクモの不ふ敵てきな自信は、魔人には脅きよう威いに映うつったらしい。目の前に盾たてを展開し、思いきり背後に跳とんで間合いを開いた。

「ふん。仕し切きり直なおしというわけか、いいだろう」

　ツクモは勿もつ体たいつけるように言ってから、振りかぶったクルンをそのまま下ろす。いや、初めから投げるつもりなんかなかったんだろう。つくづく感心させられる。満みち月つきツクモは、ハッタリの天才だ。

　と、自分の体に自由が戻もどっていることに気づく。金かな縛しばりが解とけたのは、あの魔人が盾を展開した瞬しゆん間かんだ。防ぼう御ぎよの術とやらは他の術と一いつ緒しよには使えないらしい。

「いいか、シン。お前が、どんな気持ちで覚かく悟ごをしたと言ったのかはわからない。だがな、覚悟とは耐え忍しのぶものばかりではないぞ。私は、お前にそんなものは望んではいない」

　ツクモが、相変わらず何を考えているのか読めない声で言ってくる。

「私はお前に、パートナーになってくれと言った。だがな、守ってくれなどと頼んでいない。お前の背中が見たかったわけではない」

　何を言ってるんだ、こいつは。あれだけ手伝えって言ったくせに、今いま更さら何を言ってんだよ。俺はお前との約束を守るために、お前を守るために、必死でやってんだろ。

　俺の気持ちを見み透すかしたように、ツクモの声が続く。

「私はな、今までパンドラを記録するのが面めん倒どうでならなかった。だが、お前と共にパンドラを記録した日々は、悪くなかった。それは同時に私を不安にさせたのだ。私にとって、あの店で本と共に過ごす時間が何よりも大切なものだった。あの店の他に大切なものができることが怖かった。母のように、別の何かのために店を捨てる日がくるかもしれないことが怖かった」

　ツクモが母親の名前を呼ぶたびに感じた、締め付けるような切せつなさを思い出す。風か邪ぜで寝込んだツクモを見舞いにいった時、ママ、と子供のように寝ね言ごとを呟つぶやいたのを思い出す。ツクモにとって母親は、羨せん望ぼうであると同時に、失望なんだろう。

「だが、お前は、あの店をいい場所だと言ってくれた。一人だけで守る必要はないと言ってくれた。お前がいるならば、変わっていくことも怖くない」

　体ごと振り向き、手を出してくる。

「シン、共にゆこう」

　ああ、そうか。

　自分の勘かん違ちがいに気づく。俺は、覚かく悟ごの仕方を履はき違ちがえていたんだ。ツクモを守るつもりでいた。強がりで意い地じっ張ぱりで負けず嫌ぎらいで、運うん動どう音おん痴ちでドジで自分勝手で不ぶ器き用ようなこいつを、守ってやるつもりでいた。でも、満みち月つきツクモは誰だれかに守られるようなタマじゃない。知ってたはずだ。そんなことを望まない奴やつだってのもよくわかってる。必要なのは、彼女と共に歩むための覚悟だ。一いつ緒しよに無む茶ちやをやるための覚悟だ。

　差し出されたツクモの手を取った。ツクモが俺を引ひっ張ぱり上あげ、立たせてくれる。握り締めた手は、びっくりするくらい冷たかった。

　話を聞いていて寂さびしくなったのだろう、ツクモの手から弾だん丸がんが転ころげ落おち、人間の姿に戻もどる。よっぽど慌あわてたのか、尻しつ尾ぽも耳も飛び出したままだ。

　ツクモはクルンの頭の上に手を置くと、もちろんお前も一緒だ、と囁ささやく。クルンは嬉うれしそうに目を細め、ゆさゆさと子犬のように尻尾を振る。

　クルンは手にポストイットを貼はり、俺に見せてくれた。「心こころ遣づかいはいりません」続いて二枚目を書いて貼り付ける「蹴けってください」俺は頷うなずき返かえす。そうだよな、お前だって一緒に戦ってるんだ。気を遣って本気でやらないのは、違うよな。

「最後の別れは済んだか。ならば、死ぬがいい」

　白はく鳥ちよう魔ま人じんが、いかにも悪あく役やくっぽい台詞せりふを吐はく。クルンが再び弾だん丸がんモードに戻もどる。

「ツクモ……あいつは、盾たてと他の攻こう撃げきを同時にできない。翻ほん弄ろうすれば必ず隙すきができる。俺たちが距離をとっていれば、同時に金かな縛しばりを受けることもない」

「なるほど、攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよか。名言だな」

「問題は、どうやってクルンをぶつけるかだ。正確に弾丸の軌き道どうが予測できるみたいだからな」

「簡単だ。奴やつの予測を、上回ってやればいい」

　それができないから苦労してるんじゃないか。そう思うが、口に出さなかった。その言葉がツクモらしかったからだ。

　ふと、ツクモの背後の景け色しきが目に入る。そこでは、まだ魔ま女じよと魔ま法ほう少しよう女じよが戦っていた。

　リリエルの前にはゴーレムが、藤ふじ崎さきの前には白はく銀ぎんの鎧よろいを纏まとった騎き士しが二体いる。二人は、額ひたいに汗を滲にじませながら、大きな声で叫びあっていた。

「まだよっ、『白銀の騎士』二体を融ゆう合ごうさせ、『皇帝騎士クラウンナイト』を特とく殊しゆ召しよう喚かんするわっ！　これなら『アイアンゴーレム』を貫つらぬけるっ！」

「甘いわ、子猫ちゃん。そんな素人しろうと臭くさいコンボなんかお見通しよ。罠トラツプカード発はつ動どうっ、『銀ぎん嶺れいの吹雪ふぶき』、このカードの発動により、特殊召還されたモンスターは三ターンのあいだ攻撃できないわ。せいぜい、立りつ派ぱな壁にすることねっ」

「くそっ！　よく読んでたわね。さすが、歳としの功こうってことかしらっ。ターンエンドよ」

「歳の功ですってぇ、負まけ惜おしみもいい加か減げんにしなさいよ、この貧ひん乳にゆう小こ娘むすめっ！」

「いま、胸の大きさ関係ねぇだろっ！　さっさとカード引けっ！」

　なんだかよくわからない言語が飛とび交かっている。あっちはあっちで熱いようだ。

　と、一いつ瞬しゆんだけ藤ふじ崎さきと目が合った。その目はこう言っていた。さっさと、ケリつけなさいよ。ああ、わかってる。

　ゆくぞ、ツクモの声が俺の意識を引ひき戻もどす。言うと同時にクルンを投げてくる。

　おいっ、思わず声をあげた。今のフォームでどうやったらそうなるんだっ、パスは叫びたくなるくらい有あり得えない方向に飛んでいく。

　ノーコンにもほどがある、全まつたく予測できない軌き道どうだった。俺は思い切り跳とんでなんとかクルンをキャッチする。よくとれたな、俺。あらゆる位置のボールに反応できるように鍛きたえてくれた親おや父じのおかげだろう。

　ん。と閃ひらめくものを感じる。予測できない軌道。

　そうか、いける。

　俺たちなら、いける。

　クルンをツクモに投げ返す。そして、駆け出した。魔ま人じんの手の平が俺を向く。頭の中で繰り返す。止まるな、動き続けろ。魔人の放はなった光こう弾だんが体を掠かすめて通り過ぎる。

　ツクモが、クルンを投げ返してくる。全神経を集中させる。視界がレーダーを張はり巡めぐらせたように広がる。まるでコーナーキックだ、あらゆるポイントにボールが飛んできても対応できるように感かん知ち網もうを広げる。ツクモの投げた弾たまは、またも有あり得えない位置に飛んできた。痛む足を瞬しゆん発ぱつ的てきに動かし、クルンに追いつく。間かん髪はつ置かずに投げ返す。

　魔人の顔がわずかに歪ゆがんだ。ツクモの投げる弾に奴やつの目が追いつかなかったのだ。

　俺たちはデコボコだけど、いいパートナーだ。凸おうと凹とつの字のようにお互いの足りないものを埋め合うようにできている。

　ツクモの次のパスが、絶ぜつ妙みような位置に飛んできた。魔人の反応が追いついていない。ツクモのパスは強風に流されたように前方に流れている。フットボール特集のハイライトに取り上げられるようなスーパーアシスト。だけど、スーパープレーはこれで終わりじゃない。

　全力で駆ける。手を伸ばしても届かない。でも、右足なら追いつく。体の正しよう面めん、落ちてくるボール、まさに理想的だった。踏み切り、空中で体を捻ひねる。親おや父じ、感謝するぜ。ガキの頃から全すべてを奪うばわれて、代わりにこればっかりを叩たたき込こまれていた。クルン、ごめんな耐たえてくれっ。

　インステップで擦こするするようにしてボレーシュートを放はなつ。

　魔人が攻こう撃げきを止め、盾たてを展開する。だが、それは全まつたく的まと外はずれな場所に生まれていた。予測を上回るツクモのノーコン、そして、それに追いつくことができる俺の昔とった杵きね柄づか。魔人は顔を歪ゆがめ、素す早ばやく体を屈かがめる。超能力で止めるのを諦あきらめ、体を動かして避よける。

　予想通りだった。俺は、呟つぶやく。

「それ、落ちるぜ」

　断言していい。このボールが蹴けれるのは、ウチの高校のサッカー部にはいない。

　魔ま人じんへと向かっているオコジョの弾だん丸がん。それがいつもとは違ちがう縦たての回転を描いている。強きよう烈れつなドライブの掛かかった弾丸は、わずかにブレながら下に落ちる。それは、屈んで避けようとした魔人の顔を的てき確かくに捉とらえた。

　右手を振り上げる。顔面に直ちよく撃げきしたのは出で来き過すぎだ。

　魔人の顔が一いつ瞬しゆんで白い霧きりに包まれる。まるで燃えているようだった。跳はね返かえったクルンは瞬時に人の姿を取り戻す。小動物さながらの身軽さで体を回転させ、着地、と同時に前のめりに倒れた。ああ、ごめん、クルン。痛かったよな。俺はすぐにクルンの元へ駆け寄る。

「馬ば鹿かなっ、我わが野望が、こんなところで潰ついえるというのかっ！」

　顔を失った魔人が、低い声で叫ぶ。どっから声を出してんだ。

　まさか、と思って視線を落とすと、代わりに喋しやべってたのは白鳥の方だった。へぇ、そんなことも出来んだな。今いま更さらどうでもいいけど。

「だがな、覚えておけっ。『エグニル』の生き残りは、我だけではないっ。我が──」

　白鳥たちは最後まで徹てつ底ていして悪の幹かん部ぶ調ちようを貫つらぬいて、お手本のような捨すて台詞ぜりふを叫び始める。それに被かぶせるように、凛りんとした声が響いた。

「世界の変化を確認。これより対象の記録を保存する……レコード開始」

　ツクモが本を開き、手を真っ直ぐに伸ばして告つげる。

　次の瞬間、周囲の景色が光に化ばけた。

　まるで蛍ほたるの大たい群ぐんの中にいるようだった。壁が床が天井が、次々に光の粒りゆう子しへと変わっていく。そして、光の粒は銀河系のように渦うず巻まきながら、ツクモの持つ本の中へと吸い込まれていく。

　崩ほう壊かいするパンドラ。舞い踊る光の中で、魔人はまだ喚わめいていた。白鳥が一羽ずつ、断だん末まつ魔まの中で光へと還かん元げんされて消えていく。

「我が同どう胞ほうが、かならぷ」

「復ふく讐しゆうを、はたしぺ」

「くれぶ」

　ちゃんと聞いてやりたい気もするけど、残念ながら動き出した光は止まらない。最後の一羽として残された黒こく鳥ちようメアリーが、遠とお吠ぼえのように、一ひと際きわ大きな声で叫ぶ。

「覚えておくがいい！　『エグニル』は永遠だっ！　我々は必ず戻もどってくぷっ！」

　そして、全すべてが光へ飲み込まれる。魔人の存在はこの世界から完全に消去された。

　光の奔ほん流りゆうに包まれるツクモ。その姿は、彼女の回りを、無数の妖よう精せいが光を撒まきながら飛とび交かっているようだった。魔ま法ほうのように、絵画のように、その景け色しきは俺の目に焼きついた。綺き麗れいだった。それだけで、今晩味わった苦痛と面めん倒どくささの報ほう酬しゆうを受け取ったように思えた。

　シン、次を取ってくれ。ツクモが告つげる。どうやらパンドラが巨大過ぎて、一冊では書き切れないらしい。クルンがよろよろと立ち上がり、背負っていたリュックから白紙の本を取り出す。俺はそれを受け取ると、急いでツクモに手渡した。

　近づいたのをいいことに、すぐ傍そばで『観かん測そく者しや』の手元を見る。ツクモの手の中で、光たちが次々と言葉に変わっていた。本に吸い込まれた光はインクになり、インクリボンが往復するように物もの凄すごいスピードで白い紙に文字を書いていく。ページは風に吹かれるように勢いよく捲めくれ、物語が出で来き上あがっていく。俺は吸い込まれるように、その光景に見入った。

　小こ気き味みのいい音を立てて、勢いよく本が閉じられる。気がつくと、俺たちは狭せまい部室の中に立っていた。巨大なドームも、迷めい宮きゆうのような洞どう窟くつも、魔人の姿もどこにもない。もう何年も使われていない部ぶ室しつ棟とうの一室だった。

「なんとか、終わったようね」

　藤ふじ崎さきが近づいてくる。いつの間にかベンチコートを羽は織おり、眼鏡めがねに戻もどっていた。さっきまでのことは何もなかったかのような澄すましっぷりだ。

「リリエルは？」

　見回すが、どこにも魔女のような天使の姿はない。

「魔人が負けた途と端たん、サレンダーして逃げ出したわ。もうちょっとで私が勝つところだったのに。初うい陣じんが反はん則そく勝がちとは締まらないわね」

　藤崎はずいぶんと汗をかいており、息も切れ切れになっていた。ちなみに声も枯かれている。彼女は彼女で、熾し烈れつな戦いを繰り広げていたのだ。

　部室棟から外に出ると、ベンチでラクアがうたた寝していた。緊きん張ちよう感かんねぇな、この人は。

「私が『天てん使し代だい行こう』を受け入れたのはね、神様があんまりにも頼りなかったからよ。わかるでしょ」

　藤崎は疲れを見せつけるように笑う。俺は心の底から同意して頷うなずいた。

「あなたのことは嫌きらいだけど、まぁ、今日きようはちょっとかっこよかったわ。図書室に入るの許してあげる。その代わり……久く堂どうくんのこと、頼んだわよ」

　藤崎はそう言ってから、ラクアの座るベンチに近づいていく。眠りこけている神の頰ほおを軽く叩たたき、終わったわよ、起きなさい、と優しく声をかける。天使というのも大変だ。なんだかんだいってラクアと藤崎は気が合うのだろうと思う。起きろっつってんの、あ、飯めし？　寝ぼけてんじゃねぇよ。いや、そうでもないかもしれない。

「シン、私たちも帰るぞ」

　部室棟から、遅れてツクモが出てくる。その手はドアノブを摑つかんだままで、全身が頼りなく揺ゆれていた。理由はすぐにわかる。ツクモの足が腫はれ、少し引きずられていたからだ。俺も攻こう撃げきを受けた箇所はズキズキと痛んでいるけど、ツクモの足は特に酷ひどそうだった。

「その足、大丈夫か」

「問題ない」

　ツクモは冷たい声で言うと、そっとドアノブを手て放ばなして踏み出そうとする。そして、思いっきりこけた。後から出てきたクルンが、慌あわててツクモに駆け寄る。

「全然、問題なくねぇだろ。こういう時くらい、意い地じ張はるなよ」

　俺は歩み寄ると、ツクモの前にしゃがみ込む。乗れよ、そう言って背中を差し出す。

「……そこまで言うなら、仕方ないな」

　相変わらず可愛かわいくねぇ。ツクモを背負って立ち上がる。ツクモの体は、思ったよりずっと軽かった。すぐ傍そばから、柑かん橘きつ系けいの香水のいい香りが漂ただよってくる。

　背負うのって、意外と密着するんだな。当たり前のことに今いま更さら気づく。すぐ傍そばにツクモの体温を感じる。息いき遣づかいを感じる。身じろぎ一つが伝わってくる。

　ゆっくりと歩き出すと、クルンが、ちょこちょこと後ろから付いてきた。
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「シン、汗あせ臭くさいぞ」

　あれだけ走ったんだ、汗くらいかいたっていいだろう。そうは思うけど、余裕のない俺は咄とつ嗟さに口にしてしまう。

「あぁ……悪い」

　おんぶしてやってるのは俺だし、悪くなんかないはずなのに、不ふ条じよう理りだ。

　突然、ツクモの髪が頰ほおに触れた。ツクモが俺の方に顔を倒したからだ。きっと、疲れたんだろう。ツクモの顎あごが俺に肩に乗っかっている。振り向けば、すぐそこにツクモの顔がある。だから、必死でその重みに気づかない振りをした。

「シン、汗あせ臭くさいぞ」

「じゃぁ、こっちに顔を近づけんなよ」

「汗臭いが、不快ではない」

　ツクモは、もう一度呟つぶやいた。その声は、いつもと違ちがって少しだけ温あたたかかった。

　夜空には、初めてパンドラの事件と遭そう遇ぐうした時と違って、欠けた月が浮かんでいた。ツクモのことを少しだけ知った今なら、彼女には満月よりも今こ宵よいの月の方が似に合あってるような気がした。欠けているのに満ちているふりをする、不完全な満月。

　ツクモが背後でもぞもぞと動き、俺と同じように夜空を見上げる。それから、耳元で、囁ささやくような声がした。

「シン、なにを考えている」

　言えるわけがなかった。欠けた部分に俺がなればいい、そんな恥はずかしいことを考えていたなんて。

　照てれ笑わらいを浮かべながら、今夜の月はずっと忘れないだろうと思った。
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　平へい穏おんな学校生活は、少し形を変えてしまったけどあっさりと戻もどってきた。俺の首を狙ねらっていた可愛かわいい後こう輩はいたちは襲おそってこなくなったどころか、学校ですれ違ちがうたびにチィースと挨あい拶さつしてくるようになった。金属バットで追いかけられるよりはマシだけど、そのたびに周囲から、この人何者？　という視線で見られるのが辛つらい。

　教室の空気も、あの騒そう動どうの後で元通りとはいかないけど、それなりに居い心地ごこちは悪くなくなった。男子連中はヤンボとケンちゃんが誤解を解といてくれた。元々、嫉しつ妬と交まじりにからかわれていただけ、男子の噂うわさなんて飽きられたらそれで終わりだ。女子たちから向けられていた冷やかな視線も、女子のまとめ役である藤ふじ崎さきと話をするようになったお陰かげでずいぶんマシになった。まぁ、話といっても、約束の催さい促そくがほとんどだったけど。

　そんなわけで、俺は平穏を取り戻した教室でいつものように『月げつ光こう文ぶん庫こ』を読みふけっていた。途中で止まっていた『スクスク』も、今は問題なく楽しめる。

「ちょっと新あら太た、ヒドいじゃないかっ」

　ケンちゃんが近づいてくる。何事かと顔を上げると、ケンちゃんは辺あたりをきょろきょろと見回して囁ささやいた。

「映画行くって言ったのさ、新太も一いつ緒しよだと思ったからだよ。藤崎さんと二人なんて聞いてないよ」

「あー言ってなかったっけ。ま、いいじゃない。ケンちゃん、じつは結構タイプだって前に話してたじゃん？」

「それ、ヤンボだよぉ。僕は……ちょっと苦にが手てなんだ。だって、あの人、怖そうっていうか、裏うら表おもてとかありそうじゃない」

　さすがケンちゃん、人を見る目がある。でも俺は、そんなことないって、と笑って誤ご魔ま化かす。俺の昼休みの安あん息そくが掛かかってるんだ、我慢してくれ。

「おい、新太ぁっ。お前っ、どーゆーことだよ」

　今度は何を聞きつけたのか、ヤンボが近づいてくる。

「今頃、サッカー部に入ったって聞いたぞ。どーゆー風の吹き回しだよ。あんなにクラブなんて面めん倒どうだって言ってたのによっ。お前あれか、そーまでしてモテたいのか」

　あぁ、そのことか。一いっこ前の休み時間に入部届け出してきたばっかなのに、相変わらず耳早いな。

「最近、体力落ちてきたから運動しよっかなって。それに、ちょっと新しいシュートの開発をしようと思ってさ」

　どちらも本ほん音ねだった。今回のパンドラでは、それを実感させられた。ウチのサッカー部は弱小で練習もユルい。夜遅くまで練習したり、休日に集合することもない。親おや父じがいなくなってサビつき始めていた体を動かすにはちょうどよかった。

「シュートの開発だぁ？」

「精せい度ども威い力りよくもそうだけど、蹴けられて痛くないシュートを編み出そうと思ってね。ボールは友達っていうだろ」

　冗談めかしていうと、全然面おも白しろくねぇぞ、とヤンボは呆あきれたような視線を向けてくる。

「ま、あれなんだよ。恋をすると、人は変わるんだ」

　ケンちゃんが相変わらずクサい台詞せりふを恥はずかしげもなく口にする。なんとでも言いやがれ。俺は伏ふせ寝ねの体勢になって、体力の温存に努つとめる。部活のためじゃない。今晩も、面めん倒どうなことになりそうな予感がするからだ。







　部活を終えてから『満まん月げつ堂どう』を訪れる。そこは変わらず心地ここち良よい空気に満ちていた。本の匂においが、どこか懐なつかしい雰ふん囲い気きが、包み込みように優しい気持ちにさせてくれる。

　ツクモは出会った時と同じようにカウンターに座って本を読んでいた。その光景は店の雰囲気と溶け合って、映像美に拘こだわり抜ぬいた映画のワンシーンでも見ている気分にさせてくれる。

「あら、シンちゃん、ごきげんよう。あなたたちの記録したパンドラ、面白いわよ。この世界はもう少し存続させる価値がありそうね」

　奥から声がかけられる。新刊コーナーに、もうすっかり馴な染じみになった神様がいた。手にしているのは昨夜のパンドラ本だ。タイトルもそのまま『七なな不ふ思し議ぎとエグニルの魔ま人じん』、知らない人が見たら意味不明だろう。ツクモが読書を続けたまま、冷たい声で告つげる。

「ラクア、立ち読みは五ページまでだ。あとは借りて読め」

「それもそうね。じゃぁこの三冊、借りてくわ」

　え、思わず呟つぶやいていた。ツクモも本を読むのを止めて顔を上げる。無表情のままだがかなり驚いているだろう。

「なに、二人共。私がお金持ってたら不思議なの？　神に対して失礼よ」

「お前……藤ふじ崎さきに、小こ遣づかい貰もらってるだろ」

「天使に餌え付づけされた神とは、恥はじ知しらずだな」

　俺たちは、同じタイミングで同じ結論に達した。

「しっ、失礼なこといわないで。これは、あれよ、お賽さい銭せんよ。この国のれっきとした文化よ」

「金は金だからな。出で所どころがなんであろうと問題ない」

「ちょっと、犯罪者みたいに言わないでくれる」

「あぁ、そうだ。言い忘れたが、それは新作だから貸し出しは一泊二日だ」

「ちょ、なによそれっ。いつから、そんなツタヤみたいなシステムになったのよ」

「その本は大だい人にん気きでな、予約待ちが八人もいる。嫌いやなら、無む理りに借りなくていいぞ」

　予約しているのは、おそらく違ちがう世界の神や天使だろう。どうやら『エグニルの魔人』のパンドラ本は神様の世界でも話題になっているらしい。

「映画ならわかるけど、本よっ。読めるわけないじゃない」

　ラクアが声を荒げる。当然の反論。だけど、ツクモはきっぱりと答える。

「本を読むペースは、人それぞれだ」

　そりゃそうだけど、すごい理り屈くつだ。ラクアはしばらくツクモを睨にらんでいたが、叩たたきつけるように代金を置いて本を取った。

「わかったわよ。徹てつ夜やで読むわよっ。ホント、信じられないわっ」

　三冊のハードカバーの本を抱かかえ、ラクアが店を出て行く。

　二人のやり取りを聞いて、俺はいつの間にか笑っていた。何が可お笑かしい、とツクモに追求される。なんでもない、そう答えてカウンターに歩み寄った。

「クルンは？」

「買い物だ。寄り道をするから帰りが遅くなるといっていた。打ち身によく効きく薬草が生はえてる場所があるらしい」

　相変わらず、節せつ約やく家かで健けな気げなオコジョだ。

「足の怪け我がはどうだ？」

「もうずいぶん良くなった。パンドラ本の方も、聞いての通り評ひよう判ばんだ。お前のお陰かげで、この世界はしばらく安あん泰たいのようだ」

「別に、そんなことのためにやったわけじゃないけどな」

　ツクモは、読書を再開しながら尋たずねてくる。

「そう言えば、シン。お前は『月げつ光こう文ぶん庫こ』以外の本は読まないのか？」

「ん。いや、なんでも読むよ」

「そうか、ではオススメがある。昨日きのう読み終えたのだが、実によかった」

　ツクモは机の上にあったハードカバーの本を一冊渡してくる。それはパンドラ本ではなく、普通の新刊だった。読んだことはないが作者は知っている。俺が大好きな作家の一人だ。

「おぉ。宮みや元もと昌まさ輝きじゃないか。俺、この人の小説凄すごい好きなんだ。『風が鳴なく』ってのはじめに読んでさ、すっかりファンになって」

「『風が鳴く』か、あれも傑けつ作さくだった。ちょっと待っていろ」

　ツクモは机の引き出しを開く。いつもの白紙の本が詰つまっている引き出しではなく、その一段下だった。そこには、ぎっしりと大学ノートが詰まっていた。中の一冊を取り出すと、ぱらぱらと捲めくる。

「趣味でな、読んだ本の感想と評価をメモしているんだ。ん、どうした？」

　ツクモが『風が鳴く』のページを開いたのを見て、俺は思わず笑っていた。そこには感想とレーダーチャートが描かれていた。どうやら俺たちは、本当によく似にているらしい。

　それから時間を忘れるほど、宮元昌輝の作品について語り合った。本について語る時のツクモは、どんな時よりも雄ゆう弁べんだった。それは、ずっと俺が求めていた時間だった。

　全すべての作品について話し終える。会話が止まったところで、ツクモがふと聞いてきた。

「物語はいいな。悲しくても、楽しくても、そこには確かな始まりと終わりがある。シン、お前はこの世界をどう思う。曖あい昧まいで不自由で息苦しくて、退たい屈くつなほど変わりばえがないようで、その実、何一つとして変わらないものなどない……この世界をどう思う？」

　この世界は曖昧だ。この世界は不自由だ。この世界は息苦しい。退屈で、そのくせ移うつろいやすくて、確かなものなんか何一つとしてない。それは、俺の中ではたった一つの言葉で表現される。

「面めん倒どうだと、思うよ」

　俺の脳のう内ない辞じ書しよの中で、かなり多くの意味合いを持つ単語だった。この中に、最近、新たに意味が加えられた。俺はそれを読み上げる。

「でも、知ってるか？　面倒なことってのは、楽しいことでもあるんだ」

　もちろん、全てがそうだとは言えない。姉は上う手まい譬たとえばかり出したけど、面倒と楽しいがイコールで結ばれるかは人それぞれだろう。勉強や大おお掃そう除じや家事が、俺にとって楽しいことに変わることはきっとない。でも、少なくとも、俺が新しく関わりはじめた面倒ごとは楽しい。そして、一から十まで面倒なこの世界は、きっと楽しいことで満ちている。

　ツクモは顔をあげる。澄みきった黒い瞳に、俺の心は吸い込まれていく。

「そうか。では今晩、また頼まれて欲しい面倒ごとがあるんだ。クルンが一つ、白い霧きりが出ている場所を見つけてきてな」

　自分の予感が正しかったことを知る。俺も、だんだんツクモのペースに馴な染じんできているらしい。半なかば諦あきらめつつも、ダルそうに嘯うそぶいてみる。

「昨日きのうの今日きようだし、少しくらい休んだっていいだろ」

「男なら、自分の言葉には責任を持て。好きなんだろう、面倒なことが？」

　ツクモは、笑った。

　その笑顔を見て、どうしようもなく思い知らされる。これは卑ひ怯きようだ。コイツの笑顔には、どうやったって逆さからえる気がしない。

　どうしてこんなことになったんだ。教きよう訓くんを守らなかったから。満みち月つきツクモに関わったから。いや、違ちがう。苦にが笑わらいを浮かべて、ついに観かん念ねんする。

　昨日の夜、家に帰ってから新たに一つ教訓を修しゆう正せいした。第五十訓、恋愛は読むものだ、するものじゃない。ずっと信じていた教訓を二重線で消して書き直す。

　第五十訓、恋愛は読むものだけど、するのも悪くない。
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　あとがき




　地球が丸いと初めて知ったとき、人々はどんな気持ちだったのでしょう。

　私たちは子供から大人おとなになるまでの間、実にたくさんのことを学び、学ばされます。受験勉強をしている時、マッチ棒クイズのような化学式や千年以上前の人の名前を覚えながら、こっそり思っていました。この教科書に載のっていることの全すべてが、実は全部でたらめだった面おも白しろいのに。今回は、そんな気持ちから生まれてきた物語です。




　こんにちは、瀬せ那な和かず章あきです。

　皆様の支えのお陰かげで、三冊目を出すことができました。最初にお世話になった皆様に感謝を述べたいと思います。担当の佐さ藤とう様、小こ原ばら様、イラストレーターのすまき俊しゆん悟ご様、デザイナー様、そして手にとって頂いただいた読者の皆様へ……あとがきを書くたびに感謝の気持ちでいっぱいになります。

　そして、私の前作として書かせて頂いてました「under」の読者の皆様へ。今回から新シリーズをお届けすることになりましたが、「under」についても、新しい物語を皆様にお届けできるようせいいっぱい努力を尽つくしていきたいと思っています。

　深々。




　突然ですが、私は月が好きです。

　なにか特別なことがあった夜、無意識に、その時の月の形を覚えていたりします。

　満ち欠けの理由も周期も科学的に解明されているのに、人類がその場所に降り立ったことさえあるというのに、なぜか神秘的なものを感じずにはいられません。

　月にまつわる物語は、ざっと思い浮かべただけで両手で数え切れないくらいあります。たくさんの詩しい歌かに歌われ、絵画に描かれ、占いに使われます。サイヤ人を大猿に変えたり、美少女戦士におしおきを代わってもらったりします。月は今も昔も人の心を捉とらえて離しません。

　どうしてこんなに月に惹ひきつけられるのか、少し想おもいを馳はせてみました。

　色々な顔を持っているからでしょうか。暗い夜をそっと照らしてくれるからでしょうか。決して眩まぶしいと感じることのない輝きのせいでしょうか。

　私は勝手に、月の光そのものに何やら神秘的な成分が含まれてるんじゃないか、と思ってます。

　月の魅力には比べるべくもないですが、私の物語が、誰だれかの心を照らして笑っていただけるものになって欲しい。そんなことを思って、ちょっとだけ月に祈ってみました。




　今まで学んできたことが全部がでたらめ、なんてことは、残念ながらこの世界には残されていないかもしれません。ですが、物語の中では、これからもあらゆる奇き跡せきやでたらめが起き続けるでしょう。だから私は、本を読み、本を書くのが大好きです。

　まだまだ未熟者ですが、いつか私の物語が皆様が呆あきれて笑ってしまうほど、限りなくでたらめに近づけますように、せいいっぱい書き続けていきます。

　これからもよろしくお願いいたします。





瀬せ那な　和かず章あき
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瀬せ那な和かず章あき

窓を開けて執筆していたら、いつの間にかコーヒーカップに桜の花びらが舞いこんでいました。珍しかったので記念撮影を一枚。なにかいいことありそうです。
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すまき俊しゅん悟ご

日々、ニョロリと絵を描くフリーの絵描き。

今回、姫カットとミミっこを描けて幸せだとかなんとか。









電撃文庫





レンタル・フルムーン




第だい一いち訓くん 恋れん愛あいは読よみものです











瀬せ那な和かず章あき
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